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＜参考＞ 

 

１．国際勧告との関連 

 本標準は、2006年 5 月に発行された ITU-T 勧告 H.222.0 および2007年 1 月に発行された ITU-T 勧告

H.222.0 Amendment 1 に準拠したものである。 

 

２．上記国際勧告等に関する追加項目等 

  ２．１ オプション選択項目 

  なし。 

 

  ２．２ ナショナルマター項目 

  なし。 

 

  ２．３ その他 

(1) 本標準は、上記ＩＴＵ－Ｔ勧告、ＩＳＯ／ＩＥＣ標準に対し、先行している項目はない。 

(2) 本標準は、上記ＩＴＵ－Ｔ勧告、ＩＳＯ／ＩＥＣ標準に対し、追加した項目はない。 

(3) 本標準は、上記ＩＴＵ－Ｔ勧告、ＩＳＯ／ＩＥＣ標準に対し、削除した項目はない。 

(4) 本標準は、上記ＩＴＵ－Ｔ勧告、ＩＳＯ／ＩＥＣ標準に対し、変更した項目はない。 

 

  ２．４ 原勧告との章立て構成比較表 

 上記国際勧告などとの章立て構成の相違はない。 

 

Ａ
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マット登録の追加 
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 トランスポートストリーム記述子テーブル追加に伴うト
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モデル中の記述追加抜けに対する訂正 
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を追加。また HATS 要望事項対処のTTC注を追加 

 

４．工業所有権 

本標準に関わる「工業所有権の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧にな

れます。   
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序論 
 
 この標準は、ビデオ、オーディオ、その他のデータの１つ以上のエレメンタリストリームを、蓄積または

伝送に適した単一または複数のストリームへと結合することを対象としている。システムの符号化方式は、

この規定によって課せられるシンタックスおよびセマンティクス上の規則に従い、広範囲の検索及び受信の

条件において復号器バッファが同期して復号動作を行うことを可能とするための情報を与える。  
 

システムの符号化方式は、トランスポートストリームとプログラムストリームの２つのフォーマットで規

定されなければならない。それぞれは、様々のアプリケーションの集合に対して最適化されている。この標

準において定義されるトランスポートストリームおよびプログラムストリームは、ビデオおよびオーディオ

情報の復号および表示を同期させるとともに、復号器中のデータバッファがオーバーフローまたはアンダー

フローしないことを保証するのに必要十分な符号化シンタックスを与える。情報は、符号化されたオーディ

オ及びビデオデータの復号および表示に関するタイムスタンプ、およびデータストリームそれ自身の伝送に

関するタイムスタンプを使用して、シンタックス中に符号化される。どちらのストリームの定義も、パケッ

ト指向の多重である。  
 
 １つのビデオエレメンタリストリームとオーディオエレメンタリストリームについての基本的な多重のア

プローチが、次ページの図0-1に示されている。ビデオおよびオーディオのデータはTTC標準  JT-H262およ

び  ISO/IEC 13818-3に記述されているように符号化される。得られた符号圧縮されたエレメンタリストリー

ムは、パケット化されPESパケットが作られる。トランスポートストリームまたはプログラムストリームと

独立してPESパケットを使用するために必要とされる情報を、PESパケットが形成されるときに付加するこ

とができる。トランスポートストリームまたはプログラムストリームを形成するためにPESパケットがさら

にシステムレベルの情報と結合される場合、この情報は不要であり付加される必要はない。このシステムの

標準は、垂直の破線の右側のプロセスをカバーしている。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図  0-1/JT-H222.0 TTC標準  JT-H222.0の範囲の概要  

(ITU-T H.222.0) 
 
 
 プログラムストリームはISO/IEC 11172のシステムレイヤと類似している。それは、共通のタイムベース

を有する1つ以上のPESパケットを結合して1つのストリームにすることにより得られる。  
 単一の番組を構成するエレメンタリストリームが多重化されていない独立のストリーム中に存在すること

を要求するアプリケーションにおいては、それらのエレメンタリストリームは共通のタイムベースを有する
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エレメンタリストリームごとに独立したプログラムストリームで符号化されることもできる。この場合、各

種ストリームのSCRフィールド中に符号化されている値は、相互に適合していなければならない。  
 
 単一のプログラムストリームと同様に、全てのエレメンタリストリームは同期して復号されることができ

る。  
 
 プログラムストリームは比較的誤りのない環境において使用されるように設計されており、インタラクテ

ィブなマルチメディアアプリケーションのように、システム情報のソフトウェア処理を含むようなアプリケ

ーションに適している。プログラムストリームパケットは、可変長であり、相対的に非常に長くすることが

できる。  
 
 トランスポートストリームは、1つ以上の独立のタイムベースを有する1つ以上の番組を、1つのストリーム

へと結合する。1つの番組を構成する複数のエレメンタリストリームから構成される複数のPESパケットは、

共通のタイムベースを共有する。トランスポートストリームは、ロスのあるノイズの多いメディアにおける

蓄積または伝送のように、誤りのある環境における使用のために設計されている。トランスポートストリー

ムパケットの長さは188バイトである。  
 
 プログラムストリームとトランスポートストリームは、様々のアプリケーションのために設計されており、

それらの定義はレイヤモデルに厳密には従わない。一方のストリームから他方への変換は可能であり合理的

である。しかし、一方は他方の部分集合または超集合ではない。特に、トランスポートストリームから1つの

番組の内容を取り出し、正しいプログラムストリームを生成することは可能であり、共通の交換フォーマッ

トであるPESパケットにより達成される。しかし、ここでプログラムストリームに必要とされる全てのフィ

ールドがトランスポートストリームに含まれているわけではない。含まれていなければならないものもある

が。トランスポートストリームは、レイヤモデルにおける一定範囲のレイヤをカバーするために使用してよ

い。また、広帯域アプリケーションにおける実現方式を、効率的かつ容易にするために設計されている。  
 システムの規定において示されているシンタックス上およびセマンティクス上の規則の範囲は様々である。

シンタックス上の規則はシステムレイヤの符号化のみに適用され、ビデオとオーディオの規定である圧縮レ

イヤ符号化には拡張されない。反対に、セマンティクス上の規則は、その結合したストリーム全体において

適用される。  
 
 システムの規定は、符号器や復号器の構造および実現方式を規定していない。また、多重化装置や分離装

置についても規定していない。しかし、ビットストリームの特性は、符号器、復号器、多重化装置、分離装

置についての機能的かつ性能的な要求条件を課している。例えば、符号器はクロックの最小の許容要求条件

を満たす必要がある。このような要求条件があるにもかかわらず、符号器、復号器、多重化装置、分離装置

の設計および実現方式に、かなりの自由度がある。  
 

0.1   トランスポートストリーム 
 トランスポートストリームは、重大な誤りが発生しうる環境において、 JT-H262および  ISO/IEC 13818-3
に従う符号化データおよびその他のデータからなる1つ以上の番組を、通信し蓄積するために作られたストリ

ームの定義である。ここでいう誤りとは、ビット誤りやパケットロスのことである。  
 
 トランスポートストリームは、固定または可変レートとすることができる。どちらの場合においても、構

成しているエレメンタリストリームは固定または可変レートとすることができる。これらの各場合において、

そのストリームのシンタックスおよびセマンティクスの制約条件は同一である。トランスポートストリーム

レートは、プログラムクロックリファレンス (PCR)フィールドの値と位置によって定義される。PCRフィー

ルドは、一般的に、各番組ごとに独立している。  
 
 独立のタイムベースを有する複数の番組を含み、合計のビットレートが可変になるようなトランスポート

ストリームを、構成し伝送することは多少困難である。2.4.2.2項を参照。  
 
 トランスポートストリームは、正しいストリームを得ることのできる任意の方法によって作ることができ

る。1つ以上の番組を有するトランスポートストリームを、エレメンタリ符号化ストリーム、プログラムスト

リーム、またはそれ自身1つ以上の番組を含む他のトランスポートストリームから作ることができる。   
 
 トランスポートストリームは、最小の努力で種々の操作が可能となるように設計されている。とりわけ、

次のようなことが行える。  
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1.図0-2に示すように、トランスポートストリームの1つの番組から符号化データを検索し、復号し、復

号された結果を表示する。  
 
2.図0-3に示すように、トランスポートストリームの中の1つの番組からトランスポートストリームパケ

ットを取り出し、出力としてその番組だけを含む別のトランスポートストリームを作り出す。  
 
3. 1つ以上のトランスポートストリームから1つ以上の番組のトランスポートストリームパケットを取

り出し、出力として別のトランスポートストリームを作り出す (図示されていない )。  
 
4.図0-4に示すように、トランスポートストリームの中から1つの番組の内容を取り出し、出力として1
つの番組を含むプログラムストリームを作り出す。  

 
5.与えられたプログラムストリームを、ロスのある環境で伝送するためにトランスポートストリームに

変換し、それから、正確な、ある場合においては同一のプログラムストリームを再生する。  
 

 図0-2および図0-3は、入力としてトランスポートストリームが加えられる典型的な分離および復号システ

ムを図示している。図0-2は第１の場合であり、トランスポートストリームは直接分離され復号される。トラ

ンスポートストリームは、システムレイヤと圧縮レイヤの２つのレイヤで構成されている。トランスポート

ストリーム復号器への入力ストリームは、圧縮レイヤを包み込むシステムレイヤを有している。ビデオおよ

びオーディオ復号器への入力ストリームは、圧縮レイヤのみを有している。  
 トランスポートストリームを受け入れる典型的な復号器が行う動作は、トランスポートストリーム全体に

適用されるもの (「多重化動作」 )と、個々のエレメンタリストリームに適用されるもの (「ストリーム固有の

動作」 )とがある。トランスポートストリームのシステムレイヤは２つのサブレイヤに分割される。1つは多

重化動作用であり (トランスポートストリームパケットレイヤ )、もう1つはストリーム固有の動作用である

(PESパケットレイヤ )。  
 
 オーディオ /ビデオを含むトランスポートストリームの典型的な復号器は、図0-2に示されており、復号器

の機能が図示されている。その構造は、固有のものではないが --復号器タイミング制御のようなシステム復

号器のいくつかの機能は、エレメンタリストリーム復号器やチャネルで規定される復号器の中において同様

に分配されるかもしれない --しかし、この図は議論において有用である。同様に、チャネルで規定される復

号器によって検出される誤りを個々のオーディオおよびビデオ復号器へ通知することは、様々の方法で達成

されることができる。その場合の通信の経路はこの図には示されていない。この図が示す典型的な復号器の

設計内容は、トランスポートストリーム復号器の設計に対していかなる規範的な要求条件も意味しない。実

際、非オーディオ /非ビデオデータも許容されるが、図には示されていない。  
 

チャネル
チャネル

復号器

ﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾄｽﾄﾘｰﾑ

分離装置

および復号器

ビデオ

復号器

クロック

制御部

オーディオ

復号器

単一あるいは複数番組を有する
トランスポートストリーム

復号された

ビデオ

復号された

オーディオ
 

図  0-2 /JT-H222.0 トランスポート分離および復号の典型的な例  
(ITU-T H.222.0) 

 
 図0-3は第2の場合を図示している。ここで、複数の番組を含むトランスポートストリームは、1つの番組を

含むトランスポートストリームへ変換される。この場合、再多重の動作はビットストリーム中のPCRの位置

の変化を考慮して、プログラムクロックリファレンス (PCR)値の訂正を必要とするかもしれない。  
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図  0-3 /JT-H222.0 トランスポート多重の典型的な例  
(ITU-T H.222.0) 

 
 以下の図0-4は、複数番組を有するトランスポートストリームがまず分離され、次にプログラムストリーム

へ変換される場合を図示している。  
 

チャネル チャネル

復号器

ﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾄｽﾄﾘｰﾑ

分離装置および

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｽﾄﾘｰﾑ

多重化装置

プログラムストリーム複数番組を有する

トランスポートストリーム

 
図  0-4/JT-H.222.0  トランスポートストリームからプログラムストリームへの典型的な変換  

(ITU-T H.222.0) 
 
 図0-3及び図0-4は、様々なタイプおよび構成のトランスポートストリーム間での変換が可能であり合理的

であることを示している。トランスポートストリームおよびプログラムストリームのシンタックスの中に、

図示されている変換を可能とするよう定義されている特別のフィールドが存在している。分離装置または復

号器の特定の実現方式において、これら全ての機能が含まれている必要はない。  
 

0.2   プログラムストリーム 
 プログラムストリームは、誤りがあまり存在しない環境、および、例えばソフトウェアによるシステム符

号化処理が主要な考慮の対象となる環境において、符号化データおよびその他のデータからなる１つの番組

を通信しまたは蓄積するために作られているストリームの定義である。  
 
 プログラムストリームは、固定または可変レートとすることができる。どちらの場合においても、構成し

ているエレメンタリストリームは固定または可変レートとすることができる。これらの各場合において、そ

のストリームのシンタックスおよびセマンティクスの制約条件は同一である。プログラムストリームレート

は、システムクロックリファレンス (SCR)の値と位置およびmux_rateフィールドによって定義される。  
  
 典型的なオーディオ /ビデオプログラムストリーム復号器システムは図0-5に示されている。その構造は、

固有のものではないが --復号器タイミング制御を含むシステム復号器の機能は、エレメンタリストリーム復

号器やチャネルで規定される復号器の中においても同様に分配されるかもしれない --この図は議論において

有用である。この図に示されている典型的な復号器の設計内容は、プログラムストリーム復号器の設計に対

していかなる規範的な要求条件も意味しない。実際、非オーディオ /ビデオデータも許容されるが、図に示さ

れていない。  
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図  0-5/JT-H222.0  プログラムストリームの典型的な復号器   

(ITU-T H.222.0) 
 
 図0-5に示されているプログラムストリームのための典型的な復号器は、それぞれこの標準のJT-H222.0、
JT-H262、ISO/IEC13818-3に適合するシステム、ビデオ、オーディオの復号器から構成されている。この復

号器において、1つ以上のオーディオおよび /またはビデオストリームの多重化された符号化表現は、チャネ

ルで規定されるあるフォーマットで蓄積されるかまたはあるチャネルで通信されると仮定される。チャネル

で規定されるフォーマットは、この標準では管理されていない。また、典型的な復号器のチャネルで規定さ

れる復号部分についても、同様に管理されていない。  
 
 典型的な復号器は、入力としてプログラムストリームを受け入れ、プログラムストリーム復号器において

そのストリームから時間情報が取り出されると想定している。プログラムストリーム復号器は、そのストリ

ームを分離し、このようにして作り出されたエレメンタリストリームはビデオおよびオーディオ復号器への

入力となる。そして、そのビデオおよびオーディオ復号器の出力が復号されたビデオおよびオーディオ信号

である。プログラムストリーム復号器、ビデオ、オーディオ復号器およびチャネルで規定される復号器の間

におけるタイミング情報の流れはこの設計に含まれているが、図には示されていない。ビデオおよびオーデ

ィオ復号器は相互に同期がとられており、このタイミング情報を使用しているチャネルとも同期がとられて

いる。  
 
 プログラムストリームは、システムレイヤと圧縮レイヤの２つのレイヤから構成されている。プログラム

ストリーム復号器への入力ストリームは、圧縮レイヤを包み込むシステムレイヤを有している。ビデオ、オ

ーディオ復号器への入力ストリームは、圧縮レイヤのみを有している。  
 
 典型的な復号器により行われる操作は、プログラムストリーム全体 (多重化動作 )または個々のエレメンタ

リストリーム (ストリーム固有の動作 )に対して適用される。プログラムストリームレイヤは２つのサブレイ

ヤに分割される。1つは多重化動作用であり (パックレイヤ )、もう1つはストリーム固有の動作用である (PES
パケットレイヤ )。  
 

0.3   トランスポートストリームとプログラムストリーム間の変換 
 PESパケットによりトランスポートストリームとプログラムストリーム間の変換を行うことは、可能であ

り合理的である。このことは、本標準の規範的な要求条件として、2.4.1項および2.5.1項に示されているトラ

ンスポートストリームおよびプログラムストリームの規定から得られる。PESパケットは、いくつかの制約

のもとに、1つの多重化ビットストリームのペイロードから他の多重化ビットストリームのペイロードへ直接

的に射影されることができる。このことを支援するために、program_packet_sequence_counterが全てのPES
パケットに存在している場合、1つの番組におけるPESパケットの正しい順序を識別することが可能である。 
  
 変換のために必要な他の情報、たとえばエレメンタリストリーム間の関係などは、両方のストリームのテ

ーブルおよびヘッダから得ることができる。このようなデータが利用可能な場合、それらは、変換前後のど

のストリーム中においても正確でなければならない。  
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0.4   パケットエレメンタリストリーム 
 トランスポートストリームとプログラムストリームは、2.4.3.6項のシンタックスの定義において示されて

いるように、それぞれPESパケットから論理的に構成される。トランスポートストリームとプログラムスト

リーム間の変換を行うために、PESパケットを使用しなければならない。場合によっては、このような変換

においてPESパケットを修正することは必要とされない。PESパケットは、トランスポートストリームパケ

ットのサイズより、かなり大きくすることができる。  
 
 1つのストリームIDを有する1つのエレメンタリストリームのPESパケットの連続したシーケンスを、PES
ストリームを作るために使用できる。PESストリームを作るためにPESパケットを使用する場合、2.4.3.7で
定義される制約条件のもとに、PESパケットにはエレメンタリシステムクロックリファレンス (ESCR)フィー

ルド、エレメンタリストリームレート (ES_rate)フィールドがなければならない。PESストリームデータは、

本来の順序通りのエレメンタリストリームから得られる連続したバイトでなければならない。PESストリー

ムには、プログラムストリームおよびトランスポートストリームに含まれているいくつかの必要なシステム

情報が含まれていない。例えば、パックヘッダや、システムヘッダ、プログラムストリームマップ、プログ

ラムストリームディレクトリ、プログラムマップテーブル中の情報や、トランスポートストリームのパケッ

トシンタックスの要素は含まれていない。  
 
 PESストリームは、本標準の実現方式において有用となるであろう論理的な構成要素である。しかし、相

互交換および相互接続性のためのストリームとしては定義されていない。1つのエレメンタリストリームのみ

を含むストリームを要求するアプリケーションは、ただ1つのエレメンタリストリームを含むプログラムスト

リームまたはトランスポートストリームを使用することができる。これらのストリームは全ての必要なシス

テム情報を含んでいる。複数のプログラムストリームまたはトランスポートストリームがそれぞれひとつの

エレメンタリストリームを含んでいる場合、それらは共通のタイムベースで構成されることができ、それゆ

えにオーディオやビデオを有する完全な番組を伝送することができる。  
 

0.5   タイミングモデル 
 システム、ビデオ、オーディオは全て、符号器への信号入力から復号器の信号出力までのエンド・エンド

の遅延が一定となるタイミングモデルを有している。この遅延は、符号化、符号器バッファ、多重化、通信

または蓄積、分離、復号器バッファリング、復号、表示遅延の和である。このタイミングモデルの要素とし

て、全てのビデオフレームおよびオーディオのサンプルは、特に規定されて符号化されていない限り、正し

く一回表示される。そしてビデオフレーム間の間隔やオーディオサンプルレートは、符号器と復号器で同じ

である。システムストリームの符号化は、一定のエンド・エンドの遅延を有するシステムを構築するために

使用できるタイミング情報を含んでいる。このモデルに正確には従わない復号器を作ることも可能である。

しかし、その場合に許容可能な動作をすることは、その復号器の責任である。このタイミングについては、

本標準の規範的な規定に含まれている。全ての正確なビットストリームは、ビットストリームを生成する手

段に関わらず、それを守らなければならない。  
 
 全てのタイミングは、システムタイムクロックとして参照される共通のシステムクロックという言葉で定

義される。プログラムストリームにおいて、このクロックはビデオまたはオーディオのサンプルクロック対

して特定の正確な比率を有することができる。あるいは、正確な比率とはわずかに異なるが、正確なエンド・

エンドのタイミングとクロック回復が可能な運用上の周波数を有することができる。  
  
 トランスポートストリームにおいて、システムクロック周波数は常にオーディオおよびビデオのサンプル

クロックに対して正確に規定された比率を有するよう条件付けられている。この条件の効果として、復号器

におけるサンプルレートの回復が単純化される。  
 

0.6   限定アクセス 
 プログラムストリームおよびトランスポートストリームの中に符号化されている番組に対する限定アクセ

スのための暗号化およびスクランブリングは、システムデータストリームの定義によりサポートされている。

限定アクセスの機構は、ここでは規定されていない。ストリームの定義は、現実の限定アクセスシステムの

実現方式が合理的であるように設計されている。そのようなシステムを特別にサポートする、いくつかのシ

ンタックス上の要素が規定されている。  
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0.7   多重化動作 
 多重化動作には、チャネルからのデータ検索の調整、クロックの調整およびバッファ管理が含まれている。

これらの機能は密接に関連している。もし、チャネルからのデータの供給レートが制御可能であるならば、

そのデータの供給は、復号器バッファがオーバーフローしたり、アンダーフローしたりしないよう調整され

ることができる。しかし、そのデータレートが制御可能でないならば、エレメンタリストリーム復号器は、

オーバーフローまたはアンダーフローを避けるためにそのタイミングをチャネルから受信されたデータに従

属させる必要がある。  
 
 プログラムストリームは、上述の機能を可能とするヘッダを有するパックから構成されている。パックヘ

ッダは、各バイトがチャネルからプログラムストリーム復号器に入力される予定時刻を規定している。そし

て、ターゲットへの到着予定時刻は、クロックの補正およびバッファ管理の参照情報として機能する。復号

器は、この予定時刻に正確に従う必要はないが、それとの偏差を補償しなければならない。  
 
 同様に、トランスポートストリームは、各バイトがチャネルからトランスポートストリーム復号器に入力

される予定時刻を規定している情報を含むヘッダを有するトランスポートストリームパケットから構成され

ている。この予定時刻は、プログラムストリームで規定されているものと全く同じ機能を与える。   
 
 付加的な多重化動作とは、トランスポートストリームまたはプログラムストリームを復号するために、ど

のようなリソースが必要とされるかを確定する復号器の能力である。各プログラムストリームの第一番目の

パックは、復号器においてこの機能を支援するパラメータを伝送している。例えば、ストリームの最大のデ

ータレートや同時に伝送されるビデオチャネルの最大数が含まれている。同様に、トランスポートストリー

ムは広範囲の有用な情報を含んでいる。  
 
 トランスポートストリームおよびプログラムストリームは、各番組を構成するエレメンタリストリームに

関する付属特性およびそれらの間の関係を識別する情報を含んでいる。このような情報には、オーディオチ

ャネルで話される言語が含まれる。また、ビデオの多層符号化が組み込まれている場合のビデオストリーム

間の関係も含まれる。  
 

0.8   個々のストリームについての操作 (PES パケットレイヤ) 
 基本となるストリーム固有の動作は、1)分離、2)複数のエレメンタリストリームの同期再生 の2つである。 
 

0.8.1   分離 
 符号化時に、プログラムストリームはエレメンタリストリームを多重化することにより作られ、トランス

ポートストリームはエレメンタリストリーム、プログラムストリーム、他のトランスポートストリームの内

容を多重化することによって作られる。エレメンタリストリームには、オーディオ、ビデオストリームの他

に、プライベートストリーム、予約ストリーム、パディングストリームが含まれる。これらのストリームは

一時的にパケットに分割され、そのパケットが順次並べられる。PESパケットは、ただ1つのエレメンタリス

トリームから得られる符号化されたバイトを含んでいる。  
 
 プログラムストリームにおいては、固定および可変パケット長が、本標準の2.5.1項、2.5.2項で規定されて

いる制約条件に従って許されている。トランスポートストリームでは、パケット長は188バイトである。固定

および可変のPESパケット長が許されているが、いずれも多くのアプリケーションにおいて比較的長いであ

ろう。  
 
 復号時に、多重化されたプログラムストリームまたはトランスポートストリームからエレメンタリストリ

ームを再構成するために、分離が必要とされる。プログラムストリームパケットヘッダ中のStream_idおよ

びトランスポートストリームのパケットID符号によって、これは可能である。  
 

0.8.2   同期 
 複数のエレメンタリストリーム間の同期は、プログラムストリームおよびトランスポートストリーム中の

プレゼンテーションタイムスタンプ (PTS)により達成される。タイムスタンプは一般的に90kHz単位であるが、

システムクロックリファレンス (SCR)、プログラムクロックリファレンス (PCR)、オプションであるエレメン

タリストリームクロックリファレンス (ESCR)は、拡張として27MHzの精度を有している。N個のエレメンタ

リストリームの復号は、1つのストリームの復号を他のストリームの復号と適合させるように調整することに

よってではなく、全ストリームの復号を共通のマスタタイムベースに調整することによって、同期化されて
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いる。マスタタイムベースは、N個の復号器クロックの1つ、データソースのクロック、あるいは外部クロッ

クとすることができる。  
   
 複数の番組を含んでいる1つのトランスポートストリーム中の各番組は、それ自身のタイムベースを有して

いる。トランスポートストリーム内の異なる番組のタイムベースは、それぞれ違っていてよい。  
 
 PTSは個々のエレメンタリストリームの復号に適用されることから、トランスポートストリームおよびプ

ログラムストリーム両方のPESパケットレイヤに存在する。符号器がデータを獲得した時点でのタイムスタ

ンプを保存し、そのタイムスタンプが関連する符号化データとともに復号器へ伝達され、復号器がそのタイ

ムスタンプを用いて表示をスケジュールするときに、エンド・エンドの同期が取られる。  
  
 チャネルと復号システムの同期は、プログラムストリーム中のSCRを使用すること、およびそれと同様に

トランスポートストリーム中のPCRを使用することによって達成される。SCRとPCRは、ビットストリーム

自身のタイミングを符号化するタイムスタンプである。それらは、同一の番組からのオーディオ及びビデオ

PTS値に使用されるものと同一のタイムベースから得られる。各番組はそれ自身のタイムベースを有するこ

とが可能であることから、複数の番組を含むトランスポートストリーム中には各番組ごとに独立したPCRが

存在する。場合によっては、複数の番組がPCRフィールドを共有することも可能である。どのPCRがある番

組と関連しているかを識別する方法について、2.4.4項プログラムスペシフィックインフォメーション (PSI)
を参照されたい。1つの番組は、それに付随する1つそして唯一のPCRタイムベースを有していなければなら

ない。  
 
0.8.3   圧縮レイヤとの関係 
 PESパケットレイヤは、ある意味において圧縮レイヤと独立であるが、全く独立ではない。それは、PES
パケットのペイロードが本標準のJT-H262、ISO/IEC13818-3で定義される圧縮レイヤのスタートコードで開

始される必要がないという意味において、独立である。例えば、ビデオスタートコードは、PESパケットの

ペイロードの任意の場所から開始することができる。また、スタートコードはPESパケットヘッダで分割さ

れることができる。しかし、PESパケットヘッダに符号化されているタイムスタンプは、圧縮レイヤの構成

要素 (すなわち、プレゼンテーションユニット )の表示時刻に適用される。さらに、エレメンタリストリーム

データがJT-H262または  ISO/IEC 13818-3に適合している場合、PES_packet_data_byteは  JT-H222.0のデ

ータバイトとバイト整列していなければならない。  
 

0.9   システムリファレンス復号器 
 TTC標準JT-H222.0は、「システムターゲット復号器 (STD)」を使用して、タイミングおよびバッファリン

グ関係の規定を行っている。1つがトランスポートストリーム (2.4.2項参照 )用の「トランスポートシステムタ

ーゲット復号器 (T-STD)」であり、もう1つがプログラムストリーム (2.5.2項参照 )用の「プログラムシステム

ターゲット復号器 (P-STD)」である。STDは、JT-H222.0フィールド (例えば、バッファサイズ )の規定におい

てパラメータ化されているため、各エレメンタリストリームはそれ自身STDのパラメータ化を行っている。

符号器は適切なSTDの制約条件に適合するようにビットストリームを生成しなければならない。物理的な復

号器は、ストリームがSTD上で適正に再生されると、仮定することができる。物理的な復号器は、STDとの

設計の違いに対応した補正を行う必要がある。  
 

0.10   アプリケーション 
 この文書で定義されるストリームは、広範囲の種々のアプリケーションに対してできる限り有用となるこ

とが意図されている。アプリケーションの開発者は、もっとも適切なストリームを選ぶべきである。  
 
 最新のデータ通信ネットワークは、JT-H222.0ビデオおよびISO/IEC 13818オーディオをサポートできる

であろう。リアルタイムの伝送プロトコルが必要とされている。プログラムストリームは、そのようなネッ

トワーク上での伝送にも適しているかもしれない。  
 
 プログラムストリームは、CD-ROM上でのマルチメディアアプリケーションにも適している。プログラム

ストリームのソフトウェア処理は、適切であろう。  
 
 トランスポートストリームは、圧縮されたビットストリームを長距離のネットワークを通して、また放送

システムにおいて伝送するために使用されるような、誤りのある環境に対してより適しているであろう。  
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 多くのアプリケーションは、様々なディジタル蓄積メディア (DSM)上で、JT-H222.0ビットストリームの

蓄積及び検索を必要とする。このようなメディアの制御を可能とするために、ディジタル蓄積メディアコマ

ンドと制御 (DSM CC)プロトコルが、この標準の付属資料Ａおよび ISO/IEC 13818-6の中で規定されている。 
 
1.   一般的事項 
 
1.1   本標準の規定範囲 
 TTC標準JT-H222.0は、符号化方式のシステムレイヤを規定している。基本的には、この標準のJT-H262
およびISO/IEC13813-3に定義されているビデオとオーディオの符号化方式の組み合わせをサポートするた

めに開発された。システムレイヤは、次の6つの基本的な機能をサポートしている：  
1)複数の圧縮されたストリームの復号時における同期  
2)複数の圧縮されたストリームから1つのストリームへのインターリーブ  
3)復号開始におけるバッファの初期化  
4)連続的なバッファ管理  
5)時間の識別  
6)システムストリームにおける様々なコンポーネントの多重化とシグナリング  
 
 TTC標準JT-H222.0の多重ビットストリームは、トランスポートストリームまたはプログラムストリーム

である。両方のストリームとも、PESパケットおよびそのほかの必要な情報を含むパケットから構成されて

いる。いずれのストリームも、共通のタイムベースを有する1つの番組のビデオとオーディオの圧縮ストリー

ムの多重化をサポートしている。トランスポートストリームは、さらに独立したタイムベースを有する複数

の番組のビデオとオーディオの圧縮ストリームの多重化をサポートしている。プログラムストリームは、ほ

とんど誤りのない環境において一般的により適切であり、番組情報のソフトウェア処理をサポートしている。

トランスポートストリームは、誤りが存在する環境における使用に、より適している。  
 
 TTC標準JT-H222.0多重ビットストリーム、すなわちプログラムストリームまたはトランスポートストリ

ームは、2つのレイヤから構成される。最外部のレイヤがシステムレイヤであり、最内部のレイヤが圧縮レイ

ヤである。システムレイヤは、あるシステムにおいて1つ以上の圧縮されたデータストリームを使用するため

に必要な機能を与える。本規格のビデオパートおよびオーディオパートは、オーディオ及びビデオデータの

圧縮符号化レイヤを定義している。他の種類のデータの符号化はこの規格では定義されていないが、他の種

類のデータが本標準の2.7節に定義されている制約に従う場合には、このシステムレイヤによってサポートさ

れる。  
 
1.2   参照している標準 
 次の勧告および国際標準は、文書中の参照によりこの標準の内容を構成する内容を含んでいる。出版時に

おいては、そこに示されている版が有効であった。全ての勧告および国際標準は改訂されるものである。ま

た、この標準に基づく協定への参加者には、以下に示される勧告および国際標準の最新版が適用可能である

ことを調査することが勧められる。IECおよびISOのメンバーは、現在有効な勧告または国際標準の登録を保

存している。ITUのTSB(電気通信標準化機構 )は、現在有効なITU-T勧告のリストを保存している。  
 

1.2.1   同一の勧告｜国際標準 
 
TTC標準  JT-H262  汎用映像符号化方式 , Nov., 2001. 
ITU-T Recommendation H.262 (2000) | ISO/IEC 13818-2:2000, Information technology – Generic 
coding of moving pictures and associated audio information: Video. 
 

1.2.2   技術内容で同等の対となる勧告｜国際標準 
 
TTC標準  JT-H264  オーディオビジュアルサービス全般のための高度ビデオ符号化方式 , Aug., 2006 
ITU-T Recommendation H.264 (2005), Advanced video coding for generic audiovisual services. 
 
ISO/IEC 14496-10:2005, Information technology – Coding of audio-visual objects – Part 10: Advanced 
video coding. 
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ITU-T Recommendation T.171 (1996), Protocols for interactive audiovisual services: coded 
representation of multimedia and hypermedia objects. 
 
ISO/IEC 13522-1:1997, Information technology – Coding of Multimedia and Hypermedia information – 
Part 1: MHEG object representation – Base notation (ASN.1). 
 
ISO/IEC 14496-17:2005, Information technology, Coding of audio-visual objects -- Part 17: Streaming 
Text Format 
 
ISO/IEC 15938-1:2002, Information technology - Multimedia content description interface - Part 1: 
Systems 
 
 

1.2.3   付加的な参照文書 
 
ISO 639-2:1998, Codes for the representation of names of languages – Part 2: Alpha-3 code. 
 
ISO 8859-1:1998, Information technology - 8 bit single-byte coded graphic character Sets - Part 1: 
Latin alphabet No. 1. 
 
ISO 15706:2002, Information and documentation – International Standard Audiovisual Number 
(ISAN). 
 
ISO/PRF 15706-2, Information and documentation – International Standard audiovisual number 
(ISAN) – Part 2: Version identifier. 
 
ISO/IEC 11172-1:1993 Information technology - Coding of moving pictures and associated audio for 
digital storage media at up to about 1,5 Mbit/s - Part 1: Systems. 
 
ISO/IEC 11172-2:1993 Information technology - Coding of moving pictures and associated audio for 
digital storage media at up to about 1,5 Mbit/s - Part 2: Video. 
 
ISO/IEC 11172-3:1993 Information technology - Coding of moving pictures and associated audio for 
digital storage media at up to about 1,5 Mbit/s - Part 3 Audio. 
 
ISO/IEC 13818-3:1994 Information technology - Generic coding of moving pictures and associated audio 
information- Part 3 Audio. 
 
ISO/IEC 13818-6:1998, Information technology – Generic coding of moving pictures and associated 
audio information – Part 6: Extensions for DSM-CC. 
 
ISO/IEC 13818-7:2006, Information technology – Generic coding of moving pictures and associated 
audio information – Part 7: Advanced Audio Coding (AAC). 
 
ISO/IEC 13818-11:2004, Information technology – Generic coding of moving pictures and associated 
audio information – Part 11: IPMP on MPEG-2 systems. 
 
ISO/IEC 14496-1:2004, Information technology – Coding of audio-visual objects – Part 1: Systems. 
 
ISO/IEC 14496-2:2004, Information technology – Coding of audio-visual objects – Part 2: Visual. 
 
ISO/IEC 14496-3:2005, Information technology – Coding of audio-visual objects – Part 3: Audio. 
 
Recommendation ITU-R BT.601-6 (2007), Studio encoding parameters of digital television for standard 
4:3 and wide-screen 16.9 aspect ratios. 
 
Recommendation ITU-R BT.470-7 (2005), Conventional analogue television systems. 
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Recommendation ITU-R BR.648 Digital recording of audio signals. 
 
ITU-T Recommendation J.17 (1998), Pre-emphasis used on Sound-Programme Circuits. 
 
IEC Publication 60908:1999, Audio recording – Compact disc digital audio system. 
 
2.   技術的要素 
 
2.1   定義 

 この標準の目的のために、次の定義が適用される。特定のPartに関わる場合、括弧内に注意書きが挿入さ

れる。  
 
2.1.1   アクセスユニット（システム）：表示ユニットの符号化表現。圧縮オーディオの場合、アクセスユニッ

トはあるオーディオフレームの符号化表現である。ここで、それぞれのオーディオフレームにより、1以上の

オーディオチャネルからデータが転送される。例えば1モノチャネルや2ステレオチャネル、7サラウンドチャ

ネルである。  
 
ISO/IEC 14496-17テキストストリームの場合、アクセスユニットの定義についてはISO/IEC 14496-17を参

照のこと。  
 
ビデオの場合、アクセスユニットは1つの画像に対する全ての符号化データおよびそれに続くあらゆるスタッ

フ化を含む。しかし、次のアクセスユニットの開始を含むことはなくそれまでのデータである。ある画像が

group_start_codeまたはsequence_header_codeを前に有していない場合、アクセスユニットはその画像スタ

ー ト コ ー ド (picture start code) か ら 開 始 す る 。 あ る 画 像 が group_start_code お よ び / ま た は

sequence_header_codeを前に有している場合、アクセスユニットはこれらのスタートコードのうちの最初の

ものの第1バイトから開始する。その画像がsequence_end_codeを次に有するビット列中の最後の画像の場合、

符号化された画像の最後のバイトとsequence_end_code間の全てのバイト ( sequence_end_code を含む )は、

そのアクセスユニットに属する。   
 
TTC標準JT-H264のアクセスユニットの定義については、2.1.3項のAVCアクセスユニットの定義を参照のこ

と。  
 
2.1.2  AVC24時間ピクチャ（システム）：表示時刻が24時間以上先のAVCアクセスユニット。この定義の目的は、

初期到着時刻tai(n)とDPB（Decoded Picture Buffer）出力時間to,dpb(n)の間が24時間以上であった場合に、

AVCアクセスユニットnは、24時間以上先のプレゼンテーション時間を持つ。  
 
TTC注：PESヘッダのPTS、DTSは33bit長であり、90kHzクロックで約26時間までしか表せない。従って、

DTSとPTSの差分値、あるいは前ピクチャとのPTSの差分値が26時間を越えるようなピクチャでは、PESヘ

ッダにおいてDTS、PTSを一義的に示すことができないため、ビデオストリーム内でこれらの情報を示す。  
 
2.1.3  AVCアクセスユニット（システム）：2.14.1項で定められた制限のある、TTC標準JT-H264でバイトスト

リームとして定義されたアクセスユニット。  
 
2.1.4  AVC スライス（システム）： nal_unit_type 値 が 1 ま た は 5 の TTC 標 準 JT-H264 で 定 義 さ れ た

byte_stream_nal_unit。または、nal_unit_type値が2と3と4、あるいはnal_unit_typeが2と3、または2と4
であるbyte_stream_nal_unitデータ構造体。  
 
2.1.5  AVC静止画（システム）：IDR（Instantaneous Decoding Refresh）画像や、その前には、IDR画像を正

確に復号化するのに十分な情報を伝送するSPSやPPSのNALユニットを含んだ、AVCアクセスユニットから

構成されるAVC静止画。AVC静止画の前には、他のAVC静止画もしくは、停止した前の符号化ビデオシーケ

ンスのシーケンスNALユニットの最後がなければならない。  
 
2.1.6  AVCビデオシーケンス：TTC標準JT-H264の3.30節に定義された、符号化ビデオシーケンス。  
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2.1.7  AVCビデオストリーム：TTC標準JT-H264ストリーム。１つ以上のAVCビデオシーケンスから構成され

ているAVCビデオストリーム。  
 
2.1.8   ビットレート：圧縮されたビットストリームがチャネルから復号器の入力へ伝送されるレート。  
 
2.1.9   バイト整列：符号化されたビットストリーム中のビットは、その位置がストリームの第一ビットから8
ビットの整数倍である場合、バイト整列されているという。  
 
2.1.10   チャネル：  TTC標準JT-H222.0ストリームを蓄積または伝送するディジタルメディア。  
 
2.1.11  符号化Bフレーム：BフレームピクチャまたはBフィールドピクチャの組  
 
2.1.12  符号化フレーム：符号化フレームは符号化Iフレームまたは符号化Bフレーム、符号化Pフレームである。 
 
2.1.13  符号化Iフレーム：Iフレームピクチャ、または最初のフィールドピクチャがIピクチャで2番目のフィー

ルドピクチャがIピクチャまたはPピクチャで構成されるフィールドピクチャの組。  
 
2.1.14  符号化Pフレーム：PフレームピクチャまたはPフィールドピクチャの組。  
 
2.1.15   符号表現：符号化された形式で表現されるデータ要素。  
 
2.1.16   圧縮：データ内容の表現の際に使用されるビット数の縮減操作。  
 
2.1.17   固定ビットレート：圧縮されたビットストリームにおいて、最初から最後までのビットレートが一定

である動作。  
 
2.1.18   制約システムパラメータストリーム；CSPS（システム）：2.7.9項で定義される制約条件が適用されるプ

ログラムストリーム。  
 
2.1.19   CRC：データの正しさを検証するための巡回冗長検査。  
 
2.1.20   データ要素：符号化の前および復号の後で表現されるデータの内容。  
 
2.1.21   復号ストリーム：圧縮されたビットストリームが復号され再構成されたもの。  
 
2.1.22   復号器：復号処理を行う具体的な部分。  
 
2.1.23   復号(処理)：本標準中で定義される処理。入力を符号化ビットストリームとし、出力を復号された画

像またはオーディオサンプル値とする。  
 
2.1.24   復号タイムスタンプ；DTS（システム）：アクセスユニットがシステムターゲット復号器で復号される

時刻を示している、PESパケットヘッダ中に存在するフィールド。  
 
2.1.25   ディジタル蓄積メディア（DSM）：ディジタルの蓄積または伝送を行う、装置またはシステム。  
 
2.1.26   DSM-CC：ディジタル蓄積メディアのコマンドと制御。  
 
2.1.27   エンタイトルメント制御メッセージ（ECM）：エンタイトルメント制御メッセージは、プライベートな

限定アクセス情報であり、制御符号や、他のおそらく全くストリームに特有なスクランブリングおよび /また

は制御パラメータを規定している。  
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2.1.28   エンタイトルメントマネージメントメッセージ（EMM）：エンタイトルメントマネージメントメッセージ

は、プライベートな限定アクセス情報であり、特定の復号器の許可レベルまたはサービスを規定している。

それらは1つの復号器または一群の復号器を、対象とすることができる。  
 
2.1.29   編集：1つ以上の圧縮されたビットストリームを操作して、新しい圧縮されたビットストリームを作

り出す処理。適合性を有する編集されたビットストリームは、編集されていないストリームと同じ要求条件

に適合する。  
 
2.1.30   エレメンタリストリーム；ES（システム）：PESパケット内の符号化されたビデオ、符号化されたオー

ディオまたは他の符号化されたビットストリームのうちの1つに対する一般的な用語。1つのエレメンタリス

トリームはただ1つのstream_idを有するPESパケットのシーケンスの中で伝送される。  
 
2.1.31   エレメンタリストリームクロックリファレンス；ESCR（システム）：  PESストリームの復号器がタイミ

ングを得ることができるPESストリーム中に存在するタイムスタンプ。  
 
2.1.32   符号器：符号化処理の具体的な部分。  
  
2.1.33   符号化(処理)：入力ストリームを画像またはオーディオサンプル値とし、この標準に適合した正確な

符号化ビットストリームを作成する処理。この標準では規定されていない。  
 
2.1.34   エントロピー符号化：冗長性を減らす目的で、信号をディジタル表現した可変長ロスレス符号化。  
 
2.1.35   イベント：イベントは、共通のタイムベース、および関連づけられている開始時刻、および関連づけ

られている終了時刻を有するエレメンタリストリームの集合として定義される。  
 

2.1.36   高速順方向再生（ビデオ）：通常の表示順序においてリアルタイムより高速に、画像のシーケンスまたはシーケ

ンスの一部を表示する処理。 

 
2.1.37   禁止：符号化ビットストリームを定義する項で使用される場合、用語「禁止」は、指定された値が決

して使用されてはならないことを示す。  
 
2.1.38  メタデータ：ISOまたは他の機関の標準によって定義されたフォーマットにオーディオビジュアルコン

テンツとデータ要素を記述するための情報  
 
2.1.39  メタデータアクセスユニット：メタデータ内のグローバル構造体。これは、特定のその時刻にデコード

しようとするメタデータの断片を定義する。メタデータアクセスユニットの内部構造体は、メタデータのフ

ォーマットで定義される。  
 
2.1.40  メタデータアプリケーションフォーマット：メタデータを使用するアプリケーションのフォーマットを明

らかにする。メタデータの転送についての情報を特定させるアプリケーションを伝える。  
 
2.1.41  メタデータデコーダコンフィギュレーション情報：特定のメタデータサービスをデコードするために受信

側で必要となるデータ。メタデータのフォーマットに依存して、デコーダコンフィギュレーション情報が必

要になってもよい。  
 
2.1.42  メタデータフォーマット：メタデータの符号フォーマットを明らかにする。  
 
2.1.43  メタデータサービス：特定の目的のために受信側に伝達される同一フォーマットについての一貫性のあ

るメタデータセット  
 
2.1.44  メタデータサービスID：特定のメタデータサービスの識別子。メタデータのいくつかの転送手段につい

て使用される。  
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2.1.45  メタデータストリーム：1以上のメタデータサービスから成るメタデータアクセスユニットの連続体ま

たは集合。  
 
2.1.46   TTC標準 JT-H222.0(多重) ストリーム（システム）：0以上のエレメンタリストリームから構成され、TTC
標準JT-H222.0のこの部分に適合した方式で結合されているビットストリーム。  
 
2.1.47   レイヤ（ビデオとシステム） ：この標準およびTTC標準JT-H262で定義されるビデオおよびシステム

の規定のデータ階層の中のレベルの1つ。  
 
2.1.48   パック（システム）：パックはパックヘッダを有しており、その後に0個以上のパケットが続く。この

標準の2.5.3.3項に記述されているシステム符号化シンタックスの1つのレイヤである。  
 
2.1.49   パケットデータ（システム）：パケットに存在するエレメンタリストリームデータの連続するバイト。 
 
2.1.50   パケット識別子；PID（システム）：2.4.3項に記述されている、単一番組トランスポートストリームま

たは複数番組トランスポートストリーム内にあるエレメンタリストリームを関連づけるために使用される固

有の整数値。  
 
2.1.51   パディング（オーディオ）：オーディオフレームに条件的にスロットを付加することにより、対応する

PCMサンプル期間に合わせてオーディオフレームの平均長を調整する方法。  
 
2.1.52   ペイロード：ペイロードは、パケット中のヘッダバイトに続くバイトのことである。例えば、トラン

スポートストリームパケットのペイロードは、PES_packet_headerおよびPES_packet_data_bytes、または

pointer__fieldとPSIセクション、またはプライベートデータを含んでいる。しかしPES_packet_payloadは、  
PES_packet_data_bytesのみである。トランスポートストリームパケットヘッダおよびアダプテーションフ

ィールドは、ペイロードではない。  
 
2.1.53   PES（システム）：パケットエレメンタリストリームの略称。  
 
2.1.54   PES パケット（システム）：エレメンタリストリームデータを伝送するために使用されるデータ構造。

PESパケットヘッダとそれに続くエレメンタリデータストリームからの多数のバイトから構成されている。

2.4.3.6項に記述されているシステム符号化シンタックスの1つのレイヤである。  
 
2.1.55   PES パケットヘッダ（システム）：PESパケットの先頭のフィールドであり、PES_packet_data_byte
フィールドを含まずにそれまでのデータである。ここでストリームはパディングストリームではないとする。

パディングストリームの場合、PESパケットヘッダは、同様にして、padding_byteフィールドを含まずにそ

れまでのPESパケットの先頭のフィールドであると定義される。  
 
2.1.56   PES ストリーム（システム）：PESストリームはPESパケットで構成される。そのペイロードは、すべ

て1つのエレメンタリストリームからのデータにより構成される。また、それらは全て同一のstream_idを有

する。特別のセマンティクス上の制約条件が適用される。0.4節を参照のこと。  
 
2.1.57   プレゼンテーションタイムスタンプ；PTS（システム）：プレゼンテーションユニットがシステムターゲ

ット復号器で表示される時刻を示すPESパケットヘッダ中に存在するフィールド。  
 
2.1.58   プレゼンテーションユニット；PU（システム）：復号されたオーディオアクセスユニットまたは復号さ

れた画像。  
 
2.1.59   番組（システム）：番組とは、番組要素の集まりである。番組要素はエレメンタリストリームとする

ことができる。番組要素は定義されたタイムベースを有している必要はない。定義されたタイムベースを必

要とする番組要素は、共通のタイムベースを有していて、同期した表示を目的としている。  
 
2.1.60   プログラムクロックリファレンス；PCR（システム）：トランスポートストリームにおいて、復号器のタ

イミングが得られるタイムスタンプ。  
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2.1.61   番組要素（システム）：1つの番組に含まれることができるエレメンタリストリームまたは他のデータ

ストリームの1つの一般的な用語。  
 
2.1.62   プログラムスペシフィックインフォメーション；PSI（システム）：PSIは、トランスポートストリームの

分離および番組の再生を行うために必要な規範的なデータから構成されていて、2.4.4項に記述されている。

プライベートに定義されたPSIの1つの例は、必須ではないネットワークインフォメーションテーブルである。 
 
2.1.63   ランダムアクセス：任意の位置で、符号化されたビットストリームを読み出して復号を開始するため

の処理。  
 
2.1.64   予約：符号化ビットストリームを定義する項において使用される場合、用語「予約」は、その値が将

来においてTTCで定義される拡張で使用されるかもしれないことを示している。この標準で他に規定してい

ない場合、全てのリザーブドビットは '1'にセットされなければならない。  
 
2.1.65   スクランブリング（システム）：許容されていない情報をクリアな状態で受信できないようにするため

にビデオ、オーディオまたは符号化データの特性を入れ替えること。この入れ替えは、限定アクセスシステ

ムの制御における特別の処理過程である。  
 
2.1.66   ソースストリーム：圧縮符号化前のサンプル値からなる単一の多重されていないストリーム。  
 
2.1.67   スプライシング（システム）：システムレベルで行われる、２つの異なるエレメンタリストリームの接

続。その結果得られるシステムストリームは、この標準に完全に適合している。スプライスは、タイムベー

ス、連続性カウンタ、PSI、および復号における不連続性を生じてよい。  
 
2.1.68   スタートコード（システム）：符号化ビットストリームに使用される、固有の値を有する32ビットの符

号。符号化シンタックス中のいくつかのレイヤを識別することを含め、数種の目的に使用される。スタート

コードは、24ビットのプリフィックス (0x000001)と表2-18に示される8ビットのstream_idで構成される。  
 
2.1.69   STD 入力バッファ（システム）：エレメンタリストリームから得られる圧縮されたデータを復号する前

に蓄積するための、システムターゲット復号器入力におけるファーストインファーストアウト (FIFO)バッフ

ァ。  
 
2.1.70   静止画：符号化された静止画は、イントラ符号化された正確に1つの符号化画像を含む、TTC標準

JT-H262またはISO/IEC 11172-2、ISO/IEC 14496-2で符号化されたビデオシーケンスから構成されている。

この画像は関連づけられたPTSを有しており、ISO/IEC 11172-2またはTTC標準JT-H262、ISO/IEC 14496-2
に従った符号化において、次の画像がもし存在する場合、その表示時刻は静止画より少なくとも２画像フレ

ーム以降である。  
 
2.1.71   システムヘッダ（システム）：システムヘッダは、この標準の2.5.3.5項に定義されるデータ構造であり、

TTC標準JT-H222.0プログラムストリームのシステム特性を集約した情報を伝送する。  
 
2.1.72   システムクロックリファレンス；SCR（システム）：プログラムストリームにおいて、復号器タイミング

を得ることのできるタイムスタンプ。  
 
2.1.73   システムターゲット復号器；STD（システム）：TTC標準JT-H222.0多重ストリームのセマンティクスを

記述するために使用される、復号処理の仮想的な参照モデル。  
 
2.1.74   タイムスタンプ（システム）：データバイトの到着またはプレゼンテーションユニットの表示など特定

の動作の時刻を示す用語。  
 
2.1.75   トランスポートストリームパケットヘッダ（システム）：トランスポートストリームパケットにおいて、

continuity_counter フィールドを含むそれまでの先頭フィールド。  
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2.1.76   可変ビットレート：復号器への入力時データバイトの到着レートが時間的に変化しているトランスポ

ートストリームあるいはプログラムストリームの属性。  
 
2.2   記号と略語 
 
 本標準を記述するために使用される数学的な演算子は、Cプログラム言語で使用されているものと同一で

ある。しかし、切り捨ておよび丸めを有する整数の除算は、特別に定義されている。ビット演算子は、整数

の2の補数表現を仮定して定義されている。番号付けおよびループの計数は一般的に0から開始している。  
 

2.2.1   算術演算子 
 
+ 加算  
 
- 減算  (2進演算子 )または否定 (単項演算子 ) 
 
++ １を加算  
 
-- １を減算  
 
* or × 乗算  
 
^ べき乗  
 
/ 結果が０となる方向での切り捨てによる整数の除算。例えば7/4および -7/-4は１に、 -7/4および

7/-4は -1に切り捨てられる。  
 
// もっとも近い整数へ丸める整数の除算。整数の半分の値は他に規定されていなければ、０より離

れる方向へ丸められる。例えば、3/2は２に、 -3/2は -2に丸められる。  
 
DIV 結果が  -∞となる方向での切り捨てによる整数の除算。  
 
% 剰余演算子。正数についてのみ定義されている。  
 
Sign(  ) Sign(x) =  1 x  > 0 
    0 x == 0 
   -1 x  < 0 
 
NINT (  ) もっとも近い整数を得る演算子。もっとも近い整数値を実数の項に返す。  整数の半分の値は0

より離れる方向へ丸められる。  
 
sin サイン  
 
cos コサイン  
 
exp 指数  
 
√ 開平  
log10 10を底とする対数  
 
loge eを底とする対数  
 

2.2.2   論理演算子 
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|| 論理和  
 
&& 論理積  
 
! 論理否定  
 

2.2.3   関係演算子 
 

> より大きい  
 
≥ より大きいまたは等しい  
 
< より小さい  
 
≤ より小さいまたは等しい  
 
== 等しい  
 
!= 等しくない  
 
max [,...,] 各要素中の最大値  
min [,...,] 各要素中の最小値  
 

2.2.4   ビット演算子 
 
& 論理積  
 
| 論理和  
 
>> 符号付き右シフト  
 
<< 左シフト (0をフィルインする ) 
 

2.2.5   代入 
 
= 代入演算子  
 

2.2.6   ニーモニック 
 
 次のニーモニックは、符号化ビットストリームに使用される様々のデータタイプを記述するために定義さ

れている。  
 
bslbf ビット列。左のビットが先頭。ここで、「左」とはビット列が本標準中で書かれている順

序。ビット列は、単一引用記号内の1および0の列として書かれる。例えば '1000 0001'。
ビット列中の空白は読むことを容易にするためであり、意味はない。  

 
ch チャネル  
 
gr オーディオのレイヤ  IIにおける3*32のサブバンドサンプルのグラニュアル。オーディオ

のレイヤ  IIIにおける18*32のサブバンドサンプルのグラニュアル。  
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main_data ビットストリームのmain_data部は、スケールファクタ、ハフマン符号化データおよび付

加的な情報を含んでいる。  
 
main_data_beg  これは、フレームのmain_dataの開始のビットストリームの位置を与える。その位置は前

のフレームのmain_dataの終了位置に1ビットを加えたものに等しい。それは、前のフレ

ームのmain_data_end値から計算される。  
 
part2_length この値はスケールファクタに使用されるmain_dataのビット数を含んでいる。  
 
rpchof 剰余多項式の係数。高次係数が先頭。  
 
sb サブバンド  
 
scfsi スケールファクタセレクタ情報  
 
switch_point_l スイッチングが使用されているウィンドウ上のそのポイントからスケールファクタのバ

ンド (長ブロックスケールファクタバンド )数  
 
switch_point_s スイッチングが使用されているウィンドウ上のそのポイントからスケールファクタのバ

ンド (短ブロックスケールファクタバンド )数  
 
tcimsbf 2の補数。  msb(符号 )ビットが先頭。  
 
uimsbf 符号なし整数。最上位ビットが先頭。  
 
vlclbf 可変長符号、左ビットが先頭。ここで「左」とは可変長符号が書かれている順序を言う。 
 
window  block_type=2の場合の実際上のタイムスロット数。  0 ≤ window ≤ 2。  
 
複数バイトの符号のバイト順序は、最上位バイトが先頭である。  
 

2.2.7   定数 
 
 π 3.14159265359 
 e 2.71828182845 
 
2.3   ビットストリームシンタックスの記述方式 
 
 復号器によって検索されたビットストリームは、2.4.1項および2.5.1項に記述されている。ビットストリ

ーム中の各データ項目は太字で示されている。各項目は、名前とビット長、タイプと伝送順序に関するニー

モニックによって記述されている。 

 

 ビットストリーム中の復号されたデータ要素によって引き起こされる動作は、データ要素の値およびその

前に復号されたデータ要素と関係している。データ要素の復号および復号時において使用される状態変数の

定義は、シンタックスのセマンティクスの記述が含まれている項に示されている。次の構成内容は、データ

要素が存在する場合の条件を表現するために使用され、通常の形式である。 

 

 このシンタックスが、非0値を示す変数または表現は真である条件と等価であるというC言語の流儀を使用

していることに注意されたい。 

 
while ( condition ) { 
    data_element 
 . . . 
} 

条件が真であるならば、データ要素の集合がデータストリームの次

に発生する。条件が真でなくなるまで、このことが繰り返される。 
 

do { データ要素は常に最低1回発生する。条件が真でなくなるまで、そ
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    data_element 
 . . . } 
 while ( condition ) 

のデータ要素は繰り返される。  
 

if ( condition)  { 
    data_element 
 . . . 
} 

もし条件が真ならば、最初のデータ要素の集合がデータストリーム

の次に発生する。  
 

else  { 
    data_element 
 . . . 
} 

もし条件が真でないならば、2番目のデータ要素の集合がデータス

トリームの次に発生する。  
 

for (i = 0;i<n;i++) { 
    data_element 
 . . . 
} 

データ要素の集合がn回発生する。データ要素の集合内部の条件式

は、ループ制御変数 iの値と関係していてよい。 iは最初0に設定さ

れ、2回目には1つ増えて1となり、以下同様である。  
 

 上述したように、データ要素の集合には入れ子になった条件式を含むことができる。コンパクトさのため

に、ただ1つのデータ要素が続く場合、｛｝は省略される。  
 
data_element [] data_element [] はデータの配列である。データ要素の数は文書中

に示される。  
 
 

data_element [n] data_element [n] はデータの配列のn+1番目の要素である。  
 

data_element [m][n] data_element [m][n]はデータの２次元配列のm+1、n+1番目の要

素である。  
 

data_element 
[l][m][n] 

data_element [l][m][n]はデータの３次元配列の l+1、m+1、n+1番
目の要素である。  
 

data_element [m..n] データ要素のビットmとビットn間の両側を含めたビットの範囲。  
 

 
 シンタックスは手続き的な用語で表現されているが、図2-6または図2-7が十分な復号の処理過程を組み込

んでいるとみなしてはならない。それらの図は、特に、正確で誤りのないビットストリーム入力を定義して

いる。実際の復号器は、復号を正しく開始するためにスタートコードおよび同期バイト (トランスポートスト

リーム )を探す手段を含んでいなければならない。また、復号中に、誤りやロスや混入を識別する手段も含ん

でいなければならない。これらの状況を識別するための手段や、対応して取られる動作は標準化されていな

い。  
 
2.4   トランスポートストリームビットストリーム要求条件 

2.4.1   トランスポートストリーム符号化構造とパラメータ 
  TTC標準JT-H222.0トランスポートストリーム符号化レイヤは、1つあるいはそれ以上の番組を1つのスト

リームへと結合することを許可している。各エレメンタリストリームからのデータは、1つの番組においてエ

レメンタリストリームが同期して再生されることを可能とする情報とともに、多重されている。  
 
 トランスポートストリームは、1つ以上の番組から構成される。オーディオ及びビデオエレメンタリストリ

ームはアクセスユニットから構成される。  
 
 エレメンタリストリームはPESパケットで伝送される。PESパケットは、PESパケットヘッダとそれに引

き続くパケットデータから構成される。PESパケットはトランスポートストリームパケットに挿入される。

PESパケットヘッダの第一バイトは、トランスポートストリームパケットのペイロードにおいて利用可能な

最初の位置に置かれる。  
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 PESパケットヘッダは、32ビットのスタートコードで開始している。このスタートコードは、パケットデ

ータが属するストリームあるいはストリームタイプも識別している。PESパケットヘッダは、復号タイムス

タンプおよびプレゼンテーションタイムスタンプ (DTSおよびPTS)を含むことができる。PESパケットヘッダ

には、その他のオプションフィールドも含まれている。PESパケットデータフィールドは、1つのエレメンタ

リストリームから得られる可変長の連続するデータバイトを含んでいる。  
 
 トランスポートストリームパケットは表2-2で定義される4バイトのプリフィックスで開始し、13ビットの

パケットID(PID)を有している。PIDは、プログラムスペシフィックインフォメーション (PSI)テーブルによ

り、トランスポートストリームパケットに含まれるデータの内容を識別する。1つのPID値のトランスポート

ストリームパケットは、ただ1つのエレメンタリストリームのデータを伝送する。  
 
 PSIテーブルはトランスポートストリーム中を伝送される。6つのPSIテーブルが存在する。  
• プログラムアソシエーションテーブル (Program Association Table)  
• プログラムマップテーブル (Program Map Table) 
• 限定アクセステーブル (Conditional Access Table)  
• ネットワークインフォメーションテーブル (Network Information Table) 
• トランスポートストリーム記述テーブル（Transport Stream Description Table）  
• IPMP制御情報テーブル（IPMP Control Informaiton Table）  
 
 これらのテーブルは、番組を分離し、表示するために必要かつ十分な情報を含んでいる。それらの情報の

うち表2-33のプログラムマップテーブルは、各番組を構成するためにどのPIDが、すなわちどのエレメンタ

リストリームが関連しているかを規定している。また、このテーブルは各番組のPCRを伝送しているトラン

スポートストリームパケットのPIDも示している。スクランブリングが行われている場合、限定アクセステ

ーブルが存在しなければならない。ネットワークインフォメーションテーブルはオプションでありその内容

はこの標準では規定していない。ISO/IEC 13818-11で記述されるようなIPMPがTTC標準JT-H222.0ストリ

ーム中のいづれのコンポーネントで使用されても、IPMP制御情報テーブルは存在しなければならない。  
 
 トランスポートストリームパケットはヌルパケットでもよい。ヌルパケットは、トランスポートストリー

ムのパディングを意図しており、再多重処理の際に挿入または削除してよい。また、従ってヌルパケットの

ペイロードを復号器へ伝送することは考えられない。  
 
 本標準は、限定アクセスシステムの一部分として使用されることができる符号化データを規定していない。

しかし、この規格は、番組供給者が復号器の処理のためにそのデータを伝送し、識別するメカニズム、およ

びその規格によって規定されるデータを正しく参照するメカニズムを与えている。トランスポートストリー

ムパケット構造およびの限定アクセステーブル (PSIの表2-32を参照 )により、この種類のサポートが与えられ

ている。  
 

2.4.2   トランスポートストリームシステムターゲット復号器 
 2.4.3項で規定されているトランスポートストリームのセマンティクス、および2.7節で規定されているこれ

らのセマンティクス上の制約は、バイトの到着と復号のイベントおよびそれらが起こる時刻の正確な定義を

必要としている。必要とされる定義は、この標準において、トランスポートストリームシステムターゲット

復号器 (T-STD)と呼ばれる仮想的な復号器を使用して述べられている。本規格のインフォーマティブな付属

資料ＤにはT-STDのより詳細な説明がある。  
  
 T-STDは、これらの用語を正確に定義し、トランスポートストリームの生成および検証の際における復号

処理をモデル化するために使用される概念モデルである。T-STDはこの目的のためだけに定義されている。

T-STDの中には、ビデオ、オーディオ、システムの3種類の復号器がある。図2-6に例を図示する。T-STDの

構造および記述されるタイミングとは別に、様々の構造を有しタイミングスケジューリングを行う種々の復

号器において、トランスポートストリームを連続かつ同期して再生することができる。  
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図  2-6/JT-H222.0 トランスポートストリームシステムターゲット復号器表記法  

(ITU-T H.222.0) 
 
 次の表記法がトランスポートストリームシステムターゲット復号器の記述に使用されており、上の  
図2-6に一部示されている。  
 
i, i', i" トランスポートストリーム中のバイトのインデックス番号。第１バイトのインデックスは0。  
 
j エレメンタリストリーム中のアクセスユニットのインデックス番号  
 
k, k',k'' エレメンタリストリーム中のプレゼンテーションユニットのインデックス番号  
 
n エレメンタリストリームのインデックス番号  
 
p トランスポートストリーム中のトランスポートストリームパケットのインデックス番号  
 
t(i) トランスポートストリームの i番目のバイトがシステムターゲット復号器に入る時刻を秒で

表したもの。   値  t(0)は任意の定数。  
 
PCR(i) 27MHzのシステムクロックの周期を単位として計ったPCRフィールドに符号化される時刻。

ここで、 iはprogram_clock_reference_baseフィールドの最終バイトのバイトインデックス番

号。  
 
An(j) エレメンタリストリームn中の j番目のアクセスユニット。  An(j)は復号順序に番号づけられて

いる。  
 
tdn(j) エレメンタリストリームn中の第 j番目のアクセスユニットのシステムターゲット復号器にお

ける復号時刻。秒で表される。  
 
Pn(k) エレメンタリストリームn中のk番目のプレゼンテーションユニット。  Pn(k)はAn(j)を復号し

て得られる。  Pn(k)は表示の順序に番号づけられている。  
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tpn(k) エレメンタリストリームn中の第k番目のプレゼンテーションユニットのシステムターゲット

復号器における表示時刻。秒で表される。  
 
t 秒で表される時刻 . 
 
Fn(t) 時刻 tにおけるエレメンタリストリームnについてのシステムターゲット復号器入力バッファ

の利用度。バイトで表される。  
 
Bn エレメンタリストリームnについてのメインバッファ。オーディオエレメンタリストリームに

ついてのみ存在する。  
 
BSn バッファBnのサイズ。バイトで表される。  
 
Bsys 復号中の番組のシステム情報のためのシステムターゲット復号器内のメインバッファ  
 
BSsys Bsysのサイズ。バイトで表される。  
 
MBn エレメンタリストリームnの多重バッファ。ビデオエレメンタリストリームについてのみ存在

する。  
 
MBSn MBnのサイズ。バイトで表される。  
 
EBn エレメンタリストリームnのエレメンタリストリームバッファ。ビデオエレメンタリストリー

ムについてのみ存在する。  
 
EBSn エレメンタリストリームバッファEBnのサイズ。バイトで表される。  
 
TBsys 復号中の番組のシステム情報のためのトランスポートバッファ  
 
TBSsys TBsysのサイズ。バイトで表される。  
 
TBn エレメンタリストリームnのトランスポートバッファ  
 
TBSn TBnのサイズ。バイトで表される。  
 
Dsys プログラムストリームn中のシステム情報に関する復号器  
 
Dn ビデオエレメンタリストリームnの復号器  
 
On エレメンタリストリームnの再配列バッファ  
 
Rsys データがBsysから取り除かれるレート  
 
Rxn データがTBnから取り除かれるレート  
 
Rbxn リークモードが使用されているときにPESパケットペイロードデータがMBnから取り除かれ

る伝送レート。ビデオエレメンタリストリームについてのみ定義されている。  
 
Rbxn(j) vbv_delayモードが使用されているときにPESパケットペイロードデータがMBnから取り除か

れるレート。ビデオエレメンタリストリームについてのみ定義されている。  
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Rxsys データがTBsysから取り除かれるレート  
 
Res シーケンスヘッダ中に符号化されているビデオエレメンタリストリームのレート  
 
2.4.2.1   システムクロック周波数 
 T-STDで参照されるタイミング情報は、この標準において定義されるいくつかのデータフィールドにより

伝送される。2.4.3.4項および2.4.3.6項を参照されたい。PCRフィールド内のこの情報は番組のシステムクロ

ックのサンプル値として符号化される。PCRフィールドは、復号される番組のTS_program_map_sectionで
定義されているPCR_PIDに等しいPIDを有するトランスポートストリームパケットのアダプテーションフィ

ールド中を伝送される。  
 
 現実の復号器は、これらの値およびそれぞれの到着時刻からこのクロックを再構成することができる。以

下は、PCRフィールドの値によって表現される番組のシステムクロック周波数を復号器が受信する場合に、

それらに適用される最小限の制約条件である。  
 
 システムクロック周波数の値はHzで測られ、次の条件に適合しなければならない。  
 

27 000 000 - 810 ≤ system_clock_frequency ≤ 27 000 000 + 810 
 

system_clock_frequency の時間変化率  ≤ 75×10-3  Hz/s 
 
 注－符号化データの信号源はコンシューマ用収録装置や再生装置が適合した動作を可能とするため

   に、よりタイトな許容範囲に従わなければならない。  
 
 ある番組のsystem_clock_frequencyを、この条件以上に精度を高くして良い。このようなより高い精度は、

2.6.20項のシステムクロックディスクリプタによって復号器へ伝送されてもよい。  
  
 この規格において定義されるビットレートはsystem_clock_frequencyを用いて計られる。例えば、T-STD
における27 000 000bit/sのビットレートは、データ1バイトがシステムクロックの8周期で伝送されることを

示すであろう。  
 
 "system_clock_frequency"の表記法が、この規格のいくつかの場所において、これらの要求条件に適合す

るクロックの周波数を参照するために使用されている。表記法の都合上、PCRまたはPTS、DTSが現れる等

式は、 (300*233/system_clock_frequency)秒の倍数の精度を有する時間値となっている。これは、PCRタイ

ミング情報をシステムクロック周波数の1/300を33ビットで符号化し、残りを９ビットで符号化していること、

およびPTSとDTSについてシステムクロック周波数の1/300を33ビットで符号化していることによる。  
 
2.4.2.2   トランスポートストリームシステムターゲット複号器への入力 
 トランスポートストリームシステムターゲット復号器 (T-STD)への入力は、トランスポートストリームで

ある。1つのトランスポートストリームは、独立したタイムベースを有する複数の番組を含むことができる。

しかし、T-STDは一度にはただ1つの番組を復号する。T-STDモデルにおいては、全てのタイミングの表示は

その番組のタイムベースを参照する。  
 
 トランスポートストリームのデータは、断片的に一定のレートでT-STDに入ってくる。i番目のバイトが入

ってくる時刻t(i)は、復号されるべき番組のトランスポートストリームパケットのアダプテーションフィール

ドに符号化されている入力ストリームのプログラムクロックリファレンス (PCR)フィールドを復号すること

と、その番組の連続したPCR間の完全なトランスポートストリームのバイト数を数えることにより、定義さ

れる。PCRフィールド (式2-1)は２つの部分に符号化されている。1つはprogram_clock_reference_baseと呼

ば れ ( 式 2-2) 、 シ ス テ ム ク ロ ッ ク 周 波 数 の 1/300 を 単 位 と し て い る 。 も う 1 つ は 、  
program_clock_reference_extensionと呼ばれ (式2-3)、システムクロック周波数を単位としている。これらに

符号化されている値はそれぞれPCR_base(i)(式2-2)とPCR_ext(i)(式2-3)によって計算される。PCRフィール

ドに符号化されている値は時刻  t(i)を示している。ここで、iはprogram_clock_reference_baseフィールドの

最終ビットを含むバイトのインデックス番号である。  
 
数式で規定すると：  
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PCR(i) = PCR_base(i) × 300 +PCR_ext(i) (2-1) 
 
 ここで：  

PCR_base(i) = ((system_clock_frequency × t(i)) DIV 300) % 233 (2-2) 
 

PCR_ext(i) = ((system_clock_frequency × t(i)) DIV 1 ) % 300 (2-3) 
 
 他の全てのバイトに対する入力の到着時刻は、以下の式2-4で示されるt(i)であるが、PCR(i")およびデータ

が到着するトランスポートレートから計算される。ここで、トランスポートレートは、トランスポートスト

リーム中の同一番組の連続する２つのprogram_clock_reference_baseフィールドの最終ビットを含むバイト

の間にあるバイト数を、これらの２つの同一のprogram_clock_reference_base フィールド中に符号化された

時間値の差で割ったものとして決定される。  
 

 
t(i)

PCR(i'')
system_clock_frequency transport_rate(i)

i - i''
+=

 (2-4) 
 
ここで、  

i トランスポートストリームの中の任意のバイトのインデックス番号。  i"＜ｉ＜  i'  
i" 復号される番組に適用される最も新しいprogram_clock_reference_base フィールドの最終ビ

ットを含むバイトのインデックス番号  
PCR(i") システムクロックの単位でプログラムクロックリファレンスのベースフィールドおよび拡張

フィールドにおいて符号化される時刻。  
 
トランスポートレートは次式で与えられる。  
 

 
PCR(i') - PCR(i'')

((i'-i'') × system_clock_frequency)
transport_rate(i) =

 (2-5) 
 
ここで、  
 

i' 復号される番組に適用される、直後に続くprogram_clock_reference_base フィールドの最終ビ

ットを含むバイトのインデックス番号  
注：  i" <  i  ≤  i' 

 
 トランスポートパケットのアダプテーションフィールドのdiscontinuity_indicatorで示されるタイムベー

スが不連続の場合、T-STDへの入力におけるデータバイトの到着時刻に関する式2-4および式2-5で与えられ

る定義は、古いタイムベースの最後のPCRと新しいタイムベースの最初のPCRの間においては適用できない。

この場合、これらのデータバイトの到着時刻は、使用されるトランスポートレートを古いタイムベースの最

後のPCRに対して最後であるPCRと次のPCRの間において適用可能とするよう式2-4を修正したものに従っ

て決定される。  
 
 PCR値については許容偏差が規定されている。PCRの許容偏差は、受信したPCRに許容される最大の誤差

として定義される。この誤差は、PCR値の不正確さまたは再多重の間におけるPCRの修正値における不正確

さにともなうものである。それには、ネットワークジッタなどにともなうパケット到着時刻の誤りは含まれ

ていない。  PCR許容偏差は±500nsである。  
 
 T-STDモデルにおいては、その誤差は式2-5を使用して計算されたトランスポートレートにおける誤差と見

なされるであろう。  
 
複数の番組を有する可変伝送レートのトランスポートストリーム  
 

注－トランスポートストリームは独立のタイムベースを有する複数の番組を含むことができる。それぞれ

のPCR_PIDによって示される独立したPCRの集合は、それぞれ独立した番組から必要とされ、したがって

これらのPCRは共通に配置することができない。トランスポートストリームのレートはT-STDに入力され

る番組について断片的に一定である。従って、トランスポートストリームのレートが可変である場合、検
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討されている番組のPCRにおいてのみ伝送レートは可変である。PCRおよび、レートが変化するトランス

ポートストリームの場所というのは共通配置できないので、トランスポートストリームがT-STDに入力さ

れるレートは、どの番組がT-STDに入力されるかによって違っていなければならないであろう。したがっ

てそのトランスポートストリームが独立のタイムベースを有する複数の番組を含んでいて、トランスポー

トストリームのレートが可変である場合、完全なトランスポートストリームに対する首尾一貫したT-STD
の伝送スケジューリングをたてることはできない。しかし、複数の可変ビットレートの番組を有する定ビ

ットレートのトランスポートストリームを構成することは簡単である。  
 

2.4.2.3   バッファリング 
 復号用に選択された番組について、システム情報を含む完全なトランスポートストリームパケットは、ト

ランスポートストリーム速度でシステムトランスポートバッファTBsysに入る。これらは、PID値が0または1、
2、3のトランスポートストリームパケットと、選択された番組についてのprogram_map_PID値を持つとプ

ログラム・アソシエーション・テーブル（表2-30を参照）経由で明らかにされた全てのトランスポートスト

リームパケットを含む。NIT PIDによって明らかにされるようなネットワーク情報テーブル（NIT）データ

はTBsysに転送されない。  
注1：IPMP制御情報テーブルのサイズは大きくなる場合があり、このテーブルの繰返し速度はバッファ要

求に見合うように調整しなければならない。  
 
 バッファTBnに入った全てのバイトは、以下に規定されるRxn のレートで除去される。PESパケットの一

部またはそのコンテンツであるバイトは、オーディオエレメンタリストリームおよびシステムデータについ

ては、メインバッファBnへ伝送される。ビデオエレメンタリストリームについては、多重バッファMBnへ伝

送される。他のバイトは伝送されず、システムの制御のために使用することができる。連送されたトランス

ポートストリームパケットはBn、  Mbn、  Bsysへは伝送されない。  
 
バッファTBnは次のようにして空にされる。  
 

TBnにデータがない場合、  Rxnは0である。  
その他の場合、ビデオについては、  
 
   Rxn = 1.2 x Rmax [profile, level]  

 
ここで、  
Rmax [profile, level]はTTC標準JT-H262の表8.13/JT-H262で示されるプロファイル (profile)とレベル (level)
に従って規定される。表8.13/JT-H262は特定のプロファイルおよびレベルにおける各エレメンタリビデオス

トリームレートの上限を規定する。  
 
Rxnは、ISO/IEC 11172-2制約パラメータの ビデオストリームについては1.2 x Rmaxである。ここで、Rmax

はISO/IEC 11172-2における制約パラメータビットストリームについての最大ビットレートを参照している。 
 
ISO/IEC 13818-7 ADTSオーディオについては、  
 

チャネル数 
Rxn [bit/s] 

1-2 2 000 000 
3-8 5 529 600 

9-12 8 294 400 
13-48 33 177 600 

 

チャネル：全帯域オーディオ出力チャネル数に加えて同一エレメンタリオーディオストリーム内の

独立スイッチカップリングチャネルエレメント数。例えば、独立スイッチカップリングチャネルエ

レメントがない典型的な場合、モノラルは1チャネル、ステレオは2チャネル、5.1チャネルサラウ

ンドは5チャネル（LFEチャネルはカウントしない）である。  
 
その他のオーディオについては、  
 
    Rxn = 2 x 106  bit/s 
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システムデータについては、  
 
    Rxn = 1 x 106  bit/s 
 
Rxnはシステムクロック周波数により測られる。  
 
 復号のために選択される番組のシステム情報を含む完全なトランスポートストリームパケットは、システ

ムトランスポートバッファTBsysへトランスポートストリームレートで入力される。これらには、PID値が0、
1、2、3（もし存在すれば）であるトランスポートストリームパケット、およびプログラムアソシエーション

テーブル (表2-30を参照 )により識別される選択された番組のためのprogram_map_PID 値を有する全てのト

ランスポートストリームパケットが含まれる。NIT PIDによって規定されるネットワークインフォメーショ

ンテーブルデータ (NIT)は、TBsysへ転送されない。  
 
 バイトは、  TBsysからレートRxsysで取り除かれBsysへ伝送される。各バイトは瞬時に転送される。  
 
 連送されたトランスポートストリームパケットはBsysへは伝送されない。  
 
 TBnまたはTBsysへと入力されないトランスポートストリームパケットは捨てられる。  
 
 トランスポートバッファサイズは512バイトに固定されている。  
 
 ビデオの場合、エレメンタリストリームのバッファサイズEBS1からEBSnはシーケンスヘッダ中に伝送さ

れるvbv_bufer_sizeと等しく定義される。  ISO/IEC 11172-2の制約パラメータのサマリーおよびTTC標準

JT-H262の表8-14/JT-H262を参照。  
 
 ビデオの場合、多重バッファサイズMBS1からMBSnは次のように定義される。  
 
ローレベルおよびメインレベルについては、  
 

MBSn=BSmux + BSoh +VBVmax[profile,level] - vbv_buffer_size,  
 
ここで、PESパケットオーバーヘッドのバッファリングを行う  BSohは次のように定義される。  
 

BSoh = (1/750)秒  x Rmax[profile,level] 
 
また付加的な多重バッファBSmuxは次のように定義される。  
 

BSmux = 0.004 秒  * Rmax[profile,level] 
 
ここで、 VBVmax[profile,level]はTTC標準JT-H262の表8-13/JT-H262で定義され、VBVmax[profile,level] 
は同じ規格の表8-14/JT-H262で定義される。また、vbv バッファサイズはTTC標準JT-H262の6.2.2項で述

べられたシーケンスヘッダ中で伝送される。  
 
ハイ1440レベルおよびハイレベルについては、  
 

MBSn=BSmux + BSoh 
 
ここでBSoh は次のように定義される。  
 

BSoh = (1/750)秒  x Rmax[profile,level] 
 
また  BSmuxは次のように定義される。  
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BSmux = 0.004 秒  * Rmax[profile,level] 

 
ここで  Rmax[profile,level] は  TTC標準  JT-H262の表8-13/JT-H262で定義される。  
ISO/IEC 11172-2 制約パラメータビットストリームについては、  
 

MBSn=BSmux + BSoh  + vbv_max - vbv_buffer_siz 
 
ここで、BSohは次のように定義される。 : 
 

BSoh = (1/750) 秒  x Rmax 
 
また、BSmuxは次のように定義される  
 

BSmux = 0.004 秒  * Rmax 
 
ここで  Rmax および  vbv_max はそれぞれ、  最大ビットレートおよびISO/IEC 11172-2 の制約パラメータ

ビットストリームの最大のvbv_buffer_sizeを参照する。  
 
 MBSnの  BSmux = 4ms x Rmax[profile,level] の一部は多重を可能とするためのバッファリングのために割

り当てられている。残りはBSohに利用可能であり、また多重の初期において利用可能である。  
 

注2－PESパケットオーバーヘッドによるバッファの占有は、2.5.2.4項で定義されるP-STDによ

ってPESストリーム中に直接的に境界づけられる。PESストリームを利用してトランスポートス

トリームを構成することは可能であるが必要ではない。  
 
BSnバッファ  
BS1 からBSnまでのメインバッファサイズは次のように定義される。  
 
オーディオ  
ISO/IEC 13818-7 ADTSオーディオについては、  
 

チャネル数 
BSn [bytes] 

1-2 3 584 
3-8 8 976 

9-12 12 804 
13-48 51 216 

 

チャネル：全帯域オーディオ出力チャネル数に加えて同一エレメンタリオーディオストリーム内の

独立スイッチカップリングチャネルエレメント数。例えば、独立スイッチカップリングチャネルエ

レメントがない典型的な場合、モノラルは1チャネル、ステレオは2チャネル5.1チャネルサラウン

ドは5チャネル（LFEチャネルはカウントしない）である。 

 
その他のオーディオについては、  
 

BSn  = BSmux  + BSdec + BSoh  = 3 584 バイト  
 
アクセスユニットの復号バッファのサイズBSdecおよびPESパケットオーバーヘッドのバッファ  BSohは次に

より条件づけられる。  
 

BSdec + BSoh≤  2 848 バイト  
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 3584バイトのバッファ中の一部 (736バイト )は、多重を可能とするためのバッファリングに割り当てられて

いる。残りの2848バイトはアクセスユニットバッファリング  BSdec、BSohおよび付加的な多重により共有さ

れる。  
 
システム  
 システムデータ用のメインバッファBsysは、BSsys = 1536 バイトのサイズである。  
 
ビデオ  
 ビデオエレメンタリストリームについては、データはリークメソッドまたはvbv遅延メソッドの２つのメソ

ッドのうちの1つを使用して、MBn からEBnへ転送される。  
 
リークメソッド  
 リークメソッドはリークレート  Rbxを使用してMBn からEBnへデータを転送する。リークメソッドは次の

いずれかが真である場合には常に使用されている。  
・エレメンタリストリームのSTDディスクリプタ (2.6.32項参照 )がトランスポートストリーム中   

に存在しない。  
・STDディスクリプタが存在し、  leak_validフラグが値 '1'である。  
・STDディスクリプタが存在し、 leak_validフラグが値 '0'であり、かつビデオストリーム中vbv_delay

フィールドが値0xFFFFを有している。  
・トリックモードステータスが真である (2.4.3.7項参照 )。  

 
ローレベルまたはメインレベルについては、  
 

Rbxn  = Rmax(profile,level) 
 
ハイ -1440レベルおよびハイレベルについては、  
 

Rbxn  = Min {1.05 x Res, Rmax(profile,level)} 
 
ISO/IEC 11172-2の制約パラメータビットストリームについては、  
 

Rbxn  = 1.2 x Rmax  
 
ここで、Rmax はISO/IEC 11172-2の制約パラメータビットストリームの最大ビットレートである。 
 
 MBn にPESパケットペイロードデータが存在し、バッファEBnが一杯でなければ、PESパケットのペイロー

ドは MBn  からEBnへRbxの伝送レートで転送される。EBnが一杯ならば、データはMBnから取り除かれない。

データバイトがMBn  からEBnへ転送される場合、 MBnにありそのデータバイトの直前にある全てのPESパケ

ットヘッダバイトは瞬間的に取り除かれ、捨てられる。 MBn にPESパケットのペイロードデータが存在しない

場合、 MBn からはデータは取り除かれない。すべてのデータはMBnに入力される。全てのPESパケットのペイ

ロードデータは MBnを出た直後に EBnに入力される。 
 
Vbv_delay メソッド 
 vbv_delayメソッドは、ビデオエレメンタリストリーム中に符号化されたvbv_delay値を使用して、符号化され

たビデオデータの各バイトが MBn からEBn へ伝送される時間を正確に規定する。 vbv_delayメソッドは、この

エレメンタリストリームについてのSTDディスクリプタ(2.6.32項)がトランスポートストリームに存在し、 ディ

スクリプタ中のleak_validフラグが値 '0'を有していて、ビデオストリーム中に符号化されているvbv_delayフィー

ルドが0xFFFFに等しくない場合は常に使用される。ビデオシーケンス中のvbv_delay値が0xFFFFに等しくない

場合、そのシーケンス中のいかなるvbv_delayフィールドも0xFFFFに等しくあってはならない(ISO/IEC11172-2
および TTC標準JT-H262を参照)。 
 
  vbv_delayメソッドが使用されている場合、画像jのビデオ画像スタートコードの最終バイトは、時刻 tdn(j) - 
vbv_delay(j)においてMbnからEBnへ転送される。ここでtdn(j)は上記で定義したように画像jの復号時刻である。

また、 vbv_delay(j)は画像jのvbv_delayフィールドによって示される秒単位の遅延時間である。連続する画像ス
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タートコードの最終バイト間のバイト(2番目のスタートコードの最終バイトを含む)のバッファEBnへの転送は、

断片的に一定の伝送レートRbx(j)で行われる。 Rbx(j)は各画像jに対して規定されている。このバッファへの転送

レートRbx(j)は、次により与えられる。 
  
 Rbx(j) = NB(j) / (vbv_delay(j) - vbv_delay(j+1) + tdn(j+1) - tdn(j)) (2-6) 
 
ここでNB(j)は、PESパケットヘッダバイトを除く画像jおよびj+1の画像スタートコード(第2のスタートコードの

最終バイトを含む)の最終バイト間のバイト数である。 
 

注－ vbv_delay(j+1) および tdn(j+1)は、 ビデオシーケンス拡張中のlow_delayフラグが '1'にセットさ

れている場合、周期的なビデオの表示において通常期待される値と異なる値とすることができる。試験的

なビットストリームによって正しい値を決定することはできないかもしれない。 
 

 式2-6から得られるRbx(j)は、ストリームタイプ0x02(表2-34参照)のエレメンタリストリームについての

Rmax[profile,level]と等しいか、それ以下でなければならない。 ここで、Rmax[profile,level]は、TTC標準JT-H262 
において定義されている。また、 Rbx(j)は、ストリームタイプ0x01のエレメンタリストリームについての制約パ

ラメータの集合において許容されている最大のビットレートと等しいか、それ以下でなければならない。ISO/IEC 
11172-2を参照。 
 
 １バイトのデータがMBn から Ebnへと転送される場合、 Mbnバイトの直前にある全てのPESパケットヘッ

ダは、瞬時に取り除かれ捨てられる。 MBnへ入力される全てのデータはそこから出力される。PESパケットペ

イロードの全てのデータバイトはMBnから出るとすぐにEBnへと入力される。 
 
アクセスユニットの除去 
 各エレメンタリストリームバッファEBnおよびメインバッファBnにおいて、そのバッファにもっとも長く存在

したアクセスユニットAn(j)、および時刻tdn(j)において、そのバッファに存在するアクセスユニットの前にある

あらゆるスタッフィングバイトの全てのデータは、時刻tdn(j)において瞬時に取り除かれる。復号時刻tdn(j)はDTS
またはPTSフィールドで規定される(2.4.3.6項を参照)。アクセスユニットｊのすぐ次にあって、符号化されたDTS
またはPTSフィールドを有していないアクセスユニットの復号時刻 tdn(j+1), tdn(j+2), ... は、エレメンタリスト

リーム中の情報から得ることができる。TTC標準JT-H262の付属資料Ｃ ,または  ISO/IEC 13818-3, または

ISO/IEC 11172を参照されたい。また、2.7.5項を参照されたい。オーディオの場合、アクセスユニットの直前に

蓄積されるか、またはアクセスユニットのデータ内部に埋め込まれている全てのPESパケットヘッダは、アクセ

スユニットの除去と同時に除かれる。アクセスユニットが除かれると、表示ユニットへと瞬時に復号される。 
 

システムデータ 
 システムデータの場合、データはメインバッファBsysに最低１バイトが存在する場合はいつでも、Rsysの
伝送レートでメインバッファBsysから取り除かれる。  
 

( )[ ]R bits s transport rate i bits bytesys = × ÷max / , _ /80 000 8 500   (2-7) 
 
注4－トランスポートレートが高い場合にRsysを増加させる意味は、プログラムスペシフィック

インフォメーションのデータ伝送レートを増加できるようにすることである。  
 

低遅延 
 ビデオシーケンス拡張内の low_delayフラグが '1'に設定されている場合 ( TTC標準JT-H262の6.2.2.3項 )、  
EBnバッファはアンダーフローしてよい。この場合、T-STDエレメンタリストリームバッファEBnが tdn(j)
で規定される時間にチェックされる時に、アクセスユニットに関する完全なデータがバッファEBn中に存在

していないかもしれない。この場合には、そのバッファは、完全なアクセスユニットがバッファ中に存在す

るまで２フィールド周期の間隔で再チェックされなければならない。この時点で、すべてのアクセスユニッ

トはバッファEBnから瞬時に取り除かれなければならない。バッファEBnはオーバーフローを起こしてはな

らない。  
 
 low_delay_modeフラグが '1'にセットされると、  EBnのアンダーフローが制限なく連続的に発生すること

が許容されている。T-STD復号器は、上述のパラグラフとビットストリーム中に符号化されているいずれの
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DTSおよびPTS値と一致するもっとも早い時点で、バッファEBnからアクセスユニットデータを除去しなけ

ればならない。復号器は、  EBn バッファのアンダーフロー状態が終わり、PTSまたはDTSがビットストリ

ーム中に見いだされるまで、DTSおよびPTSによって示される正しい復号時刻および表示時刻を再確立でき

ないであろうことに注意されたい。  
 

トリックモード 
 DSM_trick_modeフラグ (2.4.3.6項 )がBタイプのビデオアクセスユニットの開始を含むパケットのPESパ

ケットヘッダで '1'にセットされていて trick_mode_controlフィールドが '001'(スローモーション )または

'010'(フリーズフレーム )、または ‘100'(スローリバース )に設定されている場合、Ｂ画像アクセスユニットは

その画像のいずれかのフィールドが復号され表示される可能な回数の最後まで、ビデオデータバッファEBn
から取り除かれない。フィールド及びビデオフレームの表示の繰り返しは、スローモーション、スローリバ

ース、field_id_cntrlのもとに、2.4.3.8項で定義される。アクセスユニットは指示された時刻にEBnから瞬時

に取り除かれる。これは、  rep_cntrlの値と関係している。  
 
 DSM_trick_modeフラグが画像スタートコードの第１バイトを含むパケットのPESパケットヘッダで '1'に
セットされている場合、そのPESパケットにある画像スタートコードがバッファEBnから取り除かれたとき

に、trick_modeの状態は真となる。  DSM_trick_mode フラグが '0'に設定されているPESパケットヘッダが

T-STDによって受信され、 そのPESパケットヘッダの後にある画像スタートコードの第１バイトがバッファ

EBnから取り除かれるまで、トリックモードは真のままである。トリックモードの状態が真である場合、バ

ッファEBn はアンダーフローしてよい。トリックモードの状態が真である場合、通常のストリームについて

の全ての他の制約条件は保たれる。  
 

2.4.2.4   復号 
  B1から  BnおよびEB1から  EBn までにバッファされているエレメンタリストリームは、D1 から  Dnま
での復号器で瞬時に復号される。また、T-STDの出力として表示されるまでにO1 から  Onまでの再配列バ

ッファで遅延させられることもある。再配列バッファは、ビデオエレメンタリストリームにおいて一部のア

クセスユニットが表示の順序に伝送されない場合にのみ使用される。これらのアクセスユニットは、表示の

前に再配列される必要があるであろう。特に、Pn(k)が1つ以上のB画像の前に伝送されるI画像またはP画像

である場合、表示される前にT-STDの再配列バッファOnにおいて遅延されなければならない。それ以前にOn

中に蓄積されているいかなる画像も、その現在のビデオフレームが蓄積可能となる前に表示される。Pn(k)
は次のＩ画像またはP画像が復号されるまで遅延されなければならない。それが再配列バッファに蓄積されて

いる間に、次のB画像が復号され表示される。  
 
 表示ユニットPn(k) が表示される時刻が  、tpn(k)である。再配列遅延が必要のない表示ユニットについて

は、アクセスユニットは瞬時に復号されることから、tpn(k)は  tdn(j)と等しい。例えばBフレームの場合であ

る。遅延された表示ユニットについては、Pn(k) が再配列バッファで遅延される時間だけ、tpn(k) と  tdn(j)
は異なっている。その時間は公称ビデオフレーム周期の倍数である。ストリーム全体の要求条件に適合する

よう、ビデオエレメンタリストリームの最初から、適切な再配列遅延を使用するよう注意すべきである。例

えば、最初は I画像とP画像しか有していないで、後の方でB画像を含むストリームは、ストリームの開始か

ら再配列遅延を含むべきである。  
 
 TTC標準JT-H262でビデオ画像の再配列について非常に詳しく説明している。  
 
2.4.2.5   表示 
 デコーディングシステムの機能は、圧縮されたデータから表示ユニットを再構成し、正しい表示時刻に同

期したシーケンスにおいてそれらを表示することである。現実のオーディオおよびビデオの表示装置は一般

的に有限の様々の遅延を有しており、また後処理あるいは出力機能によって課せられる付加的な遅延を有す

るかもしれないが、システムターゲット復号器はこれらの遅延を０としてモデル化している。  
 
 図2-6のT-STDにおいて、ビデオ表示ユニット (1画像 )の表示はその表示時刻tpn(k)に瞬時に生起する。  
 
 T-STDにおいて、オーディオ表示ユニットの出力はその表示時刻 tpn(k)に開始する。このとき、復号器は

瞬時に最初のサンプル値を表示する。表示ユニット中のその後のサンプルは、オーディオのサンプリングレ

ートのシーケンスにおいて表示される。  
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2.4.2.6   バッファ管理 
 トランスポートストリームはこのセクションに定義される条件が満足されるよう構成されなければならな

い。このセクションではシステムターゲット復号器のために定義されている表記法を利用する。  
 
 TBnおよびTBsysはオーバーフローしてはならない。  TBnおよびTBsysは少なくとも１秒に１回、空にし

なければならない。Bnは、オーバーフローしてはならないし、アンダーフローしてはならない。Bsysはオー

バーフローしてはならない。  
 
 EBnは、ビデオシーケンス拡張内の low delayフラグが '1'にセットされているか ( TTC標準  JT-H262 を参

照 )、trick_modeステータスが真である場合を除いて、アンダーフローしてはならない。  
 
 転送を規定しているリークメソッドが有効である場合、  MBnはオーバーフローしてはならない。また、  
MBnは少なくとも１秒に１回、空にしなければならない。EBnはオーバーフローしてはならない。  
 
 転送を規定しているvbv_delayメソッドが有効である場合、 MBnはオーバーフローしてはならないし、ア

ンダーフローしてはならない。また、  EBnはオーバーフローしてはならない。  
 
 静止画のビデオデータとISO/IEC 14496ストリームを除き、システムターゲット復号器のバッファを通過す

るいかなるデータの遅延も１秒以下でなければならない。数式で示すと、全ての jおよびアクセスユニット

An(j)中の全てのデータバイト iについて、  
tdn(j)-t(i) <= 1 second  と規定する。  
 
 静止画のビデオデータの場合、この遅延は、全ての jおよびアクセスユニットAn(j)中の全てのデータバイト

iについて、  
tdn(j)-t(i) <= 60 second  と条件付けられる。  
ISO/IEC 14496ストリームの場合、遅延は、全てのjおよびアクセスユニットAn(j)中の全てのバイトiについ

て、tdn(j)-t(i) <= 10 秒に制約される。 

 
オーバーフローとアンダーフローの定義  
Fn(t) は、T-STDのバッファ  Bnの瞬間的な充足率である。  

t=t(0)の直前で Fn(t) = 0  

Fn(t) ≤ BSn すべての t と n において 

ならばオーバーフローは発生しない。 

 

0 ≤ Fn(t)  すべての t と n において 

ならばアンダーフローは発生しない。 

 

2.4.2.7   ISO/IEC 14496 データを伝送するためのT-STD拡張 
 トランスポートストリームで伝送される、ISO/IEC 14496データを復号するために、T-STDモデルは拡張さ

れる。個々のISO/IEC 14496エレメンタリストリームの復号のためのT-STDパラメータは、2.11.2項において

定義される。また、2.11.3項では、ISO/IEC 14496のシーンと関連したストリームの復号のためのT-STD拡張

とパラメータが定義される。 

 

2.4.2.8 TTC標準JT-H264 ビデオを転送するためのT-STD拡張 
 トランスポートストリームで伝送される、TTC標準JT-H264ビデオストリームの復号を定義するために、

T-STDモデルは拡張されなければならない。2.14.3.1項では、TTC標準JT-H264ビデオストリーム復号のため

のT-STD拡張とパラメータが定義される。  
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2.4.2.9 ISO/IECテキストストリームを転送するためのT-STD拡張 
 トランスポートストリームで伝送される、ISO/IEC 14496-17テキストストリームのT-STDにおいて復号を

定義するために、T-STDモデルは拡張されなければならない。ISO/IEC 14496-17テキストストリーム復号の

ためのT-STD拡張とT-STDパラメータが2.15.3.1項で定義される。 

 

2.4.3   トランスポートストリームシンタックスおよびセマンティクスの規定 
次のシンタックスは、バイト単位のストリームを記述している。トランスポートストリームパケットは188
バイトの長さでなければならない。  

 

2.4.3.1   トランスポートストリーム 
 

表2-1/JT-H222.0  -- トランスポートストリーム  (ITU-T H.222.0) 

シンタックス  ビット数  ニーモニック  
MPEG_transport_stream() {   
 do {   
  transport_packet()   
 } while (nextbits() == sync_byte)   
}   

 

2.4.3.2   トランスポートストリームパケットレイヤ 
 

表  2-2/JT-H222.0  -- TTC標準JT-H222.0トランスポートパケット  (ITU-T H.222.0) 

シンタックス  ビット

数  
ニーモニック

transport_packet(){   
 sync_byte 8 bslbf 
 transport_error_indicator 1 bslbf 
 payload_unit_start_indicator 1 bslbf 
 transport_priority 1 bslbf 
 PID 13 uimsbf 
 transport_scrambling_control 2 bslbf 
 adaptation_field_control 2 bslbf 
 continuity_counter 4 uimsbf 
 if(adaptation_field_control=='10'||adaptation_field_control=='11'){   
  adaptation_field()   
 }   
 if(adaptation_field_control=='01'||adaptation_field_control=='11'){   
  for (i=0;i<N;i++){   
   data_byte 8 bslbf 
  }   
 }   
}   

 

2.4.3.3   トランスポートパケットレイヤのフィールドのセマンティクスの定義 
sync_byte -- sync_byteは固定の8ビットのフィールドである。値は  '0100 0111' (0x47)。PIDのように他のフ

ィールドで規則的に発生する値を選択する場合において、sync_byteのエミュレーションが避けられなければ

ならない。  
 
transport_error_indicator --  transport_error_indicatorは、１ビットのフラグである。'1'に設定されると、

少なくとも１ビットの訂正できないビットエラーがトランスポートストリームパケットに存在することを示
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す。   このビットはトランスポートレイヤの外部のエンティティによって '1'に設定されることができる。 '1'
に設定されると、このビットは誤っているビット値が訂正されない限り '0'にリセットされてはならない。  
 
payload_unit_start_indicator --  payload_unit_start_indicatorは、１ビットのフラグである。PESパケッ

ト (2.4.3.6項参照 )またはPSIデータ (2.4.4項参照 )を伝送するトランスポートストリームパケットに対して規

範的な意味を有する。  
 
 トランスポートストリームパケットのペイロードがPESパケットデータを含む場合、payload_unit_start 
_indicatorは、次の意味を有する。'1'は、このトランスポートストリームパケットのペイロードがPESパケッ

トの第一バイトから開始することを示す。 '0'は、このトランスポートストリームパケットにおいて、PESパ
ケットが開始していないことを示す。もし、  payload_unit_start_indicatorが '1'にセットされると、ただ1
つのPESパケットが任意のトランスポートストリームパケットで開始する。このことはstream_type６のプラ

イベートストリームにも適用される (表2-34参照 )。  
 
 トランスポートストリームパケットのペイロードがPSIデータを含む場合、payload_unit_start_indicator
は、次の意味を有する。もし、トランスポートパケットがPSIセクションの第一バイトを伝送する場合、

payload_unit_start_indicatorは '1'でなければならず、トランスポートストリームパケットのペイロードの第

一バイトがpointer_fieldを伝送していることを示している。もし、トランスポートストリームパケットがPSI
セクションの第一バイトを伝送していない場合、payload_unit_start_indicatorは '0'でなければならず、ペイ

ロードにはpointer_fieldがないことを示している。2.4.4.1項および2.4.4.2項を参照されたい。このことは

stream_type５のプライベートストリームにも適用される (表2-34参照 )。  
 
 ヌルパケットの場合、payload_unit_start_indicatorは '0'でなければならない。  
 
 プライベートデータを伝送するトランスポートストリームパケットにおけるこのビットの意味は、本標準

では定義されていない。  
 
transport_priority --  transport_priorityは、１ビットの識別子である。 '1'に設定されると、関連するパケ

ットは、同一のPIDをもつこのビットを '1'に設定していない他のパケットより優先度が高いことを示してい

る。トランスポートメカニズムはこれを利用して、1つのエレメンタリストリーム内でそのデータに優先度を

つけることができる。アプリケーションによっては、このtransport_priorityフィールドはPIDと無関係に符

号化されてよいし、または1つのPIDの中だけで符号化されてよい。このフィールドは、伝送路が規定する符

号器または復号器によって変更されることができる。  
PID -- PIDは13ビットのフィールドである。パケットペイロード中に蓄積されるデータの種類を示す。PID
値0x0000は、プログラムアソシエーションテーブル (表2-30)に確保されている。PID値0x0001は、限定アク

セステーブル (表2-32)に確保されている。PID値0x0002はトランスポートストリーム記述テーブル（表2-36）
で確保され、PID値0x0003はIPMP制御情報テーブル（ISO/IEC13818-11）で確保され、PID値0x0004-0x000F
は、予約されている。PID値0x1FFFは、ヌルパケットに確保されている。  
 

表  2-3/JT-H222.0 -- PID の表  (ITU-T H.222.0) 

値  説明  
0x0000 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｱｿｼｴｰｼｮﾝﾃｰﾌﾞﾙ 
0x0001 限定ｱｸｾｽﾃｰﾌﾞﾙ 
0x0002 ﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾄｽﾄﾘｰﾑ ﾃﾞｨｽｸﾘﾌﾟｼｮﾝ ﾃｰﾌﾞﾙ
0x0003 IPMP制御情報テーブル  

0x0004-0x000F 予約  
0x00010 

…  
0x1FFE 

network_PID, 
Program_map_PID, 
elementary_PID,または他の目的

のために割り当てられる。  
0x1FFF ヌルパケット  

 
 注－PID値0x0000, 0x0001, および  0x0010-0x1FFEを有するトランスポートパケットが、PCRを伝

送することができる。  
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transport_scrambling_control --この２ビットのフィールドは、トランスポートストリームパケットペイロ

ードのスクランブリングモードを示す。トランスポートストリームパケットヘッダ、およびアダプテーショ

ンフィールドが存在する場合のアダプテーションフィールドは、スクランブルされてはならない。ヌルパケ

ットの場合、transport_scrambling_controlフィールドの値は '00'にセットされなければならない。  
 

表2-4/JT-H222.0 -- スクランブリング制御値  (ITU-T H.222.0)  

値  説明  
00 スクランブルなし  
01 ユーザ定義  
10 ユーザ定義  
11 ユーザ定義  

 
adaptation_field_control --この２ビットのフィールドは、このトランスポートストリームパケットヘッダの

後にアダプテーションフィールドおよび /またはペイロードがくることを示す。  
 

表2-5/JT-H222.0 -- アダプテーションフィールド制御値  (ITU-T H.222.0) 

値  説明  
00 ISO/IECによる将来の使用のために予約されている。  
01 アダプテーションフィールドなし、ペイロードのみ  
10 アダプテーションフィールドのみ、ペイロードなし  
11 アダプテーションフィールドの次にペイロード  

 
 TTC標準  JT-H222.0復号器は、adaptation_field_controlフィールドの値が '00'であるトランスポートスト

リームパケットを捨てるべきである。ヌルパケットの場合、adaptation_field_controlの値は '01'にセットさ

れなければならない。  
 
continuity_counter --continuity_counter は、 同一のPIDを有する各トランスポートストリームパケットご

とにインクリメントする４ビットのフィールドである。continuity_counterは、その最大値から0へと変わる。

continuity_counterは、そのパケットのadaptation_field_controlが '00'または '10'のときにはインクリメント

されてはならない。  
 
 トランスポートストリームにおいては、連送のパケットは、同一のPIDの２つの連続するトランスポート

ストリームパケットとして送られることができる。連送のパケットは、２つのみである。その連送パケット

は、オリジナルパケットと同一のcontinuity_counter値を有し、adaptation_field_controlフィールドは '01'
または '11'でなければならない。連送のパケットにおいては、オリジナルパケットの各バイトは全く同一であ

るべきであり、例外としてプログラムクロックリファレンスが存在する場合にのみ、正確な値が符号化され

るべきである。  
 
 あるトランスポートストリームパケットの  continuity_counterが、同一のPIDの1つ前のトランスポートス

トリームパケット中のcontinuity_counterと1つ違っている場合、またはインクリメントを行わない条件 ('00'
または '10'にセットされたadaptation_field_control 、または上述の連送パケット )のいずれかが適合してい

る場合において、そのcontinuity_counterは連続しているとする。巡回カウンタは  discontinuity_indicator
が '1' に セ ッ ト さ れ た 場 合 、 不 連 続 と す る こ と が で き る (2.4.3.4 項 参 照 ) 。 ヌ ル パ ケ ッ ト の 場 合 、

continuity_counterの値は定義されていない。  
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data_byte --データバイトはPIDによって示されるPESパケット (2.4.3.6項参照 )、またはPSIセクション (2.4.4
項参照 )、またはPSIセクションの後のパケットスタッフィングバイト、またはこれらの構造にないプライベ

ートデータの連続するデータバイトでなければならない。PID値が0x1FFFのヌルパケットの場合、

data_bytesには任意の値を割り当てることができる。 data_bytesの数Ｎは、以下の2.4.3.4項に記述されてい

るようなadaptation_field()中のバイト数を184から引いた値と規定される。  
 
2.4.3.4   アダプテーションフィールド 
 

表  2-6/JT-H222.0 -- トランスポートストリームアダプテーションフィールド  (ITU-T H.222.0) 

シンタックス  ビット数  ニーモニック

adaptation_field() {  
 adaptation_field_length 8 uimsbf 
 if(adaptation_field_length >0) {  
  discontinuity_indicator 1 bslbf 
  random_access_indicator 1 bslbf 
  elementary_stream_priority_indicator 1 bslbf 
  PCR_flag 1 bslbf 
  OPCR_flag 1 bslbf 
  splicing_point_flag 1 bslbf 
  transport_private_data_flag 1 bslbf 
  adaptation_field_extension_flag 1 bslbf 
  if(PCR_flag == '1') {  
   program_clock_reference_base 33 uimsbf 
   Reserved 6 bslbf 
   program_clock_reference_extension 9 uimsbf 
  }  
  if(OPCR_flag == '1') {  
   original_program_clock_reference_base 33 uimsbf 
   Reserved 6 bslbf 
   original_program_clock_reference_extension 9 uimsbf 
  }  
  if (splicing_point_flag == '1') {  
   splice_countdown 8 tcimsbf 
  }  
  if(transport_private_data_flag == '1') {  
   transport_private_data_length 8 uimsbf 
   for (i=0; i<transport_private_data_length;i++){  
    private_data_byte 8 bslbf 
   }  
  }  
  if (adaptation_field_extension_flag == '1' ) {  
   adaptation_field_extension_length 8 uimsbf 
   ltw_flag    1 bslbf 
   piecewise_rate_flag 1 bslbf 
   seamless_splice_flag 1 bslbf 
   Reserved 5 bslbf 
   if (ltw_flag == '1') {  
    ltw_valid_flag 1 bslbf 
    ltw_offset 15 uimsbf 
   }  
   if (piecewise_rate_flag == '1') {  
    Reserved 2 bslbf 
    piecewise_rate 22 uimsbf 
   }  
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   if (seamless_splice_flag == '1'){  
    splice_type 4 bslbf 
    DTS_next_AU[32..30] 3 bslbf 
    marker_bit 1 bslbf 
    DTS_next_AU[29..15] 15 bslbf 
    marker_bit 1 bslbf 
    DTS_next_AU[14..0] 15 bslbf 
    marker_bit 1 bslbf 
   }  
   for ( i=0;i<N;i++) {  
    Reserved 8 bslbf 
   }  
  }  
  for (i=0;i<N;i++){  
   stuffing_byte 8 bslbf 
  }  
 }  
}  

 

2.4.3.5   アダプテーションフィールドのフィールドのセマンティクスの定義 
adaptation_field_length -- 8ビットのフィールド。adaptation_field_lengthフィールドの直後に続くアダプ

テーションフィールドのバイト数を規定している。値 '0'はトランスポートストリームパケットに１バイトの

ス タ ッ フ ィ ン グ を 挿 入 す る た め に 使 用 さ れ る 。 adaptation_field_control 値 が  '11' の 場 合 、

adaptation_field_length値は0から182までの範囲でなければならない。adaptation_field_control値が '10'の
場合、adaptation_field_length値は183でなければならない。PESパケットを伝送するトランスポートストリ

ームパケットでは、トランスポートストリームパケットのペイロードバイトを完全に満たすのに十分なPES
パケットデータがない場合、スタッフィングが必要とされる。スタッフィングは、アダプテーションフィー

ルドをその中に含まれるデータ要素の長さの和よりも長く定義することによって行われる。こうすることに

より、アダプテーションフィールドの後に存在するペイロードバイトと有効なPESパケットデータとが正確

に適合される。アダプテーションフィールド中の余分な空白は、スタッフィングバイトで満たされる。  
 これが、PESパケットを伝送するトランスポートストリームパケットにおいて許されている唯一のスタッ

フィングの方法である。PSIを伝送するトランスポートストリームパケットについては、もう1つのスタッフ

ィングの方法が2.4.4項に記述されている。  
 
discontinuity_indicator -- 1ビットのフィールド。'1'にセットされると、現在のトランスポートストリームパ

ケットにおいて不連続状態が真であることを示す。discontinuity_indicatorが '0'に設定されるか、あるいは

存在しない場合、不連続状態が偽である。 discontinuity_indicatorは、システムタイムベースの不連続性お

よび巡回カウンタの不連続の2種類の不連続性を示すために使用される。  
 
 システムタイムベースの不連続性は、  PCR_PID (2.4.4.9項参照 )として指定されるPIDのトランスポート

ストリームパケット中のdiscontinuity_indicatorの使用によって示される。PCR_PID として指定されるPID
を有するトランスポートストリームパケットにおいて不連続状態が真である場合、同じPIDを有するトラン

スポートストリームパケットの次のPCRは、関連付けられている番組の新しいシステムタイムクロックのサ

ンプル値を表現している。システムタイムベースの不連続点は、新しいシステムタイムベースのPCRを含む

パケットの第1バイトがT-STDの入力に到着した瞬間の時点と定義される。システムタイムベースの不連続が

発生するパケットではdiscontinuity_indicatorのビットを '1'にセットされなければならない。  
新しいシステムタイムベースのPCRを含むパケットの前に存在する同一のPCR_PID のトランスポートスト

リ ー ム パ ケ ッ ト に お い て discontinuity_indicator ビ ッ ト は '1' に セ ッ ト し て も よ い 。 こ の 場 合 、

discontinuity_indicatorのビットが一旦 '1'にセットされると、新しいシステムタイムベースの最初のPCRを

有するトランスポートストリームパケットを含み、同一のPCR_PID を有するすべてのトランスポートスト

リームパケットにおいては、discontinuity_indicatorのビットは '1'にセットされなければならない。システ

ムタイムベースの不連続の発生後、次のシステムタイムベースの不連続が起きる前に、新しいシステムタイ

ムベースのPCRが2つ以上受信されなければならない。また、トリックモードが真である場合を除いて、いか

なる時にも2つ以上のシステムタイムベースによるデータが1つの番組のためのT-STDのバッファのセットの

中に存在してはならない。  
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 システムタイムベースの不連続性の発生の前に、新しいシステムタイムベースを参照するPTSまたはDTS
を含むトランスポートストリームパケットの第1バイトはT-STDの入力に到着してはならない。システムタイ

ムベースの不連続性の発生の後に、以前のシステムタイムベースを参照するPTSまたはDTSを含むトランス

ポートストリームパケットの第1バイトはT-STDの入力に到着してはならない。  
 
 continuity_counterの不連続性は、任意のトランスポートストリームパケットにおける discontinuity_ 
indicatorの使用によって示される。PCR_PIDとして指定されていないPIDの任意のトランスポートストリー

ムパケットにおいて不連続状態が真である場合、そのパケットのcontinuity_counterは、その前にある同じ

PIDのトランスポートストリームパケットに対して不連続としてよい。PCR_PIDとして指定されているPID
のトランスポートストリームパケットにおいて不連続状態が真である場合、システムタイムベースの不連続

性が起きるパケットにおいてのみ、そのcontinuity_counterは不連続としてよい。トランスポートストリー

ムパケットにおいて不連続状態が真であり、同じパケットのcontinuity_counterがその前にある同じPIDのト

ランスポートストリームパケットに対して不連続である場合、巡回カウンタの不連続点が発生する。巡回カ

ウンタの不連続点は、不連続状態の開始から不連続状態の終了まで最大限１回しか発生してはならない。さ

ら に 、 PCR_PID と し て 指 定 さ れ て い な い 全 て の PID に つ い て は 、 特 定 の PID の パ ケ ッ ト に お い て

discontinuity_indicatoが '1'にセットされている場合、同一のPIDの次のトランスポートストリームパケット

においてdiscontinuity_indicatorを '1'にセットしてよい。しかし、同一のPIDの３番目以降のトランスポート

ストリームパケットにおいてはdiscontinuity_indicatorを '1'にセットしてはならない。  
 
この項の参考のために、エレメンタリストリームアクセスポイントは次のように定義される。  
 

・ ISO/IEC11172-2ビデオとTTC標準JT-H262ビデオ－ビデオシーケンスヘッダの第1バイト  
・ ISO/IEC 14496-2ビジュアル－ビジュアルオブジェクトシーケンスヘッダの第1バイト  
・ TTC標準JT-H264ビデオ－AVCアクセスユニットの第1バイト。符号化ビデオストリームの

中のこれとその後続く全てのAVCアクセスユニットに参照されるSPSとPPSパラメータセッ

トは、バイトストリーム内のこのアクセスポイントの後にあり、それらが活性化される前で

なければならない。  
・ オーディオ－オーディオフレームの第1バイト  
・ ISO/IEC 14496-17テキストストリーム－テキストアクセスユニットの第1バイト。インバン

ドサンプル記述が使用される場合、それぞれのインバンドサンプル記述は、このアクセスポ

イントの後でかつアクセスユニットで使われる前に ISO/IEC 14496-17ストリームで供給さ

れなければならない。  
 
TTC 注） 

もし、シーケンスパラメータセット・ピクチャパラメータセットや IDR ピクチャデータが通信途中で損失する場合や、

受信側の処理速度が遅いために受信漏れを引き起こす場合、受信側はそれ以降、デコード映像を正常に表示できない状態

になる。 

 

この事態を防ぐための参考情報として、送信側の H.264 エンコーダは、次の動作を実装することで回避することができる。 

 

・IDR ピクチャないし復旧点 SEI メッセージを含むピクチャを定期的に挿入する。 

・IDR ピクチャを挿入する場合、ピクチャの開始に先じてシーケンスパラメータセット・ピクチャパラメータセットを付

加して送信することを必須とする。 
 
 エレメンタリストリームデータを含むものとして指定されるトランスポートパケット中の巡回カウンタの

不連続の後、同一のPIDのトランスポートストリームパケット中のエレメンタリストリームデータの第1バイ

トは、でなければならない。ISO/IEC 11172-2またはTTC標準JT-H262、ISO/IEC 14496-2ビデオの場合エ

レメンタリストリームアクセスポイントの第1バイトはsequence_end_codeとそれに続くエレメンタリスト

リームアクセスポイントの第1バイトでもよい。  
PCR_PIDと指定されていないPIDを有し、巡回カウンタの不連続点が発生し、PTSまたはDTSが発生する、

エレメンタリストリームデータを含む各トランスポートストリームパケットは、関連する番組の発生のため

のシステムタイムベースの不連続点の後にT-STDの入力に到着しなければならない。不連続状態が真である

場合において、同じcontinuity_counter 値、および  '01' または '11'であるadaptation_field_control 値を有

している同一のPIDの2つの連続するトランスポートストリームパケットが発生する時、2番目のパケットは
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捨てられてもよい。このようなパケットを捨てたためにPESパケットペイロードデータやPSIデータの損失が

生じるように、トランスポートストリームは構成してはならない。  
 
 PSI情報を含むトランスポートストリームパケットにおいて '1'にセットされたdiscontinuity_indicatorが
発生した後において、PSIセクションのversion_numberの不連続が一回発生してよい。このような不連続性

の発生において、対応する番組のTS_program_map_sectionのあるバージョンは、section_length == 13、
current_next_indicator==1で送られなければならない。このとき、program_descriptorは存在せず、また記

述されるエレメンタリストリームも存在しないことになる。この後には、影響を受ける番組ごとに、完全な

番組の定義を含んでいて、 version_number が 1つ増えているTS_program_map_sectionのバージョンと

context_next_indicationがこなければならない。このことがPSIデータにおけるバージョンの変更を示す。  
 
random_access_indicator -- random_access_indicatorは1ビットのフィールドである。現在のトランスポー

トストリームパケットおよび同一のPIDを有する次のトランスポートストリームパケットが、このポイント

におけるランダムアクセスを助けるための情報を含んでいることを示している。規定としては、 '1'にセット

されると、現在のPIDを有するトランスポートパケットのペイロードで開始する次のPESパケットは、

discontinuity_indicatorフィールド用のセマンティクスに定義されたようなエレメンタリストリームアクセ

スポイントを含まなければならない。さらに、ビデオの場合において、プレゼンテーションタイムスタンプ

が、エレメンタリストリームアクセスポイントに続く最初の画像について存在しなければならない。オーデ

ィオの場合において、プレゼンテーションタイムスタンプはオーディオフレームの第1バイトを含むPESパケ

ット中に存在しなければならない。PCR_PID中のrandom_access_indicatorはPCRフィールドを含むトラン

スポートストリームパケット中において '1'にセットしてもよい。  
 
elementary_stream_priority_indicator -- elementary_stream_priority_indicatorは1ビットのフィールド

である。同一のPIDを有するパケットにおいて、このトランスポートストリームパケットのペイロードの中

で伝送されるエレメンタリストリームデータの優先度を示す。 '1'は、このペイロードが他のトランスポート

ストリームパケットのペイロードより高い優先度を有していることを示す。ISO/IEC 11172-2またはTTC標

準JT-H262、ISO/IEC 14496-2ビデオの場合において、ペイロードがイントラ符号化されたスライスの1つ以

上のバイトを含む場合のみ、このフィールドを '1'にセットできる。TTC標準JT-H264ビデオの場合において、

ペイロードが2、4、7、9のslice_typeのスライスから1バイト以上を含む場合、このフィールドは ’1’にセット

してもよい。 '0'の値は、このペイロードはこのビットが '1'にセットされていない他の全てのパケットのペイ

ロードと同じ優先度を有していることを示す。  
 
PCR_flag -- PCR_flagは1ビットのフラグである。 '1'はアダプテーションフィールドが2つの部分に符号化さ

れるPCRフィールドを含んでいることを示す。 '0'の値は、アダプテーションフィールドがPCRフィールドを

含んでいないことを示す。  
 
OPCR_flag -- OPCR_flagは1ビットのフラグである。'1'はアダプテーションフィールドが2つの部分に符号化

されるOPCRフィールドを含んでいることを示す。'0'の値は、アダプテーションフィールドがOPCRフィール

ドを含んでいないことを示す。  
 
splicing_point_flag --splicing_point_flagは1ビットのフラグである。 '1'にセットされると、関連付けられて

いるアダプテーションフィールドに、編集点の発生を規定しているsplice_countdownフィールドが存在しな

ければならないことを示している。 '0'の値は、アダプテーションフィールドにsplice_countdownフィールド

が存在しないことを示している。  
 
transport_private_data_flag --  transport_private_data_flagは1ビットのフラグである。 '1'の値は、アダ

プテーションフィールドが1バイト以上のprivate_dataを含んでいることを示す。'0'の値は、アダプテーショ

ンフィールドがprivate_dataを含んでいないことを示す。  
 
adaptation_field_extension_flag -- adaptation_field_extension_flag は1ビットのフィールドである。 '1'に
セットされると、アダプテーションフィールドの拡張が存在することを示す。 '0'の値は、アダプテーション

フィールドの拡張がアダプテーションフィールドに存在しないことを示す。  
 
program_clock_reference_base; program_clock_reference_extension --program_clock_reference (PCR)は、

42ビットのフィールドで2つの部分において符号化されている。  
1つは、program_clock_reference_baseであり、式2-2においてPCR_base(i)で値が示される33ビットのフィ

ールドである。もう1つはprogram_clock_reference_extensionであり式2-3においてPCR_ext(i)で値が示され
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る 9 ビ ッ ト の フ ィ ー ル ド で あ る 。 PCR は 、 シ ス テ ム タ ー ゲ ッ ト 復 号 器 の 入 力 に お け る

program_clock_reference_baseの最後のビットを含むバイトの予定到着時刻を示している。  
 
 オーディオまたはビデオエレメンタリストリームを含むトランスポートストリームパケットにおいて、

PCRフィールドが存在している場合、PCRはそのエレメンタリストリームのタイムベースに対して有効なも

のでなければならない。符号化周波数の要求条件については2.7.2項を参照。  
 
original_program_clock_reference_base;original_program_clock_reference_extension--original_program
_clock_reference (OPCR)はオプションであり、42ビットのフィールドで2つの部分で符号化されている。基

本と拡張のこれら2つの部分は、PCRフィールドの2つの対応する部分と同様にそれぞれ符号化される。OPCR
の存在はOPCR_flagによって示されている。OPCRフィールドは、PCRフィールドが存在するトランスポー

トストリームパケットにのみ符号化されなければならない。OPCRは、単一番組においても複数プログラム

トランスポートストリームにおいても許容される。  
 
 OPCRは、他のトランスポートストリームから単一番組のトランスポートストリームを再構成することを

支援する。オリジナルの単一番組のトランスポートストリームを再構成する場合、OPCRはPCRフィールド

にコピーしてよい。オリジナルの単一番組のトランスポートストリーム全てが正確に再構成される場合にの

み、そのようにして得られるPCR値は有効である。このトランスポートストリームには、少なくともオリジ

ナルのトランスポートストリームに存在していた何らかのPSIおよびプライベートデータパケットが含まれ

ているであろうし、また他のプライベートな取り決めがおそらく必要であろう。このことは、OPCRはオリ

ジナルの単一番組のトランスポートストリームに関連するPCRと同一のコピーでなければならないことを意

味している。  
 
OPCRは次のように表現される。  
 

OPCR(i) = OPCR_base(i) × 300 + OPCR_ext(i)    (2-8) 
 
ここで  
 

( ) ( )( )( )OPCR base i system clock frequency t i DIV_ _ _ %= × 300 233    (2-9) 

 
( ) ( )( )( )OPCR ext i system clock frequency t i DIV_ _ _ %= × 1 300   (2-10) 

 
 OPCRフィールドを復号器は無視する。OPCRフィールドは多重化装置や復号器で変更されてはならない。 
  
splice_countdown --splice_countdownは、8ビットのフィールドである。正または負の値を表現する。正の

値は、編集点が到着するまでの関連するトランスポートストリームパケットに続いて同一のPIDを有する残

りのトランスポートパケットの数を規定する。連送されるトランスポートストリームパケット、およびアダ

プテーションフィールドのみを含むトランスポートストリームパケットは除外される。編集点は、関連する

splice_countdownフィールドが値0になるトランスポートストリームパケットの最終バイトの直後に位置す

る。splice_countdownが値0になるトランスポートパケットにおいて、トランスポートストリームパケットペ

イロードの最終バイトは、符号化されたオーディオフレームまたは画像の最後のバイトでなければならない。

ビデオの場合、対応するアクセスユニットはsequence_end_codeで終了してもよいし、しなくてもよい。そ

れに続く同一のPIDを有するトランスポートパケットは、同じストリームタイプの他のエレメンタリストリ

ームを含むことができる。  
 
 同一のPIDを有する次のトランスポートストリームパケットのペイロード (連送パケットおよびペイロード

のないパケットは除外される )は、PESパケットの第一バイトで開始されなければならない。オーディオの場

合、そのPESパケットのペイロードは、アクセスポイントで開始しなければならない。ビデオの場合、その

PESパケットのペイロードは、アクセスポイント、またはアクセスポイントを後に有するsequence_end_code
で開始しなければならない。従って、その前の符号化されたオーディオフレームまたは画像は、パケット境

界と整列しているか、またはそうなるようパディングされる。編集点の後にも、カウントダウンフィールド

は存在可能である。splice_countdownが負の数で、値がマイナスｎ (-n)である場合、関連するトランスポー

トストリームパケットは編集点から後のn番目のパケットであることを示す (連送パケットおよびペイロード

のないパケットは除外される )。  
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エレメンタリストリームアクセスポイントの定義においては、discontinuity_indicatorのセマンティクスを

参照のこと。  
 
transport_private_data_length -- transport_private_data_length は 8 ビ ッ ト の フ ィ ー ル ド で あ る 。

transport_private_data_length フ ィ ー ル ド の 直 後 に あ る private_data の バ イ ト 数 を 規 定 し て い る 。

private_dataのバイト数は、プライベートデータがアダプテーションフィールドを越えないようにしなけれ

ばならない。  
 
private_data_byte -- private_data_byte は8ビットのフィールドである。TTC標準  ではこのフィールドを

規定してはならない。  
 
adaptation_field_extension_length -- adaptation_field_extension_length は8ビットのフィールドである。

このフィールドの直後に続く拡張されたアダプテーションフィールドデータのバイト数を示している。存在

する場合は予約バイトを含む。  
 
ltw_flag (legal_time_window_flag) --  1ビットのフィールドであり、'1'にセットされると  ltw_offsetフィー

ルドが存在することを示す。  
 
piecewise_rate_flag -- 1ビットのフィールドであり、'1'にセットされると  piecewise_rateフィールドが存在

することを示す。  
 
seamless_splice_flag --1ビットのフィールドであり、 '1'にセットされるとsplice_typeおよびDTS_next_AU
フィールドが存在することを示す。 '0'の値は、 splice_typeもDTS_next_AUフィールドも存在しないことを

示す。このフィールドは、splicing_point_flagが '1'にセットされていないトランスポートストリームパケッ

トにおいて、'1'にセットされてはならない。 splice_countdownが正であるトランスポートストリームパケッ

トで一旦 '1'にセットされると、それ以降のsplicing_point_flagを１にセットしている同一のPIDを有する全て

のトランスポートストリームにおいて、splice_countdownが０になるパケット (このパケットを含む )まで、

このフラグを '1'にセットしなければならない。このフラグがセットされ、このPIDで伝送されるエレメンタ

リストリームがTTC標準JT-H262ビデオストリームでないならば、splice_typeは0000にセットされなければ

ならない。もし、このPIDで伝送されるエレメンタリストリームがTTC標準JT-H262ビデオストリームなら

ば、splice_type値によって示される条件が満たされなければならない。  
 
ltw_valid_flag(legal time window_valid_flag) -- 1ビットのフィールドであり、 '1'にセットされると  
ltw_offsetの値が有効であることを示す。 '0'の値は、 ltw_offsetフィールドの値が未定義であることを示す。  
 
ltw_offset (legal time window_offset) -- 15ビットのフィールドであり、 ltw_valid_flagが '1'であるときにの

みこの値は定義されている。定義されているとき、 ltw_offsetは300/fs秒を単位とし次を満足する。ここで、

fsはこのPIDが属する番組のシステムクロック周波数である。  
 

offset = t1(i) - t(i), 
 

ltw_offset = offset // 1 
 
 ここで iは、トランスポートストリームパケットの第1バイトのインデックスであり、offsetはこのフィール

ドに符号化されている値であり、  t(i)はT-STDのバイト iにおける到着時刻である。また、  t1(i)はこのトラ

ンスポートストリームパケットに関係づけられているリーガルタイムウィンドウと呼ばれる時間間隔の上限

である。  
 
 リーガルタイムウィンドウは、次のような特性を有している。このトランスポートストリームがT-STDに

時刻  t1(i)、すなわちリーガルタイムウィンドウの終わりに伝送され、同一の番組の他の全てのトランスポー

トストリームパケットがそれぞれのリーガルタイムウィンドウの終わりに伝送されるならば、  
 
ビデオの場合   ： T-STDにおけるこのPIDに対するMBnバッファは、このトランス

ポートストリームパケットのペイロードの第１バイトが入力された時に184バイト以下のエレ

メンタリストリームデータを有していなければならず、そしてT-STDにおいていかなるバッファ

違反も生じてはならない。  
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オーディオの場合  ：T-STDにおけるこのPIDに対するBnバッファは、このトランスポートスト

リームパケットの第1バイトが入力された時にBSdec + 1バイト以下のエレメンタリスト  リーム

データを有していなければならず、そしてT-STDにおいていかなるバッファ違反も生じてはなら

ない。  
 
 バッファMBnのサイズおよび  MBn と  EBn 間のデータ転送レートを要因として、もう1つの時刻t0(i)を決

めることができる。このとき、このパケットが時間区間  [t0(i), t1(i)]のどこかにおいて伝送されるならば、  
T-STDにおいていかなるバッファ違反も生じない。この時間間隔をリーガルタイムウィンドウと呼ぶ。 t0の

値は本標準では定義されない。  
 
 このフィールド中の情報は、バッファMBn の状態を再構成するためにこの情報を必要とする再多重化装置

などの装置のために意図されている。  
 
piecewise_rate -- 22ビットのフィールドであり、ltw_flagおよび ltw_valid_flagが '1'にセットされている場合

にのみ定義される。定義されている場合、このパケットに続く同一のPIDのトランスポートストリームパケ

ットで、 legal_time_window_offsetフィールドを含んでいないトランスポートパケットのリーガルタイムウ

ィンドウの終わりの時刻を定義するために使用される仮想的なビットレートＲを規定する正の整数である。  
 
 このトランスポートストリームパケットとそれに続く同一のPIDを有するＮ個のトランスポートストリー

ムパケットの第1バイトがそれぞれAi, Ai+1, ..., Ai+Nのインデックスを有しているとし、後のＮ個のパケット

が legal_time_window_offsetフィールドに符号化された値を有していないとする。このとき  t1(Ai+j)は次によ

り決定されなければならない。  
 

t1(Ai+j) = t1(Ai) + j*188*8 bits/byte /R 
 
ここで、 jは1からＮまでの値をとる。  
 
 このパケットから、次の legal_time_window_offsetフィールドを含む同じPIDのパケットの間の全てのパ

ケットは、値を持つものとして取り扱わなばければならない。  
 

offset = t1(Ai) - t(Ai) 
 
 legal_time_window_offsetフィールドに符号化される上式によって計算される値 t1(.)に対応する。 t(j)は
T-STDのｊバイトの到着時刻である。  
 このフィールドの意味は、それが legal_time_window_offsetフィールドなしでトランスポートストリーム

パケット中に存在している場合、定義されない。  
 
splice_type --4ビットのフィールド。このフィールドが最初に発生してから、splice_contdownが0になるパ

ケットまで (このパケットを含む )、splice_typeは、その後に続くそれが存在するのと同一のPIDの全てのトラ

ンスポートストリームパケットにおいて同じ値を有していなければならない。そのPIDで伝送されるエレメ

ンタリストリームがTTC標準JT-H262ビデオストリームでない場合、このフィールドは0000でなければなら

ない。そのPIDで伝送されるエレメンタリストリームがTTC標準JT-H262ビデオストリームの場合、このフ

ィールドはスプライシングのためにこのエレメンタリストリームが考慮しなければならない条件を示す。こ

れらの条件は、以下の表2-7から表2-20におけるプロファイル、レベル、splice_typeの関数として定義される。  
 
 これらの表において、  'splice_decoding_delay' および  'max_splice_rate'の値は、次の条件をそのビデオ

エレメンタリストリームが満たさなければならないことを意味している。  
 

１．splice_countdownが0になるトランスポートストリームパケットで終了する符号化ビデオの最終

バイトは、 (splice_decoding_delay  tn+1-tn)の時間の間、VBVモデルのVBVバッファに留まらな

ければならない。ここでこの節の目的は  
 

・ nはsplice_countdownが0になるトランスポートストリームパケット内の符号化ビデオの終

了のインデックスである。すなわち符号化ビデオは上記を参照する。  
・ t(n)はTTC標準JT-H262の付属資料CのC.3.1項で定義されている。  
・ (tn+1 - tn)はTTC標準JT-H262の付属資料CのC.9節からC.12節で定義されている。  
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注―tnは符号化画像ｎがVBVバッファから移動した時刻である。  
 
２．VBVモデルのVBVバッファは、編集点においてその入力が  'splice_decoding_delay'に等しい時

間の間 'max_splice_rate' に等しい一定レートのストリームに切り替えられるならば、オーバーフ

ローしてはならない。  
 

表  2-7/JT-H222.0 -- スプライスパラメータテーブル  1 (ITU-T H.222.0) 

ｼﾝﾌﾟﾙﾌﾟﾛﾌｧｲﾙﾒｲﾝﾚﾍﾞﾙ, ﾒｲﾝﾌﾟﾛﾌｧｲﾙﾒｲﾝﾚﾍﾞﾙ, SNRﾌﾟﾛﾌｧｲﾙﾒｲﾝﾚﾍﾞﾙ (両ﾚｲﾔ), 空間ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙﾊｲ-1440 
ﾚﾍﾞﾙ (ﾍﾞｰｽﾚｲﾔ), ﾊｲﾌﾟﾛﾌｧｲﾙﾒｲﾝﾚﾍﾞﾙ (中間  + ﾍﾞｰｽﾚｲﾔ),  
ﾏﾙﾁﾋﾞｭｰﾌﾟﾛﾌｧｲﾙﾒｲﾝﾚﾍﾞﾙ(ﾍﾞｰｽﾚｲﾔ) ビデオ  

splice_type 条件  

0000 splice_decoding_delay = 120 ms ; max_splice_rate = 15.0 × 106 bit/s 

0001 splice_decoding_delay = 150 ms ; max_splice_rate = 12.0 × 106 bit/s 

0010 splice_decoding_delay = 225 ms ; max_splice_rate = 8.0 × 106 bit/s 

0011 splice_decoding_delay = 250 ms ; max_splice_rate = 7.2 × 106 bit/s 

0100-1011 予約  

1100-1111 ユーザ定義  

 
 
 

表  2-8/JT-H222.0 -- スプライスパラメータテーブル  2 (ITU-T H.222.0) 

ﾒｲﾝﾌﾟﾛﾌｧｲﾙﾛｰﾚﾍﾞﾙ, SNR ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙﾛｰﾚﾍﾞﾙ (両ﾚｲﾔ), ﾊｲﾌﾟﾛﾌｧｲﾙﾒｲﾝﾚﾍﾞﾙ (ﾍﾞｰｽﾚｲﾔ),  
ﾏﾙﾁﾋﾞｭｰﾌﾟﾛﾌｧｲﾙﾒｲﾝﾚﾍﾞﾙ(ﾍﾞｰｽﾚｲﾔ)ビデオ  

splice_type 条件  

0000 splice_decoding_delay = 115 ms ; max_splice_rate = 4.0 × 106 bit/s 

0001 splice_decoding_delay = 155 ms ; max_splice_rate = 3.0 × 106 bit/s 

0010 splice_decoding_delay = 230 ms ; max_splice_rate = 2.0 × 106 bit/s 

0011 splice_decoding_delay = 250 ms ; max_splice_rate = 1.8 × 106 bit/s 

0100-1011 予約  

1100-1111 ユーザ定義  

 
表  2-9/JT-H222.0 -- スプライスパラメータテーブル  3 (ITU-T H.222.0) 

ﾒｲﾝﾌﾟﾛﾌｧｲﾙﾊｲ-1440 ﾚﾍﾞﾙ, 空間ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙﾊｲ-1440ﾚﾍﾞﾙ (全ﾚｲﾔ), ﾊｲﾌﾟﾛﾌｧｲﾙﾊｲ-1440 ﾚﾍﾞﾙ  
(中間  + ﾍﾞｰｽﾚｲﾔ), ﾏﾙﾁﾋﾞｭｰﾌﾟﾛﾌｧｲﾙﾊｲ-1440ﾚﾍﾞﾙ(ﾍﾞｰｽﾚｲﾔ) ビデオ  

splice_type 条件  

0000 splice_decoding_delay = 120 ms ; max_splice_rate = 60.0 × 106 bit/s 

0001 splice_decoding_delay = 160 ms ; max_splice_rate = 45.0 × 106 bit/s 

0010 splice_decoding_delay = 240 ms ; max_splice_rate = 30.0 × 106 bit/s 

0011 splice_decoding_delay = 250 ms ; max_splice_rate = 28.5 × 106 bit/s 

0100-1011 予約  

1100-1111 ユーザ定義  
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表  2-10/JT-H222.0 --スプライスパラメータテーブル  4 (ITU-T H.222.0)  

ﾒｲﾝﾌﾟﾛﾌｧｲﾙﾊｲﾚﾍﾞﾙ, ﾊｲﾌﾟﾛﾌｧｲﾙﾊｲ-1440 ﾚﾍﾞﾙ (全ﾚｲﾔ), ﾊｲﾌﾟﾛﾌｧｲﾙﾊｲﾚﾍﾞﾙ (中間  +ﾍﾞｰｽﾚｲﾔ),  
ﾏﾙﾁﾋﾞｭｰﾌﾟﾛﾌｧｲﾙﾊｲﾚﾍﾞﾙ (ﾍﾞｰｽﾚｲﾔ) ビデオ  

splice_type 条件  

0000 splice_decoding_delay = 120 ms ; max_splice_rate = 80.0 × 106 bit/s 

0001 splice_decoding_delay = 160 ms ; max_splice_rate = 60.0 × 106 bit/s 

0010 splice_decoding_delay = 240 ms ; max_splice_rate = 40.0 × 106 bit/s 

0011 splice_decoding_delay = 250 ms ; max_splice_rate = 38.0 × 106 bit/s 

0100-1011 予約  

1100-1111 ユーザ定義  

 
表  2-11/JT-H222.0 --スプライスパラメータテーブル  5 (ITU-T H.222.0)  

SNR ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙﾛｰﾚﾍﾞﾙ (ﾍﾞｰｽﾚｲﾔ) ビデオ  
splice_type 条件  

0000 splice_decoding_delay = 115 ms ; max_splice_rate = 3.0 × 106 bit/s 

0001 splice_decoding_delay = 175 ms ; max_splice_rate = 2.0 × 106 bit/s 

0010 splice_decoding_delay = 250 ms ; max_splice_rate = 1.4 × 106 bit/s 

0011-1011 予約  

1100-1111 ユーザ定義  

 
表  2-12/JT-H222.0 -- スプライスパラメータテーブル  6 (ITU-T H.222.0)  

SNR ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙﾒｲﾝﾚﾍﾞﾙ (ﾍﾞｰｽﾚｲﾔ) ビデオ  
splice_type 条件  

0000 splice_decoding_delay = 115 ms ; max_splice_rate = 10.0 × 106 bit/s 

0001 splice_decoding_delay = 145 ms ; max_splice_rate = 8.0 × 106 bit/s 

0010 splice_decoding_delay = 235 ms ; max_splice_rate = 5.0 × 106 bit/s 

0011 splice_decoding_delay = 250 ms ; max_splice_rate = 4.7 × 106 bit/s 

0100-1011 予約  

1100-1111 ユーザ定義  

 
表  2-13/JT-H222.0 -- スプライスパラメータテーブル  7 (ITU-T H.222.0) 

ｽﾍﾟｰｼｬﾙﾌﾟﾛﾌｧｲﾙﾊｲ-1440 ﾚﾍﾞﾙ(中間  + ﾍﾞｰｽﾚｲﾔ) ビデオ  
splice_type 条件  

0000 splice_decoding_delay = 120 ms ; max_splice_rate = 40.0 × 106 bit/s 

0001 splice_decoding_delay = 160 ms ; max_splice_rate = 30.0 × 106 bit/s 

0010 splice_decoding_delay = 240 ms ; max_splice_rate = 20.0 × 106 bit/s 

0011 splice_decoding_delay = 250 ms ; max_splice_rate = 19.0 × 106 bit/s 

0100-1011 予約  

1100-1111 ユーザ定義  
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表  2-14/JT-H222.0 -- スプライスパラメータテーブル  8 (ITU-T H.222.0)  

ﾊｲﾌﾟﾛﾌｧｲﾙﾒｲﾝﾚﾍﾞﾙ(全ﾚｲﾔ), ﾊｲﾌﾟﾛﾌｧｲﾙﾊｲ-1440 ﾚﾍﾞﾙ (ﾍﾞｰｽﾚｲﾔ) ビデオ  
splice_type 条件  

0000 splice_decoding_delay = 120 ms ; max_splice_rate = 20.0 × 106 bit/s 

0001 splice_decoding_delay = 160 ms ; max_splice_rate = 15.0 × 106 bit/s 

0010 splice_decoding_delay = 240 ms ; max_splice_rate = 10.0 × 106 bit/s 

0011 splice_decoding_delay = 250 ms ; max_splice_rate = 9.5 × 106 bit/s 

0100-1011 予約  

1100-1111 ユーザ定義  

 

表  2-15/JT-H222.0 --スプライスパラメータテーブル  9 (ITU-T H.222.0) 

ﾊｲﾌﾟﾛﾌｧｲﾙﾊｲﾚﾍﾞﾙ (ﾍﾞｰｽﾚｲﾔ), ﾏﾙﾁﾋﾞｭｰﾌﾟﾛﾌｧｲﾙﾒｲﾝﾚﾍﾞﾙ (両ﾚｲﾔ) ビデオ  
splice_type 条件  

0000 splice_decoding_delay = 120 ms ; max_splice_rate = 25.0 × 106 bit/s 

0001 splice_decoding_delay = 165 ms ; max_splice_rate = 18.0 × 106 bit/s 

0010 splice_decoding_delay = 250 ms ; max_splice_rate = 12.0 × 106 bit/s 

0011-1011 予約  

1100-1111 ユーザ定義  

 
表  2-16/JT-H222.0 -- スプライスパラメータテーブル  10 (ITU-T H.222.0)  

ﾊｲﾌﾟﾛﾌｧｲﾙﾊｲﾚﾍﾞﾙ(全ﾚｲﾔ), ﾏﾙﾁﾋﾞｭｰﾌﾟﾛﾌｧｲﾙﾊｲ-1440ﾚﾍﾞﾙ (両ﾚｲﾔ) ビデオ  
splice_type 条件  

0000 splice_decoding_delay = 120 ms ; max_splice_rate = 100.0 × 106 bit/s 

0001 splice_decoding_delay = 160 ms ; max_splice_rate = 75.0 × 106 bit/s 

0010 splice_decoding_delay = 240 ms ; max_splice_rate = 50.0 × 106 bit/s 

0011 splice_decoding_delay = 250 ms ; max_splice_rate = 48.0 × 106 bit/s 

0100-1011 予約  

1100-1111 ユーザ定義  

 
表  2-17/JT-H222.0 -- スプライスパラメータテーブル  11 (ITU-T H.222.0)  

4:2:2ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙﾒｲﾝﾚﾍﾞﾙ ビデオ  
splice_type 条件  

0000 splice_decoding_delay =  45 ms ; max_splice_rate = 50.0 × 106 bit/s 
0001 splice_decoding_delay =  90 ms ; max_splice_rate = 50.0 × 106 bit/s 
0010 splice_decoding_delay = 180 ms ; max_splice_rate = 50.0 × 106 bit/s 
0011 splice_decoding_delay = 225 ms ; max_splice_rate = 40.0 × 106 bit/s 
0100 splice_decoding_delay = 250 ms ; max_splice_rate = 36.0 × 106 bit/s 

0101-1011 予約  
1100-1111 ユーザ定義  
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表  2-18/JT-H222.0 -- スプライスパラメータテーブル  12 (ITU-T H.222.0)  

ﾏﾙﾁﾋﾞｭｰﾌﾟﾛﾌｧｲﾙﾛｰﾚﾍﾞﾙ (両ﾚｲﾔ) ビデオ  
splice_type 条件  

0000 splice_decoding_delay = 115 ms ; max_splice_rate = 8.0 × 106 bit/s 
0001 splice_decoding_delay = 155 ms ; max_splice_rate = 6.0 × 106 bit/s 
0010 splice_decoding_delay = 230 ms ; max_splice_rate = 4.0 × 106 bit/s 
0011 splice_decoding_delay = 250 ms ; max_splice_rate = 3.7 × 106 bit/s 

0100-1011 予約  
1100-1111 ユーザ定義  

 
表  2-19/JT-H222.0 -- スプライスパラメータテーブル  13 (ITU-T H.222.0)  

ﾏﾙﾁﾋﾞｭｰﾌﾟﾛﾌｧｲﾙﾊｲﾚﾍﾞﾙ (両ﾚｲﾔ) ビデオ  
splice_type 条件  

0000 Splice_decoding_delay = 120 ms ; max_splice_rate = 130.0 × 106 bit/s 
0001 Splice_decoding_delay = 150 ms ; max_splice_rate = 104.0 × 106 bit/s 
0010 Splice_decoding_delay = 240 ms ; max_splice_rate =  65.0 × 106 bit/s 
0011 Splice_decoding_delay = 250 ms ; max_splice_rate =  62.4 × 106 bit/s 

0100-1011 予約  
1100-1111 ユーザ定義  

 
表  2-20/JT-H222.0 -- スプライスパラメータテーブル  14 (ITU-T H.222.0)  

4:2:2ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙﾊｲﾚﾍﾞﾙ ビデオ  
splice_type 条件  

0000 Splice_decoding_delay =  45 ms ; max_splice_rate = 300.0 × 106 bit/s 
0001 Splice_decoding_delay =  90 ms ; max_splice_rate = 300.0 × 106 bit/s 

0010-0011 予約  
0100 Splice_decoding_delay = 250 ms ; max_splice_rate = 180.0 × 106 bit/s 

0101-1011 予約  
1100-1111 ユーザ定義  

 
DTS_next_AU  (decoding_time_stamp_next_access_unit) -- このフィールドは33ビットのフィールドで3
つの部分からなる。連続性があり、編集点において周期的な復号の場合、編集点の次にくる最初のアクセス

ユニットの復号時刻を示す。この復号時刻は、splice_countdownが0になるトランスポートストリームパケッ

トにおいて有効であるタイムベースにおいて表現される。このフィールドが最初に発生してから、  
splice_countdownが0になるパケット (このパケットを含む )まで、そのパケットの後に続くそれが存在するの

と同じPIDのトランスポートストリームパケットにおいて同じ値でなければならない。  
 
stuffing_byte --固定した8ビットの値  '1111 1111' 。符号器が挿入することができる。復号器で捨てられる。   
  
2.4.3.6   PES パケット 
 表2-21を参照のこと。  

表  2-21/JT-H222.0 -- PES パケット  (ITU-T H.222.0)  
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シンタックス  ビット数  ニーモニッ

ク  
PES_packet() {   
 packet_start_code_prefix 24 bslbf 
 stream_id 8 uimsbf 
 PES_packet_length 16 uimsbf 
 if( stream_id != program_stream_map 
 && stream_id != padding_stream 
 && stream_id != private_stream_2 
 && stream_id != ECM 
 && stream_id != EMM 
 && stream_id != program_stream_directory 
 && stream_id != DSMCC_stream 
 && stream_id != TTC標準JT-H222.1 タイプ  E_stream) { 

  

  '10' 2 bslbf 
  PES_scrambling_control 2 bslbf 
  PES_priority 1 bslbf 
  data_alignment_indicator 1 bslbf 
  copyright 1 bslbf 
  original_or_copy 1 bslbf 
  PTS_DTS_flags 2 bslbf 
  ESCR_flag 1 bslbf 
  ES_rate_flag 1 bslbf 
  DSM_trick_mode_flag 1 bslbf 
  additional_copy_info_flag 1 bslbf 
  PES_CRC_flag 1 bslbf 
  PES_extension_flag 1 bslbf 
  PES_header_data_length 8 uimsbf 
  if (PTS_DTS_flags =='10' ) {   
   '0010' 4 bslbf 
   PTS [32..30] 3 bslbf 
   marker_bit 1 bslbf 
   PTS [29..15] 15 bslbf 
   marker_bit 1 bslbf 
   PTS [14..0] 15 bslbf 
   marker_bit 1 bslbf 
  }   
  if (PTS_DTS_flags ==‘11’ )  {   
   '0011' 4 bslbf 
   PTS [32..30] 3 bslbf 
   marker_bit 1 bslbf 
   PTS [29..15] 15 bslbf 
   marker_bit 1 bslbf 
   PTS [14..0] 15 bslbf 
   marker_bit 1 bslbf 
   '0001' 4 bslbf 
   DTS [32..30] 3 bslbf 
   marker_bit 1 bslbf 
   DTS [29..15] 15 bslbf 
   marker_bit 1 bslbf 
   DTS [14..0] 15 bslbf 
   marker_bit 1 bslbf 
  }   
  if (ESCR_flag==‘1’) {   
   reserved 2 bslbf 
   ESCR_base[32..30] 3 bslbf 
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   marker_bit 1 bslbf 
   ESCR_base[29..15] 15 bslbf 
   marker_bit 1 bslbf 
   ESCR_base[14..0] 15 bslbf 
   marker_bit 1 bslbf 
   ESCR_extension 9 uimsbf 
   marker_bit 1 bslbf 
  }   
  if (ES_rate_flag == ‘1’) {   
   marker_bit 1 bslbf 
   ES_rate 22 uimsbf 
   marker_bit 1 bslbf 
  }   
  if (DSM_trick_mode_flag == ‘1’) {   
   trick_mode_control 3 uimsbf 
   if ( trick_mode_control == fast_forward ) {   
    field_id 2 bslbf 
    intra_slice_refresh 1 bslbf 
    frequency_truncation 2 bslbf 
   }   
   else if( trick_mode_control == slow_motion ) {   
    rep_cntrl 5 uimsbf 
   }   
   else if( trick_mode_control == freeze_frame) {   
    field_id 2 uimsbf 
    reserved 3 bslbf 
   }    
   else if( trick_mode_control == fast_reverse) {   
    field_id 2 bslbf 
    intra_slice_refresh 1 bslbf 
    frequency_truncation 2 bslbf 
   else if( trick_mode_control == slow_reverse) {   
    rep_cntrl 5 uimsbf 
   }   
   else   
    reserved 5 bslbf 
  }   
  if ( additional_copy_info_flag == ‘1’ ) {   
   marker_bit 1 bslbf 
   additional_copy_info 7 bslbf 
  }   
  if ( PES_CRC_flag == ‘1’ ) {   
   previous_PES_packet_CRC 16 bslbf 
  }   
  if ( PES_extension_flag == ‘1’ ) {   
   PES_private_data_flag 1 bslbf 
   pack_header_field_flag 1 bslbf 
   program_packet_sequence_counter_flag 1 bslbf 
   P-STD_buffer_flag 1 bslbf 
   reserved 3 bslbf 
   PES_extension_flag_2 1 bslbf 
   if ( PES_private_data_flag == ‘1’ ) {    
    PES_private_data 128 bslbf 
   }   
   if (pack_header_field_flag == ‘1’ ) {   
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    pack_field_length 8 uimsbf 
    pack_header()   
   }   
   if(program_packet_sequence_counter_flag == ‘1’)   
    marker_bit 1 bslbf 
    program_packet_sequence_counter 7 uimsbf 
    marker_bit 1 bslbf 
    MPEG1_MPEG2_identifier 1 bslbf 
    original_stuff_length 6 uimsbf 
   }   
   if ( P-STD_buffer_flag == ‘1’ ) {   
    ‘01’ 2 bslbf 
    P-STD_buffer_scale 1 bslbf 
    P-STD_buffer_size 13 uimsbf 
   }   
   if ( PES_extension_flag_2 == ‘1’){   
    marker_bit 1 bslbf 
    PES_extension_field_length 7 uimsbf 
    stream_id_extension_flag 1 bslbf 
    if( stream_id_extension_flag == ‘0’ ) {   
     stream_id_extension 7 uimsbf 
   for(i=0;i<PES_extension_field_length;i++) {   
      reserved 8 bslbf 
     }   
    }   
   }   
  }   
  for (i=0;i<N1;i++) {   
   stuffing_byte 8 bslbf 
  }   
  for (i=0;i<N2;i++) {   
   PES_packet_data_byte 8 bslbf 
  }   
 }   
 else if ( stream_id == program_stream_map 
 || stream_id == private_stream_2 
 || stream_id == ECM 
 || stream_id == EMM 
 || stream_id == program_stream_directory 
 || stream_id == DSMCC_stream) 
 || stream_id == TTC標準JT-H222.1 タイプ  E stream { 

  

  for ( i=0;i<PES_packet_length;i++) {   
   PES_packet_data_byte 8 bslbf 
  }   
 }   
 else if ( stream_id == padding_stream) {   
  for ( i=0;i<PES_packet_length;i++) {   
   padding_byte 8 bslbf 
  }   
 }   
}   

 



JT-H222.0 －61－ 
 

2.4.3.7   PESパケットのフィールドのセマンティクス上の定義 
 
packet_start_code_prefix --  packet_start_code_prefix は24ビットの符号である。次のstream_idとともに

パケットの開始を識別するパケット開始コードを構成する。packet_start_code_prefixは、ビット列  '0000 
0000 0000 0000 0000 0001' (0x000001)である。  
 
stream_id -- プログラムストリームにおいて、stream_id は表2-18のstream_idで定義されるエレメンタリ

ストリームの種類と番号を規定する。トランスポートストリームにおいて、stream_idは表2-18で定義される

エレメンタリストリームの種類を正しく示す任意の有効な値に設定することができる。トランスポートスト

リームにおいて、エレメンタリストリームの種類は、2.4.4項で規定されるプログラムスペシフィックインフ

ォメーションで規定される。  
 
PES_packet_length -- このフィールドの最終バイトに続くPESパケット中のバイト数を規定している16ビ
ットのフィールド。0という値はPESパケット長が規定されていないく、境界も規定されていないことを示し、

それはトランスポートストリームパケットに含まれるビデオエレメンタリストリームからのバイトで構成さ

れるペイロードであるPESパケットにのみ許される。  
 
PES_scrambling_control -- ２ビットのPES_scrambling_controlは、PESパケットのペイロードのスクラン

ブリングモードを示す。PESレベルでスクランブルが行われる場合、PESパケットヘッダにオプションフィ

ールドがある場合は、それを含めてスクランブルしてはならない（表2-23を参照）。  
 

表 2-22/JT-H222.0 – Stream_id の割り当て(ITU-T H.222.0) 

stream_id 注 ストリームの符号化 

1011 1100 1 Program_stream_map 

1011 1101 2 Private_stream_1 

1011 1110  Padding_stream 

1011 1111 3 Private_stream_2 

110x xxxx  ISO/IEC 13818-3 または ISO/IEC 11172-3、 

ISO/IEC 13818-7 または ISO/IEC 14496-3  

オーディオストリーム番号 x xxxx 

1110 xxxx  TTC 標準 JT-H262、 

ISO/IEC 11172-2 または ISO/IEC 14496-2、 

TTC 標準 JT-H264 ビデオストリーム番号 xxxx 

1111 0000 3 ECM_stream 

1111 0001 3 EMM_stream 

1111 0010 5 TTC 標準 JT-H222.0 付属資料 A または 

ISO/IEC 13818-6_DSMCC_stream 

1111 0011 2 ISO/IEC_13522_stream 

1111 0100 6 TTC 標準 JT-H222.1 type A 

1111 0101 6 TTC 標準 JT-H222.1 type B 

1111 0110 6 TTC 標準 JT-H222.1 type C 

1111 0111 6 TTC 標準 JT-H222.1 type D 

1111 1000 6 TTC 標準 JT-H222.1 type E 

1111 1001 7 Ancillary_stream 

1111 1010  ISO/IEC14496-1_SL-packetized_stream 

1111 1011  ISO/IEC14496-1_FlexMux_stream 

1111 1000  metadata stream 

1111 1101 8 extended_stream_id 

1111 1110  予約されているデータストリーム 
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1111 1111 4 program_stream_directory 
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 X の表記は値｢0｣または｢1｣が両方認めれれており、同じストリームタイプであることを示す。ストリーム番号は xに

よって得られる値で与えられる。 

注 1 ：program_stream_map タイプの PES パケットは 2.5.4.1 項で規定される固有のシンタックスを有している。. 

注 2 ：private_stream_1 および ISO/IEC_13552_stream の PES パケットは、TTC 標準 JT-H262 または ISO/IEC 

   13818-2 ビデオおよび ISO/IEC 13818-3 オーディオストリームと同一のシンタックスに従う。 

注 3 ：private_stream_2, ECM_stream および EMM_stream タイプの PES パケットは、PES_packet_length フィールド 

   の後のシンタックスが規定されていないことを除いて、Private_stream_１と同じである。 

注４ :program_stream_directory タイプの PES パケットは、2.5.5 項で規定される固有のシンタックスを有してい 

   る。 

注 5 ：DSM-CC_stream タイプの ISO/IEC 13818-6 で規定される固有のシンタックスを有している。 

注 6 ：この stream_id は、表 2-34 の stream_type 0x09 と関係している。 

注 7 ：この stream_id は、プログラムストリームから伝送されるデータ、またはトランスポートストリーム中の 

   ISO/IEC 11172-1 システムストリームのデータを伝送する PES パケットのみに使用される。  

   (2.4.3.8 項参照) 

注 8 ：stream_id を 0xFD（extended_stream_id）で使用することとは、追加ストリーム種別が明らかになるように、拡

張シンタックスをこの PES パケットが用いることである。 

 
 
 
  表  2-23/JT-H222.0 -- PES スクランブリング制御値  (ITU-T H.222.0)  

値  説明  
00 スクランブルなし  
01 ユーザ定義  
10 ユーザ定義  
11 ユーザ定義  

 
PES_priority -- この1ビットのフィールドは、このPESパケットのペイロードの優先度を示す。’1’は、その

PESパケットのペイロードが、このフィールドを ’0’に設定したPESパケットのペイロードより高い優先度に

あることを示している。多重化装置は、エレメンタリストリーム中のデータの優先度を付けるために

PES_priorityビットを利用することができる。このフィールドは、トランスポートメカニズムによって変更

してはならない。  
 
data_alignment_indicator -- これは１ビットのフラグである。 ’1’にセットすると、ディスクリプタが存在

する場合には、このPESパケットヘッダの直後に、2.6.10項のdata_ stream_alignment_descriptorで示され

るビデオシンタックスエレメントまたはオーディオの同期語が続くことを示す。 '1'にセットした場合にディ

スクリプタが存在しない場合は、表2-530および表2-54、表2-55中のalignment_type'01'で示される整列が必

要とされる。 '0'の値にセットされると、このような整列があるか否かは定義されていない。  
 
copyright --これは１ビットのフィールドである。このビットが '1'に設定されている場合、その関連づけられ

たPESパケットのペイロードの素材が著作権により保護されていることを示している。 '0'の値にセットされ

ると、そのデータが著作権により保護されているかどうかが定義されていないことを示す。2.6.8項で述べら

れている著作権ディスクリプタが、このPESパケットに含まれるエレメンタリストリームと関連づけられて

おり、著作権フラグが '1'にセットされている場合、そのディスクリプタはこのPESパケットに含まれる素材

に適用される。  
 
original_or_copy -- これは1ビットのフィールドである。このビットが '1'に設定されると、関連づけられた

PESパケットのペイロードの内容はオリジナルである。このビットが '0'に設定されると、関連付けられたPES
パケットのペイロードはコピーであることを示している。  
 
PTS_DTS_flags -- これは2ビットのフィールドである。PTS_DTS_flagフィールドが '10'の場合、PTSフィー

ルドがPESパケットヘッダに存在しなければならない。PTS_DTS_flagが '11'の場合、PTSフィールドおよび
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DTSフィールドがPESパケットヘッダに存在しなければならない。PTS_DTS_flagが '00'の場合、PTSおよび

DTSはPESパケットヘッダに存在してはならない。 '01'という値は禁止されている。  
 
ESCR_flag -- これは1ビットのフラグであり、 '1'にセットされている場合、ESCR基本および拡張フィール

ドがPESパケットヘッダに存在することを示している。 '0'にセットされている場合、ESCRフィールドは存

在しないことを示す。  
 
ES_rate_flag -- これは1ビットのフラグであり、 '1'にセットされている場合、ES_rateフィールドがPESパ
ケットヘッダに存在することを示している。 '0'にセットされている場合、 ES_rateフィールドは存在しない

ことを示す。  
 
DSM_trick_mode_flag -- こ れ は 1 ビ ッ ト の フ ラ グ で あ り 、 '1' に セ ッ ト さ れ て い る 場 合 、 8 ビ ッ ト の

trick_mode_controlフィールドが存在することを示している。'0'にセットされている場合、 このフィールド

が存在しないことを示す。  
 
additional_copy_info_flag -- こ れ は 1 ビ ッ ト の フ ラ グ で あ り 、 '1' に セ ッ ト さ れ て い る 場 合 、

additional_copy_infoフィールドが存在することを示している。 '0'にセットされている場合、  このフィール

ドが存在しないことを示す。  
 
PES_CRC_flag --これは1ビットのフラグであり、'1'にセットされている場合、CRCフィールドがPESパケッ

トに存在することを示している。 '0'にセットされている場合、  このフィールドが存在しないことを示す。  
PES_extension_flag -- これは1ビットのフラグであり、 '1'にセットされている場合、拡張フィールドがPES
パケットヘッダに存在することを示している。'0'にセットされている場合、 このフィールドが存在しないこ

とを示す。  
 
PES_header_data_length -- このPESパケットヘッダに含まれるオプションフィールドおよびスタッフィン

グバイトの全バイト数を規定している 8ビットフィールドである。オプションフィールドの存在は、

PES_header_data_lengthフィールドの前にあるバイトによってその存在が示される。  
 
marker_bit --marker_bitは '1'の値を有する１ビットのフィールドである。  
 
PTS (presentation_time_stamp) -- 表示時刻は次のように復号時刻と関連性がなければならない。  
PTSは３つに分かれたフイールドに符号化された33ビットの数値である。エレメンタリストリームｎの表示

ユニットｋのシステムターゲット復号器に於ける表示時刻tpn(k)を示す。PTS値は、システムクロックを300
で割った周波数 (90kHzが得られる )の周期を単位として規定される。表示時刻は以下の式2-11によるPTSから

得られる。表示タイムスタンプの符号化周波数の制約条件は2.7.4項を参照。  
 
 PTS(k) = ((system_clock_frequency × tpn(k)) DIV 300) % 233 (2-11) 
 

ここで  
 tpn(k) は表示ユニットPn(k)の表示時刻 . 

 
 オーディオの場合、PTSがPESパケットヘッダに存在している場合、PTSはそのPESパケットで開始して

いる最初のアクセスユニットを参照しなければならない。オーディオアクセスユニットの第１バイトがその

PESパケットに存在している場合、オーディオアクセスユニットがPESパケットにおいて開始しているとい

う。  
 
 ISO/IEC 11172-2ビデオまたはISO/IEC 14496-2ビデオの場合、PTSがPESパケットヘッダに存在している

場合、PTSはそのPESパケットで開始している最初の画像スタートコードを含むアクセスユニットを参照し

なければならない。画像スタートコードの第1バイトがそのPESパケットに存在している場合、画像スタート

コードがPESパケットにおいて開始しているという。  
 
 オーディオ表示ユニット (PU)、低遅延シーケンスにおけるビデオPUおよびB画像については、表示時刻  
tpn(k) は復号時刻  tdn(k)と等しくなければならない。  
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 非低遅延シーケンスにおけるIおよびP画像であって、アクセスユニット (AUs)k および  k'間で復号の不連

続性が存在しない場合、表示時刻  tpn(k) は次に伝送されるIまたはP画像の復号時刻  tdn(k')と等しくなけれ

ばならない (2.7.5項参照 )。復号の不連続性が存在する場合、またはストリームの終わりである場合、tpn(k) と  
tdn(k)の間の違いは、オリジナルのストリームが不連続性や終了がなくて連続している場合と同一でなければ

ならない。  
 

注1：低遅延シーケンスは low_delayフラグが ’1’にセットされているISO/IEC 14496-2ビデオシーケンス

である (ISO/IEC 14496-2の6.2. 3項参照 )。  
 
TTC標準JT-H262ビデオの場合、PTSがPESパケットヘッダに存在している場合、PTSはそのPESパケット

で開始している最初の画像スタートコードを含むアクセスユニットに対するものでなければならない。画像

スタートコードの第1バイトがそのPESパケットに存在している場合、画像スタートコードがPESパケットに

おいて開始しているという。非低遅延シーケンスにおけるIおよびP画像であって、アクセスユニット (AUs) k
およびk'間で復号の不連続性が存在しない場合、表示時刻tpn(k)は次に伝送されるIまたはP画像の復号時刻

tdn(k')と等しくなければならない (2.7.5項参照 )。復号の不連続性が存在する場合、またはストリームの終わ

りである場合、tpn(k)とtdn(k)の間の違いは、オリジナルのストリームが不連続性や終了がなくて連続して

いる場合と同一でなければならない。  
 

注2: 低遅延シーケンスは、 low_delayフラグがセットされているTTC標準JT-H262ビデオシーケンスで

ある (TTC標準  JT-H262の6.2.2.3項と6.2.3項参照 )。フィールドピクチャについて、表示時刻が符号化フ

レームの最初のフィールドピクチャを指すということにも注意すること。  
 

TTC標準JT-H264ビデオの場合、PTSがPESパケットヘッダに存在している場合、PTSはそのPESパケット

で開始している最初のAVCアクセスユニットに対するものでなければならない。AVCアクセスユニットの第

1バイトがそのPESパケットに存在している場合、AVCアクセスユニットがPESパケットにおいて開始してい

るという。STDモデルと、TTC標準JT-H264の付属資料  Cで定義されるHRDモデルとの一貫性を取るため、

復号される各AVCアクセスユニットについて、STDのPTSの値は、to,n,dpb(n) = tr,n( n ) + tc * 
dpb_output_delay( n )によって定義されるHRDのnominal DPB output timeと同じ時刻を、それぞれのクロ

ック精度の範囲内で指す。tr,n( n ), tc, およびdpb_output_delay( n )はTTC標準JT-H264の付属資料  Cで定

義される。  
 
注3 : PTSとto,n,dpb(n) の導出には異なるクロックが使用されることがある。 
補足 : STDモデルはTTC標準JT-H222.0で定義される。TTC標準JT-H264のHRD (Hypothetical Reference Decoder、仮想参

照デコーダ)モデルとの一貫性を取ることが本記述の目的である。 
 

 

ISO/IEC 14496-17テキストストリームの場合、PTSがPESパケットヘッダに存在している場合、PTSはその

PESパケットで開始している最初のテキストアクセスユニットに対するものでなければならない。テキスト

アクセスユニットの第1バイトがそのPESパケットに存在している場合、テキストアクセスユニットがPESパ
ケットにおいて開始しているという。  
 
表示時刻tpn(k)は以下の項目の復号時刻tdn(k)に等しくなければならない : 
 

• オーディオアクセスユニット; 
• TTC 標準 JT-H262 または ISO/IEC 14496-2 の低遅延ビデオシーケンスのアクセスユニット;  
• ISO/IEC 11172-2, TTC 標準 JT-H262 または ISO/IEC 14496-2 ビデオストリームの B 画像。 
• ISO/IEC 14496-17 のテキストアクセスユニット。 

 
 オーディオにフィルタがかかっている場合、システムモデルではこのフィルタリングは遅延を起こさない

と仮定している。従って、符号化時にPTSによって参照されるサンプル値は、復号時にPTSによって参照さ

れるサンプルと同一である。スケーラブル符号化の場合、2.7.6項を参照されたい。  
 

DTS (decoding_time_stamp) -- DTSは３つに分かれたフイールドに符号化された33ビットの数値である。シ

ステムターゲット復号器における、エレメンタリストリームｎのアクセスユニット jの復号時刻tdn(j)を示す。

DTS値は、システムクロックを300で割った周波数 (90kHzが得られる )の周期を単位として規定される。復号

時刻は、以下の式2-12によるDTSから得られる。  
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  DTS(j) = ((system_clock_frequency × tdn(j)) DIV 300) % 233  (2-12) 
 

ここで  
 tdn(j) は、アクセスユニットAn(j)の復号時刻。  
 
 ISO/IEC 11172-2ビデオまたはTTC標準JT-H262、ISO/IEC 14496-2ビデオの場合、DTSがPESパケットヘ

ッダに存在している場合、DTSはそのPESパケットで開始している最初の画像スタートコードを含むアクセ

スユニットを参照しなければならない。画像スタートコードの第１バイトがそのPESパケットに存在してい

る場合、画像スタートコードがPESパケットにおいて開始しているという。  
 
 TTC標準JT-H264ビデオの場合、DTSがPESパケットヘッダに存在している場合、DTSはそのPESパケッ

トで開始している最初のAVCアクセスユニット対するものでなければならない。AVCアクセスユニットの第

1バイトがそのPESパケットに存在している場合、AVCアクセスユニットがPESパケットにおいて開始してい

るという。STDモデルと、TTC標準JT-H264の付属資料  Cで定義されるHRDモデルとの一貫性を取るため、

各AVCアクセスユニットについて、STDにおけるDTSの値は、TTC標準JT-H264の付属資料  Cで定義される

HRDのnominal CPB removal time tr,n( n )と同じ時刻を、それぞれのクロック精度の範囲内で指す。  
 

注4 : DTSとtr,n( n ) の導出には異なるクロックが使用されることがある。  
補足  : STDモデルはTTC標準JT-H222.0で定義される。TTC標準JT-H264のHRDモデルとの一貫性を取

ることが本記述の目的である。  
 
 スケーラブル符号化の場合、2.7.6項を参照されたい。  
 
ESCR_base;ESCR_extension -- エレメンタリストリームクロックリファレンスは42ビットのフィールドで、

2つの部分で符号化される。第 1の部分 ESCR_baseは、 33ビットのフィールドで、式 2-14で示される

ESCR_base(i)によってその値が与えられる。第2の部分ESCR_extは、9ビットのフィールドで、式2-15で示

される ESCR_ext(i)によってその値が与えられる。 ESCRフィールドは、が PESストリームのための

PES-STD(2.5.2.4項参照 )の入力におけるESCR_baseの最後のビットを含むバイトの予定到着時刻を示して

いる。  
 
規定 : 

 ESCR(i) = ESCR_base(i) × 300 + ESCR_ext(i)    (2-13) 
ここで 

 

ESCR_base(i) = ((system_clock_frequency × t(i)) DIV 300) % 233 (2-14) 
 

ESCR_ext(i) = ((system_clock_frequency × t(i)) DIV 1) % 300 (2-15) 
 

 ESCRおよびESCR_rateフィールド (すぐ次にあるセマンティクスを参照 )は、PESストリームのシーケンス

に関係するタイミング情報を含んでいる。これらのフィールドは2.7.3項で定義される条件を含んでいる。  
 
ES_rate (elementary_stream_rate ) -- ES_rateフィールドは22ビットの符号なし整数である。PESストリー

ムの場合に、システムターゲット復号器がPESパケットのデータバイトを受信するレートを規定している。

ES_rateは、それが含まれているPESパケット、および新しいES_rateフィールドに出会うまでの同一のPES
ストリームのそれに引き続くPESパケットにおいて有効である。ES_rateの値は、50バイト /秒単位で測られ

る。値0は禁じられている。ES_rateの値は、本標準の2.5.2.4項で定義されているPESストリームのP-STDの

入力におけるバイトの到着時刻を定義する目的で用いられる。ES_rateフィールドに符号化されている値は、

PESパケットごとに異なってよい。  
 
trick_mode_control -- これは2ビットのフィールドであり、どのトリックモードが対応するビデオストリー

ムに適用されているかを示す。他の種類のエレメンタリストリームの場合、このフィールドの意味および次

の5ビットで定義されるフィールドの意味は定義されていない。 trick_mode状態の定義については、2.4.2.3
項のトリックモードの項を参照。  
 
 trick_mode状態が「偽」である場合、ある画像がプログレッシブシーケンスの復号処理で出力される回数

Nは、 TTC標準JT-H262のビデオの場合には各画像ごとにrepeat_first_field およびtop_field_firstによって

規定され、  ISO/IEC 11172-2のビデオの場合にはシーケンスヘッダにより規定される。  
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 インターレースシーケンスについては、trick_mode状態が「偽」である場合、ある画像が復号処理で出力

さ れ る 回 数 Ｎ は 、  TTC 標 準 JT-H262 の ビ デ オ の 場 合 に は 各 画 像 ご と に repeat_first_field お よ び

progressive_frame によって規定される。  
 
 トリックモード状態が「真」である場合、ある画像が表示される回数はＮとは無関係である。  
 
 このフィールドの値が変わるか、トリックモード動作が終了するときに、以下の任意の組み合わせが生じ

る：  
 
 ・タイムベースの不連続  
 ・復号の不連続  
 ・巡回カウンタの不連続  
 

表  2-24/JT-H222.0 -- トリックモード制御値  (ITU-T H.222.0) 

値  説明  
'000' 早送り  
'001' スローモーション  
'010' 一時停止  
'011' 早戻し  
'100' スローリバース  

'101'-'111' 予約  
 
 トリックモード状態において、復号及び表示が通常と違う速度で行われることから、ビデオエレメンタリ

ストリームで定義されているいくつかのフィールドの値が、正しくなくなってもよい。同様に、スライス構

造のセマンティクス上の制約は有効でなくてもよい。この例外が適用されるビデオのシンタックス要素は、

次の通りである。  
・bit_rate 
・vbv_delay 
・repeat_first_field 
・v_axis_positive 
・ field_sequence 
・subcarrier 
・burst_amplitude 
・subcarrier_phase 

 
 トリックモードの場合、復号器はこれらのフィールドに符号化されている値を頼ることはできない。  
 
 復号器は、 trick_mode_controlフィールドを復号することは規範として要求されない。しかし、次の規範

的な要求条件が、  trick_mode_controlフィールドを復号する復号器に対して適用されなければならない。  
 
fast forward -- trick_mode_control フィールドの値が ‘000’の場合である。この値が存在する場合、早戻り

ビ デ オ ス ト リ ー ム で あ る こ と を 示 し 、 PES パ ケ ッ ト ヘ ッ ダ の 次 の 5 ビ ッ ト の 意 味 を 定 義 す る 。

intra_slice_refreshビットを '1'にセットすることにより、マクロブロックが欠落する場合を示し、復号器は

その欠落したマクロブロックをそれより前に復号されたビデオフレームの同じ位置のマクロブロックで置き

換えることができる。表2-25で定義される field_idフィールドは、どのフィールドが表示されるべきかを示し

ている。 frequency_truncationフィールドは制限された係数のセットが含まれていることを示している。こ

のフィールドの値の意味は表2-26に示されている。  
 
slow motion --trick_mode_control フィールドの値が ‘001’の場合である。この値が存在する場合、スローモ

ションビデオストリームであることを示し、PESパケットヘッダの次の5ビットの意味を定義する。プログレ

ッシブシーケンスの場合、上で定義したＮを用いてＮ×rep_cntrl回、その画像は表示されなければならない。 
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 ISO/IEC 11172-2ビデオおよびTTC標準JT-H262ビデオのプログレッシブシーケンスの場合、その画像はN 
× rep_cntrlの画像期間表示されなければならない。TTC標準JT-H262のインターレースシーケンスの場合、

その画像はN × rep_cntrlのフィールド期間表示されなければならない。もしその画像がフレーム画像の場

合 、 表 示 さ れ る べ き 第 １ フ ィ ー ル ド は 、  top_field_first が 1 な ら ば ト ッ プ フ ィ ー ル ド が で あ り 、  
top_field_first が0ならばボトムフィールドが表示される ( TTC標準  JT-H262を参照 )。このフィールドは、 
N × rep_cntrl / 2のフィールド期間表示される。その画像のもう1つのフィールドはN - N × rep_cntrl / 2 
のフィールド期間表示される。  

 
freeze frame -- trick_mode_control フィールドの値が ‘010’の場合である。この値が存在する場合、一時停

止ビデオストリームであることを示し、 PESパケットヘッダの次の5ビットの意味を定義する。field_idフィ

ールドは、表2-25で定義するフィールドを表示するべきである。  
 PESパケットがペイロードになんらかのデータバイトを有している場合、 field_idフィールドは、その

field_idフィールドを含んでいるPESパケットにおいて開始する最初のビデオアクセスユニットを参照する。

この場合、 field_idフィールドはその一番直前のビデオアクセスユニットを参照する。  
 
fast_reverse --trick_mode_control フィールドの値が ‘011’の場合である。この値が存在する場合、早戻しビ

デ オ ス ト リ ー ム で あ る こ と を 示 し 、  PES パ ケ ッ ト ヘ ッ ダ の 次 の 5 ビ ッ ト の 意 味 を 定 義 す る 。

intra_slice_refreshビットを '1'にセットすることにより、マクロブロックが欠落している場合を示し、復号

器はその欠落したマクロブロックをそれより前に復号されたビデオフレームの同じ位置のマクロブロックで

置き換えることができる。表2-25で定義される field_idフィールドは、どのフィールドが表示されるべきかを

示している。frequency_truncationフィールドは制限された係数のセットが含まれていることを示している。

このフィールドの値の意味は表2-26係数の選択値に示されている。  
 
slow_reverse --trick_mode_control フィールドの値が ‘100’の場合である。この値が存在する場合、スロー

リバースビデオストリームであることを示し、  PESパケットヘッダの次の5ビットの意味を定義する。

ISO/IEC 11172-2ビデオおよびTTC標準JT-H262ビデオのプログレッシブシーケンスの場合、その画像はN 
× rep_cntrlの画像期間表示されなければならない。Nは上記に定義している。  
 
 TTC標準JT-H262のインターレースシーケンスの場合、その画像はN × rep_cntrlの画像期間表示されな

ければならない。もしその画像がフレーム画像の場合、表示されるべき第1フィールドは、 top_field_first が
1ならばボトムフィールドであり、  top_field_first が0ならばトップフィールドが表示される ( TTC標準  
JT-H262を参照 )。このフィールドは、  N × rep_cntrl / 2フィールドの期間表示される。その画像のもう1
つのフィールドはN - N × rep_cntrl / 2 フィールドの期間表示される。  
 
field_id -- 表示すべきフィールドを示す2ビットのフィールド。表2-25に従って符号化される。  
 

表  2-25/JT-H222.0 -- Field_id フィールド制御値  (ITU-T H.222.0)  

値  説明  
'00' トップフィールドからのみ表示  
'01' ボトムフィールドからのみ表示   
'10' 完全なビデオフレームを表示  
'11' 予約  

 
intra_slice_refresh -- ’1’にセットすることにより、このPESパケットにおいてビデオデータの符号化スライ

ス間でマクロブロックが欠落していることを示す１ビットのフラグ。’0’にセットされると、このようなこと

が起きていないことを示す。詳細な情報については、 TTC標準JT-H262を参照されたい。復号器は、その失

われたマクロブロックをそれより前に復号されたビデオフレームの同じ位置のマクロブロックで置き換える

ことができる。  
 
frequency_truncation --制限された係数のセットが、このPESパケットのビデオデータの符号化において使

用された可能性があることを示している2ビットのフィールド。値は表2-26で定義されている。  

表  2-26/JT-H222.0 -- 係数選択値  (ITU-T H.222.0) 

値  説明  
'00' DC係数のみが0でない  
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'01' 代表的に最初の3つの係数が0でない  
'10' 代表的に最初の6つの係数が0でない  
'11' 全ての係数が0でなくてよい  

 
rep_cntrl --インタレースビデオの各フィールドが表示されるべき回数またはプログレッシブビデオが表示

されるべき回数を示す5ビットのフィールド。インタレースビデオの場合、最初にトップフィールドが表示さ

れるか、ボトムフィールドが表示されるべきかは  trick_mode_control フィールドおよびビデオシーケンス

ヘッダのtop_field_firstビットの機能である。値 '0'は禁止されている。  
 
additional_copy_info: この７ビットのフィールドは著作権情報に関するプライベートデータを含んでいる。 
 
previous_PES_packet_CRC -- previous_PES_packet_CRCは、付属資料Bで定義されるものと同様の復号器

における16個のレジスタが0を出力するCRC値を含んでいる16ビットのフィールドである。次の多項式  
 

x16+x12+x5+1 
 
を用いて、1つ前のPESパケット中のPESパケットヘッダを除くバイトデータについて計算した値である。  
 
注5：このCRCは、断続的な誤りの信号源を分離するなどの目的で、ネットワークの管理に使用することが意

図されている。エレメンタリストリーム復号器により使用することは意図されていない。PESパケットヘッ

ダデータが伝送中に変更されうることから、データバイトについてのみ計算が行われる。  
 
PES_private_data_flag -- これは1ビットのフラグであり、 ’1’にセットされる場合、PESパケットヘッダが

プライベートデータを含むことを示している。 '1'‘0’にセットされる場合、PESヘッダにプライベートデータ

がないことを示している。  
 
pack_header_field_flag -- これは1ビットのフラグであり、 ’1’にセットされる場合、ISO/IEC 11172パック

ヘッダまたはプログラムストリームパックヘッダがこのPESパケットヘッダ中に保持されていることを示す。

'1'もし、このフィールドがプログラムストリームに含まれているPESパケット中に存在する場合、このフィ

ールドは '0'に設定されなければならない。トランスポートストリームにおいて値 '0'にセットされる場合、そ

のPESヘッダにパックヘッダが存在しないことを示す。  
 
program_packet_sequence_counter_flag --これは1ビットのフラグであり、 '1'’にセットされる場合、この

PESパケットにprogram_packet_sequence_counter、  MPEG1_MPEG2_identifierとoriginal_stuff_length
フィールドが存在することを示している。値 '0'にセットされる場合、これらのフィールドはそのPESヘッダ

に存在しないことを示す。  
 
P-STD_buffer_flag -- これは1ビットのフラグであり、 ’1’にセットされる場合、PESパケットヘッダ中に

P-STD_buffer_scaleおよびP-STD_buffer_sizeが含まれていることを示している。値 ‘0’にセットされる場合、

これらのフィールドはそのPESヘッダに存在しないことを示す。  
 
PES_extension_flag_2 -- こ れ は 1 ビ ッ ト の フ ラ グ で あ り 、 ’1’ に セ ッ ト さ れ る 場 合 、

PES_extension_field_lengthフィールドおよび関連するフィールドが存在することを示している。値 '0'にセ

ットされる場合、PES_extension_field_lengthおよび関連するフィールドは存在しないことを示す。  
 
PES_private_data -- プライベートデータを含む16バイトのフィールドである。このデータは、その前後の

フィールドと組み合わせて、packet_start_code_prefix (0x000001)をエミュレートしてはならない。  
 
pack_field_length -- 8ビットのフィールドであり、pack_header_field()の長さをバイト単位で示す。  
 
program_packet_sequence_counter -- program_packet_sequence_counterは７ビットのフィールドである。

オプションのカウンタであり、トランスポートストリーム中において、プログラムストリームまたは  
ISO/IEC 11172-1 ストリームの連続するPESパケット、または単一番組の定義で関連づけられているPESパ
ケットに対してインクリメントされ、巡回カウンタと同様の機能性を提供する (2.4.3.2項参照 )。こうするこ

とにより、アプリケーションはプログラムストリームの本来のPESパケットシーケンス、または  ISO/IEC 
11172-1ストリームのオリジナルのパケットシーケンスを検索できる。このカウンタは、その最大値の後、0
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から始まる。PESパケットの繰り返しは発生してはならない。結果的に、プログラム多重における2つの連続

するPESパケットは同一のprogram_packet_sequence_counter 値を有してはならない。  
 
MPEG1_MPEG2_identifier -- これは1ビットのフラグであり、 ’1’にセットされる場合、このPESパケット

はISO/IEC 11172-1 システムストリームの情報を伝送していることを示している。値 '0'にセットされる場合、

このPESパケットはプログラムストリームの情報を伝送していることを示している。  
 
original_stuff_length --この6ビットのフィールドはオリジナルのTTC標準  JT-H222.0 PESパケットヘッダ

またはオリジナルのISO/IEC 11172-1パケットヘッダ中に使用されるスタッフィングバイトの数を規定する。 
 
P-STD_buffer_scale--P-STD_buffer_scaleは1ビットのフィールドであり、その意味はPESパケットがプログ

ラムストリームに含まれている場合にのみ定義される。それは、後に続くP-STD_buffer_ sizeフィールドを

解釈するために使用されるスケーリングファクタを示す。その直前のstream_idがオーディオストリームを示

す場合、P-STD_buffer_scaleの値は '0'でなければならない。その直前のstream_idがビデオストリームを示

す場合、P-STD_buffer_scaleの値は '1'でなければならない。その他の種類のストリームについては '1'または

'0'とすることができる。  
 
P-STD_buffer_size --P-STD_buffer_sizeは13ビットの符号なし整数であり、その意味はPESパケットがプロ

グラムストリームに含まれている場合にのみ定義される。P-STD中の入力バッファBSnのサイズを定義する。

P-STD_buffer_scaleが '0'の場合、P-STD_buffer_sizeは128バイト単位でバッファサイズを測ったものである。

STD_buffer_scaleが '1'の場合、P-STD_buffer_sizeは1024バイト単位でバッファサイズを測ったものである。

従って、次の通り。  
 

if (P-STD_buffer_scale == 0)  
BSn = P-STD_buffer_size × 128; (2-16) 

else 
BSn = P-STD_buffer_size × 1024; (2-17)  

 
 P-STDバッファサイズの符号値は、P-STD_buffer_sizeフィールドがTTC標準  JT-H222.0のシステムター

ゲット復号器に入力されると、直ちに有効となる。2.7.7項を参照されたい。  
 
サイズBSnは、AVCビデオストリームのNALのhrd_parameters()で規定されるCpbSize[ cpb_cnt_minus1 ]

で通知されるCPBのサイズ以上でなければならない。NALのhrd_parameters()がAVCビデオストリームに存

在しない場合は、BSnはTTC標準JT-H264の付属資料  Aで定義されるバイトストリームフォーマットのため

のNAL CPBのサイズ、つまり適用されるレベルに対応する1200 × MaxCPB以上でなければならない。 

 
PES_extension_field_length --この７ビットのフィールドは、このフィールドの次にある予約バイトを含む

それまでのPES拡張フィールドのデータ長をバイト単位で規定する。  
 
stream_id_extension_flag –1ビットフラグ。 ’0’にセットされる時、stream_id_extensionフィールドがPES
パケットヘッダに現れることを示す。このフラグが ’1’の値は予約である。  
 
stream_id_extension – プ ロ グ ラ ム ス ト リ ー ム に お い て 、 stream_id_extension は 表 2-27 に お け る

stream_id_extensionによって定義されるようなエレメンタリストリームの種別や番号を規定する。トランス

ポートストリームにおいて、stream_id_extensionは表2-27で定義されるようなエレメンタリストリーム種別

を正しく示す任意の有効な値を設定することができる。トランスポートストリームにおいて、エレメンタリ

ストリーム種別は2.4.4項で示されるようなプログラムスペシフィックインフォメーションにおいて示され

る。このフィールドは上記で定義されたstream_idの拡張子として使用される。このフィールドは、stream_id
の値が1111 1101でないならば使用してはいけない。  
 

表  2-27/JT-H222.0 – stream_id_extensionの割り当て  (ITU-T H.222.0) 

stream_id_extension 注  説明  
000 0000 1 IPMP制御情報ストリーム  
000 0001 2 IPMPストリーム  

000 0010 … 000 1111  ISO/IEC 14496-17テキストストリーム  
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001 0000 … 011 1111  reserved_data_stream 
100 0000 … 111 1111  private_stream 

注1： stream_id_extensionが0b000 0000（ IPMP制御情報ストリーム）のPESパケットが

ISO/IEC 13818-11（MPEG-2 IPMP）で示されたユニークなシンタックスを有する。  
注 2： stream_id_extensionが 0b000 0001（ IPMPストリーム）のPESパケットは ISO/IEC 
13818-11（MPEG-2 IPMP）で示されたユニークなシンタックスを有する。  

 
stuffing_byte --これは、固定の8ビット値 '1111 1111'であり、例えば、伝送路の要求条件に適合させるため

に符号器が挿入することができる。復号器はこれを捨て去る。１つのPESパケットヘッダあたりスタッフィ

ングバイトは32以下でなければならない。  
 
PES_packet_data_byte --PES_packet_data_byteは、パケットのstream_idまたはPIDが示すエレメンタリス

トリームの連続したバイトデータでなければならない。エレメンタリストリームデータが、TTC標準  
JT-H262または  ISO/IEC 13818-3に適合している場合、 PES_packet_data_byteはTTC標準JT-H222.0とバ

イト整列していなければならない。エレメンタリストリームのバイト順は保存されなければならない。

PES_packet_data_byte の バ イ ト 数  N は 、 PES_packet_length フ ィ ー ル ド に 規 定 さ れ て い る 。 N は 、

PES_packet_length で 示 さ れ る 値 か ら 、 PES_packet_length フ ィ ー ル ド の 最 終 バ イ ト と

PES_packet_data_byteの第一バイト間のバイト数を引いたものである。  
 
 private_stream_1、private_stream_2またはECM_stream,EMM_streamの場合、PES_packet_data_byte
フィールドの内容は、ユーザ定義可能であり、将来においてTTCで規定されることはない。  
 
padding_byte --これは、固定の8ビット値 '1111 1111'である。復号器はこれを捨て去る。  
 

2.4.3.8   トランスポートストリームにおけるプログラムストリームおよび  

ISO/IEC 11172-1 システムストリームの伝送 
 
 トランスポートストリームは、プログラムストリームおよびISO/IEC 11172-1システムストリームの伝送

を、復号器において各々のストリームを容易に再構成する事をサポートするために、オプションのフィール

ドを含んでいる。  
 
 プログラムストリームをトランスポートストリームに配置する場合、  private_stream_1, TTC標準  
JT-H262 または  ISO/IEC 11172-2ビデオ , および  ISO/IEC 13818-3 または  ISO/IEC 11172-3 オーディ

オのstream_id値を有するプログラムストリームPESパケットは、トランスポートストリームパケットで伝送

される。  
 
 これらのPESパケットについては、トランスポートストリーム復号器でプログラムストリームを再構成す

る場合、そのPESパケットは再構成されるプログラムストリームへとコピーされる。  
 
 program_stream_map, padding_stream, private_stream_2, ECM, EMM, DSM_CC_stream, または  
program_stream_directoryのstream_id値を有するプログラムストリームPESパケットについては、  
packet_start_code_prefixを除いて、プログラムストリームPESパケットの全てのデータバイトは、新しい

PESパケットのデータバイトフィールド中に配置される。この新しいPESパケットのstream_idは
ancillary_streamの値を有する。表2-22を参照されたい。次にこの新しいPESパケットはトランスポートス

トリームパケット中で伝送される。  
 
 トランスポートストリーム復号器でプログラムストリームを再構成する場合、ancillary_streamの

stream_id値を有するPESパケットについては、  packet_start_code_prefixが再構成されるプログラムスト

リームへ書き込まれ、  
その後にこれらのトランスポートストリームPESパケットからのdata_byteフィールドが続く。  
 
 ISO/IEC 11172-1ストリームは、まずISO/IEC 11172-1パケットヘッダを  TTC標準  JT-H262 PESパケッ

トヘッダに置き換えることにより、トランスポートストリームで伝送される。 ISO/IEC 11172-1パケットヘ

ッダフィールド値は、等価的な  TTC標準  JT-H262 PESパケットヘッダフィールドへコピーされる。  
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 program_packet_sequence_counterフィールドは、プログラムストリームまたは  ISO/IEC 11172-1システ

ムストリームからのデータを伝送する各PESパケットのヘッダ中に含まれる。このことによって、オリジナ

ルのプログラムストリーム中のPESパケット、またはISO/IEC 11172-1パケットの順序が、復号器で再生さ

れることができる。  
 
 プログラムストリームまたはISO/IEC 11172-1のpack_header()フィールドは、トランスポートストリーム

中において、直後のPESパケットのヘッダで伝送される。  

 

2.4.4   プログラムスペシフィックインフォメーション 
 
 プログラムスペシフィックインフォメーション (PSI)は、復号器による番組の分離が出来るTTC標準  
JT-H222.0 規格のデータおよびプライベートデータを共に含んでいる。番組は、それぞれPIDのラベルが付

いている１つ以上のエレメンタリストリームから構成されている。番組またはエレメンタリストリームまた

はその一部は、限定アクセス制御のためスクランブルされることができる。しかし、プログラムスペシフィ

ックインフォメーションはスクランブルされてはならない。  
 
 トランスポートストリームにおいて、プログラムスペシフィックインフォメーション (PSI)は表2-28に示さ

れるような6つのテーブル構造に分類される。これらの構造は単純なテーブルとみなすことができるが、それ

らはセクションに分割されて、あらかじめ定義されたPID、またはユーザ選択可能なPIDによりトランスポー

トパケットに挿入されなければならない。  
 

表2-28/JT-H222.0 -- プログラムスペシフィックインフォメーション  (ITU-T H.222.0) 
構造名  ｽﾄﾘｰﾑﾀｲﾌﾟ 割り当てPID 

番号  
説明  

プログラムアソシエーショ

ンテーブル (PAT) 
TTC標準   
JT-H222.0 

0x00 番組番号とプログラムマップテー

ブルPIDを割り当てる  
プログラムマップテーブル  TTC標準   

JT-H222.0 
PATで割り当て

を示す  
１つ以上の番組の構成要素のPID値

を規定する  
ネットワークインフォメー

ションテーブル  
ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄ PATで割り当て

を示す  
FDM周波数や中継器番号などの物

理的なネットワークパラメータ  
限定アクセステーブル  TTC標準   

JT-H222.0 
0x01 １つ以上の (プライベートの )EMM

ストリームにそれぞれ固有のPID値

を割り当てる  
トランスポートストリーム

記述テーブル  
TTC標準  
JT-H222.0 

0x02 1つ以上の記述子を表2-45から全て

のトランスポートストリームに割

り当てる。  
IPMP制御情報テーブル  TTC標準  

JT-H222.0 
0x03 ISO/IEC 13818-11で定義される

IPMPツールリスト、著作権コンテ

ナ、ツールコンテナを含む  

 TTC標準  JT-H222.0 またはISO/IEC 13818-1が定義するPSIテーブルは、トランスポートパケット内で伝

送される1つ以上のセクションに分割されなければならない。セクションとは、  TTC標準  JT-H222.0 で定

義したそれぞれのPSIテーブルをトランスポートパケットへマッピングするために使用しなければならない

シンタックス構造である。  
 
 TTC標準  JT-H222.0 またはISO/IEC 13818-1で定義したPSIテーブルに加えて、プライベートデータテー

ブルを伝送することも可能である。トランスポートストリームパケットでこのプライベート情報を伝送する

方法は、この標準では定義されない。このプライベートデータをマッピングするためのシンタックスが、 TTC
標準  JT-H222.0 で定義するPSIテーブルのマッピングに使用されるシンタックスと同一になるように、  
TTC標準  JT-H222.0で定義したPSIテーブルの伝送に使用されるような方法で構成されることもできる。こ

のような目的のためにプライベートセクションが定義されている。プライベートデータがプログラムマップ

テーブルを伝送するトランスポートストリームパケットと同じPID値を有するトランスポートストリームパ

ケットで伝送される場合 (プログラムアソシエーションテーブルにおいて識別される )、private_sectionのシ

ンタックスとセマンティクスが使用されなければならない。private_data_byte中で伝送されるデータはスク
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ランブルされてよい。しかしprivate_section以外のフィールドはスクランブルされてはならない。この

private_sectionによって、最小の構造を用いてデータを伝送することができる。この構造が使用されない場

合、トランスポートストリームパケット内部でのプライベートデータのマッピングはTTC標準  JT-H222.0で
は定義されない。  
 
 セクションは可変長である。セクションの開始は、トランスポートストリームパケットペイロードの

pointer_field によって示される。フィールドのシンタックスは表2-29で規定される。  
 
 アダプテーションフィールドはセクションを伝送するトランスポートストリームパケットに存在してよい。 
 
 トランスポートパケットの中で値が0xFFのスタッフィングバイトは、PSI及び /またはprivate_sectionを転

送するトランスポートストリームパケットのセクションの最後のバイト以降のペイロードに置いてよい。こ

の場合、直後からそのトランスポートストリームパケットの最後までの全バイトも、0xFFの値のスタッフィ

ングバイトでなければならない。復号器はこれらのバイトを捨てる。この場合、同じPID値を有する次のト

ランスポートストリームパケットのペイロードは、次のセクションがその直後から転送を開始することを示

す、値0x00のpointer_fieldで開始されなければならない。  
 
 全てのトランスポートストリームは、PID値0x0000を有するトランスポートストリームパケットを有して

いなければならない。これらのトランスポートストリームパケットは、トランスポートストリーム中の全て

の番組の完全なリストを提供し、完全な番組組み合わせテーブルを含んでいなければならない。

current_next_indicatorが '1'にセットされている最も最新の時点で伝送されたテーブルのバージョンは、トラ

ンスポートストリーム中の現在のデータに常に適用されなければならない。トランスポートストリーム内で

伝送される番組におけるいかなる変更も、PID値0x0000を有するトランスポートストリームパケットで伝送

されるプログラムアソシエーションテーブルの更新された最新バージョンの中に記述されなければならない。

これらのセクションは、table_id値  0x00を使用しなければならない。この値のtable_idを有するセクション

のみが、PID値0x0000を有するトランスポートストリームパケットにおいて許されている。PATの新しいバ

ージョンが有効になるためには、新しいversion_numberを有していて、 current_next_indicatorが '1'にセッ

トされている全てのセクション ( last_section_number 中に示されている )が、T-STD(2.4.2項参照 )中で定義

されるBsysから出力されなければならない。そのテーブルを完了するのに必要とされるセクションの最終バ

イトがBsysから出力されるときに、PATは有効になる。  
 

 トランスポートストリーム中の1つ以上のエレメンタリストリームがスクランブルされている場合はいつ

も、、PID値0x0001を有する、スクランブルされたストリームに対応するCA_descriptorを含むCA_section
を有しているトランスポートストリームパケットが伝送されなければならない。伝送されたトランスポート

ストリームパケットは限定アクセステーブルの 1つの完全なバージョンを形成しなければならない。

current_next_indicatorが '1'にセットされている最も最新時点で伝送されたテーブルのバージョンは、トラン

スポートストリーム中の現在のデータに、常に適用されなければならない。スクランブルにおけるいかなる

変更も、限定アクセステーブルの更新された最新バージョンの中に記述されなければならない。これらのセ

クションは、table_id値  0x01を使用しなければならない。この値のtable_idを有するセクションのみが、PID
値0x0001を有するトランスポートパケットにおいて許されている。  CATの新しいバージョンが有効になる

ためには、新しいversion_numberを有していて、 current_next_indicatorが '1'にセットされている全てのセ

クション（  last_section_number 中に示されている )が、Bsysから出力されなければならない。そのテーブ

ルを完了するのに必要とされるセクションの最終バイトがBsysから出力されるときに、CATは有効になる。  
 
 全てのトランスポートストリームは、TSプログラムマップセクションを含むトランスポートストリームパ

ケットとしてプログラムアソシエーションテーブルにおいてラベル付けされているPID値を有する１つ以上

のトランスポートストリームパケットを、含まなければならない。プログラムアソシエーションテーブル中

にリストされた各番組はそれぞれ、単一固有のTSプログラムマップセクション中に記述されなければならな

い。各番組は、トランスポートストリームそれ自身の中において十分に記述されなければならない。適切な

プログラムマップテーブルに関連するelementary_PIDフィールドを有するプライベートデータは、番組の一

部である。このほかのプライベートデータが、プログラムマップテーブルセクションにリストされることな

くトランスポートストリームに存在してもよい。current_next_indicatorが '1'にセットされている最も最新の

時点で伝送されたTSプログラムマップセクションのバージョンは、トランスポートストリーム中の現在のデ

ータに常に適用されなければならない。トランスポートストリーム内で伝送される番組の定義のいかなる変

更も、その特定の番組のためのprogram_map_PIDとして識別されるPID値を有するトランスポートストリー

ムパケットで伝送されるプログラムマップテーブルの対応するセクションの更新された最新バージョン中に

記述されなければならない。所定のTS_program_map_sectionを伝送する全てのトランスポートストリーム

パケットは、同一のPID値を有していなければならない。全ての関連するイベントを含めて、番組が連続し
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て 存 在 し て い る 間 、 program_map_PID は 変 更 さ れ て は な ら な い 。 1 つ の 番 組 の 定 義 は 2 以 上 の

TS_program_map_sectionでつながれてはならない。新しいバージョンのTS_program_map_sectionが有効

になるのは、新しいversion_numberを有していて、 current_next_indicatorが '1'にセットされているセクシ

ョンが、Bsysから出力された時である。  
 
 table_id値  0x02を有するセクションは、プログラムマップテーブル情報を含まなければならない。このテ

ーブルは様々のPID値を有するトランスポートストリームパケットで伝送してもよい。  
 
 トランスポートストリーム記述テーブルはオプションである。トランスポートストリーム記述テーブルが

存在するとき、表2-23で規定してあるようにPID値が0x0002を持つトランスポートストリームパケットで伝

送するように、全てのトランスポートストリームに適用しなければならない。トランスポートストリーム記

述のセクションは、表2-26で規定するように0x03のtable_id値を使用し、その内容は表2-39で指定したに記

述子に限定しなければならない。TS_description_sectionは、テーブルを完了するように要求されたセクショ

ンの最後のバイトがBsysから出力される時、有効になる。  
 
 ネットワークインフォメーションテーブルはオプションであり、その内容はプライベートである。それが

存在する場合、Network_PIDと呼ばれる、同一のPID値を有するトランスポートストリームパケットで伝送

しなければならない。network_PID値はユーザが定義し、それが存在する場合には、プログラムアソシエー

ションテーブル中に確保された番組番号  0x0000で検出されなければならない。ネットワークインフォメー

ションテーブルが存在する場合、それは１つ以上のprivate_sectionの構成でなければならない。  
 
 TTC標準  JT-H222.0が定義するPSIテーブルのセクション中の最大バイト数は、 1024バイトである。

private_section中の最大バイト数は、4096バイトである。  
 
 トランスポートストリーム記述テーブルはオプションである。存在時、トランスポートストリーム記述は

表2-28で示されたPID値0x0002を持つトランスポートストリームパケット内で転送され、トランスポートス

トリーム全体に適用しなければならない。トランスポートストリーム記述のセクションは表2-31で示される

ような table_id値が0x03を使用しなければならず、その内容は表2-45で示されるようなデスクリプタに制限

される。表を完成させるに必要なセクションの最後のバイトがBsysを出る時、TS_description_sectionは有

効になる。  
 
 PSIデータにおいては、  TTC標準  JT-H222.0 のデータであろうとプライベートデータであろうと、スタ

ートコード、同期バイトまたは他のビットパターンの発生に関しての制限はない。  

 

2.4.4.1   ポインタ 
 pointer_fieldシンタックスは表2-29で定義される。  
 
 表  2-29/JT-H222.0 -- プログラムスペシフィックインフォメーションポインタ  (ITU-T H.222.0)  

シンタックス  ビット数  ニーモニック

pointer_field 8 uimsbf 

 

2.4.4.2   ポインタシンタックスフィールドのセマンティクスの定義 
pointer_field -- これは、8ビットのフィールドである。その値は、pointer_fieldの直後から、トランスポー

トストリームパケットのペイロードに存在する最初のセクションの第1バイトまでの、バイト数でなければな

らない (pointer_fieldの値0x00は、セクションがpointer_fieldの直後から開始することを示している。 )。少

なくとも1つのセクションが所与のトランスポートストリームパケットで開始している場合、payload_unit_ 
start_indicatorを ’1’に設定しなければならないし、またトランスポートストリームパケットのペイロードの

第1バイトは、ポインタを含まなければならない。所与のトランスポートパケットにおいてセクションが開始

していない場合、payload_unit_start_indicatorを ’0’に設定しなければならないし、またトランスポートパ

ケットのペイロードで、ポインタを送ってはならない。  
 

2.4.4.3   プログラムアソシエーションテーブル 
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 プログラムアソシエーションテーブルは、program_numberとその番組の定義を伝送しているトランスポ

ートストリームパケットのPID値の間の関係を与える。program_numberは、ある番組に与えられた数値ラ

ベルである。  
 テーブル全体は次のシンタックスを有する1つ以上のセクションに分割される。すなわち複数のセクション

より構成されてもよい。  
 

表2-30 /JT-H222.0-- プログラムアソシエーションセクション (ITU-T H.222.0)  

シンタックス  ビット数  ニーモニック  
program_association_section() {  
   table_id 8 Uimsbf 
   section_syntax_indicator 1 Bslbf 
   '0' 1 Bslbf 
   reserved 2 Bslbf 
      section_length 12 Uimsbf 
      transport_stream_id 16 Uimsbf 
      reserved 2 Bslbf 
      version_number 5 Uimsbf 
      current_next_indicator 1 Bslbf 
      section_number 8 Uimsbf 
      last_section_number 8 Uimsbf 
      for (i=0; i<N;i++) {  
             program_number 16 Uimsbf 
       reserved 3 Bslbf 
            if(program_number == '0'){  
       network_PID 13 Uimsbf 
             }  
             else {  
             program_map_PID 13 Uimsbf 
             }  
      }  
      CRC_32 32 Rpchof 
}  

 

2.4.4.4   Table_id の割り当て 
 table_idフィールドは、以下の表2-31で示されるトランスポートストリームPSIセクションの内容を識別す

る。  

 
表 2-31/JT-H222.0 – table_id の割り当て値(ITU-T H.222.0) 

値 説明 

0x00 program_association_section  

0x01 conditional_access_section (CA_section) 

0x02 TS_program_map_section 

0x03 TS_description_section 

0x04 ISO_IEC_14496_scene_description_section  

0x05 ISO_IEC_14496_object_descriptor_section 

0x06 Metadata_section 

0x07 IPMP_Control_Information_section(ISO/IEC 13818-611 で定

義) 
0x08-0x3F TTC 標準 JT－H222.0 または ISO/IEC 13818-1 予約 
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0x40-0xFE ユーザプライベート 

0xFF 禁止 

 

2.4.4.5   プログラムアソシエーションセクションフィールドのセマンティクスの定義 
 
table_id -- 8ビットのフィールドであり、上記表2-31に示されるように、0x00に設定されなければならない。  
 
section_syntax_indicator --section_syntax_indicatorは1ビットのフィールドであり、'1'に設定されなければ

ならない。  
 
section_length -- 12ビットのフィールドであり、最初の２ビットは '00'でなければならない。残りの10ビッ

トはsection_lengthフィールドの直後から開始しCRCを含む、セクションのバイト数を規定する。このフィ

ールドの値は1021(0x3FD)を越えてはならない。  
 
transport_stream_id --  16ビットのフィールドであり、このトランスポートストリームをネットワーク中

に多重されている他の多重信号から識別するラベルとして機能する。その値は、ユーザが定義する。  
 
version_number -- 5ビットのフィールドであり、プログラムアソシエーションテーブル全体のバージョン番

号を示す。バージョン番号は、プログラムアソシエーションテーブルの定義が変更された場合に、32の剰余

で１つずつインクリメントされなければならない。 current_next_indicatorが '1'に設定された場合、その

version_numberは、現在適用できるプログラムアソシエーションテーブルのversion_numberでなければな

らない。current_next_indicatorが '0'に設定された場合、そのversion_numberは、次に適用できるプログラ

ムアソシエーションテーブルのversion_numberでなければならない。  
 
current_next_indicator -- 1ビットのインジケータであり、'1'にセットされる場合、送られているプログラム

アソシエーションテーブルが現在使用可能である。 '0'にセットされている場合、送られているそのテーブル

はまだ使用可能でなく、次に有効となるテーブルでなければならない。  
 
section_number -- 8ビットのフィールドであり、このセクションの番号を示す。プログラムアソシエーショ

ンテーブル中の第１セクションのsection_numberは、0x00でなければならない。それは、プログラムアソシ

エーションテーブルにセクションが加わるごとに１つずつインクリメントされなければならない。  
 
last_section_number --8ビットのフィールドであり、プログラムアソシエーションテーブル全体の最後のセ

クション (すなわち、最大のsection_numberを有するセクション )の番号を規定する。  
 
program_number --Program_numberは16ビットのフィールドである。program_map_PIDが適用可能な番

組を規定する。これが0x0000に設定される場合、次に参照されるPIDはネットワークPIDでなければならな

い。他の全ての場合において、このフィールドはユーザ定義される。このフィールドはプログラムアソシエ

ーションテーブルの1つのバージョンの中で、任意の1つの値を2度以上取ってはならない。  
 
    注－program_numberは、例えば放送チャネルの指定に使用してもよい。  
  
network_PID -- network_PIDは13ビットのフィールドであり、program_numberの値が0x0000に設定され

るときのみ用いられ、ネットワークインフォメーションテーブルを含まなければならないトランスポートス

トリームパケットのPIDを規定する。network_PIDフィールドの値はユーザによって定義されるが、表2-3で
規定される値のみをとらなければならない。network_PIDの存在はオプションである。  
 
program_map_PID --program_map_PIDは13ビットのフィールドである。program_numberで規定している

番組に適用されるprogram_map_sectionを含まなければならないトランスポートパケットのPIDを規定する。

1つのprogram_numberに2つ以上のprogram_map_PIDが割り当てられてはならない。program_map_PIDの

値はユーザが定義する。しかし、表2-3で規定される値のみをとらなければならない。  
 
CRC_32 -- 32ビットのフィールド。プログラムアソシエーションセクション全てを処理した後で、付属資料

Ｂで定義される復号器のレジスタが0を出力するCRC値を有している。  
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2.4.4.6   限定アクセステーブル 
 限定アクセス (CA)テーブルは、1つ以上のCAシステム、それらのEMMストリーム、およびそれらと関連す

る任意の特別なパラメータ間の関係を与える。表2-32のdescriptor()フィールドの定義については、2.6.16項
参照。  
 テーブル全体は、トランスポートストリームパケットに挿入される前に、次のシンタックスにより1つ以上

のセクションにより分割してもよい。  
 

表  2-32/JT-H222.0 -- 限定アクセスセクション  (ITU-T H.222.0) 

シンタックス  ビット数 ニーモニック  
CA_section() {  
 table_id 8 uimsbf 
 section_syntax_indicator 1 bslbf 
 '0' 1 bslbf 
 Reserved 2 bslbf 
 section_length 12 uimsbf 
 reserved 18 bslbf 
 version_number 5 uimsbf 
 current_next_indicator 1 bslbf 
 section_number 8 uimsbf 
 last_section_number 8 uimsbf 
 for (i=0; i<N;i++) {  
  descriptor()  
 }  
 CRC_32 32 rpchof 
}  

 

2.4.4.7   限定アクセスセクションのフィールドのセマンティクスの定義 
 
table_id -- 8ビットのフィールドであり、表2-31に示されるように0x01に設定されなければならない。  
 
section_syntax_indicator --section_syntax_indicatorは1ビットのフィールドであり、'1'に設定されなければ

ならない。  
 
section_length --  12ビットのフィールドであり、最初の2ビットは '00'でなければならない。残りの10ビッ

トはsection_lengthフィールドの直後から開始しCRCを含む、セクションのバイト数を規定する。このフィ

ールドの値は1021(0x3FD)を越えてはならない。  
 
version_number -- 5ビットのフィールド。限定アクセステーブル全体のバージョン番号を示す。バージョン

番号は、限定アクセステーブルの定義が変更された場合に、32の剰余で1つずつインクリメントされなければ

ならない。current_next_indicatorが '1'に設定されると、そのversion_numberが、現在適用できる限定アク

セステーブルのversion_numberでなければならない。 current_next_indicatorが '0'に設定されると、その

version_numberが、次に適用できる限定アクセステーブルのversion_numberでなければならない。  
 
current_next_indicator -- 1ビットのインジケータであり、 '1'にセットされる場合、送られている限定アク

セステーブルが現在使用可能である。 '0'にセットされている場合、送られている限定アクセステーブルはま

だ使用可能でなく、次に有効となる限定アクセステーブルでなければならない。  
 
section_number -- 8ビットのフィールドであり、このセクションの番号を示す。限定アクセステーブル中の

第一セクションのsection_numberは、0x00でなければならない。それは、限定アクセステーブルにセクショ

ンが加わるごとに1つずつインクリメントされなければならない。  
 
last_section_number --8ビットのフィールドであり、限定アクセステーブル全体の最後のセクション (すなわ

ち、最大のsection_numberを有するセクション )の番号を規定する。  
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CRC_32 --32ビットのフィールド。限定アクセスセクション全てを処理した後で、付属資料Bで定義される復

号器のレジスタが0を出力するCRC値を有している。  
 

2.4.4.8   プログラムマップテーブル 
 プログラムマップテーブルは、番組番号とそれらを構成する番組要素間のマッピングを与える。このマッ

ピングの1つの例が、「番組定義」として参照される。プログラムマップテーブルは、トランスポートストリ

ームに関する全ての番組の定義の完全な集合である。このテーブルは、符号器が選ぶPID値のパケット中で

伝送されなければならない。必要ならば、複数のPID値を使用できる。テーブル全体は次のシンタックスを

有する、1つ以上のセクションを含む。複数のセクションより構成されてもよい。各セクションにおいて、セ

クション番号フィールドは0に設定されなければならない。セクションはprogram_numberフィールドによっ

て識別される。  
 descriptor()フィールドの定義は、この標準の2.6節で見い出すことができる。  
 
表2-33/JT-H222.0 -- トランスポートストリームプログラムマップセクション   (ITU-T H.222.0)  

シンタックス  ビット数  ニーモニック  
TS_program_map_section() {   
 table_id 8 uimsbf 
 section_syntax_indicator 1 bslbf 
 '0' 1 bslbf 
 reserved 2 bslbf 
 section_length 12 uimsbf 
 program_number 16 uimsbf 
 reserved 2 bslbf 
 version_number 5 uimsbf 
 current_next_indicator 1 bslbf 
 section_number 8 uimsbf 
 last_section_number 8 uimsbf 
 reserved 3 bslbf 
 PCR_PID 13 uimsbf 
 reserved 4 bslbf 
 program_info_length 12 uimsbf 
 for (i=0; i<N; i++) {   
  descriptor()   
 }   
 for (i=0;i<N1;i++) {   
  stream_type 8 uimsbf 
  reserved 3 bslbf 
  elementary_PID 13 uimsnf 
  reserved 4 bslbf 
  ES_info_length 12 uimsbf 
  for (i=0; i<N2; i++) {   
   descriptor()   
  }   
 }   
 CRC_32 32 rpchof 
}   

 

2.4.4.9  トランスポートストリームプログラムマップセクションのフィールドのセマンティクスの定義 
 
table_id --8ビットのフィールドであり、TS_program_map_sectionの場合、上記の表2-31に示されるように

常に0x02に設定されなければならない。  
 
section_syntax_indicator -- section_syntax_indicatorは1ビットのフィールドであり、 '1'に設定されなけれ

ばならない。  
 
section_length -- 12ビットのフィールドであり、最初の２ビットは '00'でなければならない。残りの10ビッ

トはsection_lengthフィールドの直後から開始しCRCを含む、セクションのバイト数を規定する。この値は

1021(0x3FD)を越えてはならない。  
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program_number -- program_numberは16ビットのフィールドである。program_map_PIDを適用すること

ができる番組を規定する。1つの番組の定義は、ただ1つのTS_progam_map_sectionにおいて伝送されなけれ

ばならない。このことは、1つの番組定義は1016(0x3F8)バイトより長くならないことを意味する。その長さ

が十分でない場合の扱い方については、付属資料Cを参照されたい。program_numberは、例えば放送チャネ

ルの指定に使用してもよい。1つの番組に属する様々の番組要素について記述することにより、様々のソース

データ (例 順次的なイベント )は連続的に接続されることができ、program_numberを使用するストリームの

連続的な集合を構成する。アプリケーションの例については、付属資料Cを参照されたい。  
 

version_number -- この5ビットのフィールドは、TS_program_map_sectionのバージョン番号を示す。バー

ジョン番号は、セクションの中で伝送される情報が変更された場合に32の剰余で1つずつインクリメントされ

なければならない。バージョン番号は 1つの番組、および従って 1つのセクションの定義を参照する。

current_next_indicator が '1' に 設 定 さ れ た 場 合 、 そ の version_number は 現 在 適 用 で き る

TS_program_map_sectionのversion_numberでなければならない。current_next_indicatorが '0'に設定され

た場合、そのversion_numberは、次に適用できるTS_program_map_sectionのversion_numberでなければ

ならない。  
 
current_next_indicator --1 ビ ッ ト の イ ン ジ ケ ー タ で あ り 、 '1' に セ ッ ト さ れ る 場 合 、 送 ら れ て い る

TS_program_map_section が 現 在 使 用 可 能 で あ る 。 '0' に セ ッ ト さ れ て い る 場 合 、 送 ら れ て い る

TS_program_map_sectionはまだ使用可能でなく、次に有効となるTS_program_map_sectionでなければな

らない。  
 
section_number --この8ビットのフィールドの値は常に0x00でなければならない。   
 
last_section_number -- この8ビットのフィールドの値は常に0x00でなければならない。  
 
PCR_PID -- 13ビットのフィールドであり、program_numberで規定される番組に対して有効であるPCRフ

ィールドを含まなければならないトランスポートストリームパケットのPIDを示す。もし、プライベートス

トリームに対してPCRが番組の定義に関係づけられていない場合、このフィールドは0x1FFFの値を取らなけ

ればならない。PCR_PID値の選択に関する条件については2.4.3.5項と表2-3のPCRのセマンティクスの定義

を参照。  
 
program_info_length -- 12ビットのフィールドであり、最初の２ビットは '00'でなければならない。残りの10
ビットはprogram_info_lengthフィールドの直後から開始するディスクリプタのバイト数を規定している。  
 
stream_type -- 8 ビットのフィールドであり、elementary_PID によって規定される値の PID を有するパケットにより伝

送される番組要素のタイプを規定する。stream_type の値は表 2-34 で規定される。 

注- TTC 標準 JT-H222.0 auxiliary ストリームは、プログラムストリームディレクトリやプログラムストリームマッ

プなど、オーディオ、ビデオ、DSMCC 以外のこの規格において定義されるデータタイプに対して使用可能である。 
 

表2-34/JT-H222.0 ストリームタイプの割り当て（ITU-T H.222.0） 

値 説明 

0x00 TTCまたはISO/IEC予約 
0x01 ISO/IEC 11172-2映像 
0x02 TTC標準JT-H262およびISO/IEC 13818-2映像またはISO/IEC 11172-2制約パラメータ

ビデオストリーム 
0x03 ISO/IEC 11172-3オーディオ 
0x04 ISO/IEC 13818-3オーディオ 
0x05 TTC標準JT-H222.0またはISO/IEC 13818-1プライベートセクション 
0x06 TTC標準JT-H222.0またはISO/IEC 13818-1プライベートデータを含むPESパケット 
0x07 ISO/IEC 13522 MHEG 
0x08 TTC標準JT-H222.0またはISO/IEC 13818-1付属資料A DSM–CC 
0x09 TTC標準JT-H222.1 
0x0A ISO/IEC 13818-6タイプA 
0x0B ISO/IEC 13818-6タイプB 
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表2-34/JT-H222.0 ストリームタイプの割り当て（ITU-T H.222.0） 

値 説明 

0x0C ISO/IEC 13818-6タイプC 
0x0D ISO/IEC 13818-6タイプD 
0x0E TTC標準JT-H222.0またはISO/IEC 13818-1 auxiliary 
0x0F ISO/IEC 13818-7 ADTSトランスポートシンタックスを含むオーディオ 
0x10 ISO/IEC 14496-2ビジュアル 
0x11 ISO/IEC 14496-3/AMD-1で定義されたKATMトランスポートシンタックスを含んだ

ISO/IEC 14496-3オーディオ 
0x12 ISO/IEC 14496-1 SLパケット化されたストリームまたはPESパケット中のFlexMuxス

トリーム 
0x13 ISO/IEC 14496-1 SLパケット化されたストリームまたはISO/IEC 14496_sections中の

FlexMuxストリーム 
0x14 ISO/IEC 13818-6同期ダウンロードプロトコル 
0x15 PESパケット中のメタデータ 
0x16 metadata_section中のメタデータ 
0x17 ISO/IEC 13818-6データカルーセル中のメタデータ 
0x18 ISO/IEC 13818-6オブジェクトカルーセル中のメタデータ 
0x19 ISO/IEC 13818-6同期ダウンロードプロトコル中のメタデータ 
0x1A IPMPストリーム（ISO/IEC 13818-11で定義されたMPEG-2 IPMP） 
0x1B TTC標準JT-H264またはISO/IEC 14496-10映像で定義されたAVCビデオストリーム 
0x1C 追加転送シンタックスの使用を含まないISO/IEC 14496-3オーディオ、例えばDST、

ALS、SLS 
0x1D ISO/IEC 14496-17テキスト 

0x1E-0x7E TTC標準JT-H222.0またはISO/IEC 13818-1予約 
0x7F IPMPストリーム 

0x80-0xFF ユーザプライベート 

 
上表において、様々なストリーム種別が、転送シンタックスの有無に関わらずオーディオシグナルの転送に

割り当てられている。典型的に、転送シンタックスは同期ワードを提供するために使われる。もし特定の転

送シンタックスが使われるならば、それは様々なオーディオシグナルの転送を明らかにした本標準の規定に

示されている。  
 
elementary_PID -- 13ビットのフィールドであり、関連する番組要素を伝送するトランスポートストリーム

パケットのPIDを規定する。  
 
ES_info_length -- 12ビットのフィールドであり、最初の２ビットは '00'でなければならない。残りの10ビッ

トはES_info_lengthフィールドの直後から開始し、その関連付けられている番組要素ディスクリプタの最後

まで続くバイト数を規定する。  
 
CRC_32 -- 32ビットのフィールド。トランスポートストリームプログラムマップセクション全てを処理した

後で、付属資料Bで定義される復号器のレジスタが0を出力するCRC値を有している。  
 
 

2.4.4.10   プライベートセクションのシンタックス 
 プライベートデータがプログラムアソシエーションテーブル中のプログラムマップテーブルPIDとして指

定されるPID値を有するトランスポートストリームパケットで送られる場合、private_sectionを使用しなけ

ればならない。このprivate_ sectionを用いることにより、復号器がストリームを解釈できるようにするため

の最小構造による伝送が可能となる。このセクションは 2つの方法で使用してもよい。すなわち、

section_syntax_indicatorが '1'にセットされる場合、全てのテーブルに共通の全構造が使用されなければなら

ない。section_syntax_indicatorが '0'にセットされる場合、 'table_id'から  
 'private_section_length' までのフィールドのみが共通構造のシンタックスおよびセマンティクスに従わな
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ければならない。残りのprivate_sectionはユーザが定義する任意の構造を有してもよい。このシンタックス

の拡張した利用例がインフォーマティブ付属資料Cにある。  
 

プライベートテーブルは、全て同じtable_idを有するいくつかのprivate_sectionにより作られてよい。  
 

表  2-35/JT-H222.0 -- プライベートセクション  (ITU-T H.222.0) 
シンタックス  ビット数 ニーモニック  

private_section() {  
 table_id 8 uimsbf 
 section_syntax_indicator 1 bslbf 
 private_indicator 1 bslbf 
 reserved 2 bslbf 
 private_section_length 12 uimsbf 
 if (section_syntax_indicator == '0') {  
  for ( i=0;i<N;i++) {  
   private_data_byte 8 bslbf 
  }  
 }  
 else {  
  table_id_extension 16 uimsbf 
  reserved 2 bslbf 
  version_number 5 uimsbf 
  current_next_indicator 1 bslbf 
  section_number 8 uimsbf 
  last_section_number 8 uimsbf 
  for ( i=0;i<private_section_length-9;i++) {  
   private_data_byte 8 bslbf 
  }  
  CRC_32 32 rpchof 
 }  
}  

 

2.4.4.11   プライベートセクションのフィールドのセマンティクスの定義 
 
table_id --8ビットのフィールドであり、その値はこのセクションが属するプライベートテーブルを識別する。

表2-31で「ユーザプライベート」に定義されている値のみを用いてもよい。  
 
section_syntax_indicator -- 1ビットのフィールドであり、'1'にセットされた場合、このプライベートセクシ

ョンは、private_section_lengthフィールド以降において、一般的なセクションシンタックスに従うことを示

す。 '0'にセットされた場合、private_data_byteがprivate_section_lengthフィールドの直後に続くことを示

す。  
  
private_indicator --1ビットのユーザ定義可能なフラグであり、将来においてもITU-T｜ISO/IECが規定して

はならない。  
 
private_section_length -- 12ビットのフィールドである。private_section_lengthフィールドの直後から

private_sectionの終わりまでプライベートセクションの残りのバイト数を規定する。このフィールドは

4093(0xFFD)を越えてはならない。  
 
private_data_byte --private_data_byteフィールドはユーザ定義可能であり、将来において  TTC が規定し

てはならない。  
 
table_id_extension --16ビットのフィールド。その利用と値は、ユーザによって定義される。  
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version_number --この5ビットのフィールドはprivate_sectionのバージョン番号を示す。バージョン番号は、

private_sectionの中で伝送される情報が変更された場合に、32の剰余で１つずつインクリメントされなけれ

ばならない。current_next_indicatorが '0'に設定されると、そのversion_numberが、次に適用できる  同じ

table_id とsection_numberを有するprivate_sectionのversion_numberでなければならない。  
 
current_next_indicator --1 ビ ッ ト の フ ィ ー ル ド で あ り 、 '1' に セ ッ ト さ れ る 場 合 、 送 ら れ て い る

private_sectionは現在使用可能である。current_next_indicatorが '1'にセットされる場合、version_number
は現在適用可能なprivate_sectionでなければならない。このビットが '0'にセットされている場合、送られて

いる private_sectionはまだ使用可能でなく、次に有効となる同じ table_id と section_numberを有する

private_sectionでなければならない。   
 
section_number --8ビットのフィールドであり、private_sectionの番号を示す。プライベートテーブル中の

第一セクションのsection_numberは、0x00でなければならない。それは、プライベートテーブルにセクショ

ンが加わるごとに1つずつインクリメントされなければならない。  
 
last_section_number -- 8ビットのフィールド。このセクションがその一部であるプライベートテーブルの最

後のセクション (すなわち、最大のsection_numberを有するセクション )の番号を規定する。  
 
CRC_32 -- 32ビットのフィールド。プライベートセクション全てを処理した後で、付属資料Bで定義される

復号器のレジスタが0を出力するCRC値を有している。  
 

2.4.4.12   トランスポートストリームセクションのシンタックス 
 TTC標準JT-H222.0に従っているビットストリームは、表2-36で定義した情報を伴ってもよい。TTC標準

JT-H222.0またはISO/IEC 13818-1に従っている復号器は、このテーブルで定義した情報を復号してもよい。 
 
 トランスポートストリーム記述テーブルは、全てのトランスポートストリーム用に2.6節に見られるように

記述子の転送をサポートするために定義する。記述子は全てのトランスポートストリームに適用しなければ

ならない。このテーブルは表2-31で指定されているように0x03のtable_id値を使用し、表2-3で指定されてい

るようにPID値が0x0002であるトランスポートストリームパケットで転送する。  
 

表2-36/JT-H222.0 -- トランスポートストリーム記述子テーブル (ITU-T H.222.0) 
構文  ビット数  ニーモニック  

TS_description_section() {   
 table_id 8 uimsbf 
 section_syntax_indicator 1 bslbf 
 '0' 1 bslbf 
 reserved 2 bslbf 
 section_length 12 uimsbf 
 reserved 18 bslbf 
 version_number 5 uimsbf 
 current_next_indicator 1 bslbf 
 section_number 8 uimsbf 
 last_section_number 8 uimsbf 
 for (i=0; i<N; i++) {   
  descriptor()   
 }   
 CRC_32 32 rpchof 
}   

 
 

2.4.4.13   トランスポートストリームセクションのフィールドのセマンティクスの定義 
 
table_id -- 8ビットのフィールドであり、表2-31に示すように0x03を設定しなければならない。  
 
section_length -- 12ビットのフィールドであり、最初の2ビットは ’00’でなければならない。残りの10ビット

は section_lengthフィールドの直後から開始しCRCを含む、セクションのバイト数を規定する。この値は

1021(0x3FD)を越えてはならない。  
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version_number -- この5ビットのフィールドは、トランスポートストリーム記述テーブル全体のバージョン

番号を示す。バージョン番号は、トランスポートストリーム記述テーブルの定義が変更するときは、32の剰

余で 1つずつインクリメントしなければならない。 current_next_indicatorが ’1’に設定された場合、その

version_numberは現在適用できるトランスポートストリーム記述テーブルのversion_numberでなければな

らない。current_next_indicatorが ’0’に設定された場合、そのversion_numberは、次に適用できるトランス

ポートストリーム記述テーブルのversion_numberでなければならない。  
 
current_next_indicator -- 1ビットのインジケータであり、 ’1’にセットされる場合送られているトランスポ

ートストリーム記述テーブルが現在使用可能である。’0’にセットされている場合、送られているトランスポ

ートストリーム記述テーブルはまだ使用可能でなく、次に有効となるテーブルでなければならない。  
 
section_number -- この8ビットのフィールドの値はこのセクションの番号を提供する。トランスポートスト

リーム記述子テーブル中、最初のセクションのsection_numberは0x00でなければならない。トランスポート

ストリーム記述子テーブルのセクションが追加したら直ちに1ずつ増加しなければならない。  
 
last_section_number -- この8ビットのフィールドの値は、完全なトランスポートストリーム記述子テーブル

の最後のセクション (すなわち、もっとも大きいsection_numberをもつセクション )の番号を提供する。  
 
CRC_32 -- 全てのトランスポートストリーム記述テーブルを処理した後、付属資料Aで定義した復号器中の

レジスタが0を出力するCRC値を有している32ビットのフィールドである。  
 

2.5   プログラムストリームビットストリーム要求条件 
 

2.5.1   プログラムストリームの符号化構造とパラメータ 
 プログラムストリーム符号化レイヤは、１つ以上のエレメンタリストリームを１つのストリームへ結合す

ることを可能とする。各エレメンタリストリームのデータは多重され、各エレメンタリストリームが同期し

て再生されることを可能とする情報とともに符号化される。  
 
 プログラムストリームは、一緒に多重されている１つの番組の１つ以上のエレメンタリストリームから構

成されている。オーディオとビデオのエレメンタリストリームはアクセスユニットから成る。  
 
 エレメンタリストリームのデータは、PESパケットに記録される。PESパケットは、PESパケットヘッダ

とその後に続くパケットデータから構成される。PESパケットはプログラムストリームパックに挿入される。 
  
 PESパケットヘッダは、そのパケットが属するストリームも識別する32ビットのスタートコード (表2-22参
照 )で開始する。PESパケットヘッダは、プレゼンテーションタイムスタンプ (PTS)のみか、またはプレゼン

テーションタイムスタンプ (PTS)およびデコーディングタイムスタンプ (DTS)を含むことができる。PESパケ

ットヘッダは一連のオプションフィールドを示す複数のフラグも含んでいる。このパケットデータは、１つ

のエレメンタリストリームから得られる可変長の連続したバイトデータを含んでいる。  
  
 プログラムストリームにおいて、PESパケットはパックを構成する。パックはパックヘッダで開始し、０

個以上のPESパケットがそれに続く。パックヘッダは32ビットのスタートコードで開始する。パックヘッダ

は、タイミング及びビットレート情報を保存するために使用される。  
 プログラムストリームは、オプションとして繰り返すこともできるシステムヘッダで開始している。シス

テムヘッダは、そのストリームの中で定義されるシステムパラメータを集約したものを伝送する。  
 
 本標準は、限定アクセスシステムの一部として使用されることができる符号化データについて規定してい

ない。しかし、本標準は番組事業者が復号化処理のためにこのデータを伝送および識別し、この標準で規定

されるデータを正確に参照するメカニズムを提供する。  
 

2.5.2   プログラムストリームシステムターゲット復号器 
 プログラムストリームのセマンティクスおよびこれらのセマンティクスの制約条件は、復号のイベントお

よびこれらのイベントが起きる時刻の正確な定義を必要とする。必要とされる定義は、この標準において、

プログラムストリームシステムターゲット復号器 (P-STD)と呼ばれる仮想的な復号器を使用して説明される。 
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 P-STDはこれらの用語を正確に定義し、プログラムストリームの生成における復号プロセスをモデル化す

るために使用される概念的なモデルである。P-STDはこの目的のためだけに定義される。P-STDのアーキテ

クチャおよび示されているタイミングは、別のアーキテクチャまたはタイミングスケジュールを有する多様

な復号器によるプログラムストリームの連続的な同期再生を妨げるものではない。  
 
 

 

図  2-7 /JT-H222.0-- プログラムストリームシステムターゲット復号器の表記法  
   (ITU-T H.222.0)  
 
 次の表記法がプログラムストリームシステムターゲット復号器を記述するために使用されており、一部が

上の図2-7に示されている。  
 
i, i' プログラムストリーム中のバイトのインデックス。第一バイトのインデックスは０。  
 
j エレメンタリストリーム中のアクセスユニットのインデックス。  
 
k, k',k''  エレメンタリストリーム中の表示ユニットのインデックス。  
 
n エレメンタリストリームのインデックス。  
 
t(i) プログラムストリームの i番目のバイトがシステムターゲット復号器に入る時刻を秒で示したも

の。値t(0) は任意の一定値。  
SCR(i) 27MHzのシステムクロックを単位として測られるSCRフィールドに符号化された時刻。ここで、

iはsystem_clock_reference_baseフィールドの最終バイトのバイトインデックス。  
An(j) エレメンタリストリームnの j番目のアクセスユニット。 An(j)は復号順序にインデックスが付け

られる。  
 
tdn(j) エレメンタリストリームnの j番目のアクセスユニットのシステムターゲット復号器中での復号

時刻。秒で測られる。  
 
Pn(k) エレメンタリストリームnのk番目の表示ユニット。  Pn(k)は表示の順序にインデックスがつけ

られる。  
 

 多重化ストリームの 
i 番目のバイト 

B1

A1(j)
td1(j)

D1

O1

t(j) 

P 1(k)

tp 1(k)

Bn Dn

システム制御

P n(k) 

tp n(k) 

アクセスユニット

の j 番目 
表示ユニットの k 番目 
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tpn(k) エレメンタリストリームｎのk番目の表示ユニットのシステムターゲット復号器中の表示時刻。

秒で測られる。  
 
t 秒で測られる時刻  
 
Fn(t) 時刻tにおけるエレメンタリストリームnのシステムターゲット復号器入力バッファの充足度。バ

イト単位で測られる。  
 
Bn エレメンタリストリームnに対するシステムターゲット復号器中の入力バッファ。  
 
BSn エレメンタリストリームnに対するシステムターゲット復号器中の入力バッファのサイズ。バイ

トで測られる。  
 
Dn エレメンタリストリームnに対する復号器。  
 
On ビデオエレメンタリストリームnに対する再配列バッファ。  
 

2.5.2.1   システムクロック周波数 
 P-STDの中で参照されるタイミング情報は、この標準で定義される複数のデータフィールドにより伝送さ

れる。このフィールドは、2.5.3.3項および2.4.3.6項で定義される。この情報はシステムクロックのサンプル

値として符号化される。  
 
 システムクロック周波数の値はHzで測られ、次の条件を満たさなければならない。  
 
 27 000 000 - 810 <= system_clock_frequency <= 27 000 000 + 810 
 

 system_clock_frequency の時間変化率  <= 75 × 10-3  Hz/s 
 
 "system_clock_frequency"の表記法は、これらの要求条件に適合するクロックの周波数を参照するために、

本標準中の複数の箇所で使用される。表記法の便宜上、SCR、PTS、DTSが現れる式は、 (300× 
233/system_clock _frequency)秒の整数倍の精度の時刻値を与える。これは、システムクロック周波数の

1/300を単位とする３３ビットと、その残りに対する９ビットによるSCRタイミング情報の符号化による。ま

た、PTS、DTSについてはシステムクロック周波数の1/300を単位とする３３ビットによる。  
 

2.5.2.2   プログラムストリームシステムターゲット復号器への入力 
 プログラムストリームのデータはシステムターゲット復号器に入力される。 i番目のバイトは時刻t(i)に入

力される。このバイトがシステムターゲット復号器に入ってくる時刻は、入力ストリームからパックヘッダ

中に符号化される入力のシステムクロックリファレンス (SCR)とprogram_mux_rateフィールドを復号する

ことによって回復されることができる。式2-18で定義されるSCRは、２つの部分において符号化されている。

１つはシステムクロック周波数の1/300倍の周波数の周期を単位とし、system_clock_reference_baseと呼ば

れる (式2-19)。もう１つはシステムクロック周波数を単位とし、system_clock_reference_ext(式2-20)と呼ば

れる。以下においては、これらのフィールドに符号化される値はSCR_base(i)およびSCR_ext(i)と表記される。

SCR(i)中に符号化されるフィールドは時刻t(i)を示す。ここで、i'はsystem_clock_reference_baseフィールド

の最終ビットを含むバイトを参照する。  
 
数式で規定すると  

( ) ( ) ( )SCR i SCR base i SCR ext i= × +_ _300      (2-18) 
 
ここで、  

( ) ( )( )( )SCR base i system clock frequency t i DIV_ _ _ %2= × 300 33   (2-19) 

( ) ( )( )( )SCR ext i system clock frequency t i DIV_ _ _ %= × 1 300   (2-20) 

 入力の到着時刻t(i)は式2-21で与えられるが、これは全ての他のバイトについてSCR(i) とデータが到 
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着する伝送レートから作り出されなければならない。ここで、各パックごとの到着伝送レートは、そのパッ

クのヘッダ中のprogram_mux_rateフィールドに示される値である。  
 

 ( )
( )

t i
SCR i

system clock frequency

i i

program mux rate
= +

−

×

'

_ _

'

_ _ 50
  (2-21) 

 
ここで、  

i' パックヘッダ中のsystem_clock_reference_baseのフィールドの最終ビットを

含むバイトのインデックス  
i パックヘッダを含むパック中の任意のバイトのインデックス  
SCR(i') システムクロックを単位としてsystem_clock_reference のベースおよび拡張

子フィールドに符号化されている時刻  
program_mux_rate 2.5.3.3項で定義されるフィールド  

 
 パックの最終バイトが伝送された後、P-STDの入力にデータバイトが伝送されない期間が存在してよい。  
 

2.5.2.3   バッファリング 
 エレメンタリストリームnのPESパケットデータは、ストリームnに対する入力バッファBnへと渡される。

システムターゲット復号器入力からBnへのデータバイト iの転送は、瞬時である。従って、データバイト iは
ストリームnに対するサイズがBSnであるバッファに、時刻t(i)に入力される。  
 
 プログラムストリームのパックヘッダ、システムヘッダ、またはPESパケットヘッダに存在するSCR、DTS、
PTSおよびpacket_lengthフィールドのようなデータバイトは、いずれのバッファにも供給されないが、シス

テムを制御するために使用してもよい。  
 
 BS1 から  BSnまでの入力バッファサイズは、式2-16および式2-17のシンタックス中のP-STDバッファサ

イズのパラメータによって与えられる。  
 
 復号時刻tdn(j)において、入力バッファ中に最も長く存在したアクセスユニット (An(j))のすべてのデータは

瞬時に取り除かれる。また、 時刻tdn(j) においてそのアクセスユニットの直前に存在するスタッフィングバ

イトも時刻tdn(j) に瞬時に取り除かれる。復号時刻tdn(j) はDTSまたはPTSフィールドにおいて規定される。

アクセスユニットｊの直後に続く、符号化されたDTSまたはPTSを有していないアクセスユニットの復号時

刻tdn(j+1), tdn(j+2), ...は、エレメンタリストリーム中の情報から得ることができる。 TTC標準  JT-H262 の
付属資料Ｃ、ISO/IEC 13818-3、ISO/IEC 11172-2またはISO/IEC 11172-3を参照されたい。また、2.7.5項
を参照されたい。アクセスユニットのデータはバッファから除かれるとすぐに表示ユニットへと復号される。 
 
 プログラムシステムターゲット復号器において  BS1 から  BSnのサイズの入力バッファが、オーバーフロ

ーまたはアンダーフローしないように、プログラムストリームは構成されなければならない。  
すなわち、すべての  t と  n において , 
 

( )0 ≤ ≤F t BSn n    
 
また、  t=t(0)の直前で  
 

Fn(t) = 0 
 
Fn(t)はP-STDのバッファ  Bn の瞬間的な充足度  
 
 この条件の例外として、ビデオシーケンスヘッダ中の low_delayフラグが '1'にセットされている場合
(2.4.2.6項参照 )またはトリックモード動作中 (2.4.3.8項 )には、P-STDのバッファ  Bn はアンダーフローして

よい。  
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 全てのプログラムストリームにおいて、システムターゲット復号器の入力のバッファリングで発生する

遅延は静止画ビデオデータ及びISO/IEC 14496ストリーム以外の場合１秒以下でなければならない。 

入力のバッファリングの遅延は、データバイトが入力バッファに入ってきてからそれが復号されるまでの時

間差である。  
 

数式で規定すると、静止画ビデオデータとISO/IEC 14496ストリーム以外の場合、その遅延は次の

ように制約される。 

 

tdn(j)-t(i) <= 1 sec 

 

静止画ビデオデータの場合、その遅延は次のように制約される。 

 

tdn(j)-t(i) <= 60 sec 

 

ISO/IEC 14496ストリームの場合、その遅延は次のように制約される。 

 

tdn(j)-t(i) <= 10 sec 

 

アクセスユニットｊに含まれる全てのデータバイトについて適用される。 

 
 プログラムストリームにおいて、各パックの全てのデータバイトは、次のパックのいかなるデータバイト

よりも前にP-STDに入力されなければならない。  
 
 ビデオシーケンス拡張子フィールド中の low_delayフラグが '1'にセットされているときに ( TTC標準  
JT-H262 の6.2.2.3項参照 )、VBVバッファはアンダーフローしてよい。この場合、P-STDのエレメンタリス
トリームバッファBnがtdn(j)で規定される時刻にチェックされる時に、そのアクセスユニットについての全

データがバッファBnに存在しないでもよい。このような場合が起きたとき、完全なアクセスユニットのデー

タがバッファに存在するまで、２フィールド周期で再チェックされなければならない。このときアクセスユ

ニット全体のデータは、バッファBnから瞬時に取り除かれなければならない。  
 
 VBVバッファのアンダーフローは、制限なく連続的に生起することが許されている。P-STD復号器は、上

述の文章およびビットストリーム中に符号化されているDTSまたはPTS値に沿って最も早いタイミングにお

いて、アクセスユニットデータをバッファBnから除去しなければならない。復号器は、VBVアンダーフロー

状況が終了し、PTSまたはDTSがビットストリーム中に見い出されるまで、 PTSまたはDTSによって示され

る正確な復号時刻及び表示時刻を再確立できないかも知れない。  
 
2.5.2.4   PES ストリーム 
 各PESパケットが同一のエレメンタリストリームのデータを含みかつ同一のstream_idを有するそのよう

なPESパケットの連続ストリームとしてデータのストリームを生成することは可能である。このストリーム

はPESストリームと呼ばれる。PESストリームのためのPES-STDモデルは、エレメンタリストリームクロッ

クリファレンス (ESCR)がSCRの位置に使用されていることと、 ES_rate が  program_mux_rateの位置に使

用されていることを除いて、プログラムストリームのSTDと同一である。 分離装置はただ１つのエレメンタ

リストリームバッファに対してのみデータを送る。  
 
 PESストリームは、シングルエレメンタリストリームだけを転送するので、PES-STDのバッファサイズは

他のエレメンタリストリームとの多重化は勘定しないで、PESストリームで転送されるエレメンタリストリ

ームとPESヘッダ、パックヘッダ、システムヘッダとの多重化だけを勘定する。PES-STDモデルのバッファ

サイズBSnは以下により定義される。  
 

TTC標準  JT-H262 ビデオについては、  
 

BSn = VBVmax[profile,level] + BSoh 
 



JT-H222.0 －88－ 
 

BSoh = (1/750) 秒  * Rmax[profile,level],  ここで、  VBVmax[profile,level] および  
Rmax[profile,level] はそれぞれTTC標準  JT-H262 の表8.14/JT-H262および表8.13/JT-H262でそ

れぞれ定義されるプロファイル、レベル、レイヤによって定まる最大のVBVバッファサイズとビッ

トレートである。  BSoh はPESパケットヘッダのオーバヘッドに割り当てられる。  
 

ISO/IEC 11172-2ビデオについては、  
 

BSn =  VBV_max + BSoh 
 

BSoh = (1/750) 秒  * Rmax,  ここで、RmaxおよびVBV_max はそれぞれISO/IEC 11172-2にある制

約パラメータビットストリームの最大ビットレートと最大vbv_buffer_sizeである。  
 

ISO/IEC 11172-3またはISO/IEC 13818-3オーディオについては、  
 

BSn = 2 848 バイト  
 
ISO/IEC 13818-7 ADTSオーディオについては、  
 

もし1-2チャネルの場合、BSn = 2848 バイト  
もし3-8チャネルの場合、BSn = 7200 バイト  
もし9-12チャネルの場合、BSn = 10800 バイト  
もし13-48チャネルの場合、BSn = 43200 バイト  

注：上記数値は、PESストリームがシングルエレメンタリストリームだけを転送する

ため、2.4.3.2項で示されるBSn値と異なる。  
 
ISO/IEC 14496-3 DST、ALS、SLSを除いたISO/IEC 14496-3オーディオについては、  
 

もし1-2チャネルの場合、BSn = 2848 バイト  
もし3-8チャネルの場合、BSn = 7200 バイト  
もし9-12チャネルの場合、BSn = 10800 バイト  
もし13-48チャネルの場合、BSn = 43200 バイト  

注：上記数値は、PESストリームがシングルエレメンタリストリームだけを転送する

ため、2.11.2.2項で示されるBSn値と異なる。  
 
ISO/IEC 14496-3 DST-64オーディオについては、  
 

BSn = 5000 x (チャネル数 ) バイト  
ここで、ステレオについては、BSn = 10 000 バイト  
5.1サラウンドオーディオについては、BSn = 30 000 バイト  

 
ISO/IEC 14496-3 DST-128オーディオについては、  
 

BSn = 10 000 x (チャネル数 ) バイト  
ここで、ステレオについては、BSn = 20 000 バイト  
5.1サラウンドオーディオについては、BSn = 60 000 バイト  

 
ISO/IEC 14496-3 DST-256オーディオについては、  
 

BSn =20 000 x (チャネル数 ) バイト  
ここで、ステレオについては、BSn = 40 000 バイト  
5.1サラウンドオーディオについては、BSn = 120 000 バイト  

 
ISO/IEC 14496-3 ALS、SLSオーディオについては、  
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BSn = 33 0000 x (チャネル数 ) バイト  

ここで、ステレオについては、BSn = 66 000 バイト  
5.1サラウンドオーディオについては、BSn = 198 000 バイト  

 
TTC標準JT-H264のビデオについては：  
 

BSn �������×�MaxCPB[レベル]  ��BSoh 
 
ここでMaxCPB[レベル ]は、それぞれレベル毎にTTC標準JT-H264にある表A.1（レベルの限定）で

定義される。  
 

 

2.5.2.5   復号及び表示 
 
 プログラムストリームシステムターゲット復号器における復号及び表示は、それぞれ2.4.2.4項および

2.4.2.5項においてトランスポートストリームシステムターゲット復号器について定義されたものと同じであ

る。  

 

2.5.2.6   ISO/IEC 14496 データを伝送するためのP-STD拡張 
 プログラムストリームで伝送される、ISO/IEC 14496データを復号するために、P-STDモデルは拡張される。

個々のISO/IEC 14496の復号のためのP-STDにおけるエレメンタリストリームは、2.11.2項を参照のこと。 

2.11.3項では、ISO/IEC 14496のシーンと関連したストリームの復号のためのP-STD拡張とパラメータを定義

している。 

 

2.5.2.7   TTC標準JT-H264 ビデオを転送するためのP-STD拡張 
 P-STDモデルにおいてプログラムストリームで転送されるTTC標準JT-H264ビデオストリームを復号する

ためには、2.14.3.2項を参照のこと。  
 
2.5.2.8   ISO/IEC 14496-17 テキストストリームを転送するためのP-STD拡張 
 P-STDモデルにおいてプログラムストリームで転送されるISO/IEC 14496-17テキストストリームを復号

するためには、2.15.3.2項を参照のこと。  
 

2.5.3 プログラムストリームシンタックスおよびセマンティクスの規定 
 
 次のシンタックスはバイト単位のストリームを記述する。  
 

2.5.3.1   プログラムストリーム 
表2-37を参照のこと。  
 

  表  2-37/JT-H222.0 -- プログラムストリーム  (ITU-T H.222.0) 

シンタックス  ビット数 ニーモニッ

ク  
MPEG2_program_stream() {  
 do {  
  pack()  
 } while (nextbits() == pack_start_code)  
 MPEG_program_end_code 32 bslbf 
}  
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2.5.3.2   プログラムストリームのフィールドのセマンティクスの定義 
 
MPEG_program_end_code --  MPEG_program_end_codeはビット列 '0000 0000 0000 0000 0000 0001 
1011 1001' (0x000001B9 )である。プログラムストリームを終端する。  
 

2.5.3.3   プログラムストリームのパックレイヤ 
表2-38と表2-39を参照のこと。  

 

表  2-38 /JT-H222.0-- プログラムストリームパック  (ITU-T H.222.0) 

シンタックス  ビット数  ニーモニック

pack() {   
 pack_header()   
 while (nextbits()  == packet_start_code_prefix) 
{ 

  

  PES_packet()   
 }   
}   

 
表 2-39 /JT-H222.0-- プログラムストリームパックヘッダ (ITU-T H.222.0) 

シンタックス  ビット数 ニーモニッ

ク  
pack_header() {  
  pack_start_code 32 bslbf 
 '01' 2 bslbf 
 system_clock_reference_base [32..30] 3 bslbf 
 marker_bit 1 bslbf 
 system_clock_reference_base [29..15] 15 bslbf 
 marker_bit 1 bslbf 
 system_clock_reference_base [14..0] 15 bslbf 
 marker_bit 1 bslbf 
 system_clock_reference_extension 9 uimsbf 
 marker_bit 1 bslbf 
 program_mux_rate 22 uimsbf 
 marker_bit 1 bslbf 
 marker_bit 1 bslbf 
 Reserved 5 bslbf 
 pack_stuffing_length 3 uimsbf 
 for (i=0;i<pack_stuffing_length;i++) {  
  stuffing_byte 8 bslbf 
 }  
 if (nextbits() == system_header_start_code)  {  
  system_header ()  
 }  
}  

 

2.5.3.4   プログラムストリームパックのフィールドのセマンティクスの定義 
 
pack_start_code -- pack_start_codeは、ビット列 '0000 0000 0000 0000 0000 0001 1011 1010' 
(0x000001BA )である。パックの開始を識別する。  
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system_clock_reference_base; system_clock_reference_extension --system_clock_reference (SCR)は、２つ

の部分で符号化される42ビットのフィールドである。その1つであるsystem_clock_reference_baseは、 (式
2-19)で示される  SCR_base(i) で与えられる３３ビットのフィールドである。2つめの

system_clock_reference_extensionは、 (式2-20)で示されるSCR_ext(i)で与えられる9ビットのフィールドで

ある。SCRは、プログラムターゲット復号器の入力におけるsystem_clock_reference_baseの最終ビットを含

むデータバイトの予定到着時刻を示す。  
 
 SCRフィールドの符号化周期の要求条件は、2.7.1項に示されている。  
 
marker_bit -- marker_bitは、値 '1'を有する１ビットのフィールドである。  
 
program_mux_rate --22ビットの整数。プログラムストリームをP-STDが受信するときに、このフィールド

が含まれているパックの部分におけるプログラムストリームの伝送レートを規定する。program_mux_rate
の値は、50バイト /秒を単位として測られる。値 ’0’は禁止されている。program_mux_rateに表現されている

値は、この標準の2.5.2項にあるP-STDへの入力におけるデータバイトの到着時刻を定義するために使用され

る。program_mux_rateフィールドに符号化されている値は、  TTC標準  JT-H222.0 プログラム多重ストリ

ームの各パックごとに異なっていてよい。  
 
pack_stuffing_length -- ３ビットの整数。このフィールドの後に続くスタッフィングバイト数を規定する。 
 
stuffing_byte  -- 固定の8ビット値 '1111 1111'。例えば伝送路の要求条件に合致するよう、符号器が挿入

することができる。復号器で捨てられる。１つのパックヘッダのスタッフィングバイトは、７バイト以下で

なければならない。  

 

2.5.3.5   システムヘッダ 
表2-40を参照のこと。 

表  2-40 /JT-H222.0-- プログラムストリームシステムヘッダ  (ITU-T H.222.0) 

シンタックス  ビット数 ニーモニック  
system_header () {  
       system_header_start_code 32 bslbf 
       header_length 16 uimsbf 
       marker_bit 1 bslbf 
     rate_bound 22 uimsbf 
       marker_bit 1 bslbf 
 audio_bound 6 uimsbf 
       fixed_flag 1 bslbf 
 CSPS_flag 1 bslbf 
       system_audio_lock_flag 1 bslbf 
 system_video_lock_flag 1 bslbf 
       marker_bit 1 bslbf 
 video_bound 5 uimsbf 
       packet_rate_restriction_flag 1 bslbf 
 reserved_bits 7 bslbf 
       while (nextbits () == '1') {  
               stream_id 8 uimsbf 
               '11' 2 bslbf 
               P-STD_buffer_bound_scale 1 bslbf 
               P-STD_buffer_size_bound 13 uimsbf 
       }  
}  

 

2.5.3.6   システムヘッダのフィールドのセマンティクスの定義 
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system_header_start_code -- system_header_start_codeはビット列 '0000 0000 0000 0000 0000 0001 1011 
1011' (0x000001BB)である。システムヘッダの開始を識別する。  
 
header_length -- 16ビットのフィールド。システムヘッダ中のheader_lengthフィールドの後に続くバイト数

を示す。この標準の将来の拡張において、このシステムヘッダは拡張され得る。  
 
rate_bound --22ビットのフィールド。rate_boundは、プログラムストリームの任意のパック中に符号化され

ているprogram mux_rateフィールドの最大値またはそれより大きい整数値である。ストリーム全体を復号可

能であるかどうか評価するために、復号器はこの情報を使用してもよい。  
 
audio_bound -- 6ビットのフィールド。audio_boundは、0から32までの範囲の整数である。プログラムスト

リーム中で、復号プロセスが同時にアクティブとなるISO/IEC 13818-3およびISO/IEC 11172-3オーディオ

ストリームの最大数に等しいかそれより大きい値。この項においては、STDバッファが空でない場合、また

は復号されたアクセスユニットがP-STDモデルにおいて表示される場合、ISO/IEC 13818-3またはISO/IEC 
11172-3のオーディオストリームの復号プロセスはアクティブであるという。  
 
fixed_flag -- fixed_flag は１ビットのフラグである。値が '1'にセットされると、固定ビットレート動作を示

す。値が '0'にセットされる場合、可変ビットレート動作を示す。固定ビットレート動作期間中、  TTC標準  
JT-H222.0 多重ストリームの全てのsystem_clock_ referenceフィールドに符号化された値は次の線形の関

係式に従わなければならない。  

SCR_ base(i) =   ((c1 *  i +  c2) DIV 300) % 2 33
  (2-22) 

 
SCR_ ext(i) =  ((c1 *  i +  c2) DIV 1) % 300      (2-23) 

 
ここで、  
 c1 全ての iに有効な実数値の定数  
 c2 全ての iに有効な実数値の定数  
 i  ストリーム中の任意のsystem_clock_reference フィールドの最終ビットを含むデータバイ

トの  TTC標準  JT-H222.0 多重ストリームにおけるインデックス  
 
CSPS_flag --CSPS_flagは１ビットのフラグである。この値が '1'にセットされると、このプログラムストリ

ームはこの標準の2.7.9項に定義されている制約に合致している。  
 
system_audio_lock_flag -- system_audio_lock_flagは１ビットのフラグである。オーディオのサンプリング

周波数とシステムターゲット復号器のsystem_clock_frequencyの間に、特定かつ一定の有理関係を示す。

2.5.2.1項はsystem_clock_frequencyを定義している。また、オーディオサンプリングレートはISO/IEC 
13818-3の中で規定されている。プログラムストリームの全てのオーディオエレメンタリストリーム中の全て

の表示ユニットについて、実際のオーディオサンプリングレートに対するsystem_clock_frequencyの比

SCASRが一定であり、オーディオストリーム中に示されている公称サンプリングレートにおける次の表に示

された値に等しい場合においてのみ、system_audio_lock_flagは '1'にセットしてもよい。  
 

SCASR
system clock frequency

audio sample rate in the P STD
=

−
_ _

_ _ _ _ _
 (2-24) 

 

 
X
Y

 の表記は実数の割り算を表す。  

 
公称オーディオサンプ

リング周波数 (kHz) 
16 32  22.05 44.1  24 48  

SCASR 
 

27 000 000 
------------- 

16 000 

27 000 000
---------- 
32 000 

27 000 000
-------------

22 050 

27 000 000
---------- 
44 100 

27 000 000 
------------ 

24 000 

27 000 000
---------- 
48 000 

 
system_video_lock_flag -- system_video_lock_flagは1ビットのフィールドである。ビデオタイムベースと

システムターゲット復号器のシステムクロック周波数の間に、特定かつ一定の有理関係があることを示す。



JT-H222.0 －93－ 
 

TTC標準JT-H222.0プログラムの全てのビデオエレメンタリーストリーム中の全ての表示ユニットについて、

実際のビデオタイムベースの周波数に対するsystem_clock_frequencyの比が一定の場合のみ、

system_video_lock_flagを ’1’にセットしてもよい。  
 
ISO/IEC 11172-2およびTTC標準JT-H262ビデオストリームでは、system_video_lock_flagが ’1’とセットされ

るなら、実際のビデオフレームレートに対するsystem_clock_frequencyの比SCFRは一定であり、ビデオス

トリーム中の公称フレームレートにおける次の表で示される値に等しくなければならない。  
 
ISO/IEC 14496-2ビデオストリームでは、system_video_lock_flagが ’1’とセットされるなら、ISO/IEC 
14496-2ビデオストリームにあるvop_time_increment_resolutionで定義されるタイムベースはSTCで同期し

なければならず、N倍のsystem_clock_frequencyをKで割った値に等しくなければならない。NとKは整数で、

それぞれのビジュアルオブジェクトシーケンス内にある固定値で、KはNよりも大きいか等しい値を示す。  
 
TTC標準JT-H264ビデオストリームでは、AVCタイムベースの周波数はAVCパラメータのtime_scaleで定義

される。system_video_lock_flagがAVCビデオストリームで ’1’にセットされる場合、AVCタイムベースの周

波数はSTCで同期しなければならず、N倍のsystem_clock_frequencyをKで割った値に等しくなければならな

い。NとKは整数で、それぞれのAVCビデオシーケンス内にある固定値で、KはNよりも大きいか等しい値を

示す。  
 
 

SCFR
system _ clock _ frequency

frame _ rate _ in _ the _ P STD
=

−
       (2-25) 

 
 
公称フレーム

レート  (Hz) 
23.976 24 25 29.97 30 50 59.94 60 

SCFR 1 126 125 1 125 000 1 080 000 900 900 900 000 540 000 450 450 450 000
 
 SCFR比の値は正確な値である。実際のフレームレートは、公称値が23.976, 29.97, または  59.94フレー

ム /秒である場合に公称値とわずかに違っている。  
 
video_bound -- video_boundは0から16までの範囲の5ビットの整数値で、デコード処理が同時に有効になる

プログラムストリームにおいてビデオストリーム数の最大値よりも大きいか等しい値でセットされる。この

項の目的のために、P-STDモデルにあるバッファの1つが空でないか、表示ユニットがP-STDモデルで現れて

いるならば、ビデオストリームの復号処理は有効になる。  
 
packet_rate_restriction_flag -- packet_rate_restriction_flagは、1ビットのフラグである。CSPSフラグが '1'
にセットされている場合、  packet_rate_restriction_flagは2.7.9項で規定されているパケットレートに対す

る制約のどれが適用されるかを示す。  CSPSフラグが '0'に設定されている場合、  
packet_rate_restriction_flagの意味は定義されていない。  
 
reserved_bits --この７ビットフィールドは、将来の使用のために  ISO/IECが予約する。TTC がこのほかの

規定を行うまで、値 '111 1111'としなければならない。  
  
stream_id -- stream_idは8ビットのフィールドである。この後に続くP-STD_buffer_bound_scaleおよび  
P-STD_ buffer_size_boundフィールドが参照するストリームの符号化方式およびエレメンタリストリーム

番号を示す。  
 
 stream_idが '1011 1000'の場合、stream_idの後に続くP-STD_buffer_bound_scaleおよび   
P-STD_buffer_size_boundはプログラムストリーム中の全てのオーディオストリームを参照する。  
 
 stream_idが '1011 1001'の場合、stream_idの後に続くP-STD_buffer_bound_scaleおよび   
P-STD_buffer_size_boundはプログラムストリーム中の全てのビデオストリームを参照する。  
 
 stream_idがその他の値の場合、 '1011 1100'以上の値でなければならない。また、表2-22 に従ってストリ

ームの符号化方式およびエレメンタリストリーム番号を参照するものとして解釈されなければならない。  
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 プログラムストリームに存在する各エレメンタリストリームは、各システムヘッダ中においてこのメカニ

ズムが正しく１回規定しているP-STD_buffer_bound_scale および   
P-STD_buffer_size_boundを有していなければならない。  
 
P-STD_buffer_bound_scale --P-STD_buffer_bound_scaleは１ビットのフィールドである。その後に続く

P-STD_buffer_size_boundフィールドを解釈するために使用するスケールファクタを示す。この前に存在す

るstream_idがオーディオストリームを示す場合、P-STD_buffer_bound_scaleは '0'でなければならない。こ

の前に存在するstream_idがビデオストリームを示す場合、P-STD_buffer_bound_scaleは '1'でなければなら

ない。その他のストリームタイプの場合、P-STD_buffer_bound_scaleは '0'または '1'のどちらとしてもよい。 
 
P-STD_buffer_size_bound -- P-STD_buffer_size_boundは13ビットの符号なし整数である。プログラムスト
リーム中のストリームnの全てのパケットに対して、最大のP-STD入力バッファサイズBSn以上の値を定義す

る。P-STD _buffer_bound_scaleが '0'の場合、P-STD_buffer_size_boundは、128バイトを単位としてバッ

ファサイズの上限を測る。 '1'の場合、P-STD_buffer_size_boundは、1024バイトを単位としてバッファサイ

ズの上限を測る。すなわち、次の通り。  
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  if (P-STD_buffer_bound_scale == 0)  
BS P STD buffer size boundn ≤ − ×_ _ _ ;128  

  else 
BS P STD buffer size boundn ≤ − ×_ _ _ ;1024  

 

2.5.3.7   プログラムストリームのパケットレイヤ 
 プログラムストリームのパケットレイヤは、PESパケットレイヤ2.4.3.6項で定義される。  
 

2.5.4   プログラムストリームマップ 
 プログラムストリームマップ (PSM)は、プログラムストリーム中のエレメンタリストリームの説明および

相互の関係の説明を与える。トランスポートストリームを用いて伝送される場合、この構造は変更されては

ならない。PSMは、stream_id値が0xBC(表2-22 参照 )の場合のPESパケットとして存在する。  
 
 注－このシンタックスは2.4.3.6項に記述されたPESパケットシンタックスとは異なる。  
 
 descriptor()フィールドの定義を、本標準の2.6節に示す。  
 

2.5.4.1   プログラムストリームマップのシンタックス 
表2-41を参照。 

 

表  2-41/JT-H222.0 -- プログラムストリームマップ  (ITU-T H.222.0) 
シンタックス  ビット数 ニーモニッ

ク  
program_stream_map() {  
 packet_start_code_prefix 24 bslbf 
 map_stream_id 8 uimsbf 
 program_stream_map_length 16 uimsbf 
 current_next_indicator 1 bslbf 
 Reserved 2 bslbf 
 program_stream_map_version 5 uimsbf 
 Reserved 7 bslbf 
 marker_bit 1 bslbf 
 program_stream_info_length 16 uimsbf 
 for (i=0;i<N;i++) {  
  descriptor()  
 }  
 elementary_stream_map_length 16 uimsbf 
 for (i=0;i<N1;i++) {  
  stream_type 8 uimsbf 
  elementary_stream_id 8 uimsbf 
  elementary_stream_info_length 16 uimsbf 
  for (i=0;i<N2;i++) {  
   descriptor()  
  }  
 }  
 CRC_32 32 rpchof 
}  
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2.5.4.2   プログラムストリームマップのフィールドのセマンティクスの定義 
 
packet_start_code_prefix  -- packet_start_code_prefixは、24ビットの符号である。この後に続く

map_stream_idとともに、パケットの開始を示すパケットスタートコードを構成する。

packet_start_code_prefixはビット列 '0000 0000 0000 0000 0000 0001' (16進数で0x000001)である。  
 
map_stream_id -- 8ビットのフィールドで、値は0xBCでなければならない。  
 
program_stream_map_length --program_stream_map_lengthは16ビットのフィールドである。このフィー

ルドの直後に続くprogram_stream_mapの全バイト数を示す。このフィールドの最大値は1018(0x3FA)。  
 
current_next_indicator --1ビットのフィールド。 '1'にセットされると、送られているプログラムストリーム

マップが現在使用可能である。 '0'に設定されている場合、送られているそのプログラムストリームマップは

まだ使用可能でなく、次に有効となるマップでなければならない。  
 
program_stream_map_version -- 5ビットのフィールド。プログラムストリームマップ全体のバージョン番

号を示す。バージョン番号は、プログラムストリームマップの定義が変更された場合に、32の剰余で1づつイ

ンクリメントされなければならない。current_next_indicatorが '1'に設定されると、そのversion_numberが、

現在適用できるプログラムストリームマップのversion_numberでなければならない。

current_next_indicatorが '0'に設定されると、そのversion_numberが次に適用できるプログラムストリーム

マップのversion_numberでなければならない。  
 
program_stream_info_length --program_stream_info_lengthは、16ビットのフィールドである。このフィ

ールドの直後に続くディスクリプタの全長を示す。  
 
marker_bit -- マーカビットは１ビットのフィールドであり、値は '1'である。  
 
elementary_stream_map_length --16ビットのフィールド。このプログラムストリームマップ中の全てのエ

レメンタリストリーム情報の全長をバイト数で規定する。これはstream_type, elementary_stream_id, 
elementary_stream_info_lengthのフィールドを含む。  
 
stream_type --stream_typeは8ビットのフィールドである。表2-34 に従いエレメンタリストリームのタイプ

を規定する。stream_typeフィールドはPESパケットに含まれるelementary streamにのみ認識する。0x05
の値は使用禁止です。  
 
elementary_stream_id --elementary_stream_idは、8ビットのフィールドである。このエレメンタリストリ

ームが保存されるPESパケットのPESパケットヘッダ中のstream_id フィールドの値を示す。  
 
elementary_stream_info_length -- elementary_stream_info_lengthは、16ビットのフィールドである。こ

のフィールドの直後に続くディスクリプタの全長を示す。  
 
CRC_32 -- 32ビットのフィールド。プログラムストリームマップ全体を処理した後、付属資料Bで定義され

ている復号器中のレジスタは0を出力するCRC値を含んでいる。  
 

2.5.5   プログラムストリームディレクトリ 
 全ストリームのディレクトリは、directory_stream_idで識別されるPESパケットを用いて伝送される全て

のディレクトリデータから構成される。プログラムストリームディレクトリのPESパケットシンタックスは、

表2-42 で定義される。  
 
 注１－このシンタックスは2.4.3.6項に記述されたPESパケットシンタックスとは異なる。  
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 ディレクトリのエントリーには、TTC標準  JT-H262とISO/IEC 11172-2で定義されるビデオストリームに

おけるI画像を参照することが必要とされるであろう。ディレクトリのエントリーに必要とされるI画像の前

に画像ヘッダを挟まずにシーケンスヘッダがある場合、ディレクトリのエントリーはシーケンスヘッダの第

一バイトを参照しなければならない。ディレクトリのエントリーに必要とされるI画像の前に画像ヘッダを挟

まずに、また直前にシーケンスヘッダを有せずに画像グループがある場合、ディレクトリのエントリーは画

像グループヘッダの第一バイトを参照しなければならない。ディレクトリのエントリーが参照する他のいか

なるビデオフレームも、画像ヘッダの第一バイトを参照しなければならない。  
 

注2－ディレクトリが、復号器が完全にリセットされるあらゆるポイントにおいてエントリーを含んでい

るようにするために、シーケンスヘッダの直後にあるI画像が、ディレクトリ構造において参照されるこ

とが推奨される。  
 
 ディレクトリエントリは、AVCビデオストリームにある再同期ポイントSEIメッセージに関連付けられる

参照IDRピクチャを参照するために要求される場合がある。それぞれのディレクトリエントリは、AVCアク

セスユニットの最初のバイトを参照しなければならない。  
 
 ISO/IEC 13818-3やISO/IEC 11172-3で定義されるオーディオストリームに対するディレクトリの参照は、

オーディオフレームの同期符号語でなければならない。  
 

 注3－参照されるアクセスユニットの間が0.5秒を越えないことが推奨される。  
 
 アクセスユニットは、ビットストリーム中に現れるのと同じ順序でディレクトリに含まれていなければな

らない。  

 

2.5.5.1   プログラムストリームディレクトリパケットのシンタックス 
表2-42を参照のこと。  
 

表  2-42/JT-H222.0 --プログラムストリームディレクトリ  パケット  (ITU-T H.222.0) 

シンタックス  ビット数  ニーモニック

directory_PES_packet(){   
 packet_start_code_prefix 24 bslbf 
 directory_stream_id 8 uimsbf 
 PES_packet_length 16 uimsbf 
 number_of_access_units 15 uimsbf 
 marker_bit 1 bslbf 
 prev_directory_offset[44..30] 15 uimsbf 
 marker_bit 1 bslbf 
 prev_directory_offset[29..15] 15 uimsbf 
 marker_bit 1 bslbf 
 prev_directory_offset[14..0] 15 uimsbf 
 marker_bit 1 bslbf 
 next_directory_offset[44..30] 15 uimsbf 
 marker_bit 1 bslbf 
 next_directory_offset[29..15] 15 uimsbf 
 marker_bit 1 bslbf 
 next_directory_offset[14..0] 15 uimsbf 
 marker_bit 1 bslbf 
 for(i = 0;  i  < number_of_access_units; i++) {   
 packet_stream_id 8 uimsbf 
 PES_header_position_offset_sign 1 tcimsbf 
 PES_header_position_offset[43..30] 14 uimsbf 
 marker_bit 1 bslbf 
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 PES_header_position_offset[29..15] 15 uimsbf 
 marker_bit 1 bslbf 
 PES_header_position_offset[14..0] 15 uimsbf 
 marker_bit 1 bslbf 
 reference_offset 16 uimsbf 
 marker_bit 1 bslbf 
 Reserved 3 bslbf 
 PTS[32..30] 3 uimsbf 
 marker_bit 1 bslbf 
 PTS[29..15] 15 uimsbf 
 marker_bit 1 bslbf 
 PTS[14..0] 15 uimsbf 
 marker_bit 1 bslbf 
 bytes_to_read[22..8] 15 uimsbf 
 marker_bit 1 bslbf 
 bytes_to_read[7..0] 8 uimsbf 
 marker_bit 1 Bslbf 
 intra_coded_indicator 1 Bslbf 
 coding_parameters_indicator 2 Bslbf 
 Reserved 4 Bslbf 
 }   
}   

 

2.5.5.2   プログラムストリームディレクトリのフィールドのセマンティクスの定義 
 
packet_start_code_prefix -  packet_start_code_prefixは、24ビットの符号である。この後に続くstream_id
とともに、パケットの開始を示すパケットスタートコードを構成する。packet_start_code_prefixはビット列 

'0000 0000 0000 0000 0000 0001' (16進数で0x000001)である。  
 
directory_stream_id - この8ビットのフィールドは値 '1111 1111'(0xFF)としなければならない。  
 
PES_packet_length - PES_packet_length は16ビットのフィールドである。このフィールドの直後に続くプ

ログラムストリームストリームディレクトリの全データバイト数を示す。 (表2-18参照 ) 
 
number_of_access_units - この15ビットのフィールドは、このディレクトリPESパケットにおいて参照され

るaccess_unitの数である。  
 
prev_directory_offset -45ビットの符号なし整数。プログラムストリームディレクトリ情報を含む前のPES
パケットのスタートコードの第一バイトのバイトアドレスオフセットを示す。このアドレスオフセットは、

このprev_directory_offsetを含むPESパケットのスタートコードの第一バイトに対する相対値である。値 '0'
は、前のプログラムストリームディレクトリ情報がないことを示すために確保されている。  
 
next_directory_offset - 45ビットの符号なし整数。プログラムストリームディレクトリ情報を含む次のPES
パケットのスタートコードの第一バイトのバイトアドレスオフセットを示す。このアドレスオフセットは、

このnext_directory_offsetを含むPESパケットのスタートコードの第一バイトに対する相対値である。値 '0'
は、次のプログラムストリームディレクトリ情報がないことを示すために確保されている。  
 
packet_stream_id -この8ビットのフィールドは、このディレクトリへのエントリーによって参照されるアク

セスユニットを含むエレメンタリストリームのstream_idである。  
 
PES_header_position_offset_sign -この1ビットのフィールドは、この直後に説明されている

PES_header_position_offsetの数学的な符号である。値 '0'は、PES_header_position_offsetが正のオフセッ
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トであることを示している。値 '1'は、PES_header_position_offsetが負のオフセットであることを示してい

る。   
 
PES_header_position_offset -44ビットの符号なし整数。参照されるアクセスユニットを含む次のPESパケッ

トの第一バイトのバイトオフセットアドレスを示す。オフセットアドレスは、この

PES_header_position_offset を含むPESパケットのスタートコードの第一バイトに対する相対値である。値

'0'は、参照されるアクセスユニットがないことを示すために確保されている。  
  
reference_offset - この16ビットのフィールドは符号なし整数である。参照されるアクセスユニットの第一バ

イトの位置を示す。参照されるアクセスユニットの第一バイトを含むPESパケットの第一バイトからの相対

的な位置をバイト単位で測った値で与える。  
 
PTS (presentation_time_stamp) -  この33ビットのフィールドは、参照されるアクセスユニットのPTSであ

る。PTSフィールドの符号化のセマンティクスは、2.4.3.6項に記述されているとおりである。  
 
bytes_to_read -23バイトの符号なし整数。アクセスユニットを完全に復号するために必要とされる

reference_offsetによって示されるバイトの後にあるプログラムストリーム中のバイト数を与える。この数字

は、他のストリームからの情報を含むデータバイトを含めて、システムレイヤにおいて多重されるすべての

バイトを含んでいる。  
 
intra_coded_indicator - 1ビットのフラグ。'1'にセットされると、参照されるアクセスユニットは予測符号化

されていないことを示す。そのアクセスユニットを復号するために必要とされるかもしれない他の符号化パ

ラメータとは、無関係である。例えば、ビデオのイントラフレームについては、このフィールドは '1'でなけ

ればならない。一方、 'P'および 'B'フレームについては、このビットは '0'でなければならない。TTC標準  
JT-H262  ビデオストリームから得られたものでないデータを含む全てのPESパケットにおいて、このフィ

ールドの値は保留されている。  
 

表2-43/JT-H222.0 Intra_coded インジケータ  (ITU-T H.222.0) 

値  意味  
0 非イントラ  
1 イントラ  

 
coding_parameters_indicator -2ビットのフィールド。 参照されるアクセスユニットを復号するために必要

とされる符号化パラメータの位置を示すために使用される。例えば、このフィールドはビデオフレームの量

子化マトリックスの位置を決めるために使用できる。  
 

表2-44/JT-H222.0  Coding_parameters インジケータ  (ITU-T H.222.0) 

値  意味  
00 全ての符号化パラメータはデフォルト値に設定される。  
01 全ての符号化パラメータはこのアクセスユニット中に設定されている。少なく

とも1つはデフォルトに設定されない。  
10 いくつかの符号化パラメータはこのアクセスユニットに設定されている。  
11 符号化パラメータはこのアクセスユニットに設定されていない。  

 

2.6   番組ディスクリプタおよび番組要素ディスクリプタ 
 
 番組ディスクリプタおよび番組要素ディスクリプタは、番組及び番組要素の定義を拡張するために使用さ

れることができるデータ構造である。全てのディスクリプタは、8ビットのタグ値で開始するフォーマットを

有している。その後に、8ビットのディスクリプタ長とデータフィールドが続く。  
 

2.6.1   番組ディスクリプタおよび番組要素ディスクリプタのフィールドのセマンティクスの定義 
 
 次のセマンティクスは、2.6.2から2.6.29までに定義されるディスクリプタに適用される。  
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descriptor_tag -- descriptor_tagは8ビットのフィールドであり  、各ディスクリプタを識別する。  
 
 表2-45/JT-H222.0 は、  TTC標準  JT-H222.0 で定義したディスクリプタタグ値、およびTTC標準  
JT-H222.0 でリザーブしたディスクリプタタグ値とユーザが利用可能なディスクリプタタグ値を与える。TS
またはPSコラムの 'X'は、それぞれそのディスクリプタのトランスポートストリームまたはプログラムストリ

ームに対する適用性を示す。ディスクリプタ中のフィールドの意味は、それが使用されるストリームに依存

することに注意されたい。このことは、以下のディスクリプタのセマンティクスに規定されている。  
 

表 2-45/JT-H222.0 –  番組ディスクリプタおよび番組要素ディスクリプタ 

(ITU-T H.222.0) 

descriptor_tag TS 

 

PS 識別内容 

0 n/a n/a 予約 

1 n/a n/a 予約 

2 X X video_stream_descriptor 
3 X X audio_stream_descriptor 
4 X X hierarchy_descriptor 
5 X X registration_descriptor 
6 X X data_stream_alignment_descriptor 
7 X X target_background_grid_descriptor 
8 X X video_window_descriptor 
9 X X CA_descriptor 
10 X X ISO_639_language_descriptor 
11 X X system_clock_descriptor 
12 X X multiplex_buffer_utilization_descriptor 
13 X X copyright_descriptor 
14 X  maximum_bitrate_descriptor 
15 X X private_data_indicator_descriptor 
16 X X smoothing_buffer_descriptor 
17 X  STD_descriptor 
18 X X IBP_descriptor 

19-26 X  ISO/IEC 13818-6 で規定 

27 X X MPEG-4_video_descriptor 
28 X X MPEG-4_audio_descriptor 
29 X X IOD_descriptor 
30 X  SL_descriptor 
31 X X FMC_descriptor 
32 X X external_ES_ID_descriptor 
33 X X muxCode_descriptor 
34 X X fmxBufferSize_descriptor 
35 X  multiplexbuffer_descriptor 
36 X X content_labeling_descriptor 

37 X X metadata_pointer_descriptor 

38 X X metadata_descriptor 

Ａ 
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39 X X metadata_STD_descriptor 

40 X X AVC video descriptor 

41 X X IPMP_descriptor (ISO/IEC 13818-11, MPEG-2 IPMP で定義) 

42 X X AVC timing and HRD descriptor 

43 X X MPEG-2_AAC_audio_descriptor 

44 X X FlexMuxTiming_descriptor 

45-63 n/a n/a TTC 標準 JT-H222.0 予約 

64-255 n/a n/a ユーザ定義 

 
descriptor_length --descriptor_lengthは、8ビットのフィールドである。descriptor_lengthのフィールドの

直後に続くディスクリプタのデータバイト数を規定する。  
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2.6.2   ビデオストリームディスクリプタ 
 

 ビデオストリームディスクリプタは、TTC標準 JT-H262 または ISO/IEC 11172-2に記述されているビデオ

エレメンタリストリームの符号化パラメータを識別する基本的な情報を与える。 
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表  2-46/JT-H222.0 -- ビデオストリームディスクリプタ  (ITU-T H.222.0) 
 

シンタックス  ビット数  ニーモニッ

ク  
video_stream_descriptor(){   
 descriptor_tag  8 uimsbf 
 descriptor_length 8 uimsbf 
 multiple_frame_rate_flag 1 bslbf 
 frame_rate_code 4 uimsbf 
 MPEG_1_only_flag 1 bslbf 
 constrained_parameter_flag 1 bslbf 
 still_picture_flag 1 bslbf 
 if (MPEG_1_only_flag == '0'){   
  profile_and_level_indication 8 uimsbf 
  chroma_format 2 uimsbf 
  frame_rate_extension_flag 1 bslbf 
  Reserved 5 bslbf 
 }   
}   

 

2.6.3   ビデオストリームディスクリプタのフィールドのセマンティクスの定義 
 
multiple_frame_rate_flag -- 1ビットのフィールド。'1'にセットされる場合、ビデオストリームに複数のフレ

ームレートが存在することを示す。 '0'にセットされる場合、ただ1つのフレームレートが存在する。  
 
frame_rate_code -- 4ビットのフィールド。TTC標準  JT-H262 の6.3.3で定義されるものと次の点を除いて

同じ。multiple_frame_rate_flagが値 '1'にセットされる場合、特別のフレームレートであることが示されて

いるときには、ビデオストリームに、下に規定するように他の一定のフレームレートも存在してよい。  
 

表  2-47/JT-H222.0 -- フレームレート符号  (ITU-T H.222.0) 

符号値   左の符号値に含まれる値  
23.976  
24.0 23.976 
25.0  
29.97 23.976 
30.0 23.976  24.0  29.97 
50.0 25.0 
59.94 23.976  29.97 
60.0 23.976  24.0  29.97  30.0  59.94

 
MPEG_1_only_flag -- 1ビットのフィールド。 '1'にセットされる場合、そのビデオストリームはISO/IEC 
11172-2 のデータのみを含むことを示す。 '0'にセットされている場合、そのビデオストリームはTTC標準  
JT-H262ビデオデータ  および制約パラメータISO/IEC 11172-2 ビデオデータを含んでいる。  
 
constrained_parameter_flag -- 1ビットのフィールド。 MPEG_1_onlyフラグが '1'にセットされている場合、

このビデオストリームは非制約のISO/IEC 11172-2 ビデオデータを含んではならない。MPEG_1_onlyフラ

グが '0'にセットされている場合、このビデオストリームは制約パラメータISO/IEC 11172-2 ビデオデータお

よび非制約のISO/IEC 11172-2 ビデオデータを含んでよい。MPEG_1_onlyフラグが '0'にセットされている

場合、constrained_ parameter_flagは '1'にセットされなければならない。  
 
still_picture_flag --1ビットのフィールド。'1'にセットされる場合、そのビデオストリームは静止画のみを含

むことを示す。 '0'に設定されている場合、そのビデオストリームは動画または静止画データを含むことがで

きる。  
  
profile_and_level_indication--この8ビットフィールドはTTC標準JT-H262で示されたフィールド

profile_and_level_indicationと同じ形式で符号化されている。このフィールドの値は関連したビデオストリ

ームのあらゆるシーケンスのあらゆるprofile及び levelと同等もしくはそれ以上のprofile及び levelを示す。こ
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の項の目的の為、ISO/IEC 11172-2で設定されたパラメータストリームは低レベルストリームでMain Profile
となるとする。 (MP＠LL) 
 
profile_and_level_indication -- 8ビットのフィールド。ビデオストリームの  profile_and_level_indication
フィールドと同じ値に設定される。  
 
chroma_format --2ビットのフィールド。TTC標準  JT-H262  ビデオストリームの  chroma_formatフィー

ルドと同じ値に設定される。このフィールドの値は関連するビデオストリームのあらゆるビデオシーケンス

のフィールドchroma_formatの値より少なくとも同じかそれ以上となる。この項の目的の為  ISO/IEC 
11172-2 ビデオストリームは4:2:0を示す値 '01'を含むchroma_formatフィールドを持つとする。  
 
frame_rate_extension_flag -- 1ビットのフラグ。 '1'にセットされる場合、TTC標準  JT-H262 ビデオストリ

ームの frame_rate_extension_n と  frame_rate_extension_dのいずれかまたは両方が、非0であることを示

す。この章の目的のため、  ISO/IEC 11172-2 ビデオストリームは両方のフィールドを強制的に0に設定さ

れる。  
 

2.6.4   オーディオストリームディスクリプタ 
 オーディオストリームディスクリプタは、ISO/IEC 13818-3 または  ISO/IEC 11172-3に記述されている

オーディオエレメンタリストリームの符号化バージョンを識別する基本的な情報を与える。 (表2-48参照 ) 
 

表  2-48/JT-H222.0 -- オーディオストリームディスクリプタ   
(ITU-T H.222.0) 

シンタックス  ビット数  ニーモニック  
audio_stream_descriptor(){   
 descriptor_tag  8 uimsbf 
 descriptor_length 8 uimsbf 
 free_format_flag 1 bslbf 
 ID 1 bslbf 
 layer 2 bslbf 
 variable_rate_audio_indicator 1 bslbf 
 reserved 3 bslbf 
}   

 

2.6.5   オーディオストリームディスクリプタのフィールドのセマンティクスの定義 
 
free_format_flag -- 1ビットのフィールド。 '1'にセットされている場合、オーディオストリームデータは

'0000'に設定されているbitrate_indexを有していることを示している。 '0'にセットされている場合、オーデ

ィオストリームのあらゆるオーディオフレームでbitrate_indexは  '0000'でない (2.4.2.3参照 )。  
 
ID --1ビットのフィールド。オーディオストリームの  ＩＤフィールドと同じ値に設定される (2.4.2.3参照 )。  
 
 layer -- この2ビットフィールドはISO/IEC 13818-3で示すレイヤフィールドやISO/IEC11172-3 オーディ

オフィールドと同じ形式で符号化される (ISO/IEC13818-3 2.4.2.3参照 )。このフィールドで示されたレイヤは

オーディオフィールドのあらゆるオーディオストリーム中に現れる一番高いレイヤと同じかそれ以上でなけ

ればならない。  
 
variable_rate_audio_indicator --この１ビットフラグは '0'にセットされる場合、ビットレートフィールドの

符号化された値は、不連続でなく提供されるように意図された連続したオーディオフレームにおいて変えて

はならない。  
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2.6.6   階層ディスクリプタ 
 
 階層ディスクリプタは、階層化符号化されたビデオおよびオーディオ、プライベートストリームの要素を

含む番組要素を識別するための情報を与える。 (表2-49参照 ) 
 

表  2-49/JT-H222.0 -- 階層ディスクリプタ  (ITU-T H.222.0) 

シンタックス  ビット数 ニーモニック  
hierarchy_descriptor() {   
 descriptor_tag 8 Uimsbf 
 descriptor_length 8 Uimsbf 
 reserved 4 Bslbf 
 hierarchy_type 4 Uimsbf 
 reserved 2 Bslbf 
 hierarchy_layer_index 6 Uimsbf 
 reserved 2 Bslbf 
 hierarchy_embedded_layer_index 6 Uimsbf 
 reserved 2 Bslbf 
 hierarchy_channel 6 Uimsbf 
}   

 

2.6.7   階層ディスクリプタフィールドのセマンティクスの定義 
 
hierarchy_type -- 関連する階層化レイヤとその階層的に埋め込まれたレイヤ間の階層関係は、以下の表

2-50/JT-H222.0で定義される。  
 

表  2-50/JT-H222.0 -- Hierarchy_type フィールドの値   
(ITU-T H.222.0) 

値  説明  
0 予約  
1 空間ｽｹｰﾗﾋﾞﾘﾃｨ 
2 SNR ｽｹｰﾗﾋﾞﾘﾃｨ 
3 時間ｽｹｰﾗﾋﾞﾘﾃｨ 
4 ﾃﾞｰﾀﾊﾟｰﾃｨｼｮﾆﾝｸﾞ 
5 拡張ﾋﾞｯﾄｽﾄﾘｰﾑ 
6 ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄｾｸｼｮﾝ 
7 ﾏﾙﾁﾋﾞｭｰ ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ 

8-14 予約  
15 ﾍﾞｰｽﾚｲﾔ 

 
hierarchy_layer_index -- hierarchy_layer_indexは、6ビットのフィールドである。符号化レイヤの階層の表

における関連する番組要素の固有のインデックスを定義する。インデックスは、1つの番組の定義の中で固有

のものでなければならない。  
 
hierarchy_embedded_layer_index --hierarchy_embedded_layer_index は、6ビットのフィールドである。

このhierarchy_descriptorと関連づけられたエレメンタリストリームを復号する前に、アクセスされる必要が

ある番組要素の階層表のインデックスを定義する。 hierarchy_type値が15(ベースレイヤ )の場合、このフィ

ールドは定義されていない。  
 
hierarchy_channel --  hierarchy_channelは、6ビットのフィールドである。関連づけられた番組要素に対

して、順番の付けられた伝送路の集合における予定されたチャネル番号を示す。最も強い伝送路は、伝送階

層全体の定義との関係において、このフィールドの最も小さい値により定義される。  
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 注－与えられたhierarchy_channelは、同時にいくつかのプログラム要素に割り振られる。  
 

2.6.8   登録ディスクリプタ 
 
 登録ディスクリプタは、プライベートデータを固有にかつ明確に識別するフォーマットの方法を与える。

(表2-51参照 ) 
 

表  2-51/JT-H222.0 -- 登録ディスクリプタ   
(ITU-T H.222.0) 

シンタックス  ビット数 識別子  
registration_descriptor() {  
 descriptor_tag 8 Uimsbf 
 descriptor_length 8 Uimsbf 
 format_identifier 32 Uimsbf 
 for (i = 0; i < N ; i++ ){  
 
 additional_identification_info 

8 Bslbf 

 }  
}  

 

2.6.9   登録ディスクリプタのフィールドのセマンティクスの定義 
 
format_identifier -- format_identifierは、32ビットの値である。ISO/IEC JTC1/SC29 が指定する登録管理

機関から得られる。  
 
additional_identification_info --additional_identification_infoデータバイトが存在する場合、その意味は

format_identifierの受託者によって定義される。一度定義されると変更されてはならない。  
  

2.6.10   データストリームアラインメントディスクリプタ 
 データストリームアラインメントディスクリプタは、関連するエレメンタリストリーム中に存在するアラ

インメントの種類を記述する。PESパケットヘッダ中のdata_alignment_indicatorが '1'にセットされていて

このディスクリプタが存在している場合、このディスクリプタで規定されているアラインメントが必要とさ

れる。 (表2-52参照。 ) 
 

表  2-52/JT-H222.0 -- データストリームアラインメントディスクリプタ   
(ITU-T H.222.0) 

シンタックス  ビット数 ニーモニック  
data_stream_alignment_descriptor(
) { 

 

 descriptor_tag 8 Uimsbf 
 descriptor_length 8 Uimsbf 
 alignment_type 8 Uimsbf 
}  

 

2.6.11   データアラインメントディスクリプタのフィールドのセマンティクス 
 
alignment_type -- 表2-52/JT-H222.0は、PESパケットヘッダ中のdata_alignment_indicatorが値 '1'の場合

に、ISO/IEC11172-2ビデオ、JT-H262ビデオ、またはISO/IEC14496-2ビデオストリームのアラインメント

タイプを記述する。これらのビデオストリームの各alignment_type値の場合においてPESヘッダに続く最初

のPES_packet_data_byteは、表2-53/JT-H222.0で示されるタイプのスタートコードの第一バイトでなけれ

ばならない。ビデオデータのアクセスユニットの定義は2.1.1で与えられる。ビデオシーケンスの開始におい

て、このアラインメントは最初のシーケンスヘッダのスタートコードで開始しなければならない。  
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 注－以下の表2-53/JT-H222.0からアラインメント '01'に記述されていることは、GOP(画像グループ )
またはSEQ(シーケンス ) ヘッダにおいてはじめからアラインメントを除けない。  

 
アクセス単位の定義は2.1.1で与えられる。  
 

表 2-53/JT-H222.0 ビデオストリームアラインメント値  
(ITU-T H.222.0) 

 
アラインメントタイプ  説明  

00 予約  
01 スライス , またはビデオアクセスユニット  
02 ビデオアクセスユニット  
03 GOP(画像グループ ), または  SEQ(シーケ

ンス ) 
04 SEQ 

05-FF 予約  
 
表2-54/JT-H222.0は、PESパケットヘッダ中のdata_alignment_indicatorが値 '1'の場合に、JT-H264、また

は ISO/IEC 14496-10ビデオのアラインメントタイプを記述する。この場合、PESヘッダに続く最初の

PES_packet_data_byteは、AVCアクセスユニット、またはAVCスライスの第一バイトでなければならない。  
 

表2-54/JT-H222.0 AVCビデオストリームアラインメント値   
(ITU-T H.222.0) 

 
アラインメントタイプ  説明  

00 予約  
01 AVCスライスまたはAVCアクセスユニット  
02 AVCアクセスユニット  

03-FF 予約  
 
 
 
表2-55/JT-H222.0は、PESパケットヘッダ中のdata_alignment_indicatorが値 '1'の場合に、オーディオのア

ラインメントタイプを記述する。この場合、PESヘッダに続く最初のPES_packet_data_byteは、オーディオ

の同期符号語の第一バイトでなければならない。  
 

表2-55/JT-H222.0 オーディオストリームアラインメント値   
(ITU-T H.222.0) 

 
アラインメントタイプ  説明  

00 予約  
01 同期符号語  

02-FF 予約  
 

2.6.12   ターゲットバックグラウンドグリッドディスクリプタ 
 
 復号されるときに、全ての表示エリア (例 モニタ )を占めることが意図されていない1つ以上のビデオスト

リームを有することは可能である。ターゲットバックグラウンドディスクリプタとビデオウィンドウディス

クリプタを組み合わせることにより、このビデオのウィンドウを目的の位置に表示することができる。ター

ゲットバックグラウンドディスクリプタは、ディスプレィエリア上に投射される単位ピクセルの格子を記述

するために使用される。次にビデオウィンドウディスクリプタが、関係づけられたストリームに対し、ビデ
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オ表示ユニットの表示ウィンドウまたは表示の矩形の左上の格子点の位置を記述するために使用される。こ

のことが以下の図に表現されている。  
 

ビデオはここに表示

垂直オフセット

水平オフセット

水平サイズ

垂直サイズ

 
図  2-8/JT-H222.0 -- ターゲットバックグラウンドグリッドディスクリプタ表示領域  

    (ITU H.222.0) 
 

 

2.6.13   ターゲットバックグラウンドグリッドディスクリプタのフィールドのセマンティクス 
 
horizontal_size -- ターゲットバックグラウンドグリッドの水平サイズ (ピクセル数 )。  
 
vertical_size -- ターゲットバックグラウンドグリッドの垂直サイズ (ピクセル数 )。  
 
aspect_ratio_information --ターゲットバックグラウンドグリッドのサンプルアスペクトレシオ値または、デ

ィスプレイのアスペクトレシオを規定する。Aspect_ratio_informationはTTC標準JT-H262 表2-56参照。  
 

表2-56/JT-H222.0 – ターゲットバックグラウンドグリッドディスクリプタ  
(ITU-T H.222.0) 

シンタックス  ビット数 ニーモニック  
target_background_grid_descriptor() {  
 descriptor_tag 8 Uimsbf 
 descriptor_length 8 Uimsbf 
 horizontal_size 14 Uimsbf 
 vertical_size 14 Uimsbf 
 aspect_ratio_information 4 Uimsbf 
}  

 
 

2.6.14   ビデオウィンドウディスクリプタ 
 ビデオウィンドウディスクリプタは、関連するビデオエレメンタリストリームのウィンドウ特性を記述す

るために使用される。その値は、同一のストリームに対するターゲットバックグラウンドディスクリプタを

参照する。2.6.12のtarget_background_grid_descriptorを参照されたい  (表2-57参照 )。  
表  2-57/JT-H222.0 -- ビデオウィンドウディスクリプタ   

(ITU-T H.222.0) 

シンタックス  ビット数 ニーモニック  
video_window_descriptor() {  
 descriptor_tag 8 Uimsbf 
 descriptor_length 8 Uimsbf 
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 horizontal_offset 14 Uimsbf 
 vertical_offset 14 Uimsbf 
 window_priority 4 Uimsbf 
}  

 

2.6.15   ビデオウィンドウディスクリプタのフィールドのセマンティクスの定義 
 
horizontal_offset --この値は、target_background_grid_descriptorで定義されるディスプレィ用ターゲット

バックグラウンドグリッド上のビデオ表示の拡張において示される場合において、現在のビデオ表示ウィン

ドウまたは表示矩形の左上点の水平位置を示す。ビデオウィンドウの左上点はターゲットバックグラウンド

グリッドのピクセルの1つでなければならない。 (表2-8/JT-H222.0参照 ) 
 
vertical_offset --この値は、target_background_grid_descriptorで定義されるディスプレィ用ターゲットバ

ックグラウンドグリッド上のビデオ表示の拡張において示される場合において、現在のビデオ表示ウィンド

ウまたは表示矩形の左上点の垂直位置を示す。ビデオウィンドウの左上点はターゲットバックグラウンドグ

リッドのピクセルの1つでなければならない。 (表2-8/JT-H222.0参照 ) 
 
window_priority --  この値は各ウインドウのオーバーラップ状態を示す。値0を最低優先度とし、値15を最

高優先度とする。すなわち優先度15を有するウインドウを常時可視とする。  
 

2.6.16   限定アクセス(CA)ディスクリプタ 
 限定アクセスディスクリプタは、EMMのようなシステムワイドな限定アクセス管理情報およびECMのよ

うなエレメンタリストリームに特定の情報を規定するために使用される。それは、

TS_program_map_section(2.4.4.8参照 ) およびprogram_stream_map(2.5.3)において使用されることができ

る。いずれかのエレメンタリストリームがスクランブルされている場合、そのエレメンタリストリームを含

む番組に対してCAディスクリプタが存在しなければならない。何らかのシステムワイドな管理情報がトラン

スポートストリーム中に存在するならば、限定アクセステーブル中にCAディスクリプタが存在しなければな

らない。  
 
 CAディスクリプタがTS_program_map_section (table_id = 0x02)に存在する場合、CA_PIDはECMのよう

な番組に関連するアクセス制御情報を含むパケットを指示する。番組情報としてそれが存在していることに

より、それが番組全体へ適用できることが示されている。同様に、拡張ES情報としてそれが存在しているこ

とにより、関連する番組要素へ適用できることが示されている。この機能はプライベートデータに対しても

割り当てられる。  
 CAディスクリプタがCA_section (table_id = 0x01)に存在する場合、CA_PIDはEMMのようなシステムワ

イドおよび /またはアクセス制御の管理情報を含むパケットを指示する。   
 
 限定アクセス情報を含むトランスポートストリームパケットの内容は、プライベートに定義される。 (表
2-58参照 ) 
 

表  2-58/JT-H222.0 -- 限定アクセスディスクリプタ   
(ITU-T H.222.0) 

シンタックス  ビット数 ニーモニック  
CA_descriptor() {  
 descriptor_tag 8 Uimsbf 
 descriptor_length 8 Uimsbf 
 CA_system_ID 16 Uimsbf 
 reserved 3 Bslbf 
 CA_PID 13 Uimsbf 
 for ( i=0; i<N; i++) {  
  private_data_byte 8 Uimsbf 
 }  
}  
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2.6.17   限定アクセスディスクリプタフィールドのセマンティクスの定義 
 
CA_system_ID -- 16ビットのフィールド。関連するECMおよび /またはEMMストリームに適用されるCAシス

テムの種類を示す。この符号化はプライベートに定義され、TTCでは規定されない。  
 
CA_PID -- 13ビットのフィールド。関連するCA_system_IDで規定されるCAシステムについての、ECMまた

はEMM情報を含むべきトランスポートストリームパケットのPIDを示す。CA_PIDで示されるパケットの内

容  (ECM または  EMM)は、 CA_PIDが含まれるコンテキストから決定される。すなわち、トランスポート

ストリームのプログラムマップテーブルであるか、CAテーブルであるか、あるいはプログラムストリームの  
stream_idフィールドであるかによる。  
トランスポートストリームにおいては、PID 0x03は、トランスポートストリーム中のコンポーネントによっ

て使用されるISO/IEC13818-11で記述されていたIPMPの存在を示している。プログラムストリーム中にお

いては、stream_ID_extensionの値0x00は、プログラムストリーム中のコンポーネントによって使用される

ISO/IEC13818-11で記述されたIPMPを示している。与えられたJT-H222.0ストリーム中のコンポーネントは

ISO/IEC13818-11で定義されたIPMPと同様にISO/IEC13818-1:2006の中で定義されたCAも両方使用するこ

とができる。二つのスキームの間の互換性はISO/IEC13818-11で記述されている。  

 

2.6.18   ISO 639 言語ディスクリプタ 
 言語ディスクリプタは、関連する番組要素の言語を規定するために使用される。 (表2-59参照 ) 
 

表  2-59/JT-H222.0 -- ISO 639 言語ディスクリプタ  (ITU-T H.222.0) 

シンタックス  ビット数 ニーモニック  
ISO_639_language_descriptor() {  
 descriptor_tag 8 Uimsbf 
 descriptor_length 8 Uimsbf 
 for (i=0; i<N; i++) {  
  ISO_639_language_code 24 Bslbf 
  audio_type 8 Bslbf 
 }  
}  

 

2.6.19   ISO 639 言語ディスクリプタフィールドのセマンティクスの定義 
 
ISO_639_language_code -- 言語および関連する番組要素が使用する言語を識別する。

ISO_639_language_codeは、ISO 639パート2で規定されている3文字の符号を含んでいる。各文字はISO 
8859-1に従って8ビットに符号化される順番に24ビットのフィールドに挿入される。多言語のオーディオス

トリームの場合、  ISO_639_language_codeフィールドのシーケンスは、オーディオストリームの内容を反

映すべきである。  
 
audio_type --  audio_typeは８ビットのフィールドである。表2-60/JT-H222.0 で定義されるストリームの

種類を規定する。  
 

表  2-60/JT-H222.0 -- audio_typeの値   
(ITU-T H.222.0)  

値  説明  
0x00 未定義  
0x01 clean effects 
0x02 hearing impaired 
0x03 visual impaired commentary 

0x04-0x7F ユーザー定義  
0x80-0xFF 予約  
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clean effects -- このフィールドは、参照される番組要素が言語を有していないことを示す。  
 
hearing impaired(聴覚障害 ) -- このフィールドは、参照される番組要素が聴覚障害者のために用意されてい

ることを示す。  
 
visual_impaired_commentary(視覚障害者向け解説 ) -- このフィールドは、参照される番組要素が視覚障害

者のために用意されていることを示す。  
 

2.6.20   システムクロックディスクリプタ 
 このディスクリプタは、タイムスタンプの生成に使用されたシステムクロックに関する情報を伝送する。  
 
 外部参照クロックが使用される場合、external_clock_reference_indicatorが '1'にセットされなければなら

ない。それが利用可能な場合、オプションとして、復号器は同じ外部参照クロックを使用できる。  
 
 システムクロックが必要とされる30ppmより高い精度である場合、クロックの精度をclock_accuracyフィ

ールドに符号化することによって伝送することができる。クロック周波数の精度は次のとおり。  
 
 clock_accuracy_integer × 10-clock_accuracy_exponent ppm (2-26) 
 
 clock_accuracy_integer が  ‘0’の場合、システムクロック精度は30ppmである。  
 external_clock_reference_indicatorが '1'に設定された場合、クロック精度は外部参照クロックによる。(表
2-61参照 ) 
 

表  2-61/JT-H222.0 -- システムクロックディスクリプタ   
(ITU-T H.222.0) 

シンタックス  ビット数 ニーモニック  
system_clock_descriptor() {  
 descriptor_tag 8 Uimsbf 
 descriptor_length 8 Uimsbf 
 external_clock_reference_indicator 1 Bslbf 
 reserved 1 Bslbf 
 clock_accuracy_integer 6 Uimsbf 
 clock_accuracy_exponent 3 Uimsbf 
 reserved 5 Bslbf 
}  

 

2.6.21   システムクロックディスクリプタのフィールドのセマンティクスの定義 
 
external_clock_reference_indicator -- 1ビットのデータを示す。 '1'にセットされている場合、システムクロ

ックに復号器で利用可能な外部参照周波数を使用したことを示す。  
 
clock_accuracy_integer -- 6ビットの整数値。clock_accuracy_exponentとともに、ppm(parts par million)
を単位としてシステムクロックの周波数精度を示す。  
 
clock_accuracy_exponent --3ビットの整数値。clock_accuracy_integerとともに、  ppm(parts par million)
を単位としてシステムクロックの周波数精度を示す。  
 

2.6.22   多重バッファ利用ディスクリプタ 
 多重バッファ利用ディスクリプタはSTD多重バッファの占有度の限界を与える。この情報は再多重化装置

などの装置のために意図されている。これらの装置はこの情報を使用して希望の再多重の方針をサポートす

ることができる。 (表2-62参照 ) 
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表  2-62/JT-H222.0 -- 多重バッファ利用ディスクリプタ   
(ITU-T H.222.0) 

シンタックス  ビット数 ニーモニック  
Multiplex_buffer_utilization_descriptor(
) { 

 

 descriptor_tag 8 Uimsbf 
 descriptor_length 8 Uimsbf 
 bound_valid_flag 1 Bslbf 
 LTW_offset_lower_bound 15 Uimsbf 
 reserved 1 Bslbf 
 LTW_offset_upper_bound 15 Uimsbf 
}  

 

2.6.23   多重バッファ利用ディスクリプタのフィールドのセマンティクスの定義 
 
bound_valid_flag -- 値 '1'は、  LTW_offset_lower_bound およびLTW_offset_upper_boundフィールドが有

効であることを示す。  
 
LTW_offset_lower_bound -- 15ビットのフィールド。 bound_validが値 '1'の場合にのみ定義する。定義され

ている場合、  LTW_offset(2.4.3.4参照 ) について定義されているのと同様に、このフィールドは27 MHz / 
300のクロック周期を単位とする。  LTW_offset_lower_boundは、もしLTW_offsetフィールドがこのディス

クリプタによって参照されるストリームの全てのパケットに符号化されたとした場合に、任意のLTW_offset
が有する最小値を示す。実際のLTW_offsetフィールドは、多重バッファ利用ディスクリプタが存在する場合

にはビットストリーム中に符号化されたりされなかったりしてよい。この限界値は次にこのディスクリプタ

が発生するまで有効である。  
 
LTW_offset_upper_bound -- 15ビットのフィールド。 bound_validが値 '1'の場合にのみ定義する。定義され

ている場合、 LTW_offset (2.4.3.4参照 )について定義されているのと同様に、このフィールドは27 MHz / 300
のクロック周期を単位とする。 LTW_offset_upper_boundは、もしLTW_offsetフィールドがこのディスクリ

プタによって参照されるストリームの全てのパケットに符号化されたとした場合に、任意のLTW_offsetが有

する最大値を示す。実際のLTW_offsetフィールドは、多重バッファ利用ディスクリプタが存在する場合には

ビットストリーム中に符号化されたりされなかったりしてよい。この限界値は次にこのディスクリプタが発

生するまで有効である。  
 

2.6.24   著作権ディスクリプタ 
 著作権ディスクリプタは、オーディオビジュアル作品の識別を可能とするための方法を与える。著作権デ

ィスクリプタは、番組または番組の中の番組要素に適用される。 (表2-63参照 ) 
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表  2-63/JT-H222.0 -- 著作権ディスクリプタ   
(ITU-T H.222.0) 

シンタックス  ビット数 識別子  
copyright_descriptor() {  
 descriptor_tag 8 Uimsbf 
 descriptor_length 8 Uimsbf 
 copyright_identifier 32 Uimsbf 
 for (i = 0; i < N ; i++ ){  
  additional_copyright_info 8 Bslbf 
 }  
}  

 

2.6.25   著作権ディスクリプタのフィールドのセマンティクスの定義 
 
copyright_identifier -- copyright_identifier は32ビットの値。著作権登録管理機関から得られる。  
 
additional_copyright_info --additional_copyright_infoのデータバイトが存在する場合、その意味は

copyright_identifierの受託者によって定義される。一度定義されると変更されてはならない。  
 

2.6.26   最大ビットレートディスクリプタ 
表2-64参照。  
 

表  2-64/JT-H222.0 -- 最大ビットレートディスクリプタ   
(ITU-T H.222.0) 

シンタックス  ビット数 識別子  
maximum_bitrate_descriptor() {  
 descriptor_tag 8 Uimsbf 
 descriptor_length 8 Uimsbf 
 reserved 2 Bslbf 
 maximum_bitrate 22 Uimsbf 
}  

 

2.6.27   最大ビットレートディスクリプタのフィールドのセマンティクスの定義 
 
maximum_bitrate --最大ビットレートは、  maximum_bitrateフィールド中に22ビットの正の整数として符

号化される。この整数値は、この番組要素または番組において存在する、トランスポートオーバーヘッドを

含む最大ビットレートの上限を示す。  maximum_bitrateの値は50バイト /秒を単位として表現される。最大

ビットレートディスクリプタは、プログラムマップテーブル (PMT)に含まれている。拡張番組情報としてこ

のディスクリプタが存在している場合、これが全番組に対して適用できることを示している。エレメンタリ

ストリーム情報としてこのディスクリプタが存在している場合、これが関連する番組要素に対して適用でき

ることを示している。  
 

2.6.28   プライベートデータインジケータディスクリプタ 
表2-65参照。  
 

表  2-65/JT-H222.0 -- プライベートデータインジケータディスクリプタ   
(ITU-T H.222.0) 

シンタックス  ビット数 識別子  
private_data_indicator_descriptor() {  
 descriptor_tag 8 Uimsbf 
 descriptor_length 8 Uimsbf 
 private_data_indicator 32 Uimsbf 
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}  
 

 

 

2.6.29   プライベートデータインジケータディスクリプタのフィールドのセマンティクスの定義 
 
private_data_indicator -- private_data_indicator の値はプライベートであり、 TTCで定義されてはならな

い。  
 

2.6.30   スムージングバッファディスクリプタ 
 
 このオプションのディスクリプタは、それが参照する番組要素に対して、このディスクリプタに関連する

スムージングバッファSBnのサイズ、およびそのバッファから出力されるリークレートについての情報を伝

送する。  
 
 トランスポートストリームの場合、そのトランスポートストリームに存在する関連する番組要素のトラン

スポートストリームパケットのデータバイトは、 2-4式で定義される時に、sb_sizeで与えられるサイズのバ

ッファSBnへ入力される。  
 
 プログラムストリームの場合、関連するエレメンタリストリームの全てのPESパケットのデータバイトは、 
2-21式で定義される時に、sb_sizeで与えられるサイズのバッファSBnへ入力される。  
 
 このバッファにデータが存在する場合、データバイトはsb_leak_rateで定義される伝送レートでこのバッ

ファから取り除かれる。バッファSBnは決してオーバーフローしてはならない。ある番組が連続して存在す

る期間中、その番組の様々な番組要素のスムージングバッファディスクリプタの要素の値は変わってはなら

ない。  
 
 スムージングバッファディスクリプタの意味は、それがPMTまたはプログラムストリームマップに含まれ

る場合にのみ定義される。  
 
 トランスポートストリームの場合にこのディスクリプタがプログラムマップテーブル中のES infoに存在

するならば、その番組要素のPIDの全てのトランスポートストリームパケットはスムージングバッファに入

力される。  
 
 トランスポートストリームの場合、もし、番組情報中にそれが存在すると、以下に示すトランスポートス

トリーム  パケットはスムージングバッファ内に格納される。  
 
・拡張番組情報内のelementary_PIDにリストアップされた全てのPIDの全てのトランスポートストリームパ

ケット  
・このセクションのPMT_PIDに等しいPIDの全てのトランスポートストリームパケット  
・その番組のPCR_PIDの全てのトランスポートストリームパケット  
 
 関連するバッファに入力される全てのデータバイトもそこから出力される。  
 
 任意の所与の時刻において、任意の個々の番組要素を参照する最大1つのディスクリプタと番組全体を参照

する最大1つのディスクリプタが存在しなければならない。  
 

表  2-66/JT-H222.0 -- スムージングバッファディスクリプタ   
(ITU-T H.222.0) 

シンタックス  ビット数 ニーモニック  
smoothing_buffer_descriptor () {  
 descriptor_tag 8 Uimsbf 
 descriptor_length 8 Uimsbf 
 reserved 2 Bslbf 
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 sb_leak_rate 22 Uimsbf 
 reserved 2 Bslbf 
 sb_size 22 Uimsbf 
}  

 

2.6.31   スムージングバッファディスクリプタのフィールドのセマンティクスの定義 
 
sb_leak_rate -- このフィールドは正の整数値として符号化される。この整数値は、400bit/sを単位として関
連するエレメンタリストリームまたは他のデータのためのSBn バッファから出力されるリークレートの値

を与える。  
sb_size -- このフィールドは正の整数値として符号化される。この整数値は、１バイトを単位として関連す
るエレメンタリストリームまたは他のデータのためのスムージングバッファSBn のサイズの値を与える。

（表2-66参照。）  
 

2.6.32   STD ディスクリプタ 
 このディスクリプタはオプションであり、T-STDモデルに対して、かつJT-H262ビデオエレメンタリスト

リームに対してのみ適用される。2.4.2で規定されるように使用される。このディスクリプタはプログラムス

トリームに適用されない。 (表2-67参照 ) 
 

表  2-67/JT-H222.0 -- STD ディスクリプタ   
(ITU-T H.222.0) 

シンタックス  ビット数 ニーモニック

STD_descriptor () {  
 descriptor_tag 8 Uimsbf 
 descriptor_length 8 Uimsbf 
 reserved 7 Bslbf 
 leak_valid_flag 1 Bslbf 
}  

 

2.6.33   STD ディスクリプタのフィールドのセマンティクスの定義 
 
leak_valid_flag -- １ビットのフラグ。 '1'にセットされる場合、  T-STDにおいてバッファMBn からバッフ

ァEBnへのデータの転送は2.4.2.3で定義されるリークメソッドを使用する。このフラグの値が '0'であり、 関
連するビデオストリームに存在するvbv_delayフィールドが値0xFFFFでない場合、バッファMBn からバッ

ファEBnへのデータの転送は2.4.2.3で定義されるvbv_delayメソッドを使用する。  
 
 

2.6.34   IBPディスクリプタ 
 このオプションのディスクリプタは、ISO/IEC11172-2、JT-H262またはISO/IEC14496-2ビデオストリー

ム中に存在するフレームタイプのシーケンスの特性の一部について情報を与えている。 (表2-68参照 ) 
 

表  2-68/JT-H222.0 -- IBP ディスクリプタ   
(ITU-T H.222.0) 

 
シンタックス  ビット数 ニーモニック  
ibp_descriptor() {  
 descriptor_tag 8 uimsbf 
 descriptor_length 8 uimsbf 
 closed_gop_flag 1 uimsbf 
 identical_gop_flag 1 uimsbf 
 max_gop-length 14 uimsbf 
}  
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2.6.35   IBPディスクリプタのフィールドのセマンティクスの定義 
 
closed_gop_flag -1ビットのフラグ。 '1'にセットされる場合、画像グループヘッダが各Iフレームの前に符号

化されること、またそのビデオシーケンス中で全ての画像グループヘッダにおいてclosed_gopフラグが '1'に
セットされることを示す。  
 
identical_gop_flag -1ビットのフラグ。 '1'にセットされる場合、Iフレーム間のPフレームとBフレームの数、

および符号化の種類とI画像間の画像タイプのシーケンスが、おそらく第2のI画像までの画像を除くそのシー

ケンスを通して同一であることを示す。  
 
max_gop_length - 14ビットの符号なし整数値。そのシーケンスにおける任意の連続するＩ画像間の符号化さ

れた画像の最大数を示す。値 ’0’は禁止される。  
 

2.6.36  MPEG4 ビデオディスクリプタ 
 MPEG4ビデオディスクリプタは、各々のISO/IEC 14496-2 ストリームを直接PESパケットにて伝送する場合、

ビジュアルエレメンタリストリームの符号パラメータを識別する基本情報を提供する。このことは2.11.2に

て定義される。 

 MPEG4ビデオディスクリプタは、SLパケットあるいはFLEXMUXパケットにてカプセル化されたISO/IEC 

14496-2 ストリームには適用しない。このことは2.11.3に定義される。 

 

表  2-69/JT-H222.0 – MPEG-4ビデオディスクリプタ  
(ITU-T H.222.0) 

シンタックス ビット数 ニーモニック 

MPEG-4_video_descriptor () { 

  Descriptor_tag 

  Descriptor_length 

  MPEG-4_visual_profile_and_level 

} 

 

8 

8 

8 

 

Uimsbf 

Uimsbf 

Uimsbf 

 

2.6.37  MPEG4 ビデオディスクリプタのフィールドのセマンテックの定義 
 MPEG-4_video_profile_and_level – MPEG-4_video_profile_and_level は８ビットのフィールドであり、

ISO/IEC14496-2 ビデオストリームのプロファイルとレベルを識別する。 

 このフィールドは、ISO/IEC 14496-2にて特定されたビジュアルオブジェクトシーケンスヘッダの

profile_and_level_indicationフィールドと同一の値で符号化される。 

 

2.6.38 MPEG4 オーディオディスクリプタ 
 MPEG4オーディオディスクリプタは、各々のISO/IEC 14496-3 ストリームを直接PESパケットにて伝送する

場合、オーディオエレメンタリストリームの符号パラメータを識別する基本情報を提供する。このことは

2.11.2にて定義される。 

 MPEG4オーディオディスクリプタは、SLパケットあるいはFLEXMUXパケットにてカプセル化されたISO/IEC 

14496-2 ストリームには適用しない。このことは2.11.3に定義される。 

 

表  2-70/JT-H222.0 – MPEG-4オーディオディスクリプタ  
(ITU-T H.222.0) 

シンタックス ビット数 ニーモニック 

MPEG-4_audio_descriptor () { 

   descriptor_tag 

   descriptor_length 

   MPEG-4_audio_profile_and_level  

} 

 

8 

8 

8 

 

Uimsbf 

Uimsbf 

Uimsbf 
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2.6.39 MPEG4 オーディオディスクリプタのフィールドのセマンティックの定義 

 MPEG-4_audio_profile_and_level –  MPEG-4_audio_profile_and_levelは８ビットのフィールドであり、

ISO/IEC 14496-3 に規定されたオーディオストリームのプロファイルとレベルを識別する。その意味を表2-71

に示す。 

 

表 2-71/JT-H222.0 – MPEG-4_audio_profile_and_level の割り当て値 

(ITU-T H.222.0) 

値 識別内容 

0x00 - 0x0F 予約  

0x10 メインプロファイル, レベル１ 

0x11 メインプロファイル, レベル２ 

0x12 メインプロファイル, レベル３ 

0x13 メインプロファイル, レベル４ 

0x14 - 0x17 予約 

0x18 スケーラブルプロファイル，レベル 1 

0x19 スケーラブルプロファイル，レベル２ 

0x1A スケーラブルプロファイル，レベル３ 

0x1B スケーラブルプロファイル，レベル４ 

0x1C - 0x1F 予約 

0x20 スピーチプロファイル, レベル１ 

0x21 スピーチプロファイル, レベル２ 

0x22 - 0x27 予約 

0x28 複合プロファイル, レベル１ 

0x29 複合プロファイル, レベル２ 

0x2A 複合プロファイル, レベル３ 

0x2B - 0x2F 予約 

0x30 高品質オーディオプロファイル, レベル１ 

0x31 高品質オーディオプロファイル, レベル２ 

0x32 高品質オーディオプロファイル, レベル３ 

0x33 高品質オーディオプロファイル, レベル４ 

0x34 高品質オーディオプロファイル, レベル５ 

0x35 高品質オーディオプロファイル, レベル６ 

0x36 高品質オーディオプロファイル, レベル７ 

0x37 高品質オーディオプロファイル, レベル８ 

0x38 低遅延オーディオプロファイル, レベル１ 

0x39 低遅延オーディオプロファイル, レベル２ 

0x3A 低遅延オーディオプロファイル, レベル３ 

0x3B 低遅延オーディオプロファイル, レベル４ 

0x3C 低遅延オーディオプロファイル, レベル５ 

0x3D 低遅延オーディオプロファイル, レベル６ 

0x3E 低遅延オーディオプロファイル, レベル７ 

0x3F 低遅延オーディオプロファイル, レベル８ 

0x40 ナチュラルオーディオプロファイル, レベル１ 

0x41 ナチュラルオーディオプロファイル, レベル２ 
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0x42 ナチュラルオーディオプロファイル, レベル３ 

0x43 ナチュラルオーディオプロファイル, レベル４ 

0x44 - 0x47 予約 

0x48 モバイルオーディオインターネットワーキングプロファイル, レベル１ 

0x49 モバイルオーディオインターネットワーキングプロファイル, レベル２ 

0x4A モバイルオーディオインターネットワーキングプロファイル, レベル３ 

0x4B モバイルオーディオインターネットワーキングプロファイル, レベル４ 

0x4C モバイルオーディオインターネットワーキングプロファイル, レベル５ 

0x4D モバイルオーディオインターネットワーキングプロファイル, レベル６ 

0x4E-0x4F 予約 

0x50 AAC プロファイル,レベル 1 

0x51 AAC プロファイル,レベル 2 

0x52 AAC プロファイル,レベル 4 

0x53 AAC プロファイル,レベル 5 

0x54-0x57 予約 

0x58 高能率 AAC プロファイル,レベル 2 

0x59 高能率 AAC プロファイル,レベル 3 

0x5A 高能率 AAC プロファイル,レベル 4 

0x5B 高能率 AAC プロファイル,レベル 5 

0x5C - 0xFF 予約 

 

 

2.6.40 IOD ディスクリプタ 
IODディスクリプタは、IntialObjectDescriptorの構造体を含んでいる。初期オブジェクトディスクリプタは、

ISO/IEC 14496-1のシーン記述ストリームとオブジェクトディスクリプタストリームのES_IDの値を識別する

ことによって、ISO/IEC 14496ストリームの集合にアクセスすることができる。シーン記述ストリームとオブ

ジェクトディスクリプタストリームはいずれも、シーンの部分であるISO/IEC 14496ストリームに関するさら

なる情報を含んでいる。コンテンツアクセス手続きを記述するための、付属資料R“TTC標準

JT-H222.0|ISO/IEC13818-1におけるISO/IEC14496シーンの伝送”を参照のこと。InitialObjectDescriptor

はISO/IEC14496-1の8.6.3で規定されている。 

トランスポートストリームの場合は、IODディスクリプタは、プログラムマップテーブル内の

program_info_lengthフィールドの直後にあるディスクリプタのループ内で、伝送されなければならない。も

し、プログラムストリームマップがプログラムストリーム内に存在するなら、IODディスクリプタは、プログ

ラムストリームマップ内のprogram_stream_info_lengthフィールドの直後にあるディスクリプタのループ内

で伝送されなければならない。1つ以上のIODディスクリプタは、番組と関連するかもしれない。 

注意－この規定は、IOD_labelが、複数のIODディスクリプタによって識別されるISO/IEC14496表現のうちの1

つを唯一選択するためのより上位レベルのサービス情報によってどのように使用されるかについて規定して

いない。 

 

表 2-72/JT-H222.0 – IODディスクリプタ 

(ITU-T H.222.0) 
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シンタックス ビット数 ニーモニック 

IOD_descriptor () { 
    descriptor_tag 
    descriptor_length 
              Scope_of_IOD_label 
    IOD_label 
    InitialObjectDescriptor () 
} 

 
8 
8 
8 
8 

 
uimsbf 
uimsbf 
uimsbf 
uimsbf 

 

2.6.41 IODディスクリプタ内のフィールドのセマンティックスの定義 
Scope_of_IOD_label – この8ビットのフィールドは、IOD_labelフィールドの範囲を規定している。0x10とい

う値は、IOD_labelがプログラムストリームの中で唯一であるかまたはIODディスクリプタが伝送されるトラ

ンスポートストリーム内の特定の番組の内部で唯一であることを示している。0x11という値は、IODディスク

リプタが伝送されるトランスポートストリームの中で唯一であることを示している。Scope_of_IOD_labelフ

ィールドにおけるその他のすべての値は予約されている。 

IOD_label – この8ビットのフィールドはIODディスクリプタのラベルを規定している。  

InitialObjectDescriptor () – この構造体はISO/IEC 14496-1の8.6.3.1で定義されている。 

 

2.6.42 SL ディスクリプタ 
SLディスクリプタは、1つのISO/IEC 14496-1 ＳＬパケット化されたストリームがPESパケットに含まれる場

合に使用されなければならない。SLディスクリプタは、トランスポートストリームの場合にはelementary_PID

と、またプログラムストリームの場合にはelementary_stream_idと、このＳＬパケット化されたストリーム

のES_IDを関連付ける。トランスポートストリームの場合、SLディスクリプタは、プログラムマップテーブル

内のES_info_lengthフィールドの直後にあるディスクリプタのループ内で、相当するエレメンタリストリー

ムのために伝送されなければならない。もし、プログラムストリームマップがプログラムストリーム内に存

在するなら、SLディスクリプタは、プログラムストリームマップ内のelementary_stream_info_lengthフィー

ルドの直後にあるディスクリプタのループ内で伝送されなければならない。 

注意－ＳＬパケット化されたストリームはプログラムストリーム内で使われるかもしれないが、ISO/IEC 

14496-1 ＳＬパケット化されたストリームには、1つのstream_idだけが存在する。プログラムストリーム内

の複数のそのようなストリームをISO/IEC 14496-1のシーンと関連させるために、FlexMuxはFMC_Descriptor

によって適切に使用され、通知信号とならなければならない。この限定は、SLディスクリプタがISO/IEC 

14496-1 ES_IDの値とTTC標準JT-H222.0のelementary_PIDの値との間の明白なマッピングを提供する場合、ト

ランスポートストリームには存在しない。 

 

表 2-73/JT-H222.0 – SLディスクリプタ 

(ITU-T H.222.0) 

シンタックス ビット数 ニーモニック 

SL_descriptor () {   
  descriptor_tag 
  descriptor_length 
  ES_ID 
} 

8 
8 
16 

uimsbf 
uimsbf 
uimsbf 

 

2.6.43 SLディスクリプタ内のフィールドのセマンティックスの定義 
ES_ID – この16ビットのフィールドは、ISO/IEC 14496-1 ＳＬパケット化されたストリームの識別子を規定

しなければならない。 

 

2.6.44 FMC ディスクリプタ 
FMCディスクリプタは、ISO/IEC 14496-1 FlexMux toolが、PESパケット内またはISO/IEC_14496_section内で

カプセル化される前に、ISO/IEC 14496-1 ＳＬパケット化されたストリームをFlexMuxストリームに多重化す

るために使用されなければならないことを示している。FMCディスクリプタは、FlexMuxチャネルとFlexMux

ストリーム内におけるＳＬパケット化されたストリームのES_IDの値を関連付ける。 

FMCディスクリプタは、トランスポートストリーム内のelementary_PID値で参照される各番組要素やFlexMux

ストリームを伝送するプログラムストリーム内の各elementary_stream_idのために要求される。FMCディスク

リプタは、プログラムマップテーブル内のES_info_lengthフィールドの直後にあるディスクリプタのループ
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内で、関連するエレメンタリストリームのために伝送されなければならない。もし、プログラムストリーム

マップがプログラムストリーム内に存在するなら、FMCディスクリプタは、プログラムストリームマップ内の

elementary_stream_info_lengthフィールドの直後にあるディスクリプタのループ内で伝送されなければな

らない。 

FlexMuxストリーム内の各ＳＬパケット化されたストリームのために、FlexMuxチャネルは、FMCディスクリプ

タ内の1つのエントリによって識別されなければならない。  

 

表 2-74/JT-H222.0 – FMCディスクリプタ 

(ITU-T H.222.0) 

シンタックス ビット数 ニーモニック 

FMC_descriptor () {   
   descriptor_tag 
   descriptor_length 
   for (i=0; i<descriptor_length; i += 3) { 
      ES_ID 
      FlexMuxChannel 
 } 
} 

8 
8 
 

16 
8 

uimsbf 
uimsbf 

 
uimsbf 
uimsbf 

 

2.6.45 FMCディスクリプタ内のフィールドのセマンティックスの定義 
ES_ID – この16ビットのフィールドには、ISO/IEC 14496-1 ＳＬパケット化されたストリームの識別子を規

定しなければならない。 

FlexMuxChannel – この8ビットのフィールドには、ＳＬパケット化されたストリームのために使用される

FlexMuxチャネルの番号を規定しなければならない。 

 

2.6.46 外部_ES_ID ディスクリプタ 
外部_ES_IDディスクリプタは、他の手段ではまだES_IDの値を割り当てられていない番組要素に対して、

ISO/IEC 14496-1で定義されているように、ES_IDを割り当てる。このES_IDによって、シーン記述の中で非

ISO/IEC14496-1コンポーネントへの参照が、または、たとえば非ISO/IEC14496-1コンポーネントとIPMPスト

リームを関係付けることが許される。 

トランスポートストリームの場合は、elementary_stream_idまたはelementary_PIDによって識別される非

ISO/IEC 14496コンポーネントに対するES_IDの割り当ては、プログラムマップテーブル内のES_info_length

フィールドの直後にあるディスクリプタのループ内で、関連するエレメンタリストリームのために外部

_ES_IDディスクリプタを伝送することによって行わなければならない。もし、プログラムストリームマップ

がプログラムストリーム内に存在するなら、外部_ES_IDディスクリプタは、プログラムストリームマップ内

のelementary_stream_info_lengthフィールドの直後にあるディスクリプタのループ内で伝送されなければ

ならない。 

 

表 2-75/JT-H222.0 – external_ES_IDディスクリプタ 

(ITU-T H.222.0) 

シンタックス ビット数 ニーモニック 

external_ES_ID_descriptor () { 
 descriptor_tag 
 descriptor_length 
 External_ES_ID 
} 

 
8 
8 
16 

 
uimsbf 
uimsbf 
uimsbf 

 

2.6.47 外部_ES_IDディスクリプタのフィールドのセマンティックスの定義 

External_ES_ID – この16ビットのフィールドは、ISO/IEC 14496-1で定義されているように、番組のコンポ

ーネントのES_ID識別子を割り当てる。 

 

2.6.48 多重コード ディクリプタ 

多重コードディスクリプタは 、ISO/IEC 14496-1の11.2.4.3で定義されているMuxCodeTableEntry構造体を伝

送する。MuxCodeTableEntriesはFlexMuxのMuxCodeのモードを構成する。 
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1つ以上の多重コードディスクリプタは、MuxCodeモードを利用するISO/IEC 14496-1 FlexMuxストリームと、

各elementary_PIDやelementary_stream_idとそれぞれ関連してもよい。トランスポートストリームの場合は、

多重コードディスクリプタは、プログラムマップテーブル内のES_info_lengthフィールドの直後にあるディ

スクリプタのループ内で、関連するエレメンタリストリームのために伝送されなければならない。もし、プ

ログラムストリームマップがプログラムストリーム内に存在するなら、多重コードディスクリプタは、プロ

グラムストリームマップ内のelementary_stream_info_lengthフィールドの直後にあるディスクリプタのル

ープ内で伝送されなければならない。 

MuxCodeTableEntriesは、新しいバージョンに更新してもよい。そのような更新の場合、ディスクリプタルー

プ内で多重コードディスクリプタを伝送する、各プログラムマップテーブルのversion_numberや各プログラ

ムストリームマップのprogram_stream_map_versionはそれぞれ、32の余剰で１だけインクリメントされなけ

ればならない。 

表 2-76/JT-H222.0 – muxcodeディスクリプタ 

(ITU-T H.222.0) 

シンタックス ビット数 ニーモニック 

MuxCode_descriptor () {   
 descriptor_tag 
 descriptor_length 
 for (i = 0; i < N; i++) { 
  MuxCodeTableEntry () 
   } 
} 

8 
8 

Uimsbf 
Uimsbf 

 

 

 

2.6.49   多重コードディスクリプタのフィールドのセマンティクスの定義 
MuxCodeTableEntry() -この構造体は、ISO/IEC 14496-1の11.2.4.3に定義されている。 

 

2.6.50   Fmxバッファサイズディスクリプタ 
 Fmxバッファサイズディスクリプタは、FlexMuxストリームで多重されたそれぞれのSLパケット化されたス

トリームのためのFlexMuxバッファ(FB)のサイズを伝送する。 

 ひとつのFmxバッファサイズディスクリプタは、それぞれISO/IEC 14496-1 Flex多重ストリームで伝送され

る、それぞれのelementary_PIDまたはelementary_stream_idに対応されなければならない。トランスポート

ストリーム内部においては、Fmxバッファサイズディスクリプタは、プログラムマップテーブル内の

ES_info_lengthフィールドの直後にあるディスクリプタのループ内で、関連するエレメンタリストリームの

ために伝送されなければならない。もし、プログラムマップテーブルがプログラムストリーム内に存在する

なら、Fmxバッファサイズディスクリプタは、プログラムストリームマップ内の

elementary_stream_info_lengthフィールドの直後にあるディスクリプタのループ内で伝送されなければな

らない。 

 

表 2-77/JT-H222.0 – FmxBufferSizeディスクリプタ 

(ITU-T H.222.0) 
シンタックス ビット数 ニーモニック

FmxBufferSize_descriptor () {   
 descriptor_tag 
 descriptor_length 
 DefaultFlexMuxBufferDescriptor() 
 for (i=0; i<descriptor_length; i += 4) { 
  FlexMuxBufferDescriptor() 
 } 
} 

8 
8 

uimsbf 
uimsbf 

 

2.6.51   Fmxバッファサイズディスクリプタのフィールドのセマンティクスの定義 
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FmxBufferSize_descriptor() -このディスクリプタは、FlexMuxストリーム内で運ばれるひとつのSLパケット

化されたストリームのためのFlexMuxバッファサイズを規定している。ISO/IEC 14496-1の11.2で定義されて

いる。 

DefaultFlexMuxBufferDescriptor() -このディスクリプタは、このFlexMuxストリームのためのFlexMuxバッ

ファサイズのデフォルト値を規定している。ISO/IEC 14496-1の11.2で定義されている。 

 

2.6.52   多重バッファディスクリプタ 
 多重バッファディスクリプタは、プログラムマップテーブルにおけるelementary_PIDの値によって参照さ

れる特定のISO/IEC13818-1の番組要素のために、データがトランスポートバッファTBnからバッファMBnへ伝送

される場合のリークレートRxnと同様に多重バッファMBnのサイズを伝送する。 

 ひとつの多重バッファディスクリプタは、ISO_IEC_14496_sectionを含むISO/IEC 14496-1FlexMuxストリー

ムもしくは、SLパケット化されたストリームを含むそれぞれのelementary_PIDに対応しなければならない。

ISO/IEC 14496コンテンツの復号のために、T-STDモデルのバッファとレートの定義のための2.11.3.9を参照

のこと。 

多重バッファディスクリプタは、プログラムマップテーブルのES_info_lengthフィールドの直後にあるディ

スクリプタのループ内で伝送されなければならない。 

 

表 2-78/JT-H222.0 – multiplexBufferディスクリプタ 

(ITU-T H.222.0) 
シンタックス ビット数 ニーモニック

multiplexBuffer_descriptor () {   
 descriptor_tag 
 descriptor_length 
 MB_buffer_size 
 TB_leak_rate  
} 

8 
8 

24 
24 

uimsbf 
uimsbf 
uimsbf 
uimsbf 

 

2.6.53   多重バッファディスクリプタのフィールドのセマンティクスの定義 
MB_buffer_size -この24ビットのフィールドは、このディスクリプタに対応したエレメンタリストリームｎ

のバッファMBｎのサイズをバイトで規定しなければならない。 

TB_leak_rate -この24ビットのフィールドは、このディスクリプタと対応したエレメンタリストリームｎの

ためのデータがトランスポートバッファTBnから多重バッファMBnへ伝送されるレートを400ビット毎秒の単

位で規定しなければならない。 

 

2.6.54   FlexMuxTimingディスクリプタ 
表2-79参照。 

 

表 2-79/JT-H222.0 – FlexMuxTimingディスクリプタ 

(ITU-T H.222.0) 
シンタックス ビット数 ニーモニック

FlexMuxTiming_descriptor () { 

 descriptor_tag 

 descriptor_length 

 FCR_ES_ID 

 FCRResolution 

 FCRLength 

 FmxRateLength 

} 

 

8 

8 

16 

32 

8 

8 

 

uimsbf 

uimsbf 

uimsbf 

uimsbf 

uimsbf 

uimsbf 

 

 

2.6.55  FlexMuxTimingディスクリプタのフィールドのセマンティクスの定義 
 

FCR_ES_ID – クロックリファレンスストリームと関連付けされたES_IDである。 
FCRResolution – 秒あたりのサイクル数でのオブジェクトタイムベースの分解能である。 

Ａ 
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FCRLength – index = 238のFlexMuxパケットのfmxClockReferenceフィールドの長さである。長さ

ゼロは、このFlexMuxストリームにindex = 238のFlexMuxパケットが存在しないことを示さなければな

らない。 
FCRlengthは0と64の間の値をとらなければならない。 
FmxRateLength – index = 238のFlexMuxパケットのfmxRateフィールドの長さを示す。 
FmxRateLengthは1と32の間の値をとらなければならない。 

 
2.6.56  コンテンツラベリングディスクリプタ 

コンテンツラベリングディスクリプタはコンテンツにラベルを付与する。ラベルは関連するコンテンツを参照するためメ

タデータによって使用することができる。このラベルすなわち content_reference_id_record は、メタデータアプリケー

ションのフォーマット依存である。コンテンツラベリングディスクリプタはコンテンツのセグメントに付随している。この項

では、コンテンツセグメントは、番組や、（オーディオやビデオのような）エレメンタリストリームや、いくつかの番組ある

いは複数エレメンタリストリームの集まりの時間的な一部分として定義されている。 このディスクリプタは、番組やエ

レメンタリストリームのためのディスクリプタループ中の PMT に存在してもよい、しかし、たとえば、プログラムやエレメ

ンタリストリームを記述している表のように、この仕様に定義されていない表に含まれていてもよい。コンテンツラベリ

ングディスクリプタはまた、どの番組のコンテンツ時間基準が使われているかの情報や、コンテンツ時間基準とメタデ

ータ時間基準の間のオフセットに関わる情報も提供する。 ISO/IEC13818-6 で定義されている DSM-CC における、

NormalPlayTime(NPT)の考え方が、コンテンツ時間基準として使用されるとき、NPT 時間基準の ID が提供される。デ

ィスクリプタはプライベートデータの伝送も考慮している。（表 2-80 参照） 

表 2-80/JT-H222.0 – コンテンツラベリングディスクリプタ 

(ITU-T H.222.0) 

シンタックス ビット数 ニーモニック

Content_labeling_descriptor () { 
 descriptor_tag 
 descriptor_length 
 metadata_application_format 
 if (metadata_application_format== 0xFFFF){ 
  metadata_application_format_identifier 
 } 
 content_reference_id_record_flag 
 content_time_base_indicator 
 reserved  
 if (content_reference_id_record_flag == ‘1'){ 
  content_reference_id_record_length 
  for (i=0; i<content_reference_id_record_length;i++){ 
   content_reference_id_byte 
  } 
 } 
 if (content_time_base_indicator== 1|2){ 
  reserved 
  content_time_base_value 
  reserved 
  metadata_time_base_value 
 } 
 if (content_time_base_indicator== 2){ 
  reserved 
  contentId 
 } 
 if (content_time_base_indicator==3|4|5|6|7){ 
  time_base_association_data_length 
  for (i=0; i< time_base_association_data_length;i++){ 
   reserved 
  } 
 } 
 for (i=0; i<N;i++){ 
  private_data_byte 
 } 
} 

 
8 
8 

16 
 

32 
 
1 
4 
3 
 
8 
 
8 
 
 
 
7 

33 
7 

33 
 
 
1 
7 
 
 
8 
 
8 
 
 
 
8 

 
uimsbf 
uimsbf 
uimsbf 

 
uimsbf 

 
bslbf 

uimsbf 
bslbf 

 
uimsbf 

 
bslbf 

 
 
 

bslbf 
uimsbf 
bslbf 

uimsbf 
 
 

bslbf 
uimsbf 

 
 

uimsbf 
 

bslbf 
 
 
 

bslbf 

 

2.6.57 コンテンツラベリングディスクリプタのフィールドのセマンティクスの定義 

ｍetadata application format: ｍetadata application format は、表 2-81 で定義されるように符号化される 16 ビットフ

ィールドである。content_reference_id レコードまたはユーザ定義のフィールドの使用方法、シンタックスお
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よびセマンティクスを定義するアプリケーションを指定する。 2.12.1 項を参照のこと。0xFFFF の値は、フォーマット

が metadata_application_format_identifier フィールドで伝送される値によって通知されることを示している。 

 

表 2-81/JT-H222.0 – メタデータアプリケーションフォーマット 

(ITU-T H.222.0) 

値 識別内容 

0x0000-0x000F 予約 
0x0010 バイナリ形式で符号化されたISO 15706 (ISAN)  (注1、注3参照) 
0x0011 バイナリ形式で符号化されたISO 15706-2 (V-ISAN)  (注2、注3参照)

0x0012-0x00FF 予約 
0x0100-0xFFFE ユーザ定義 

0xFFFF metadata_application_format_identifierフィールドで定義される 

 

注 1 – ISAN のため、content_reference_id_byte はバイナリで符号化したものが設定され、

content_reference_id_record_length は 0x08 に設定される。 

注 2 – V-ISAN のため、content_reference_id_byte はバイナリで符号化したものが設定され、そして

content_reference_id_record_length は 0x0C に設定される。 

注 3 – metadata_application_format が 0x0010 と 0x0011 のメタデータアプリケーション間の相互接続性のため、

content_reference_id_flag を’1’に設定し、content_time_base_indicator を’00’に設定することが推奨される。 

 

metadata_application_format_identifier: 32 ビットフィールドの符号化は、registration_descriptor における

format_identifier フィールドの符号化と完全に同じである。 

注-フォーマット識別のための登録機関は SMPTE である。 

 

content_reference_id_record_flag： content_reference_id_record_flag は 1 ビットのフラグで、このディスクリプタ中に

content_reference_id_record が存在することを通知する。 

 

content_time_base_indicator： content_time_base_indicator は、どのコンテンツ時間基準が使用されるかを定義する 4

ビットフィールドである。 もしディスクリプタが番組に含まれるのならば、コンテンツ時間基準は、その番組内の全て

のストリームに適用される。1 の値は STC の使用を示し、2 の値は、ISO/IEC13818-6 で定義された、NPT の使用を

示す。８から 15 の間の値はユーザ定義されたコンテンツ時間基準を使用することを示している。もし、’0’の値があて

られているなら、このディスクリプタ定義されているコンテンツ時間基準が無いことを示している。もしコンテンツ時間

基準が番組やストリーム中に定義されていない場合、メタデータ中でのコンテンツの参照時間へのマッピングは、本

標準では定義されない。 

 

表 2-82/JT-H222.0 – content_time_base_indicator 値 

(ITU-T H.222.0) 

値 識別内容 

0 このディスクリプタ中に時間基準はない 

1 STCを使用 

2 NPTを使用 

3-7 予約 

8-15 ユーザ定義のコンテンツ時間基準を使用 

 

content_reference_id_record_length： content_reference_id_record_length は、このフィールドのすぐ後に続く

content_reference_id_byte の数を定義する 8 ビットフィールドである。このフィールドは値’0’にしてはならない。 

 

content_reference_id_byte： content_reference_id_byte は、このディスクリプタが属するコンテンツに１以上のリファレ

ンス識別子（ラベル）を割り当てる 1 またはそれ以上の連続するバイトの文字列の一部分である。 
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content_time_base_value： content_time_base_value は、90kHz 単位で示される 33 ビットのフィールドで、

content_time_base_indicator フィールドで示されるコンテンツ時間基準である。 

 

metadata_time_base_value: metadata_time_base_value は、90kHz 単位で符号化される 33 ビットのフィールドである。

content_time_base_indicator によって示される時間基準が、content_time_base_value フィールド中のエンコードした値

に達した瞬間のメタデータ時間基準の値を示している。 メタデータ時間基準はどのような時間スケールを使ってもよ

いが、その時間は 90kHz 単位で示されることに注意。たとえば、SMPTE タイプのタイムコードが使用されるならば、時、

分、秒、フレームは値は 90kHz 単位相当の値で表現される。 

 

contentId： contentIdは、NPT 時間基準を適用した場合に、NPT 参照ディスクリプタ中での content_Id フィールドの値

で定義される 7 ビットのフィールドである。 

 

time_base_association_data_length： time_base_association_data_length はこのフィールドの直後に続く予約バイトの数

を示す 8 ビットのフィールドである。この予約バイトは、将来定義される時間基準に付随するデータを転送するために

使うことができる。 

 

private_data_byte： private_data_byte は 8 ビットフィールドである。private_data_byte は、ユーザ定義された形式のデ

ータをあらわしている。これらのバイトは、適切とみなされた追加情報を提供するために使用することができる。これ

らのバイトの使用はメタデータのアプリケーションフォーマットで定義される。 

 

2.6.58  メタデータポインタディスクリプタ 

メタデータポインタディスクリプタは、単一のメタデータサービスを指し示し、このメタデータと JT-H222.0 ストリーム中

の映像音声コンテンツを関連付ける。メタデータは、ディスクリプタのコンテキストのなかでコンテンツと関連づけられ

る。コンテキストはディスクリプタの場所で定義される。トランスポートストリームでは、ディスクリプタは、番組あるい

はエレメンタリストリームに対するディスクリプタループ内の PMT に存在してもよいがブロードキャストサービス群（ブ

ーケ）を記述したテーブルのような、本標準で定義されていないテーブル中に存在してもよい。メタデータは

JT-H222.0 ストリーム中に存在してもよいが、同じメタデータは、インターネットのような、代わりの場所で提供されて

もよい。 

ディスクリプタは、JT-H222.0 ストリーム中で伝送されないメタデータの位置情報を含んでもよい。位置情報のコード

はメタデータアプリケーションフォーマット依存である。ディスクリプタはプライベートデータの伝送を考慮している。 

JT-H222.0 ストリーム中でメタデータを伝送するために、ディスクリプタはそのような伝送のために使用されるツール

を定義する。もし、メタデータがPESパケット、メタデータセクション、ISO/IEC13818-6同期ダウンロードセクションで伝

送される場合、metadata_service_id フィールドは、参照メタデータストリーム中のメタデータサービスを特定する。もし、

ISO/IEC13818-6 カルーセルがメタデータの伝送に使用されるならば、プライベートデータは、データカルーセル中の

メタデータの伝送のためのmodule_idの値やオブジェクトカルーセルを使用したときのメタデータのファイル名を使って、

メタデータサービスを通知するための情報を提供してもよい。 

受信側は、複数のメタデータサービスが同じプログラムや映像音声ストリーム(ディスクリプタのコンテキストによって

定義された)から示されてもよいということを知っているべきである。 プログラムや映像音声ストリームによって使用さ

れるそれぞれのメタデータサービスを特定するために、個別のメタデータポインタディスクリプタが使用されなければ

ならない。同様に、同じメタデータサービスは、各アソシエーションのための個別のメタデータポインタディスクリプタを

使用することによって、それぞれのプログラムや映像音声ストリームから特定することができる。 

 

 

表 2-83/JT-H222.0 – メタデータポインタディスクリプタ 

(ITU-T H.222.0) 

シンタックス ビット数 ニーモニック 
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シンタックス ビット数 ニーモニック 

Metadata_pointer_descriptor () { 
 descriptor_tag 
 descriptor_length 
 metadata_application_format 
 if (metadata_application_format== 0xFFFF){ 
  metadata_application_format_identifier 
 } 
 metadata_format 
 if (metadata_format== 0xFF){ 
  metadata_format_identifier 
 } 
 metadata_service_id 
 metadata_locator_record_flag 
 MPEG_carriage_flags 
 reserved 
 if (metadata_locator_record_flag == '1'){ 
  metadata_locator_record_length 
  for ( i = 0; i < metadata_locator_record_length; i + +){ 
   metadata_locator_record_byte 
  } 
 } 
 if (MPEG_carriage_flags == 0|1|2){  
  program_number 
 } 
 if (MPEG_carriage_flags == 1){  
  transport_stream_location 
  transport_stream_id 
 } 
 for (i=0; i<N;i++){ 
  private_data_byte 
 } 
} 

 
8 
8 
16 
 

32 
 

8 
 

32 
 

8 
1 
2 
5 
 

8 
 

8 
 
 
 

16 
 
 

16 
16 
 
 

8 
 

 
uimsbf 
uimsbf 
uimsbf 

 
uimsbf 

 
uimsbf 

 
uimsbf 

 
uimsbf 
bslbf 

uimsbf 
bslbf 

 
uimsbf  

 
bslbf 

 
 
 

uimsbf  
 
 

uimsbf uimsbf 
 
 

bslbf 
 
 

 

2.6.59 メタデータポインタディスクリプタのフィールドのセマンティクスの定義 

metadata_application_format： metadata_application_format は、16 ビットのフィールドで、このディスクリプタの、

metadata_locator_record やユーザ定義されたその他のフィールドの使用法、シンタックスやセマンティックスを定義す

るアプリケーションを示す。本フィールドの符号化は 2.6.57 項の表 2-81 に示す。 

 

metadata_application_format_identifier： このフィールドの符号割り当ては、2.6.57 項で定義されている。 

 

metadata_format： metadata_format はメタデータのフォーマットや符号化方法を示す 8 ビットのフィールドである。この

フィールドの符号割り当ては表 2-84 で定義する。 

 

表 2-84/JT-H222.0 – メタデータフォーマット値(ITU-T H.222.0) 

値 識別内容 

0x00-0x0F 予約 

0x10 ISO/IEC 15938-1 TeM 

0x11 ISO/IEC 15938-1 BiM 

0x12-0x3E 予約 

0x3F メタデータアプリケーションフォーマットで定義 

0x40-0xFE ユーザ使用 

0xFF metadata_format_identifierフィールドで定義 

 

0x10 と 0x11 の値は ISO/IEC15938-1 で定義されたデータと識別される。0x3F の値は、metadata_application_format

フィールドによって示される本体によってフォーマットが定義されていると識別される。0x40 から 0xFE の範囲の値は

ユーザ定義フォーマット使用の通知用である。0xFF ほ値は、フォーマットが metadata_format_identifier フィールドで通

知されることを示す。 
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metadata_format_identifier： この 32 ビットフィールドの符号割り当ては、2.6.8 項で定義された registration_descriptor

フィールド中の format_identifier フィールドの符号割り当てと完全に同じである。 

注 - format_identifier フィールドの登録機関は SMPTE である。 

 

metadata_service_id： この 8 ビットフィールドはメタデータサービスへの参照である。メタデータストリームの中から、メ

タデータサービスを検索するために使用される。 

 

metadata_locator_record_flag： metadata_locator_record_flag は 1 ビットのフィールドで、’1’設定で、関連付けられたメ

タデータが JT-H222.0 ストリームの外側、即ち metadata_locator_record が示す場所に存在していることを示す。 

 

MPEG_carriage_flag： MPEG_carriage_flag は 2 ビットのフィールドで、関連付けられたサービスを含むメタデータストリ

ームが、JT-H222.0 ストリームで伝送されているかどうか、そして関連付けられたメタデータが、トランスポートストリ

ームかプログラムストリームのどちらで伝送されているかを定義している。このフィールドの符号割り当ては、表 2-85

で定義されている。 

 

表 2-83/JT-H222.0 – MPEG_carriage_flags  

(ITU-T H.222.0) 

値 識別内容 

0 このメタデータポインタディスクリプタが伝送されているのと同じトランスポートストリームで伝送され
る。 

1 このメタデータポインタディスクリプタが伝送されているのと異なるトランスポートストリームで伝送さ
れている。 

2 プログラムストリームで伝送されている。これはメタデータポインタディスクリプタが伝送されている
プログラムストリームと同じでも同じでなくてもよい。 

3 上記以外 

 

metadata_locator_record_length： metadata_locator_record_length は、すぐ次に続く metadata_locator_record_byte の

数を定義する 8 ビットのフィールドである。このフィールは’0’を符号割り当てされてはいけない。 

 

metadata_locator_record_byte： metadata_locator_record_byte は、メタデータロケーターレコードから 1 以上の連続す

るバイトストリングの一部分である。このレコードは JT-H222.0 ストリームの外部の 1 つ以上の場所で定義される。メ

タデータロケーターレコードのフォーマットは、metadata_application_format フィールドで通知されるメタデータアプリケ

ーションで定義されている。レコードは、トランスポートストリーム中に示される場所に加え、たとえばインターネット

URL のようなメタデータを発見することができる複数の場所を追加してもよい。もし、MPEG_carriage_flags が 0 か 1 か

2 の値で、メタデータロケーターレコードが存在する場合、これは、同じメタデータのための代わりの場所を通知する。 

 

program_number： program_number は 16 ビットのフィールドで、伝送されているメタデータが関連する JT-H222.0 スト

リーム中の MPEG2 プログラムの program_number を示す。もし、MPEG_carriage_flags が’0’の場合、現行のトランス

ポートストリーム中にメタデータがあることを示す。そしてもし、MPEG_carriage_flags が’1’の場合、それは、

transport_stream_location と transport_stream_id フィールドで通知されるトランスポートストリーム中にあることを示

す。 

 

transport_stream_location： transport_stream_location は、ユーザ定義された 16 ビットのフィールドである。たとえば、

このフィールドは、ETSI によって定義された original_network_id を通知するためにアプリケーションで使用されてもよ

い。 

 

transport_stream_id： transport_stream_id は、関連するメタデータが運ばれているトランスポートストリームを識別す

る 16 ビットのフィールドである。 
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private_data_byte： private_data_byte は 8 ビットのフィールドである。private_data_byte はユーザ定義されたフォーマッ

トのデータであることを表している。これらのバイトは、適切と判断された追加情報を提供するために使用することが

できる。 

 

2.6.60 メタデータディスクリプタ 

メタデータディスクリプタは、MPEG-2 TS や PS で伝送されるメタデータサービスのパラメータを定義している。

MPEG-2 TS においては、ディスクリプタは、メタデータを伝送しているエレメンタリストリームのディスクリプタループ内

の PMT 中に含まれる。ディスクリプタは、関連するメタデータフォーマットを定義し、そして、メタデータディスクリプタ

が適用されるメタデータサービスを特定するための metadata_service_id の値を含んでいる。必要であれば、ディスク

リプタは、DSM-CC カルーセルで伝送されているメタデータのコレクションから、メタデータサービスを特定するための

情報を伝送することができる。オプションで、メタデータアプリケーションフォーマットでプライベートデータを伝送する

ことができる。 

メタデータディスクリプタは、デコーダ設定が要求され、そしてデコーダ設定バイトを伝送することが可能かどうかも通

知する。しかし、これはバイト数が少ない場合に限って実行可能である。もしデコーダ設定情報が、ディスクリプタで

伝送するには大きすぎるのであれば、メタデータサービス中に含めるべきである。これは、自身または、同じプログラ

ム中のほかのメタデータサービス中であってもよい。デコーダ設定が含まれているメタデータサービスの識別は、メタ

データディスクリプタで提供される。もし、DSM-CC カルーセルがデコーダ設定を伝送するのに使用される場合、それ

らの情報は、カルーセルからデコーダ設定を取り出す方法を提供することができる。 

 

 

表 2-86/JT-H222.0 – メタデータディスクリプタ (ITU-T H.222.0) 
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シンタックス ビット数 ニーモニック

Metadata_descriptor () { 
 descriptor_tag 
 descriptor_length 
 metadata_application_format 
 if (metadata_application_format == 0xFFFF) { 
  metadata_application_format_identifier 
 } 
 metadata_format  
 if (metadata_format== 0xFF){ 
  metadata_format_identifier 
 } 
 metadata_service_id  
 decoder_config_flags 
 DSM-CC_flag 
 reserved 
 if (DSM-CC_flag == '1'){ 
  service_identification_length 
  for(i=0; i<service_identification_length; i++) { 
   service_identification_record_byte 
  } 
 } 
 if (decoder_config_flags == '001') { 
  decoder_config_length 
  for(i=0; i<decoder_config_length; i++) { 
   decoder_config_byte 
  } 
 } 
 if (decoder_config_flags == '011') { 
  dec_config_identification_record_length 
  for(i=0;i<dec_config_id_record_length;i++) { 
   dec_config_identification_record_byte 
  } 
 } 
 if (decoder_config_flags == '100') { 
  decoder_config_metadata_service_id  
 } 
 if (decoder_config_flags == '101'|'110') { 
  reserved_data_length 
  for(i=0;i<reserved_data_length;i++) { 
   reserved 
  } 
 } 
 for (i=0; i<N;i++) { 
  private_data_byte 
 } 
} 
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8 

16 
 

32 
 
8 
 

32 
 
8 
3 
1 
4 
 
8 
 
8 
 
 
 
8 
 
8 
 
 
 
8 
 
8 
 
 
 
8 
 
 
8 
 
8 
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bslbf 
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2.6.61 メタデータディスクリプタのフィールドのセマンティクスの定義 

metadata_application_format： metadata_application_format は、このディスクリプタの、service_identification_record や

プライベートに定義されたそのほかのフィールドのシンタックスやセマンティックスの使用法を定義するためのアプリ

ケーションの能力を定義している 16 ビットのフィールドである。 

 

metadata_application_format_identifier： このフィールドの符号割り当ては、2.6.57 項で定義されている。 

 

metadata_format： このフィールドの符号割り当ては、2.6.59 項で定義されている。 

 

metadata_format_identifier： このフィールドの符号割り当ては、2.6.59 項で定義されている。 

 

metadata_service_id： この 8 ビットフィールドは、このメタデータディスクリプタを適用するメタデータサービスを識別す

る。 

 

decoder_config_flags： decoder_config_flags は、デコーダ設定情報が、転送されるかどうか、転送されるならどのよう

に転送されるかを示す 3 ビットのフィールドである。 
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表 2-87/JT-H222.0 – decoder_config_flags (ITU-T H.222.0) 

値 識別内容 

000 デコーダ設定は必要ない. 

001 デコーダ設定は、このディスクリプタの中のdecoder_config_byteフィールド中で伝送さ
れる。 

010 デコーダ設定は、このメタデータディスクリプタを適用する、同じメタデータサービスの
中で伝送される。 

011 デコーダ設定は、DSM-CCカルーセルで伝送される。この値は、もしこのディスクリプ
タを適用するメタデータデータサービスがDSM-CCカルーセルの同じタイプを使用し
ている場合だけ、使用されなければならない。 

100 デコーダ設定は、このメタデータディスクリプタ中の
decoder_config_metadata_service_idフィールドによって識別される、同じプログラムの
中のほかのメタデータサービスで伝送される。 

101, 110 予約 

111 ユーザ使用 

 

DSM-CC_flag： これは、1 ビットのフラグで、もしこのディスクリプタが関連付けられているストリームが、

ISO/IEC13818-6 データやオブジェクトカルーセルで伝送されるならば’1’が設定される。 

    注1 – オブジェクトやデータカルーセルの使用は、メタデータストリームのためのストリームタイプ値を適用する

ことによって示される。 

 

service_identification length： このフィールドは、すぐ次に続く service_identification_record_bytes の数を定義してい

る。 

 

service_identification_record_byte： このバイトは、service_identification_record を示す 1 以上の連続したバイトの文

字列の部分である。このレコードは、DSM-CC カルーセルからのメタデータサービス検索に関するデータを含んでい

る。メタデータロケーターレコードのフォーマットは、メタデータアプリケーションフォーマットによって示される、アプリケ

ーションによって定義されている。DSM-CC オブジェクトカルーセルが使用されるとき、レコードは、たとえば、メタデー

タサービスのためのユニークなオブジェクト識別子(ISO/IEC13818-6 DSM-CC の 11.3.1 項と 5.7.2.3 項の IOP:IOR())

を含んでもよい。同様に、DSM-CC データカルーセルの場合には、レコードは、たとえば、メタデータサービスの

transaction_id と module_id を提供することができる。 

 

decoder_config_length： このフィールドは、すぐ次に続く decoder_config_bytes の数を定義している。 

 

decoder_config_byte： これらのバイトはデコーダ設定情報を含んでいる。このバイトの並びは、このサービスをデコ

ードするための受信機によって必要とされる設定データを含んでいる。メタデータディスクリプタで伝送は、設定情報

が非常に小さい時だけ使用されると意図されている。 

 

decoder_config_DSM-CC_id： これは、DSM-CC データカルーセルで伝送されるときのデコーダ設定情報のダウンロ

ード識別子である。また、DSM-CC オブジェクトカルーセルで、デコーダ設定情報が来る場合のオブジェクト識別子で

ある。 

   注 2 – オブジェクトやデータカルーセルの使用はメタデータストリームのためのストリームタイプ値を適用するこ

とによって示される。 

 

dec_config_identification_record_length： このフィールドはすぐ次に続く dec_config_identification_record_bytes の数を

定義している。 

 

dec_config_identification_record_byte： このバイトは dec_config_identification_record を記述した、1 以上の連続したバ

イト文字列の部分である。このレコードは、必要とされるデコーダの設定をDSM-CCカルーセルからどのようにして復
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元するかを定義している。メタデータロケーターレコードのフォーマットは、メタデータアプリケーションフォーマットによ

って定義されている。DSM-CC オブジェクトカルーセルが使用されるとき、レコードは、たとえば、デコーダ設定のため

のユニークなオブジェクト識別(ISO/IEC13818-6 DSM-CC の 11.3.1 項と 5.7.2.3 項の IOP:IOR())を含んでもよい。同

様に、DSM-CC データカルーセルの場合、レコードは、たとえば、メタデータサービスの transaction_id と module_id を

提供することができる。 

 

decoder_config_metadata_service_id： これは、デコーダ設定を含んでいるメタデータサービスに関連付けられた

metadata_service_id の値である。decoder_config_metadata_service_id によって示されるメタデータサービスと、そのデ

コーダ設定を使用するメタデータサービスは同じプログラムの中に存在しなければならない。したがって、トランスポ

ートストリーム中に、これら両方のメタデータサービスのためのメタデータ識別子が、同じ PMT 中に存在しなければな

らない。decoder_config_metadata_service_id によって示されるメタデータサービスのメタデータ識別子は、’001’

か’010’か’011’の値である decoder_config_flag フィールドを持たなければならない。 

 

reserved_data_length： このフィールドは、すぐ次に続く予約バイトの数を定義している。 

 

private_data_byte： private_data_byte は 8 ビットの識別子である。private_data_byte は、プライベートで定義されたフォ

ーマットデータを表現している。 これらのバイトは、必要とされる追加情報を提供するために使用することができる。 

 

2.6.62 メタデータSTDディスクリプタ 
 

このディスクリプタは、このディスクリプタの関連する、メタデータストリームを処理するためのSTDモデル

のパラメータを定義している 

表 2-88 – メタデータSTDディスクリプタ（ITU-T H.222.0） 

シンタックス ビット数 ニーモニック 

Metadata_STD_descriptor () { 
 descriptor_tag 
 descriptor_length 
 reserved 
 metadata_input_leak_rate 
 reserved 
 metadata_buffer_size 
 reserved 
 metadata_output_leak_rate 
} 
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2.6.63 メタデータSTDディスクリプタのフィールドのセマンティクスの定義 
 

metadata_input_leak_rate: metadata_input_leak_rateは、バッファTBnからバッファBnへのT-STDモデル内

のリークレートを記述する22ビットのフィールドです。このリークレートは400bit/s単位で記述される。プ

ログラムストリーム中で、メタデータが伝送される場合、Bnの中のレートはプログラムストリームのレート

と同じなので、metadata_input_leak_rateフィールドコードは記述されない。 

 

metadata_buffer_size: metadata_buffer_sizeは、関係するメタデータストリームのためのSTDモデルの中の

バッファBnのサイズを記述する22ビットのフィールドである。Bnのサイズは1024バイト単位で記述される。 

 

metadata_output_leak_rate: metadata_output_leak_rateは、関連するメタデータサービスのためのSTDモデ

ルでの、バッファBnからデコーダへのリークレートを示す22ビットのフィールドです。リークレートは、

400bit/sの単位で記述される。同期で転送される(ストリームタイプ0x15または0x19)メタデータストリーム

に対しては、メタデータアクセスユニットは、PTSタイムスタンプの制御に基づき、即座にBnから取り除かれ

る。そしてその場合、metadata_output_leak_rateフィールドは記述されない。 

 

 
 

2.6.64 AVCビデオディスクリプタ 
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JT-H264ビデオストリームについては、AVCビデオディスクリプタは、AVCビデオストリームのSPSに含まれて

いるプロファイルやレベルのような、AVCビデオストリームに関連する符号化パラメータを特定するための基

本的な情報を提供する。 

 

AVCビデオディスクリプタは、AVCビデオストリーム中のAVC静止画の存在やAVC24時間ピクチャの存在を通知

する。もしこのディスクリプタが、トランスポートストリーム中のAVCビデオストリームのためのPMTに存在

しない場合、またプログラムストリームであってAVCビデオストリームのためのPSM（もし存在すれば）の中

に含まれていない場合、AVCビデオストリームにはAVC静止画やAVC24時間ピクチャが存在してはならない。

（表2.89参照。） 

表 2-89 – AVCビデオディスクリプタ（ITU-T H.222.0） 

シンタックス ビット数 ニモニック 

AVC_video_descriptor () {   
 descriptor_tag 8 uimsbf 
 descriptor_length 8 uimsbf 
 profile_idc 8 uimsbf 
 constraint_set0_flag 1 bslbf 
 constraint_set1_flag 1 bslbf 
 constraint_set2_flag 1 bslbf 
 AVC_compatible_flags 5 bslbf 
 level_idc 8 uimsbf 
 AVC_still_present 1 bslbf 
 AVC_24_hour_picture_flag 1 bslbf 
 Reserved 6 bslbf 
}   

 

2.6.65 AVCビデオディスクリプタ中のフィールドのセマンティクス定義 
 

profile_idc, constraint_set0_flag, constraint_set1_flag, constraint_set2_flag, AVC_compatible_flags および  level_idc –  
AVC_compatible_flags以外のこれらのフィールドは、JT-H264|ISO/IEC14496-10でのフィールド定義のためのセマンティク
スにしたがって符号化されなければならない。AVC_compatible_flagsのセマンティクスは、JT-H264で定義される、シー
ケンスパラメータセット中でのconstraint_set2フラグとlevel_idcフィールドの間の5ビットのために定義されたセマンティ
クスと、まったく同じである。AVCディスクリプタが関連しているすべてのAVCビデオストリームは、これらのフィー
ルドによって通知されるプロファイル、レベルおよび制約に従わなければならない。 
注 – AVCビデオストリームにおける1つ以上のシーケンスでは、レベルはAVCビデオディスクリプタ中で通知されたレベ
ルよりも低いかもしれない。また、プロファイルは、AVCビデオディスクリプタ中で通知されたプロファイルのサブセ
ットが現れるかもしれない。しかしながら、全AVCビデオストリーム中では、AVCビデオディスクリプタ（もし存在す
れば）で通知されるプロファイルのツールだけが使用されなければならない。たとえば、もしメインプロファイルが通知
されたならば、いくつかのシーケンスではベースラインプロファイルが使用されたとしても、メインプロファイルのツー
ルだけが使用される。もし、AVCビデオストリーム中のシーケンスパラメータセットが異なるプロファイルを通知し、
追加の制約が通知されないならば、ストリームは、すべてのストリームが従うべきプロファイルを決定するために、精査
が必要かもしれない。もし、AVCビデオディスクリプタが、単一のプロファイルに従わないAVCビデオストリームと関
連しているならば、AVCビデオストリームは、AVCビデオディスクリプタが、各サブストリームのために単一のプロフ
ァイルを通知できるように、2つ以上のサブストリームに分割されなければならない。 
 
AVC_still_present – この1ビットフィールドは、1にセットされるとAVCビデオストリームがAVC静止画を含

んでもよいことを示す。0にセットされるとAVCビデオストリームは、AVC静止画を含んではいけないことを示

す。 

 

AVC_24_hour_picture_flag – この1ビットフラグは、1にセットされると関連するAVCビデオストリームが

AVC24時間ピクチャ（2.1.2項参照）を含んでいることを示す。0にセットされると、関連するAVCビデオスト

リームはAVC24時間ピクチャを含んではならない。 
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2.6.66     AVC タイミングとHRDディスクリプタ 
 

AVC タイミングとHRDディスクリプタは、関連するAVCストリームのタイミングとHRDパラメータを提供する。

JT-H222.0ストリームで伝送される各AVCビデオストリームについては、AVCタイミングとHRDディスクリプタ

は、トランスポートストリームの場合PMT中に、プログラムストリームの場合PSM（但し存在すれば）中にな

ければならない。但し次の場合を除く。AVCビデオストリームが、the timing_info_present_flag が１にセ

ットし、次のピクチャに対し、VUIパラメータを伝送する場合である。 

・ 各IDRピクチャ 

・ 各リカバリーポイントSEIによって関連付けられた各ピクチャ 

 

AVCビデオストリームのためのPMT中にAVCタイミングやHRDディスクリプタが存在しないことは、MBnからEBn

への転送のために、2.14.3.1項で定義されたT-STDにおけるリークメソッドの使用することを通知する。しか

し、そのような使用は、AVCタイミングやHRDディスクリプタ中のhrd_management_valid_flagを0にセットす

ることによって通知することができる。EBn内への伝送レートが、AVCビデオストリームに含まれるHRDパラメ

ータで決定できるならば、そしてこの転送レートがT-STDにおける、MBnからEBnへの転送に使用されるならば、

hrd_management_valid_flag を1にセットしたAVCタイミングとHRDディスクリプタは、AVCビデオストリーム

のためのPMT中に含まれなければならない(表2-90参照) 

表 2-90 – AVCタイミングとHRDディスクリプタ（ITU-T H.222.0） 

シンタックス ビット数 ニーモニック 

AVC timing and HRD descriptor () {   
 descriptor_tag 8 Uimsbf 
 descriptor_length 8 Uimsbf 
 hrd_management_valid_flag 1 Bslbf 
 reserved 6 Bslbf 
 picture_and_timing_info_present 1 Bslbf 
 if (picture_and_timing_info_present) {   
  90kHz_flag 1 Bslbf 
  reserved 7 Bslbf 
  if (90kHz_flag = = '0') {   
   N 32 Uimsbf 
   K 32 Uimsbf 
  }   
  num_units_in_tick 32 Uimsbf 
 }   
 Fixed_frame_rate_flag 1 Bslbf 
 temporal_poc_flag 1 Bslbf 
 picture_to_display_conversion_flag 1 Bslbf 
 reserved 5 Bslbf 
}   

 

2.6.67 AVCタイミングとHRDディスクリプタのフィールドのセマンティクス定義 
 

hrd_management_valid_flag – この1ビットフィールドはトランスポートストリームだけで使用されるため

に定義されている。AVCタイミングやHRDディスクリプタがトランスポートストリームで伝送されるAVCビデオ

ストリームと関連しているとき、次のことが適用される。もしhrd_management_valid_flagが1にセットされ

るならば、JT-H264の付属資料Cで定義されている、バッファリングピリオドSEIとピクチャタイミングSEIメ

ッセージは、関連するAVCビデオストリーム中に存在しなければならない。バッファリングピリオドSEIメッ

セージは、NAL HRDのためのinitial_cpb_removal_delayとinitial_cpb_removal_delay_offset値の符号化結

果を伝送しなければならない。もし、hrd_management_valid_flagが1にセットされた場合、T-STDでのMBnか

らEBnへの各バイトの転送は、SchedSelIdx = cpb_cnt_minus1のためのinitial_cpb_removal_delayと

initial_cpb_removal_delay_offset値の符号化結果から決定される、NAL HRD中のCPBに入るバイトのための



JT-H222.0 －134－ 
 

配送スケジュールに従わなければならない。hrd_management_valid_flagが0にセットされたとき、2.14.3.1

項で定義されたリークメソッドがT-STDのMBnからEBnの転送のために使用されなければならない。 

 

picture_and_timing_info_present – この1ビットのフィールドは、1にセットされると、90kHz_flagと90-kHz

システムクロックへの正確なマッピングのためのパラメータが、このディスクリプタ中に含まれていること

を示す。 

 

90kHz_flag, N およびK – The 90kHz_flagが1にセットされたとき、AVC時間基準が90kHzの周波数であること

を示している。AVCビデオストリームのため、AVC時間基準の周波数は、JT-H264の付属資料Eで定義された、 VUI

パラメータ中のAVCパラメータtime_scaleによって定義される。AVC time_scaleとSTCの間の関係はこのディ

スクリプタ中の次のNとKのパラメータによって定義されなければならない。 

  ( )
K

frequencyclocksystemNscaletime ___ ×
=  

time_scaleが、AVC時間基準の正確な周波数を表すとき、KはN以上。 

 
90kHz_flagが1にセットされているならば、Nは1で、Kは300。もし90kHz_flagが0にセットされているならば、Nの値とK
の値はNとKのフィールドの符号化結果の値で提供される。 
      注1 – たとえば、PTSやDTSがPESヘッダにエンコードされていないAVCアクセスユニットのためのデコーダのよ
うに、PTSとDTSタイムスタンプを計算するために必要な、ここで許される時間のマッピングは、time_scaleの単位から
90-kHzの単位で表現される。 
 
num_units_in_tick – JT-H264の付属資料EのVUIパラメータ中のnum_units_in_tickフィールドと同じ方法で

符号化される。このフィールドによって提供される情報は、AVCタイミングとHRDディスクリプタが関連する、

AVCビデオストリーム全体に適用されなければならない。 

 

fixed_frame_rate_flag – JT-H264の付属資料EのVUIパラメータ中のfixed_frame_rate_flagフィールドと同

じ方法で符号化される。このフラグを1にセットしたとき、関連するビデオストリーム中のフレームレートが

一定であることを示す。このフラグを0セットしたとき、関連するAVCビデオストリームのフレームレートに

ついての情報は、このディスクリプタ中で提供されない。 

 

temporal_poc_flag – temporal_poc_flagが1にセットされ、fixed_frame_rate_flagが1にセットされるとき、関連するAVCビデ
オストリームは、JT-H264のE-10式で記述されるΔtfi,dpb( n )の単位でカウントされるピクチャー表示順序(POC)情報
(PicOrderCnt)を伝送しなければならない。temporal_poc_flagが0にセットされるとき、AVCビデオストリームのPOC情報と
時間との間の潜在的関係は伝送されない。 
 注2 -  これは、各アクセスユニットのためのタイミングを通知するのに必要なオーバーヘッドを減少する。実効的な
PTSとDTSは、明示的なPTS/DTSが伝送されないアクセスユニットに対し計算することができる。現在と次のピクチャの
間の違いが2 × Δtfi,dpbよりも大きいとき、最直近の適切なパリティのフィールド(またはフレーム)の繰り返しを意味してい
る。 
 
picture_to_display_conversion_flag – この1ビットフィールドは1にセットされたとき、関連するAVCビデオ

ストリームは、picture_timing SEIメッセージ(JT-H264の付属資料D参照)の中のpic_structフィールド、そ

して、ピクチャー表示順序(POC)情報(PiCOrderCnt)を提供することによって、符号化ピクチャにおける、表

示情報を伝送してもよい。ここでピクチャはΔtfi,dpb( n )の単位でカウントされ(temporal_poc_flagのセマン

ティクスも参照)、それによって、連続的なAVCアクセスユニットのためのタイミング情報は、復号や表示順

序で前のピクチャから得ることができる。 

picture_to_display_conversion_mode_flagが ’0’にセットされたとき、AVCビデオストリーム中のピクチャタ

イミングSEIメッセージは（もし存在すれば）、pic_struct fieldを含んではいけない、その結果

pic_struct_present_flagはAVCビデオストリーム中のVUIパラメータでは ’0’にセットされなければならない。 

 

2.6.68 MPEG-2 AAC オーディオディスクリプタ 
 

個別のISO/IEC13818-7ストリームを直接PESパケットで伝送するため、オーディオエレメンタリストリームの

符号化パラメータ識別するための基本的な情報を提供する、MPEG-2 AACオーディオディスクリプタは表2-91

で定義されている。 

表 2-91 – MPEG-2 AAC_audio_descriptor（ITU-T H.222.0） 

シンタックス ビット長 ニーモニック 

MPEG-2_AAC_audio_descriptor () {   
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シンタックス ビット長 ニーモニック 

MPEG-2_AAC_audio_descriptor () {   
 descriptor_tag 8 uimsbf 
 descriptor_length 8 uimsbf 
 MPEG-2_AAC_profile 8 uimsbf 
 MPEG-2_AAC_channel_configuration 8 uimsbf 
 MPEG-2_AAC_additional_information 8 uimsbf 
}   

 

2.6.69 MPEG-2 AACオーディオディスクリプタのフィールドのセマンティクス定義 
 

MPEG-2_AAC_profile –  この8ビットフィールドは、ISO/IEC 13818-7:2006の表31のインデックスに従ったAAC

プロファイルを示している。 

 

MPEG-2_AAC_channel_configuration – この8ビットフィールドは、特定のプログラムに対しAACデコーダが、

聞く人に提供する音声チャンネルの数と設定を示す。1から6の間の値は、ISO/IEC 13818-7:2006の表42の

"Default bitstream index number"で与えられるオーディオチャネルの設定と数を示している。他の値はオ

ーディオチャネルの数と設定が定義されていない。 

 

MPEG-2_AAC_additional_information – この8ビットのフィールドは、ISO/IEC 13818-7:2006で定義されて

いる、帯域拡張データが、次の表に従ってAACビットストリームに重畳されているかどうかを示す。 

表 2-92 – MPEG-2_AAC_additional_informationフィールド値（ITU-T H.222.0） 

値 識別内容 

0x00 AAC data は ISO/IEC 13818-7:2006に従う。 
0x01 ISO/IEC 13818-7:2006に従った、帯域拡張データをともなったAACデータ  

0x02-0xFF 予約 

 

 

2.7   多重ストリームセマンティクスの制約条件 
 

2.7.1   システムクロックリファレンスの符号化周期 
 プログラムストリームは、連続するパック中のsystem_clock_reference_baseフィールドの最終ビットを含

むデータバイト間の時間差を0.7sec以下とするよう構成されなければならない。すなわち、次の通り。  
 

|t(i) - t(i')| ≤ 0.7sec 
  

 ここで、すべての iと i'において、iおよび i'は連続するsystem_clock_referenceフィールドの最終ビットを含

むデータバイト。  
 

2.7.2   プログラムクロックリファレンスの符号化周期 
 トランスポートストリームは、各番組ごとのPCR_PIDのトランスポートストリームパケットの中で連続し

て発生するPCRにおいて、program_clock_reference_baseフィールドの最終ビットを含むデータバイト間の

時間差を0.1sec以下とするよう構成されなければならない。すなわち、次の通り。  
 

|t(i) - t(i')| ≤ 0.1sec 
 
 ここで、すべての iと i'において、iおよび  i'は各番組ごとの  PCR_PIDのトランスポートストリームパケッ

トの中で連続して発生するprogram_clock_reference_baseフィールドの最終ビットを含むデータバイトのイ

ンデックス。  
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 連続するPCRの不連続性の間で (2.4.3.4参照 )、データバイト伝送タイミングのフェーズロックおよび外挿

を可能とするために、トランスポートストリーム中の規定されたPCR_PIDのストリーム中には少なくとも２

つのPCRがなければならない。  
 

2.7.3   エレメンタリストリームクロックリファレンスの符号化周期 
 エレメンタリストリームクロックリファレンスフィールドが所与のエレメンタリストリームのデータを含

む任意のPESパケット中に符号化される場合、連続するESCR_baseフィールドの最終ビットを含むデータバ

イト間の時間差が0.7sec以下となるようプログラムストリームおよびトランスポートストリームは構成され

なければならない。PESストリームにおいて、ESCRの符号化は同一間隔であることが必要とされる。すなわ

ち、次の通り。  
 

|t(i) - t(i')| ≤ 0.7sec 
 
   ここで、すべての iと i'において、 iおよび  i'は連続するESCR_baseフィールドの最終ビットを含むデー

タバイトのインデックス。  
  
 注 --エレメンタリストリームクロックリファレンスフィールドの符号化はオプションである。それらの符

号化は必須ではない。しかし、符号化される場合、この制約条件を適用する。  

 

2.7.4   プレゼンテーションタイムスタンプの符号化周期 
 プログラムストリームおよびトランスポートストリームは、各ビデオまたはオーディオエレメンタリスト

リームを参照する符号化されたプレゼンテーションタイムスタンプ間の最大時間差が0.7秒となるよう構成

されなければならない。すなわち、次の通り。  
 
|tpn(k) - tpn(k'')| ≤ 0.7sec 
 この式が、以下を満足する全てのn,k,k''に対して成り立つべきである。  
 

・Pn(k)および  Pn(k'')は、プレゼンテーションタイムスタンプが符号化される表示ユニットである。

  
 
・k およびk''は、 k < k' < k''となる符号化されたプレゼンテーションタイムスタンプを有する表示ユ

ニットPn(k') が存在しないように選ばれる。  
 
・エレメンタリストリームｎにおいて、Pn(k)および  Pn(k'')の間に不連続性は存在しない。  

 
 この0.7秒の制約条件は次の場合には適用されない。 

・ 2.1節で定義されている静止画 

・ AVC静止画 

・ サブシーケンスアクセスユニットのプレゼンテーションタイム間の差分が0.7秒以上であるような、非常に低いフレー

ムレートのAVCアクセスユニット。この特殊なケースでは、VUIパラメータのnum_units_in_tickとtime_scaleは、AVCビ

デオストリームまたはAVCビデオストリームに付随するAVC-timingとHRDディスクリプタのどちらかで提供されなけれ

ばならない。 

注 – AVCアクセスユニットのプレゼンテーションタイムはJT-H264の付属資料Cで定義されているDPB出力時間to,dpb(n)

と等しい。 

 

 

 

 

2.7.5   タイムスタンプの条件付き符号化 
 プログラムストリームまたはトランスポートストリームの各エレメンタリストリームについて、プレゼン

テーションタイムスタンプ (PTS)は第一アクセスユニットに対して符号化されなければならない。  
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     エレメンタリストリームｎ中のアクセスユニットAn(j) の開始において、そのアクセスユニットの復号時

tdn(j) が、system_clock_frequencyの規定許容値のもとで許容される最大値より大きい場合、復号の不連続

性が存在する。ビデオについては、トリックモードの状態が真であるか、または low_delay が  '1'の場合に、

ビデオシーケンスの開始においてのみこの不連続性が許容されている。トリックモード状態が真である場合

を除き、トランスポートストリームまたはプログラムストリーム中のビデオまたはオーディオエレメンタリ

ストリームにおいて復号の不連続性が存在する場合、復号の不連続の後に、PTSが最初のアクセスユニット

を参照して符号化されなければならない。  
 
 low_delayが '1'の場合、PTSは、EBnまたはBnのアンダーフローの後の最初のアクセスユニットに対して符

号化されなければならない。  
 
 PTSは、画像スタートコードの第１バイトまたはオーディオアクセスユニットの第1バイトが  TTC標準  
JT-H222.0 ビデオまたはオーディオエレメンタリストリームのPESパケットに含まれている場合、そのPES
パケットヘッダにおいてのみ存在することができる。  
 
 次の2つの条件に適合する場合のみ、decoding_time_stamp (DTS)がPESパケットヘッダ中に存在しなけれ

ばならない。  
 ・ PTSがPESパケットヘッダ中にある  
 ・ 復号時間と表示時間が異なる  
AVC24時間ピクチャに対しては、PESヘッダ内に、陽にPTSやDTSを符号化してはいけない。そのようなAVCアクセスユ

ニットに対して、デコーダは、AVCビデオストリーム内のパラメータから表示時間を推測しなければならない。そのため、

AVC24時間ピクチャを一つ以上含むAVCビデオストリームは 

・ cpb_removal_delayとdpb_output_delayのコードを含むピクチャタイミングSEIメッセージを伝送するか 

・ fixed_frame_rate_flagを’1’にセットしたVUIパラメータを伝送し、ピクチャ表示カウント(POC)情報(PicOrderCnt)を伝

送し、それによって、ピクチャが、JT-H264のE-10の式で与えられたΔtfi,dpb( n )の単位で数えられるようにしなければな

らない。 

注1 – この二番目の要求条件は、もしAVCタイミングとHRDディスクリプタが、fixed_frame_rate_flagが’1’にセットされて

temporal_poc_flagが’1’にセットされているAVCビデオストリームと関連する場合、満たされる。 

 

次のことは、JT-H222.0ストリームで伝送されるAVCビデオストリーム中のＡVCアクセスユニットに適用される。 

それぞれの、AVC24時間ピクチャに対応しないっ各AVCアクセスユニットについては、符号化されたPTS、および（もし適

用可能なら）DTS値を含むPESヘッダが用意されなければならない。但し、下記の4点のいづれかについて、その中の全

ての条件が満たされている場合を除く。 

 

・ AVCビデオシーケンス中で、VUIパラメータで通知されるSEIメッセージが存在する。 

 a) cpb_removal_delayとdpb_output_delayを提供するピクチャタイミングSEIメッセージ 

および 

・  b) initial_cpb_removal_delayとinitial_cpb_removal_delay_offsetパラメータを提供するバッファリング終端SEIメッセ

ージ 

注2 – ピクチャタイミングSEIメッセージがAVCビデオシーケンス中に存在する場合、JT-H264で要求されているので、

これらのメッセージは各AVCアクセスユニット中にも存在する。バッファリング終端SEIメッセージがAVCビデオシーケ

ンス中に存在する場合、JT-H264で要求されているので、これらのメッセージはIDRアクセスユニットや、リカバリーポ

イントSEIメッセージに関連する各アクセスユニットで存在しなければならない。 

・ AVCタイミングとHRDディスクリプタがAVCビデオストリームに関連しており、このディスクリプタ中の

fixed_frame_rate_flagが’1’にセットされていて、temporal_poc_flagが’1’にセットされている。 

・ AVCタイミングとHRDディスクリプタがAVCビデオストリームに関連しており、このディスクリプタ中の

fixed_frame_rate_flagが’1’にセットされていて、picture_to_display_conversion_flagが’1’にセットされていて、

temporal_poc_flagが’0’にセットされていて、AVCビデオシーケンス中のピクチャタイミングSEIメッセージにpic_struct

フィールドが存在する。 

注3 – この特殊なケースでは、pic_structフィールドはサブシーケンスPTS値を決定するために使用される。 

・ AVCタイミングとHRDディスクリプタがAVCビデオストリームに関連しており、このディスクリプタ中の

fixed_frame_rate_flagが’1’にセットされていて、temporal_poc_flagが’0’にセットされていて、

picture_to_display_conversion_flagが’0’にセットされている。 

注4 – このケースではAVCビデオストリーム中のPOC情報がサブシーケンスPTS値を決定するために使用される。 

・  
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2.7.6   スケーラブル符号化におけるタイミングの制約条件 
 オーディオシーケンスがISO/IEC 13818-3拡張ビットストリームを使用して符号化される場合、2つのレイ

ヤの対応する復号 /表示ユニットは同一のPTS値を有していなければならない。  
 
 TTC標準  JT-H262 の7.8節で規定されているように、あるビデオシーケンスが  もう1つのシーケンスに対

してSNRのエンハンスメントとして符号化されている場合、両方のシーケンスに対する表示時間の集合は同

一でなければならない。  
 
 TTC標準  JT-H262 の7.10で規定されているように、あるビデオシーケンスが  2つのパーティションとし

て符号化されている場合、両方のパーティションに対する表示時間の集合は同一でなければならない。  
  
 TTC標準  JT-H262の7.7で規定されているように、あるビデオシーケンスが  もう1つのシーケンスに対し

て空間スケーラブルのエンハンスメントとして符号化されている場合、次の内容が適用されなければならな

い。  
 

・両方のシーケンスが同一のフレームレートを有している場合、両方のシーケンスの表示時間の集合は

同一でなければならない。  
 
注－このことは、ビデオの符号化の種類が両方のレイヤにおいて同一であることを意味していない。  

 
  ・そのシーケンスが種々のフレームレートを有している場合、表示時間の集合はできる限り多くの表示

時間の集合が両方のシーケンスについて共通でなければならない。  
 
  ・空間予測が行われる画像は次のうちの1つでなければならない。  
 
 ・同時に発生するかまたは直前に復号された低レイヤの画像。  
 
 ・IまたはP画像である、同時に発生するかまたは直前に復号された低レイヤの画像。  
 

 ・IまたはP画像である、直前の1つ前に復号された低レイヤの画像であり、その低レイヤの

low_delay_flagは '1'にセットされていないものとする。  
 
 TTC標準  JT-H262 の7.9節で規定されているように、あるビデオシーケンスが  もう1つのシーケンスに対

して時間スケーラブルのエンハンスメントとして符号化されている場合、次の低レイヤの画像を参照するこ

とができる。  
時間は表示時刻に対して相対的である。  
 ・同時に発生するかまたは直前に復号された低レイヤの画像。  
 
 ・表示されるべき次の低レイヤの画像。  
 

2.7.7   PESパケットヘッダ中のP-STD_buffer_size の符号化周期 
 プログラムストリームにおいて、P-STD_buffer_scale および  P-STD_buffer_sizeフィールドは、各エレ

メンタリストリームの第一PESパケットに存在しなければならない。また、その値が変わったときに存在し

なければならない。これらは、任意の他のPESパケットにおいても存在してよい。  
 

2.7.8   プログラムストリームのシステムヘッダの符号化 
 プログラムストリームにおいて、システムヘッダは、任意のパックのパックヘッダの直後に存在可能であ

る。システムヘッダは、プログラムストリームの最初のパックには必ず存在しなければならない。プログラ

ムストリーム中の全てのシステムヘッダにおいて符号化される値は、同一でなければならない。  
 

2.7.9   制約システムパラメータプログラムストリーム 
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 プログラムストリームは、この項で規定される制約に適合する場合、「制約システムパラメータストリー

ム」(CSPS)である。プログラムストリームは、CSPSが規定する制約に制限されることはない。CSPSは、2.5.3.5
のシステムヘッダで定義されるCSPS_flagによって識別されることができる。CSPSは、全ての可能なプログ

ラムストリームの部分集合である。  
 

パケットレート 
 CSPSにおいて、  rate_bound (2.5.3.6参照 )フィールドに符号化されている値が、packet_restriction_flag
が '1'にセットされているならば4 500 000bit/s以下、  packet_restriction_flagが '0'にセットされているなら

ば2 000 000bit/s以下である場合、パケットがP-STDの入力に到達すべき最大レートは、300パケット /秒であ

る。これより高いビットレートでは、CSPSパケットレートはrate_boundフィールド中に符号化される値に

比例した値で制限される。   
 
 数式で規定すると、プログラムストリーム中の全てのパックpについて次のとおり。   
 packet_rate_restriction_flag(2.5.3.5参照 )が '1'にセットされている場合、  
 

 
( ) ( )( )NP  t i  t i

R
≤ ｢ − × ×

×
 300 1

4.5 106max , max

 (2-27) 
 また、packet_rate_restriction_flagが '0'にセットされている場合、  
 

 
( ) ( )( )NP  t i  t i

R
≤ ｢ − × ×

×
 300 1

2.0 106max , max

 (2-28) 
 
 ここで  
 

 R rate boundmax _= × ×8 50      bits / sec   (2-29) 
 

NP 隣接するpack_start_code間、または最後のpack_start_codeと表2-37/JT-H222.0お
よび2.5.3.2のセマンティクスで定義されているMPEG_program_end_codeとの間の

packet_start_code_prefix および  system_header_start_codeの数。  
 

t(i) 秒で測られる時刻。パックｐのSCRに符号化されている。  
 
t(i') 秒で測られる時刻。パックｐの直後のパックp+1のSCRに符号化されている時刻か、

または、プログラムストリームの最後のパックの場合には

MPEG_program_end_codeの最終ビットを含むデータバイトの到着時刻。  
 

復号器バッファサイズ 
 CSPSの場合、システムターゲット復号器中の各入力バッファの最大サイズは制限されている。異なる上限

が、ビデオエレメンタリストリームおよびオーディオエレメンタリストリームに適用されている。  
 
 CSPS中のJT-H262または、ISO/IEC11172-2ビデオエレメンタリストリームにおいては、次の内容が適用

される。  
 
 BSnは、TTC標準JT-H262または、ISO/IEC11172-2において規定されているようにビデオバッファリング

ベリファイア (VBV)のサイズと付加的なバッファ量BSaddとの和に等しいサイズである。BSaddは次により

規定される。  
 

BSadd ≤ MAX[6×1024, Rvmax×0.001] bytes 
 

ここで、RvmaxはJT-H262または、ISO/IEC11172-2ビデオエレメンタリストリームのビットレート

のピーク値である。  
 
CSPS中のJT-H264ビデオエレメンタリストリームの場合、次の内容が適用される。 
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BSnはcpb_sizeと追加のバッファリングBSaddの合計の和に等しいサイズを持つ。BSaddは、 

 

BSadd ≤ MAX [6 × 1024, Rvmax × 0.001] bytes 

で定義される。ここで、RvmaxはAVCビデオストリームの最大ビットレートで、cpb_sizeは、AVCビデオストリーム中のNAL 

hrd_parameters()中で通知されるバイトストリームフォーマットのためのCPBのサイズCpbSize[cpt_cnt_minus1]である。 

もし、NAL hrd_parameters()がAVCビデオストリーム中に存在しない場合、cpb_sizeはJT-H264の付属資料Aの1200 × 

MaxCPBで定義されるサイズでなければならない。 

 

 
CSPS中のオーディオエレメンタリストリームの場合、次の内容が適用される。  
 

BS bytesn ≤ 4096 . 
CSPS中がISO/IEC 13818-7 ADTSオーディオエレメンタリストリームの場合、8チャネルをサポートするた

めに次の内容が適用される。  
 

BS bytesn ≤ 8976 . 
 

2.7.10   トランスポートストリーム 

トランスポートストリームにおけるサンプルレートのロック 
 トランスポートストリームにおいては、オーディオサンプリングレートとシステムターゲット復号器のシ

ステムクロック周波数間に特定の有理の関係が存在しなければならない。また同様に、ビデオフレームレー

トとシステムクロック周波数間に特定の有理の関係が存在しなければならない。2.4.2は、

system_clock_frequencyを定義している。ビデオのフレームレートは、TTC標準JT-H262またはISO/IEC 
11172-2で規定されている。オーディオのサンプリングレートは、ISO/IEC 13818-3 または  ISO/IEC 
11172-3で規定されている。トランスポートストリーム中の全てのオーディオエレメンタリストリームに存在

する全ての表示ユニットにおいて、実際のオーディオサンプリングレートに対するsystem_clock_frequency
の比SCASRは一定であり、オーディオストリーム中に示されている公称サンプリングレートに対して次の表

に示される値に等しい。  
 

 SCASR
system clock frequency

audio sample rate in the T STD
=

−
_ _

_ _ _ _ _
 (2-30) 

 
 
X
Y

 という表記は、実数の割り算である。  

 
公称オーディオサ

ンプリング周波数  
(kHz) 

16 32  22.05 44.1  24 48  

SCASR 
 

27 000 000 
-------- 
16 000 

27 000 000
-------- 
32 000 

27 000 000
-------- 
22 050 

27 000 000
-------- 
44 100 

27 000 000 
-------- 
24 000 

27 000 000
-------- 
48 000 

 
 
 トランスポートストリーム中の各ISO/IEC11172-2ビデオとJT-H262ビデオストリームの全ての表示ユニ

ットについては、実際のビデオフレームレートに対するsystem_clock_frequencyの比SCFRは一定であり、

ビデオストリーム中に示される公称ビデオフレームレートに対して次の表に示される値に等しい。  
 

         SCFR
system_clock_frequency

frame_rate_in_the_T-STD
=         (2-31) 
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公称ビデオ  
フレームレート  
(Hz) 

23.976 24 25 29.97 30 50 59.94 60 

SCFR 1 126 125 1 125 000 1 080 000 900 900 900 000 540 000 450 450 450 000
 
 SCFRの値は正確な値である。実際のビデオフレームレートは、公称値が23.976、  29.97, または59.94フ
レーム /秒の場合に、公称値とわずかに異なっている。  
 
トランスポートストリームで運ばれるISO/IEC14496-2ビデオストリームについては、vop_time_increment_resolutionによ

って定義されるように、ISO/IEC14496-2ビデオストリームの時間基準は、STCにロックし、かつ、

system_clock_frequencyをN倍してKで割ったものに正確に等しくなければならない。ここでN、Kは各ビジュアルオブジェ

クト内で固定値を有し、KはN以上の整数である。 

JT-H264ビデオストリームについては、JT-H264ビデオストリームの時間基準は、システムクロック周波数にロックしてい

なければならない。AVC時間基準の周波数は、AVCパラメータのtime_scaleで定義され、この周波数は、

system_clock_frequencyをN倍してKで割ったものに、正確に等しくなければならない。ここで、N、Kは各AVCビデオシー

ケンス中で固定値を有し、KはN以上の整数である。 たとえば、もしtime_scaleが90000にセットされているならば、AVC

時間基準の周波数は、system_clock_frequencyを300で割ったものに正確に等しい。 

 

2.8   ISO/IEC 11172 との両立性 
 TTC標準  JT-H222.0 のプログラムストリームは、ISO/IEC 11172-1に対して順方向両立性があるように

定義されている。 TTC標準  JT-H222.0 で定義されるプログラムストリームの復号器は、ISO/IEC 11172-1
の復号機能もサポートしなければならない。  
2.9   著作権識別子の登録 

2.9.1   概要 

  ISO/IEC13818の第1,2および3部によりオーディオ・ビジュアルの著作権の管理をサポートする。TTC標

準JT-H222.0|ISO/ IEC13818-1では、これは著作権ディスクリプタによってであり、  TTC標準JT-H262| 
ISO/ IEC13818-2とISO/IEC 13818-3は、エレメンタリストリームシンタックスの完全シンタックスフィー

ルドに著作権保有者を識別するフィールドを含んでいる。このドキュメントはTTC標準JT-H222.0|ISO/ 
IEC13818-1で著作権識別子を得て、そして登録することについての方法を示している。  

  TTC標準JT-H222.0| ISO/IEC13818-1で明示されている固有な32ビットのcopyright_identifierは、著作

権ディスクリプタによって運ばれたワークタイプコード識別子 (ISBN、ISSN、ISRCなどのような )である。

copyright_identifierは、多数の著作権登録機関の識別を可能にする。それぞれの著作権登録機関がシンタッ

クスや、そして著作権数を含んでいる可変長  additional_copyright_infoフィールドの適切な使用を通してそ

の特定な著作権機関の中で、オーディオ・ビジュアルの仕事あるいは他の著作権を取られた仕事を識別する

ことに対するセマンティックを明示してもよい。  

  次のセクションと付属資料L、M、Nは、すべての  copyright_identifier の登録の団体の利益と応答性が

概説されている。  

 

2.9.2   登録機関(RA)の実現方式 

  ISO/IEC JTC 1が、  TTC標準JT-H222.0|ISO13818-1の2.6.2.4で定義されるように、  
copyright_identifier のために登録機関の役をするであろう国際的な機関のために指名を要求しなければな

らない。選択された機関は登録機関として勤めなければならない。指名された登録機関は、JTC 1の指令の

付属資料Ｈに従ってその義務を実行しなければならない。登録された  copyright_identifier は登録識別子

(RID)として今後参照される。  

  登録機関の選択において、JTC 1は、登録機関によって否定されたTTC標準JT-H222.0|ISO/IEC13818-1
と関連して使われるRIDを要求する機関によって提出された控訴を再検討する登録管理グループ (RMG)の作

成を要求しなければならない。  

  この標準に対して付属資料L、ＭおよびNは、固有な著作権識別子を登録するための手順についての情報を

提示している。  
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2.10   プライベートデータフォーマットの登録 
  TTC標準JT-H.222.0 | ISO / IEC13818-1の登録ディスクリプタは、そのフォーマットがこの標準によって

認識されない時、この標準のユーザが明瞭にデータを運ぶことを可能にするために本文によって提供される。

この提供によって、本標準において、隠されたプライベートデータの特性を明確に認識する方法を提供する

あらゆるタイプのデータを運ぶことが認められるであろう。  
 

2.10.1   概要 
  次のセクションと付属資料O、Pでは、プライベートデータフォーマットの登録に対するすべての参加者の

利益と責任が概説される。  
 

2.10.2   登録機関( RA )の実現方式 
  ISO/IEC JTC1/SC29が、この標準の2.6.8と2.6.9で定義されるように、  format_identifier のために登録

機関の役をするであろう  ISO あるいは  IEC の国家委員会のメンバ本体から指名を要求しなければならな

い。選択された機構は登録機関として勤めなければならない。指名された登録機関は  JTC １の指令の付属

資料Ｈに従ってその役割を実行しなければならない。登録されたプライベートデータ  format_identifier は
登録識別子 (RID)として今後参照される。  
 
  登録機関の選択に関して、JTC1は登録機関によって否定された本標準と関連して使われるRIDを要求する

機構によって提出された控訴を再検討するであろう登録管理グループ (RMG)の作成を要求しなければならな

い。  
 
  この標準に対して付属資料OとPは、固有なフォーマット識別子を登録する手順についての情報を提示して

いる。  
 
 

2.11 ISO/IEC 14496 データの伝送 

2.11.1 はじめに 
 TTC標準JT-H222.0|ISO/IEC 13818-1のストリームは、ISO/IEC 14496-1の音声映像シーン及びその関連した

ストリームの場合と同様に個々のISO/IEC 14496-2と14496-3のエレメンタリストリームを伝送してもよい。

通常、ISO/IEC14496ストリームは、トランスポートストリームのPMTか、プログラムストリームのPSMによっ

て定義された、ISO/IEC 13818-1番組の要素である。 

トランスポートストリーム、もしくはプログラムストリームにおける、ISO/IEC14496データの伝送において、

相違点は、個々のエレメンタリストリームと、ISO/IEC 14496-1の音声映像シーン及びその関連したストリー

ムとの間にある。 

・ 2.11.2に定義されるように、個々のISO/IEC 14496-2と14496-3のエレメンタリストリームの伝送

のために、TTC標準JT-H222.0|ISO/IEC13818-1からの唯一のシステムツールが使用される。 

・ 2.11.3で定義されるように、ISO/IEC 14496-1のSL_packetized_streamsもしくは、FlexMuxストリ

ームに含まれる、音声映像のISO/IEC 14496-1シーンと関連するISO/IEC14496エレメンタリストリ

ームの伝送のために、TTC標準 JT-H222.0|ISO/IEC 13818-1とISO/IEC14496-1の両方からのツール

が使用される。 

・ JT-H222.0ストリーム上での、JT-H264ビデオの伝送は、2.14節で定義される。 

 

2.11.2   PESパケットにおける、個々のISO/IEC 14496-2 と 14496-3 のエレメンタリストリームの伝送 

2.11.2.1   はじめに 
 個々の ISO/IEC 14496-2と14496-3のエレメンタリストリームは、PES_packet_data_bytesとしてPESパケ

ットにおいて伝送されてもよい。PESパケット化において、特別なデータ配列制約が適用されることは無い。

同期のためのPTSと、特定な場合のDTSは、ISO/IEC 14496のエレメンタリストリームデータを伝送するPES
パケットのヘッダにおいて、符号化される。PTSとDTSの符号化のために、同じ制約が ISO/IEC13818のエレ

メンタリストリームとして適用される。TTC標準  JT-H222.0|ISO/IEC 13818-1における個々の ISO/IEC 14496
ストリームをどのように伝送するかの概要については、表2-93を参照のこと。  
 

表2-93/JT-H222.0 -- TTC標準 JT-H222.0|ISO/IEC13818-1における、 

個々のISO/IEC14496のストリームの伝送(ITU-T H.222.0) 

ISO/IEC 14496-2 ビデオ PESパケットでの伝送 Stream_type = 0x10 Stream_id  = "1110 XXXX"
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ISO/IEC 14496-2 ビデオ PESパケットでの伝送 Stream_type = 0x10 Stream_id  = "1110 XXXX"

ISO/IEC 14496-3 オーデ

ィオ 
PESパケットでの伝送 Stream_type = 0x11 Stream_id  = "110X XXXX"

 

 PTSもしくは、DTSがPESパケットヘッダに現れる場合、最初のVOPスタートコードもしくは、PESパケ

ット内で開始される最初の静止テクスチャオブジェクトスタートコードのどちらかの後に続く映像オブジェ

クトを参照しなければならない。TTC標準  JT-H222.0|ISO/IEC13818-1で伝送される各々の ISO/IEC 14496-2
ビデオストリームは、ISO/IEC14496-2ビデオストリームを復号するために要求される情報を含まなければな

らない。結果として、ストリームは映像オブジェクトシーケンスヘッダと、映像オブジェクトヘッダ、そし

て映像オブジェクトレイヤヘッダを含まなければならない。  
 ISO/IEC 14496-3のエレメンタリストリームの場合、PESパケット化をする前に、エレメンタリストリーム

データは、最初に ISO/IEC 14496-3で定義される、LATM/LOAS AudioSyncStream()トランスポートシンタッ

クス内でカプセル化されなければならない。PTSがPESパケットヘッダに存在する場合、PESパケットのペ

イロードで始まる最初の同期ワードに続く最初の音声フレームを参照しなければならない。  
 PESパケット内の個々の ISO/IEC 14496-2と ISO/IEC14496-3エレメンタリストリームの伝送は、 ISO/IEC 
14496-2ビデオもしくは ISO/IEC14496-3オーディオの使用を示す、適切なstream_idとstream_typeの値によ

って識別されなければならない。加えて、そのような伝送は、各々、MPEG4_videoディスクリプタまたは

MPEG4_オーディオディスクリプタによって通知されなければならない。これらのディスクリプタは、トラ

ンスポートストリームの場合はプログラムマップテーブル内に、プログラムストリームの場合はプログラム

ストリームマップ内に、それぞれのエレメンタリストリームをエントリするため、ディスクリプタループの

中で伝送されなければならない。TTC標準  JT-H222.0|ISO/IEC 13818-1は、番組のコンテクストにおける

ISO/IEC14496-2と ISO/IEC14496-3エレメンタリストリームの説明を規定しない。  
 

 

2.11.2.2 個々の ISO/IEC 14496 エレメンタリストリーム用ＳＴＤ拡張 
 T-STDモデルは、個々のISO/IEC 14496エレメンタリストリームｎの復号の前に、トランスポートバッファ TBn

と多重化バッファBn を含んでいる。図２－４に示す様に、このT-STDではISO/IEC 13818-2ビデオのT-STDで

用いられるMBn と EBnの２つのバッファの入口の代わりに、単一の多重化バッファBnもISO/IEC 14496-2 ビデ

オに適用される事に、注意されたい。 バッファTBn と Bn、TBn と Bn間のレートRxn は、以下の制約が適用

される。 

Dn

Rxn

An(j)
tdn(j)

t(i)

トランスポートストリーム

デマルチプレクシング

のｉ番目のバイト

トランスポートストリーム

　 J 番目の表示ユニット ｋ番目のコンポジションユニット

 エレメンタリ ストリーム

Cn(k)
tcn(k)

Bn

Dn

Rxn

A1(j)
td1(j)

C1(k)
tc1(k)

TBn

TB1 B1

Video

Audio

O1

 
 

図 2-4/JT-H222.0 – 個々のISO/IEC 14496 エレメンタリストリーム用T-STD モデル拡張(ITU-T H.222.0) 
 

ISO/IEC 14496-2ストリームの伝送の場合、  
 バッファBnのサイズBSnは、  
   BSn = BSmux + BSoh + VBVmax[profile,level] 
   ここで  パケットオーバヘッドバッファリングBSoh, は次の様に定義される。  
     BSoh = (1/750) 秒  x max{Rmax[profile,level], 2 000 000 bit/second} 
   また  追加多重化バッファリングBSmux, は次の様に定義される。  
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     BSmux = 0.004 秒  x max{Rmax[profile,level], 2 000 000 bit/second} 
 レート  Rxnは、  
   Rxn = 1.2 x Rmax[profile,level] 
 ここで  VBVmax[profile,level] と  Rmax[profile,level] は、プロファイルとレベル毎に ISO/IEC 14496-2 
で定義される。 VBVmax の値が指定されないプロファイルやレベルの場合、サイズBn とレート  Rxn はユー

ザの定義となる。  
 
ISO/IEC 14496-3ストリームの伝送の場合、  
 本標準に定義の ISO/IEC 14496-3 AACオーディオ用のバッファBnのサイズBSnは、  
   BSn = BSmux  + BSdec + BSoh  = 3584 bytes 
 この場合、アクセスユニット復号バッファのサイズBSdec、PESパケットオーバヘッドバッファのサ

イズBSohには以下の制限がある。  
    BSdec + BSoh ≤ 2848 bytes 
 3584バイトのバッファの一部（736バイト）は多重化を考慮に入れたバッファリング用に割り当て

られる。残りの2848バイトはアクセスユニットバッファBSdec と  BSohと追加多重化で共有される。  
 

2.4.2.3項で ISO/IEC 13818-7 ADTSオーディオと同様に定義される ISO/IEC 14496-3 AACオーディ

オのためのレートRxnは  
  Rxn = 2 000 000 bit/sec. 

P-STDモデルは、個々の ISO/IEC 14496エレメンタリストリームｎの復号の前に、多重化バッファBn を含ん

でいる。P-STD中のバッファBnのサイズBSnは、PESパケットヘッダのP-STD_buffer_sizeフィールドで定義

される。  

 
 

2.11.3 オーディオビジュアルISO/IEC 14496-1 シーンと関連する ISO/IEC 14496 ストリームの伝送 
 

2.11.3.1 概要 
この項では、ISO/IEC 14496 データによって表現される個々のオーディオビジュアルシーンが、TTC標準 

JT-H222.0 | ISO/IEC 13818-1のプログラムストリーム或いはトランスポートストリームで伝送される場合の

入れ方とシグナリングについて説明する。ISO/IEC 14496の中身は、イニシャルオブジェクトディスクリプタ

や、オブジェクトディスクリプタストリーム、シーンディスクリプタストリーム (BIFS-Command か 

BIFS-Anim アクセスユニットのいずれかを持つ)、IPMP ストリーム、OCI ストリーム、オーディオビジュア

ルストリームの様な不定の数のストリームから構成される。それぞれのISO/IEC 14496ストリームは、ISO/IEC 

14496-1に定義されるＳＬパケット化されたストリームに含まれなければならないし、オプション的に

FlexMUXストリームへ多重化されてもよい。TTC標準 JT-H222.0 | ISO/IEC 13818-1プログラムストリーム或

いはトランスポートストリーム内での伝送のため、これらのＳＬパケット化されたストリームやFlexMuxスト

リームは、符号化されたオブジェクトクロックリファレンス（OCR）とフレックスマックスクロックリファレ

ンス(FCR)フィールドをそれぞれ 2.11.3.4 と 2.11.3.5 に指定されるように含まなければならない。その

後、トランスポートストリームパケット化、多重化或いはプログラムストリーム多重化の前に、ＳＬパケッ

ト化されたストリームやFlexMuxストリームは、PESパケット或いはISO_IEC_14496_sectionのいずれかの中に

入れられる。ISO_IEC_14496_sectionは、H.222.0 | ISO/IEC 13818-1セクションのロングフォーマット上に

形成される。ISO/IEC 14496シーンや関連するTTC標準 JT-H222.0 | ISO/IEC 13818-1ストリームの伝送いつ

いては、2.11.3.10.1項を参照のこと。 

 

2.11.3.2  ES_ID 値の割当て 
TTC標準 JT-H222.0 | ISO/IEC 13818-1ストリーム上で伝送されるISO/IEC 14496-1シーンは、ES_IDパラメー

タを用いることによって、ISO/IEC 14496、ISO/IEC 13818、その他のストリームの数に、関連付けてもよい。

そのシーンや関連するストリームは同じTTC標準 JT-H222.0 | ISO/IEC 13818-1ストリーム上で伝送されても

よいが、シーンは例えばIPネットワーク上など別のところに伝送されるストリームを参照してもよい。その

様な他の手段をどのように識別するかについては、本標準では定めない。 

ISO/IEC 14496-1は、識別子のためのネームスコーピング規則を定義する。これらの規則は、ISO/IEC 14496

の中身にある異なる２つのストリームに、同じES_ID値を使用することを認めている。１つあるいは複数の

ISO/IEC 14496-1シーンがTTC標準 JT-H222.0 | ISO/IEC 13818-1プログラム中に伝送される時、プログラム

中でそれぞれのISO/IEC 14496 ＳＬパケット化されたストリームやISO/IEC 14496-1 Flexmuxチャネルが独自

のES_ID値を持つプログラムでは、重複したES_ID値が発生してはならない。 

 

2.11.3.3  ISO/IEC 14496 シーンと関連するストリームのタイミング 
TTC標準 JT-H222.0 ストリーム上を伝送する場合、各ISO/IEC 14496ストリームのオブジェクトタ

イムベースは、TTC標準 JT-H222.0 STCにロックさせねばならない。すなわち、 
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もし、X(t) = fstc(t) / fobject(t) ならば  

X(t) 値は、どのような時間 t においても一定でなければならない。 

ここでfstc(t) は時間 t におけるSTCを意図した周波数(例えば27 000 000 Hz)を示す。 

fobject(t) は時間 t におけるオブジェクトタイムベースの周波数を示す。 

TTC標準 JT-H222.0 上を伝送されるISO/IEC 14496ストリームのオブジェクトタイムベースは、以下の様に伝

達される。 

FlexMux を用いないで、PESパケット中を伝送されるＳＬパケット化された化されたストリームのオブジェク

トタイムベースは、ストリームのSLパケットヘッダ中に符号化されたOCRによって伝達されなければならない。

2.11.3.4項を参照のこと。 

FlexMux ストリーム中のPESパケット中を伝送されるＳＬパケット化されたストリームのオブジェクトタイ

ムベースは、FlexMuxストリーム中のFCRによって伝達されなければならない。2.11.3.5項を参照のこと。そ

の結果、同じFlexMuxストリーム中に含まれる全てのISO/IEC 14496ストリームは同じオブジェクトタイムベ

ースを共有する。 

セクション中に伝送されるＳＬパケット化されたストリームのオブジェクトタイムベースは、ESディスクリ

プタ中のOCR_ES_IDフィールドで示されるトランスポートストリームやプログラムストリーム内の、他の

ISO/IEC 14496ストリームによって伝送されなければならない。 

TTC標準 JT-H222.0 ストリーム上を伝送されるＳＬパケット化されたストリームやFlexMuxストリーム内の

OCRやFCRの符号化には、以下の制約が適用されなければならない。 

同じシーンに関係のある、それぞれのＳＬパケット化されたストリームとそれぞれのFlexMuxストリーム中の

OCRやFCRは同じ分解能を持たなければならない。 

あるシーンの OCR と FCR の分解能  fcr は 90 000Hz 以下の値でなければならない。 
割り合い(fstc(t) / 300) / fcrは、１以上の整数値でなければならない。したがって、OCRとFCRの分解能のシ

ンタクス要素は、90 000 Hz, 45 000 Hz, 30 000 Hz, 22 500 Hz, 18 000 Hz等と言う様な値のみとなろう。 

上記の制約と、分解能 fcrは毎秒の整数値で表わされると言うISO/IEC 14496-1の制約との範囲内で、そのシ

ーンにふさわしいものとしてfcrを選択することが出来る。 

SLパケットヘッダ内に符号化される ISO/IEC 14496タイムスタンプは、SLパケット内で伝送されるストリー

ムのオブジェクトタイムスタンプのインスタンツを参照しなければならない。そのような各タイムスタンプ

の分解能は、関連するストリームのOCRやFCRの分解能よりも小さい値のファクタ2kにしなければならない。

ここで、kは０以上の正の整数である。同じラップアラウンドを実行するために、タイムスタンプフィールド

長TimeStampLengthは、それぞれOCRLength と FCRLengthで表わされるOCRやFCRフィールド長よりkビット小

さくしなければならない。ゆえに、各ストリームにつき、タイムスタンプの符号化において、以下の条件を

適用しなければならない。 

TimeStampResolution = (それぞれOCRResolution 又は FCRResolution) / 2k, ここで k は、0以上の正の 整

数。 ISO/IEC 14496-1 は TimeStampResolutionが秒毎のサイクルの整数値を示すことを要求する。  

TimeStampLength = それぞれOCRLength 又は FCRLength  - k. 

STC値とストリームの対応するオブジェクトタイムベースの値との関係は、2.11.3.6項 と 2.11.3.7項 に詳

述されているように、それぞれSLパケットヘッダとFlexMuxストリームパケット内にあるOCRやFCRと、PESパ

ケットヘッダ内のPTSフィールドを関連付ける事によって確立される。 

 

2.11.3.4  ＳＬパケット化されたストリームのデリバリ タイミング 
TTC標準 JT-H222.0 ストリーム内でISO/IEC 14496の中身を運ぶため、ISO/IEC 14496-1 ＳＬパケット化され

たストリームが用いられる。FlexMUX を用いないPESパケット内の各ＳＬパケット化されたストリーム内では、

objectClockReferenceフィールドが以下の様に符号化されなければならない。 

1) objectClockReference (OCR)フィールドは、ＳＬパケット化されたストリームの最初の SL パケットヘッダ内に現

れなければならない。 

2) ＳＬパケット化されたストリームは、後続する OCR フィールドの最後のビットを含むバイト間のタイムインタ

ーバルと言うような時間が、0.7 秒以下になるように構成しなければならない。すなわち、 
   | t(i'') - t(i') | < = 0.7 s 

   全ての i' と i'' において。ここで i' と i'' は、FlexMuxストリーム内

の後続するOCRフィールドの最後のビットを含むバイトのインデクス。 

SLパケットヘッダ内でobjectClockReferenceが符号化されるとinstantBitrateフィールドもまた、符号化さ

れなければならない。 

 
 

2.11.3.5  FlexMuxストリームの送出タイミング 
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次のＳＬパケット化されたストリームまたはISO/IEC14496-1 FlexMux手法は, TTC標準 JT-H222.0 ストリ

ーム内で ISO/IEC14496の内容として運ぶことができる。 FlexMuxパケットのペイロードはISO/IEC14496-1 

中の特定のSLパケットから成る必要がある。 TTC標準 JT-H222.0 ストリーム内で運ばれる各FlexMuxストリ

ーム内には fmxClockReferenceフィールドが次のように符号化されていなければならない。 

1) FmxClockReference(FCR)フィールドは FlexMuxストリームの最初のFlexMuxパケット内になければなら

ない。 

2) FlexMuxストリームは、連続するFCRフィールドの最終ビットを含むバイト間が0.7秒以下となるような

時間間隔が構成されなければならない。 

3) FlexMuxストリーム内で運ばれる全ての ＳＬパケット化されたストリーム内の ISO/IEC14496タイムス

タンプは FlexMuxストリーム内の FCRフィールドによって伝送されるオブジェクトタイムベース の瞬

間を参照しなければならない。 FlexMuxパケット内で運ばれる ＳＬパケット化されたストリームは 

OCRフィールドを運ぶ必要はない。OCRフィールドがある場合、それらは無視してもよい。 

従って、 

    |t(i”)-t(i’)|<=0.7s 
    ここの i’とi”はFlexMuxストリーム内の連続的なFCRフィールドの最終ビットを含むバイトの指標であ

る。 

 

 

2.11.3.6  PESパケット内におけるＳＬパケット化されたストリームの伝送 
 

  単一の ISO/IEC14496-1 ＳＬパケット化されたストリームは単一のPESストリーム内に配置してもよい。 

ＳＬパケット化されたストリームの1つのSLパケットは1つのPESパケットのペイロードを構成しなければな

らない。 ＳＬパケット化されたストリームを伝送するPESパケットは PESパケットヘッダ内の ストリーム

ID=0xFA によって確認されなければならない。 

OCRフィールドがSLパケットヘッダ内に符号化されていた場合、PTSはそのようなSLヘッダを伝送する PES

パケットのヘッダ内に符号化されなければならない。 この PTS は OCRフィールドによって示された瞬間の

時間であるオブジェクトタイムベース値と一致したSTC の90kHz分割した33ビットで符号化されなければな

らない。  

   ＳＬパケット化されたストリームに関連づけられた ES_ID は 2.6.46項に詳細を記したような SLディス

クリプタによってシグナリングされなければならない。 

 

 

2.11.3.7  PESパケット内におけるFlexMuxストリームの伝送 
 
  FlexMuxパケットから成るペイロードを持つPESパケットヘッダはPESヘッダ内のストリームID=0xFB によ

って確認されなければならない。 整数個のFlexMuxパケットは1つのPESパケットのペイロードを構成しなけ

ればならない、すなわち、FlexMuxストリームを伝送するPESパケットのペイロードはFlexMuxパケットヘッダ

とともにスタートしFlexMuxパケットの最終バイトとともに終了しなければならない。 

fmxClockReference(FCR)フィールドがPESパケット内の1つのFlexMuxパケット内に符号化されている場合、

PTSはそのFlexMuxパケットを含んだPESパケットのヘッダ内に符号化されなければならない。 この PTS は 

FCRフィールドによって示された瞬間の時間であるFlexMuxストリームの オブジェクトタイムベース値と一

致したSTC の90kHz分割した33ビットで符号化されなければならない。 ISO/IEC14496 scene timeの値は

fmxClockReferenceフィールド内に符号化される。 FCRフィールドが符号化された多数のFlexMuxパケットが

PESパケット内に含まれる場合、PTSは PESパケットのペイロード内で発見した最初のFlexMuxパケット内の 

FCRによって示された時間と一致しなければならない。 

  FlexMuxストリームで伝送される各ＳＬパケット化されたストリームに関連づけられた ES_ID は 2.6.38

項に詳細を記したような FMCディスクリプタによってシグナリングされなければならない。 

 

 

 

2.11.3.8  セクション内におけるSLパケットとFlexMuxパケットの伝送 
 

セクション内のISO/IEC14496の内容の伝送のため、ISO_IEC_14496セクションが定義される。 SLパケット

化されただけの オブジェクトディスクリプタストリームと シーンディスクリプションストリームは

ISO_IEC_14496セクションを用いなければならない。 単一のISO_IEC_14496セクションは ＳＬパケット化さ

れたストリームの全てのSLパケットか または 各々がISO/IEC14496-1エレメンタリストリームと同じSLパケ

ットを伝送する整数個のFlexMuxパケットを含まなければならない。 

  表2-64はオブジェクトディスクリプタかまたはシーンディスクリプションストリームデータにTable_idに
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よって限定された、ISO/IEC14496-1エレメンタリストリームを伝送することを定義したISO_IEC_14496セクシ

ョンの構文を示す。オブジェクトディスクリプタストリームデータは 多数のオブジェクトディスクリプタを

含む Object Description Tableから成る。Object Description Tableは複数のISO_IEC_14496セクションで

送ることができる。   シーンディスクリプションデータは多数のBIFS Commandを含むシーンディスクリプシ

ョン テーブルから成る。シーンディスクリプション テーブルは複数のISO_IEC_14496セクションで送ること

ができる。そのペイロードを処理するために完全なテーブルが受信されることを必要としない。しかしなが

ら、セクションのペイロードはISO_IEC_14496セクションヘッダバイト内のsection_numberフィールドの値 

によって示された、正しい順序で処理されなければならない。 

 
           表2-94/JT-H222.0   ISO/IEC14496ｽﾄﾘｰﾑの伝送のためのｾｸｼｮﾝ構文(ITU-T H.222.0) 

シンタックス ﾋﾞｯﾄ数 ﾆｰﾓﾆｯｸ 

ISO_IEC14496_section()｛ 

        table_id 

        section_syntax_indicator 

        private_indicator 

        reserved 

        ISO_IEC14496_section_length 

        table_id_extention 

        reserved 

        version_number 

        current_next_indicator 

        section_number 

        last_section_number 

        if(PMT_has_SL_descriptor(current_PID))｛ 

                SL_Packet() 

        ｝ 

        else 

if(PMT_has_FMC_descriptor(current_PID))｛ 

                for(i=1; i<N; i++) 

                        FlexMuxPacket() 

        ｝ 

        else｛ 

                for(i=1; i<N; i++) 

                reserved 

        ｝ 

        CRC_32 

｝ 

 

8 

1 

1 

2 

12 

16 

2 

5 

1 

8 

8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 

 

32 

 

 

uimsbf 

bslbf 

bslbf 

bslbf 

uimsbf 

uimsbf 

bslbf 

uimsbf 

bslbf 

uimsbf 

uimsbf 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

bslbf 

 

rpchof 

 

 
table_id -- この8bitフィールドは ISO_IEC_14496セクションの場合 ”0x04”か”0x05”にセットされなければ

ならない。”0x04”という値はISO/IEC14496-1 シーンディスクリプションストリームを運ぶ 

ISO_IEC_14496_scene_descriptionセクションを示す。”0x05”という値はISO/IEC14496-1 オブジェクトディ

スクリプタストリームを運ぶISO_IEC_14496_object_descriptorセクションを示す。  

 

section_syntax_indicator -- この1bitフィールドは ”1” にセットする。 

 

private_indicator -- この1bitフィールドは このSpecificationでは詳細を記さない。 

 

ISO_IEC14496_section_length -- この12bitフィールドはISO_IEC14496_section_lengthフィールドの直後か

らISO_IEC14496セクションの最後までのセクション内バイト数を表記する。このフィールドの値は

4093(0xFFD)を超えてはならない。 

 

table_id_extention -- この16bitフィールドは この標準では詳細を記さない;この使用と値はユーザによっ

て定義される。 

 

version_number -- この5bitフィールドはオブジェクトディスクリプタ テーブルまたはシーンディスクリプ

ション テーブルのバージョン番号を表す。version_numberはテーブルの新しいバージョン毎に32の余剰で１

だけインクリメントされる。バージョンコントロールはアプリケーションの自由である。 

 

current_next_indicator -- この1bitフィールドは ”1” にセットする。 
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section_number -- この8bitフィールドはISO_IEC14496セクションの番号を表す。Object Description Table 

または シーンディスクリプション テーブルの最初のISO_IEC14496セクションのsection_numberは 0x00 と

等しい値を持たなければならない。section_numberの値はテーブル内の追加セクション毎に1ずつインクリメ

ントされる。 

 

last_section_number -- この8bitフィールドは このセクションの要素である オブジェクトディスクリプタ

テーブル または シーンディスクリプション テーブル の最終セクションの番号を表記する。 

 

PMT_has_SL_descriptor(current_PID) -- SL_descriptorが このISO_IEC14496セクションを伝送する

ISO/IEC13818-1プログラムエレメントのためのプログラムマップテーブル内のdescriptorループ中に含まれ

る場合に真とならなければならない仮定機能。 

 

SL_Packet() -- ISO/IEC14496-1の10.2.2項に明記されたシンクレイヤパケット。 

 

PMT_has_FMC_descriptor(current_PID) -- FMC_descriptorが このISO_IEC14496セクションを運ぶ

ISO/IEC13818-1プログラムエレメントのためのProgram Map Table内のdescriptorループ中に含まれる場合に

真とならなければならない仮定機能。 

 

FlexMuxPacket() -- ISO/IEC14496-1の11.2.4項に明記された FlexMuxパケット。 

 

CRC_32  この32bitフィールドは全ISO_IEC14496セクションの処理後、付属資料Aに定義されたデコーダ内の

レジスタがゼロを出力するCRC値を含む。 

 

 
2.11.3.9 T-STD拡張 

2.11.3.9.1 14496 コンテンツ用T-STDモデル 
図2-5は、TTC標準 JT-H222.0|ISO/IEC 13818-1トランスポートストリームにカプセル化したISO/IEC 14496

プログラムエレメントの配送用トランスポートストリームターゲットデコーダの拡張を示す。 

 

図2-5/JT-H222.0  ISO/IEC 14496コンテンツ用T-STDモデル(ITU-T H.222.0) 

 

以下の記号は図2-5で使用しているものであり、その説明を示す。 

TBn トランスポートバッファ。 

MBn FlexMuxストリームnまたはSLパケット化されたストリームn用多重化バッファ。 

FBnp FlexMuxストリームnのFlexMuxチャネルp中のエレメンタリストリーム用FlexMuxバ

ッファ。 

T1607310-
99

T
B n MBn

D
B n Dn

R
X n

An(j)
tdn(j) Cn(k)

tcn(k)

t(i
)

T
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tc11(k)

A12(j)
td12(j)

C12(k)
tc12(k)

FB12
D
B 12 D12

R
x 1 Rbx1

FB1m
D
B 1m D1m

A1m(j)
td1m(j) C1m(k)

tc1m(k)

ﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾄｽﾄﾘｰﾑ
分
離

ﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾄｽﾄﾘｰﾑ
のi番目のﾊﾞｲ

ﾄ

FlexMuxｽﾄﾘｰﾑ

FlexMux
分
離

SLﾊﾟｹｯﾄ化ｽﾄﾘｰﾑ

j番目のｱｸｾｽﾕﾆｯ
ﾄ

k番目
の

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾕﾆｯﾄ

FlexMuxﾊﾞｯﾌｧﾓﾃﾞﾙ
(ISO/IEC14496-1参

照)
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DBnp FlexMuxストリームnのFlexMuxチャネルp中のエレメンタリストリーム用デコーダ

バッファ。 

DBn エレメンタリストリームn用デコーダバッファ。 

Dnp FlexMuxストリームnのFlexMuxチャネルp中のエレメンタリストリーム用デコーダ。 

Dn エレメンタリストリームn用デコーダ。 

Rxn TBnより取り出されるデータのレート。 

Rbxn MBnより取り出されるデータのレート。 

Anp(j) FlexMuxストリームnのFlexMuxチャネルp中のエレメンタリストリームのj番目のア

クセスユニット。Anp(j)はデコード順が示される。 

An(j) エレメンタリストリームnのj番目のアクセスユニット。An(j)はデコード順が示さ

れる。 

Tdn(j) エレメンタリストリームn中のj番目のアクセスユニットのターゲットデコーダに

於ける秒単位で計測されたデコード時間。 

Cnp(k) FlexMuxストリームnのFlexMuxチャネルp中のエレメンタリストリームのk番目のコ

ンポジションユニット。Cnp(k)はAnp(j)のデコードの結果である。Cnp(k)は構成順

が示される。 

Cn(k) エレメントストリームn中のk番目のコンポジションユニットである。Cn(k)はAn(j)

のデコードの結果。Cn(k)は組立順が示される。 

tCnp(k) FlexMuxストリームnのFlexMuxチャネルp中にあるエレメンタリストリーム中のk番

目のコンポジションユニットのシステムターゲットデコーダに於ける秒単位で計

測された構成時間。 

tCn(k) エレメントストリームn中のk番目のコンポジションユニットのシステムターゲッ

トデコーダに於ける秒単位で計測された構成時間。 

t(i) トランスポートストリームのi番目のバイトがシステムターゲットデコーダに入る

ときの秒単位の時間を示す。 

 

2.11.3.9.2 FlexMuxストリーム処理 
FlexMuxストリームnからのデータを含む完全なトランスポートストリームパケットは、FlexMuxストリーム

nの転送バッファTBnを通る。TBnの大きさは512バイト固定である。TBnに入力する全てのバイトは、FlexMux

ストリームnに関連付けられたMultiplexBufferディスクリプタ中のTB_leak_rateフィールドによって指定さ

れるRxnレートでTBnから取り出される。TBnバッファ中にデータが無い時は、Rxnレートはゼロになる。コピ

ーのトランスポートストリームパケットはMBnに転送しない。 

PESパケットを転送する場合、PESパケットヘッダとペイロードデータはMBnに転送され、他の全てのTBnバ

ッファから出力するデータはMBnに入力せず、システムの制御に使用することが出来る。ISO_IEC_14496セク

ションを転送する場合、セクションヘッダとペイロード、CRC32データバイトはMBnバッファに転送し、他の

全てのバイトはMBnに入力せず、システムの制御に使用することが出来る。両方の場合とも、MBnバッファの

大きさはMultiplexBuffer_descripter中のMB_buffer_sizeフィールドにより指定されなければならない。 

バッファMBnでのFlexMuxストリームパケットバイトは、FlexMuxストリーム内で符号化されたfmxRateフィ

ールドで指定されたISO/IEC 14496-1の11.2.9で定義されたFlexMuxバッファモデルに従ってそれらの関連づ

けられたFlexMuxバッファに全て転送される。FlexMuxストリームｎのFlexMuxチャネルｐでのFlexMuxパケッ

トペイロードデータバイトだけがバッファFBnpに入る。FlexMuxストリームｎのFlexMuxチャネルｐでの

FlexMuxパケットヘッダバイトは取り除かれ、システムを制御するために使用することが出来る。fmxRateフ

ィールドで指定されたレートは、次のFlexMuxクロック参照チャネルパケットが現れるまで、FlexMuxクロッ

ク参照チャネルパケットに続くストリーム中の全てのFlexMuxパケットに直ちに適用しなければならない。

MBnにFlexMuxストリームデータが無い場合、MBnからは何も取り出されない。PESパケットヘッダからのバイ

トまたはISO_IEC_14496セクションヘッダからのFlexMuxヘッダより先に有るバイトは直ちに取り除かれ、シ

ステムを制御するために使用することが出来る。セクションペイロード中でFlexMuxストリームパケットの直

後に続くISO_IEC_14496_section CRC32フィールドのバイトは直ちに取り除かれ、データの安全性を確かめる

ために使用することが出来る。FlexMuxクロック参照チャネルからのバイトは直ちに取り除かれ、ISO/IEC 

14496オブジェクトタイムベースをSTCにロックさせるために使用することが出来る。PESパケットまたはセク

ションペイロードデータバイトが無い場合、各々のMBnにおいてMBnからデータは取り除かれない。全てのMBn

に入力するデータは、そこに残される。ストリームnの全てのPESパケットペイロードバイトは、MBnを出力す

ると直ちにFlexMux分離処理部に入力する。 

 

2.11.3.9.3 FlexMuxバッファ(FBnp)の定義 
各々のFlexMuxストリームnのチャネルpのために、FlexMuxバッファFBnpの大きさは、Fmxバッファサイズデ

ィスクリプタを用いて定義する。FlexMuxパケットペイロードバイトは、ISO/IEC 14496-1の11.2.9項で定義

したFlexMuxバッファモデルに従って、バッファFBnpからデコーダDBnpに転送される。FlexMuxストリームn

のFlexMuxチャネルpでのSLパケットペイロードバイトだけがバッファDBnpに入力される。FlexMuxストリーム

nのFlexMuxチャネルpでのSLパケットヘッダバイトは取り除かれ、システムの制御に使用することが出来る。 
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2.11.3.9.4 SLパケット化されたストリームの処理 
SLパケット化されたストリームｎのデータを含んでいる完全なトランスポートストリームパケットがSLパ

ケット化されたストリームｎのための転送バッファTBnを通過する。TBnに入力するすべてのバイトは、

MultiplexBufferディスクリプタ中のTB_leak_rateフィールドによって指定されて、レートRxnにおいて取り

除かれる。バッファTBnにデータが無いとき、レートRxnはゼロに等しい。重複トランスポートストリームパ

ケットはMBnに転送されない。 

PESパケットを転送する場合、PESパケットヘッダとペイロードデータはMBnに転送し、他の全てのTBnバッ

ファから出力するデータはMBnに入力せず、システムの制御に使用することが出来る。ISO_IEC_14496セクシ

ョンを転送する場合、セクションヘッダとペイロード、CRC32データバイトはMBnバッファに転送し、他の全

てのバイトはMBnに入力せず、システムの制御に使用することが出来る。両方の場合とも、MBnバッファの大

きさはMultiplexBuffer_descripter中のMB_buffer_sizeフィールドにより指定される。 

バッファMBn中のSLストリームバイトは、SLパケット化されたストリーム中の符号化されたinstantBitRate

フィールドで指定されたレートとISO/IEC 14496-1の7.4で定義されたシステムデコーダモデルに従い、全て

デコーダバッファDBnに転送される。instantBitRateフィールドで指定されるレートは、次のinstantBitRate

フィールドが現れるまで、SLパケットヘッダのinstantBitRateフィールド値でSLパケット化されたストリー

ムの全てのデータバイトに直ちに適用される。もしMBn中にSLパケット化されたストリームバイトが無ければ、

MBnからバイトは取り除かれない。SLパケットヘッダ直前のPESパケットヘッダからのバイト、または

ISO_IEC_14496_sectionヘッダからのバイトは、直ちに取り除かれ、システムの制御に使用することが出来る。

SLパケットペイロードバイトの直後に続くISO_IEC_14496_section CRC32フィールドのバイトは直ちに取り

除かれ、データの安全性を確かめるために使用することが出来る。各々のMBnに示されるPESパケットまたは

セクションペイロードデータバイトが無い時は、MBnからデータは取り除かれない。MBnに入力する全てのデ

ータはそれを残す。ストリームnの全てのPESパケットペイロードバイトは、SLパケットヘッダを例外として

直ちにMBnからバッファDBnに入力する。SLパケットヘッダからのバイトはDBnには入力せず、システムの制御

に使用することが出来る。デコーダバッファDBnの大きさはISO/IEC 14496-1で定義される

DecoderConfigDescriptorのbufferSizeDBにより与えられる。 

 

2.11.3.9.5 バッファ管理 
トランスポートストリームは、この項で定義した条件を満たすように組み立てなければならない。 

TBnは全ての時間においてオーバーフローしてはならず、そして空になってはならない。MBnはオーバーフ

ローしてはならない。FBnpはオーバーフローしてはならない。DBnpとDBnはアンダーフローとオーバーフロー

のいずれも有ってはならない。DBnpのアンダーフローは、アクセスユニットの一つ以上のバイトがこのアク

セスユニットと関連づけたデコード時間中にDBnp内に現れないときに発生する。DBnのアンダーフローは、ア

クセスユニットの一つ以上のバイトがこのアクセスユニットと関連づけたデコード時間中にDBn内に現れな

いときに発生する。 

 

2.11.3.10 トランスポートストリームの伝送 

2.11.3.10.1 概要 
トランスポートストリームは、各々がプログラムマップテーブルで記述される一つ以上のISO/IEC 13818-1

プログラムを含んでいる。ISO/IEC 14496コンテンツはこの様なプログラムの為に既に定義されているストリ

ームのタイプに加えて転送することが出来る。ISO/IEC 14496コンテンツの要素は、トランスポートストリー

ムにある固有のPID値によって、それを参照する一つ以上のプログラムエレメントで転送することが出来る。

特別な場合として、トランスポートストリーム中のプログラムがISO/IEC 14496プログラムエレメントだけか

らなることも可能である。プログラムに関連づけられ、トランスポートストリームで運ばれるISO/IEC 14496

コンテンツは、このプログラムのプログラムマップテーブルを参照するべきである。初期オブジェクトディ

スクリプタは、ISO/IEC 14496-1シーンを定義するために使用するべきであり、このディスクリプタの使用方

法については、2.11.3.10.2項に示してある。 

PID中のISO/IEC 14496コンテンツ転送は、PID値と関連づけられたプログラムマップテーブル中の

stream_type値の0x12と0x13でシグナリングを行う。0x12という値は、PESパケットの転送を示す。PESヘッダ

中のstream_idフィールドは、PESパケットが一つのSLパケットを含んでいるか、複数のFlexMuxパケットを含

んでいるかに拘わらず示す。プログラムマップテーブル中の0x13というstream_type値は、プログラムエレメ

ントがObjectDescripterストリームまたはBIFS-Commandストリームがセクション中に含まれていることを示

している。この場合、セクションヘッダ中のtable_idは、オブジェクトディスクリプタストリームがセクシ

ョンで運ばれているのか、またはBIFS-Commandストリームかを示す。表2-65も参照のこと。セクションは、

セクションで伝送ISO/IEC 13818-1プログラムエレメントの為に、それぞれプログラムマップテーブルの

DescripterループでSL_descripterまたはFMC_descripterで示されるように、一つのSLパケットまたは複数の

FlexMuxパケットを含む。ISO/IEC 14496コンテンツが転送されるとき、SLディスクリプタとFMCディスクリプ

タは、各々のカプセル化されたISO/IEC 14496ストリーム用ES_IDを定義する。ES_ID値への割り当てが変更し

たとき、プログラムマップテーブルは更新され、PMTのversion_numberは32の剰余で1つ増加する。トランス
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ポートストリーム中のISO/IEC 14496プログラム組立の為のコンテンツアクセス手続きの例が、TTC標準

JT-H222.0|ISO/IEC 13818-1の付属資料RにISO/IEC 14496シーンの転送として与えられている。 

 

表2-95 - JT-H222.0 ISO/IECが定義したISO/IEC 14496シーンの転送に関連するTTC標準JT-H222.0|ISO/IEC 

13818-1中のストリームのためのオプション(ITU-T H.222.0) 

PES パケットの転送 Stream_type = 0x12 Stream_id = "1111 

1010" 

SL パケットのカプ

セル化 

ISO/IEC 

14496_section の転

送 

Stream_type = 0x13 Table_id = 0x05 

PES パケットの転送 Stream_type = 0x12 Stream_id = "1111 

1011" 

ISO/IEC 14496-1 オブ

ジェクトディスクリプタ

ストリーム 

FlexMux パケット

のカプセル化 

ISO/IEC 

14496_section の転

送 

Stream_type = 0x13 Table_id = 0x05 

PES パケットの転送 Stream_type = 0x12 Stream_id = "1111 

1010" 

SL パケットのカプ

セル化 

ISO/IEC 

14496_section の転

送 

Stream_type = 0x13 Table_id = 0x04 

PES パケットの転送 Stream_type = 0x12 Stream_id = "1111 

1011" 

ISO/IEC 14496-1 

BIFS Commands ストリ

ーム 

FlexMux パケット

のカプセル化 

ISO/IEC 

14496_section の転

送 

Stream_type = 0x13 Table_id = 0x04 

SL パケットのカプ

セル化 

PES パケットの転送 Stream_type = 0x12 Stream_id = "1111 

1010" 

他全ての ISO/IEC 

14496 ストリーム 

FlexMux パケット

のカプセル化 

PES パケットの転送 Stream_type = 0x12 Stream_id = "1111 

1011" 

 

2.11.3.10.2 イニシャルオブジェクトディスクリプタ 
ISO/IEC 14496-1シーンの転送をする場合、ISO/IEC 14496-1イニシャルオブジェクトディスクリプタは、

全ての関連するストリームにイニシャルアクセスポイントを提供する。イニシャルオブジェクトディスクリ

プタは、シーンに関連づけられているプログラムのプログラムマップテーブルのprogram_info_lengthフィー

ルドに続いているディスクリプタループに配置してあるIODディスクリプタで運ばれるべきである。このプロ

グラムの一部を形成するシーン記述と、オブジェクトディスクリプタストリームを識別するES_Descriptors

を含んでいる。同様に、一つまたはそれ以上の関連づけられたIPMPまたはOCIストリームを識別する

ES_Descriptorsを含むことが出来る。ストリームの識別は、ISO/IEC 14496-1の8章で定義されるES_IDを用い

て行われる。 

 
 

 

2.11.3.11 14496 コンテンツの P-STD モデル  
図 2-9/JT-H222.0はISO/IEC 14496 システムデータがプログラムストリームで伝送される時の STD モデ

ルを示している。 
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図 2-9/JT-H222.0 – ISO/IEC 14496 システムストリームの P-STD モデル(ITU-T H.222.0)  

次の表記が図2-9/JT-H222.0で使われている。 

Bn FlexMuxストリームnまたはＳＬパケット化されたストリームnの入力バッファ。 

FBnp FlexMuxストリームnにおけるFlexMuxチャネルpに含まれるエレメンタリストリームの

FlexMuxバッファ。 

DBnp FlexMuxストリームnにおけるFlexMuxチャネルpに含まれるエレメンタリストリームの

復号バッファ。 

DBn エレメンタリストリームnの復号バッファ。 

Dnp FlexMuxストリームnにおけるFlexMuxチャネルpに含まれるエレメンタリストリームの

復号器。 

Dn エレメンタリストリームnの復号器。 

Anp(j) FlexMuxストリームnにおけるFlexMuxチャネルpに含まれるエレメンタリストリームの

ｊ番目のアクセスユニット。Anp(j)は復号順にインデックスがつけられる。 

An(j) エレメンタリストリームnのj番目のアクセスユニット。An(j) は復号順にインデック

スがつけられる。 

Tdnp(j) FlexMuxストリームnにおけるFlexMuxチャネルpに含まれるエレメンタリストリームの

j番目のアクセスユニットに対するシステムターゲット復号器中での復号時刻。秒で測

られる。 

Tdn(j) エレメンタリストリームnにおけるj番目のアクセスユニットのシステムターゲット復

号器中での復号時刻。秒で測られる。 

Cnp(k) FlexMuxストリームnにおけるFlexMuxチャネルpに含まれるエレメンタリストリームの

k番目のコンポジションユニット。Cnp(k)は復号されたAnp(j)から生成される。Cnp(k)は

コンポジション順にインデックスがつけられる。 

Cn(k) エレメンタリストリームnのk番目のコンポジションユニット。Cn(k)は復号されたAn(j)

から生成される。Cn(k)はコンポジション順にインデックスがつけられる。 

tcnp(k) FlexMuxストリームnにおけるFlexMuxチャネルpに含まれるエレメンタリストリームの

k番目のコンポジションユニットに対するシステムターゲット復号器中でのコンポジ

ション時刻。秒で測られる。 

tcn(k) エレメンタリストリームnにおけるk番目のコンポジションユニットのシステムターゲ

ット復号器中でのコンポジション時刻。秒で測られる。 

t(i) プログラムストリームのi番目のバイトがシステムターゲット復号器に入る時刻を秒

で示した値。 
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2.11.3.11.1  FlexMuxストリームのプロセス 
  STDの入力部において、FlexMux ストリームnを伝送するPESパケットのペイロード部に含まれる各バイト

は瞬時にバッファBnに送出される。i番目のバイトは時刻t(i)にBn に入力される。PESパケットのヘッダバイ

トはバッファBnに入力されないが、システム制御に使われても良い。Bn のサイズはストリームnを伝送する

PESパケットのヘッダに含まれるP-STD_buffer_size フィールドにて規定される。   

バッファBn  に滞留するFlexMux ストリームのパケットバイトは、すべてそれらに対応したFlexMux バッ

ファに対して、FlexMux ストリーム中に符号化されたフィールドfmxRate に規定されるレートにて送出され

る。またこれは、ISO/IEC 14496-1の11.2.9において定義されるFlexMuxバッファモデルに準拠している。

FlexMuxストリームnにおけるFlexMuxチャネルp に含まれるFlexMux パケットのペイロードデータのみがバッ

ファFBnpに入力される。FlexMuxストリームnにおけるFlexMuxチャネルp に含まれるFlexMux パケットのヘッ

ダバイトは廃棄されるが、システム制御に使われても良い。FmxRateフィールドで規定されるレートは、次の

FlexMuxリファレンスチャネルパケットが到達するまで、全てのFlexMuxパケットに対して適用できなければ

ならない。FlexMuxリファレンスチャネルのバイトは瞬時に取り除かれて廃棄されるが、STCへのISO/IEC 

14496オブジェクトタイムベースを固定するために使われても良い。Bn中にPESパケットのペイロードデータ

が存在しない場合、Bnからは何のデータも取り除かれない。Bn  に入力されるすべてのデータは残留する。

FlexMux分離装置に入力されるストリームnのすべてのPESパケットのペイロードバイトは瞬時にBnに入力さ

れる。 

 

2.11.3.11.2  FlexMuxバッファFBnpの定義 
プログラムストリーム中にプログラムストリームマップが存在しているならば、FlexMuxストリームnの各

チャネルpに対してFlexMuxバッファFBnpのサイズは、Fmxバッファサイズディスクリプタを用いて定義される。

ISO/IEC 14496-1の11.2.9に定義されるFlexMuxバッファモデルに従って、FlexMuxパケットのペイロードバイ

トはバッファFBnpから復号バッファDBnpに転送される。FlexMuxストリームnのFlexMuxチャネルpにあるSLパケ

ットのペイロードバイトのみがバッファDBnpに入力される。FlexMuxストリームnにおけるFlexMuxチャネルp

にあるSLパケットのヘッダバイトは廃棄されるが、システム制御に用いても良い。 

 

2.11.3.11.3  ＳＬパケット化されたストリームのプロセス 
STDの入力部において、ＳＬパケット化されたストリームnを伝送するPESパケットのペイロード部に含ま

れる各バイトは瞬時にバッファBnに送出される。i番目のバイトは時刻t(i)にBn に入力される。PESパケット

のヘッダバイトはバッファBnに入力されないが、システム制御に使われても良い。Bn のサイズはストリーム

nを伝送するPESパケットのヘッダに含まれるP-STD_buffer_size フィールドにて規定される。バッファBn  に

滞留するＳＬパケット化されたストリームのパケットバイトは、復号バッファDBnに対して、ＳＬパケット化

されたストリーム中に符号化されたフィールドinstantBitRate に規定されるレートにて送出される。またこ

れは、ISO/IEC 14496-1の7.4において定義されるシステム復号モデルに準拠している。instantBitRateフィ

ールドで規定されるレートは、次のinstantBitRateフィールドが到達するまで、全てのＳＬパケット化され

たストリーム中のデータバイトに対して適用できなければならない。Bn中にPESパケットのペイロードデータ

が存在しない場合、Bnからは何のデータも取り除かれない。Bn  に入力されるすべてのデータは残留する。バ

ッファDBnに入力されるストリームnのすべてのバイトは、SLパケットヘッダを除いて、瞬時にBnに入力される。

SLパケットのヘッダバイトはDBn に入力されないが、システム制御に用いても良い。復号バッファDBnのサイ

ズは、ISO/IEC 14496-1に定義されるDecoderConfigDescriptorのbufferSizeDB値により与えられる。 

 

2.11.3.11.4  バッファ管理  
プログラムストリームはBnがオーバフローしない様に生成されなければならない。FBnpもオーバフローを起

こしてはならない。DBnp と DBnとは、アンダーフローもオーバフローも起こしてはならない。DBnpのアンダー

フローは、あるアクセスユニットを復号する時刻において、DBnp中にこのアクセスユニットのデータが1バイ

トも存在しない時に起こる。DBn のアンダーフローは、あるアクセスユニットを復号する時刻において、DBn 

中にこのアクセスユニットのデータが1バイトも存在しない時に起こる。 

 

2.11.3.12 プログラムストリームの伝送 

2.11.3.12.1 概要 
 プログラムストリームは単一プログラムのみ含む。ISO/IEC 14496データは、プログラムストリームの様な

既に定義されたストリームタイプに付加する方式で伝送され得る。特別な場合として、プログラムストリー

ムがISO/IEC 14496データのみを伝送することも可能である。もしプログラムストリームマップが存在するな

らば、プログラムストリーム中で伝送されるISO/IEC 14496コンテンツは以下の方式に従わなければならない。

ISO/IEC 14496-1 シーン、及びSLパケットとFlexMuxパケット中のそれに関連するISO/IEC 14496ストリーム

の伝送は、適切なstream_idとイニシャルオブジェクトディスクリプタにより指定されて行われる。このイニ

シャルオブジェクトディスクリプタの利用に関しては2.11.3.12.2で規定されている。それぞれ伝送される
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ISO/IEC 14496ストリームに対して、SL_descriptorとFMC_descriptorとはES_IDを明確に規定しなければなら

ない。割り当てられたES_ID値が変化した場合は、プログラムストリームマップが存在する時はそれを更新し

なければならない。またprogram_stream_map_versionは32の余剰で１だけインクリメントされなければなら

ない。 

 プログラムストリーム中のISO/IEC 14496コンテンツはプライベート方式で伝送しても良いことに注意さ

れたい。 

プログラムストリーム中のISO/IEC 14496の番組要素に対するコンテンツアクセス手順の例は、付属資料R

を参照されたい。 

 

2.11.3.12.2 イニシャルオブジェクトディスクリプタ 
 ISO/IEC 14496-1シーンの伝送において、ISO/IEC 14496-1イニシャルオブジェクトディスクリプタはすべ

ての関連したストリームに対して最初のアクセスポイントとして役立つ。 

もしプログラムストリーム中にプログラムストリームマップが存在するならば、program_stream_info_length
フィールドの直後にあるディスクリプタループ内に置かれたIODディスクリプタの中でイニシャルオブジェ

クトディスクリプタを伝送しなければならない。イニシャルオブジェクトディスクリプタは、シーンの記述

とこのプログラムの一部分を形成するシーンのオブジェクトディスクリプタストリームを識別する

ES_Descriptorを含んでいる。またイニシャルオブジェクトディスクリプタは、一つ以上の関連したIPMPやOCI

ストリームを識別するES_Descriptorsを含んでも良い。ストリームの識別はISO/IEC 14496-1の8章で規定され

ているES_IDによってなされる。 

 プログラムストリーム内で、イニシャルオブジェクトディスクリプタをプライベート方式によって伝送し

てもよい。  
 
2.12 メタデータの伝送 

2.12.1 はじめに 
JT-H222.0ストリームはメタデータを伝送することができる。メタデータの形式は、ISOあるいはその他の標

準化機関が規定してよい。本節では、メタデータ伝送方法を規定する。規定するメタデータ転送方式は、メ

タデータ関連シグナリング、適用するメタデータタイミングモデル、メタデータ復号のためのSTDモデルの拡

張を含む。 

メタデータサービスは、特定の目的で受信機に伝送される一貫した同一形式のメタデータ集合として定義さ

れる。メタデータサービスはメタデータストリームで運ばれる。厳密に言えば、個々のメタデータストリー

ムは一つ以上のメタデータサービスを運ぶ。本標準では、メタデータアクセスユニットはメタデータサービ

スに内在すると仮定する。メタデータアクセスユニットの規定はメタデータフォーマットの規定によるが、

個々のメタデータサービスは、メタデータアクセスユニットの連結（または集まり）を表すと仮定する。 

JT-H222.0ストリーム上でメタデータサービスを転送する際、一意なメタデータサービスIDを個々のメタデー

タサービスに割り当てる。メタデータサービスIDは、同一のトランスポートストリームまたはプログラムス

トリームにおいて利用可能な全てのメタデータサービス内でメタデータサービスを一意に特定するものであ

り、単にメタデータストリーム内で一意だというだけではだめである。メタデータサービスIDは、メタデー

タサービス及びそれを復号するのに必要な全ての情報を検索するのに使用する。 

メタデータの復号には、復号器設定データ(decoder configuration data)を使用する必要があるかもしれな

い。JT-H222.0ストリームで伝送されたメタデータサービスの復号に復号器設定データが必要ならば、このメ

タデータ復号器設定データは同一のJT-H222.0ストリームの同一のプログラム内で伝送されなければならな

い。 

2.12.2節では、メタデータタイミングについて記載する。2.12.3節では、JT-H222.0ストリーム上でメタデー

タを転送するために規定されたツールの概要を示す。利用可能な転送ツールの使用方法は2.12.4節から

2.12.8節で規定し、2.12.9節ではメタデータ関連シグナリングを規定する。最後に2.12.10節でメタデータ復

号のためのSTDモデルを規定する。 

多くの形式のメタデータが伝送されるため、正確な形式及びメタデータの符号化、またメタデータが伝える

意味内容についてのシグナリングは不可欠である。前者はメタデータフォーマットにより通知され、後者は

メタデータアプリケーションフォーマットにより通知される。言い換えれば、メタデータフォーマットはメ

タデータがどう符号化されなければならないかを伝え、メタデータアプリケーションフォーマットはメタデ

ータをどう使うか、とりわけ、どのアプリケーションがそのメタデータを使うかを伝える。この分類は重要

である。なぜなら、こう分類することによりメタデータの符号化や表現がその意味内容から切り離され、ア

プリケーションは使用するメタデータの伝送手段に一切関知せずに済むようになるからである。 
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2.12.2 メタデータタイムラインモデル 
 

メタデータはコンテンツに関連付けられたタイムコードを参照することがある。例えば、コンテンツセグメ

ントの始まりを指定するためにタイムコードを用いるような場合である。メタデータが指定する個々の時間

表示は、使用されたメタデータフォーマットと（または）メタデータアプリケーションフォーマットの規定

による特定のメタデータコンテンツタイムラインを参照する。例えば、あるメタデータ（アプリケーション）

フォーマットはUTCを使用できるし、他のメタデータアプリケーションフォーマットはSMPTEタイムコードを

使用できる。任意メディア上の任意時刻によるコンテンツ転送を可能とするため、メタデータコンテンツタ

イムラインはトランスポートから独立していることが期待されるが、要求はされない。 

JT-H222.0ストリーム上でコンテンツとそれに関連するメタデータを転送する際、コンテンツとメタデータの

正確なタイムリファレンスを維持する必要がある。メタデータの伝送手段が異なっても、同一であることが

求められる。これを達成するため、本標準では、図2-7に示すタイムラインモデルを前提とする。 

 

 

図2-7 – コンテンツとメタデータの伝送のためのタイミングモデル 

メタデータは、プロダクションかそれ以外のトランスポートより以前の段階で、通常はトランスポートから

独立する形で、オーディオビジュアルコンテンツに関連付けられている。時間情報は、それが必要であれば、

例えば、コンテンツ内部の規定のセグメントを指定するため、メタデータ内で使用されるメタデータコンテ

ンツタイムラインを用いて、メタデータに埋め込まれる。例えば、UTCやSMPTEといったタイムコードを使用

することができる。タイムラインフォーマットは、オーディオビジュアルストリームに実際には埋め込まれ

るかもしれないし埋め込まれないかもしれないあらゆるタイムコードから独立している。例えば、メタデー

タタイムラインはUTCを使用し、ビデオストリームにはSMPTEタイムコードが埋め込まれるということも可能

である。 

 

個々のメタデータストリームは次の要件を満たさなければならない。 

• メタデータコンテンツタイムライン内で時間の不連続があってはならない。 

• メタデータコンテンツタイムラインは、コンテンツのサンプリングクロックに固定されなければならない。 

• メタデータストリーム内の個々のタイムリファレンスは、同じメタデータコンテンツタイムラインを参照する。 
 

トランスポートでは、トランスポートの規定によるタイミングがコンテンツに関連付けられる。これは、伝

送用タイムラインである。JT-H222.0ストリームを用いた転送の場合は、伝送用タイムラインはシステムタイ

ムクロック（System Time Clock, STC）により供給される。コンテンツは、連続的な情報として伝送するこ

とができるが、同時に、そのコンテンツの伝送が中断される可能性もある。例えば、ニュース速報による番

組中断の場合がそうである。このような場合、また、それ以外の場合であっても、タイムラインの不連続が

発生する可能性がある。 

 

メタデータ内でタイムリファレンスが使用される際、システムターゲット復号器（System Target Decoder, 

STD）において、タイムリファレンスは、一義的に受信コンテンツ内の時刻値に関連付けられることになって

いる。これを達成するために、受信機のコンテンツタイムラインが必要となる。STCは、受信機のコンテンツ
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タイムラインとして使用可能だが、STCは不連続を起こす可能性があるため、必ずしも時間の一義的関連付け

を提供するとは限らない。それゆえ、ISO/IEC 13818-6 DSM-CCのNPT（Normal Play Time）の概念もまた、受

信機のコンテンツタイムラインとして使用可能である。通常再生、逆回し再生、スロー再生、早送り、巻き

戻し、コマ送りなど、任意の再生モードで、NPTは、STCの不連続性にも他のコンテンツの挿入にも左右され

ずに、時間の一義的な関連付けを提供する。STCが変化する時、新しいNTP_reference_descriptorを転送する

必要がある点に注意すること。 

 

コンテンツとメタデータの正確なタイムリファレンスを維持するために、メタデータコンテンツタイムライ

ン上で規定されるメタデータ時間（metadata time, MT）と、それに対応し、受信機のコンテンツタイムライ

ンにあたる、受信機時間（receiver time, RT）とのマッピングをどのようにしてとるかに関する情報が必要

となる。これは、メタデータコンテンツタイムラインと受信機のコンテンツタイムラインのオフセット時間

（90kHz単位）を提供することにより達成される。このオフセットは、コンテンツラベリングディスクリプタ

内で提供される。このオフセットは、受信機のコンテンツタイムベースがある規定の値に達した時点でのメ

タデータタイムベースとなる値を伝える。図2-7参照。 

 

メタデータシステムのタイミングは、例えば、SMPTEタイムコードを用いて、特定のピクチャあるいは音声フ

レームを参照するかもしれない。メタデータコンテンツタイムラインと受信機のコンテンツタイムラインの

間のオフセット時間は90kHzを単位として表現される。その結果、メタデータタイムリファレンスは受信機内

部で90kHz値に変換される。不正確さに対処するため、受信機は、ピクチャや音声フレームが参照された際、

一番近いものを使用しなければならない。例えば、変換済みの90kHzメタデータタイムリファレンスは、それ

に最も近いPTS値を持つピクチャあるいは音声フレームと対応付けられなければならない。 

 

NPTを使用する場合、再生中は、どのモードのどの時点であっても、メタデータタイムベースとNPTタイムベ

ースの間のオフセットは一定に保たれる。STCの不連続も他のコンテンツの挿入も起こらないならば、メタデ

ータタイムベースとSTCタイムベースの間のオフセットについても同様である。但し、通常再生モードにおい

てのみである、ユーザ独自に定義されたタイムラインについてもまた、オフセットは一定であることが求め

られるが、本標準規定外の範囲内と課せられる可能性がある。 

 

PESパケットでメタデータの同期転送を適用する場合に、あるいは同期DSM-CCダウンロードプロトコルを使用

することで、PTSはメタデータに割り当てられる。こうしたPTSは、例えばメタデータが有効となる時点を指

定する。これは、メタデータを伝送のタイミングとどのようにして関連付けるかに関する先験的な知識であ

ることを意味する。しかし、同期転送されたメタデータは、タイムリファレンスも持っている可能性がある。

このタイムリファレンスは、メタデータコンテンツタイムラインから受信機のコンテンツタイムラインへと、

両タイムライン間の規定のオフセットを用いて、マッピングされるものである。図2-8参照。 
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図2-8 – PESパケットでのメタデータ伝送 
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2.12.3 メディアデータ転送のオプション 
 

非常に多様なメタデータの特性に対応し、JT-H222.0ストリーム上でメタデータを転送するための多くのツー

ルが規定されている。 

本標準ではメタデータの同期伝送用に二つのツールを規定する。 

• PES パケットでの伝送 

• DSM-CC 同期ダウンロードプロトコルの使用 
 

更に、本標準ではメタデータの非同期伝送用に三つのツールを規定する。 

• メタデータセクションでの伝送 

• DSM-CC データカルーセルの使用 

• DSM-CC オブジェクトカルーセルの使用 
 

非同期転送オプションにはカルーセルやファイル構造をサポートするものもあることに注意すること。転送

ツールの選択は、メタデータ伝送に適用する要求事項や、次節以降で示すツールの要求事項に依存する。 

 

メタデータは、0xBDや0xBF(private_stream_id_1 または private_stream_id_2)のストリームID値を持つPES

パケットや、プライベートセクションなど、ユーザ定義の手段によって伝送することもできる。本標準では

メタデータ伝送でユーザ定義の手段をどう使用するかについては規定しないが、2.6.56節から2.6.63節で規

定される記述子を使用するようなメタデータのシグナリングを可能にする。 

 

メタデータサービスへの基本的な参照方法はメタデータサービスIDを使用する方法であり、それは全てのツ

ールにおいて同じである。しかし、ツール毎に違いがある。PESパケット、メタデータセクション、同期DSM-CC

ダウンロードセクションを使用する場合は、個々のメタデータサービスから得られるデータは、メタデータ

ストリーム内でmetadata_service_idフィールドを用いて明示的に通知される。しかし、DSM-CCカルーセルを

使用する場合、この通知は、メタデータアプリケーションの裁量に委ねられる。本標準では、DSM-CCカルー

セルによるメタデータサービスの伝送も可能としているが、一つのDSM-CCカルーセルで伝送可能なメタデー

タサービスの数については規定しない。 

 

メタデータの復号器設定データは、メタデータディスクリプタ、stream_typeが0x15でありstream_idが0xFC

であるPESパケット、メタデータセクション、同期DSM-CCダウンロードセクションのいずれかで伝送される場

合は、明確に通知される。メタデータ復号器設定データがDSM-CCカルーセルで伝送される場合は、そういう

データのシグナリングが必要となるが、本標準では規定しない。すなわち、そのシグナリングはアプリケー

ションの裁量に委ねる。 

 

2.12.4   メタデータを転送するためのPESパケットの使用 
 
PESパケットは、メタデータの同期転送用メカニズムを提供する。PESパケットヘッダ中のPTSによって、

メタデータアクセスユニットは、メタデータ中のタイムリファレンスを必要とせずに、ある瞬間のSTCに関

連付けられる。これは、メタデータを配送タイミングにいかに関係付けるかという先見的知識を意味する。

特定のstream_idとstream_typeの値は、メタデータを運ぶPESパケットを通知するために割り当てられる。

2.12.9項を参照のこと。  
 
メタデータを転送するためにstream_typeが0x15でstream_idが0xFCの値を持つPESパケットを使用する時、

metadata_AU_cellを用いて、PESパケットとメタデータアクセスユニットを対応付けるためのツールとして、

メタデータアクセスユニットラッパを使用しなければならない。これによって、ランダムアクセス（意味は

メタデータのフォーマットに依存する）の表示と、metadeta_AU_cellの欠落を見分けるセルシーケンスカウ

ンタが許可される。それぞれのメタデータアクセスユニットは運ばれ、適切なら、1以上のmetadata_AU_cell
に分割される。メタデータを運ぶ各PESパケットにおいて、最初のPES_packet_data_byteは
metadata_AU_cellの最初のバイトでなければならない。同一のPESパケットに含まれる各メタデータアクセ

スユニットについて、PESヘッダ中のPTSが適用される。PTSは、メタデータアクセスユニットを即座に復

号しSTD中のバッファBnから取り除く時刻を通知する。復号されたメタデータアクセスユニットとオーディ

オビジュアルコンテンツの関係は本標準規定外であることに注意すること。  
 
PESパケットは、単一のmetadata_AU_cellを含んでもよい。これは、メタデータアクセスユニットが1つの

PESパケットにはまらない場合に有用である。この場合、メタデータアクセスユニットの分割は
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metadata_AU_cellによって取り扱われる。  
 
メタデータがプログラムストリーム中のPESパケットによって運ばれる時や、プログラムストリームマップ

がそのプログラムストリーム中で適用される場合、プログラムストリームマップは、どのPESパケットが付

随するメタデータを含むのかを明らかにしなければならない。  
 

2.12.4.1   メタデータアクセスユニットラッパ 
stream_typeが0x15でstream_idが0xFCの値を持つPESパケット、またはstream_typeが0x19の同期

DSM-CCダウンロードセクションにおけるメタデータアクセスユニットが運ばれる時、メタデータアクセス

ユニットラッパを使用しなければならない。ラッパは、metadata_AU_cellの連結数からなる構造体を定義す

る。各metadata_AU_cell中に含まれるメタデータのサイズを符号化することによって、メタデータに依存し

ない構文分析は受信側で可能である。構文分析器は、メタデータを検索し、メタデータの詳細について何ら

先見的な知識無くしてそれを復号器に提供することができる。metadata_AU_cellは、その転送にそろえなけ

ればならない。すなわち、PESパケットのペイロードにある最初のバイトであるか、または同期DSM-CCダ

ウンロードセクションはmetadata_AU_cellの最初のバイトでなければならない。  
 
もしメタデータアクセスユニットが全体的にmetadata_AU_cellに収まらない場合、メタデータアクセスユニ

ットを複数のmetadata_AU_cellに分割しなければならない。ここで、そのような各metadata_AU_cell中の

fragmentation_indicationはmetadata_AU_cellがフラグメントを含むことを通知する。  
 
同一のPESパケットか同期ダウンロードセクションで含まれる各metadata_AU_cellには、PESパケットか同

期ダウンロードセクションのヘッダにおいて符号化されるPTSがそれぞれ適用される。  
 

表2-96/JT-H222.0 – メタデータアクセスユニットラッパ（ITU-T H.222.0） 

シンタックス ビット数 ニーモニック 

Metadata_AU_wrapper () { 
 for (i = 0; i < N; i++){ 
  Metadata_AU_cell () 
 } 
} 

  

表2-97/JT-H222.0 – メタデータAUセル（ITU-T H.222.0） 

シンタックス ビット数 ニーモニック 

Metadata_AU_cell () { 
 metadata_service_id 
 sequence_number 
 cell_fragment_indication 
 decoder_config_flag  
 random_access_indicator 
 reserved 
 AU_cell_data_length 
 for (i = 0; I < AU_cell_data_length; i++){ 
  AU_cell_data_byte 
 } 
} 

 
8 
8 
2 
1 
1 
4 
16 
 

8 
 

 
uimsbf 
uimsbf 
bslbf 
bslbf 
bslbf 
bslbf 

uimsbf 
 

bslbf 

 
metadata_service_id：この8ビットフィールドは、このmetadata_AU_cell中で運ばれ、メタデータアクセス

ユニットに関連付けられるメタデータサービスを示す。  
 
sequence_number：この8ビットフィールドは、metadata_AU_cellのシーケンス番号を明らかにする。この

番号は、metadata_service_idの符号化された値に依存せず、metadata_AU_wrapperを構成するそれぞれ連

続したmetadata_AU_cellについて1ずつインクリメントされる。  
 
cell_fragment_indication：表2-98に対応し、この2ビットフィールドによって、metadata_AU_cell中で運ば

れるメタデータアクセスユニットに関する情報が運ばれる。  
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表2-98/JT-H222.0 – セルフラグメントインディケーション（ITU-T H.222.0） 

値 説明 

11 完全なメタデータアクセスユニットを運ぶシングルセル 
10 1個のメタデータアクセスユニットのデータを含む一連のセルのうちの最

初のセル 
01 1個のメタデータアクセスユニットのデータを含む一連のセルのうちの最

後のセル 
00 1個のメタデータアクセスユニットのデータを含む一連のセルのうちのセ

ルだが、最初でもなく最後でもないセル 
 
random_access_indicator：この1ビットフィールドは、「1」で符号化される時、metadata_AU_cell中で運

ばれるメタデータがメタデータサービスへのエントリポイントを表すということを示す。ここで、復号は前

回のmetadata_AU_cellからの情報を用いずに可能である。ランダムアクセスポイントの内容はメタデータの

フォーマットによって定義される。  
 
decoder_config_flag：この1ビットフィールドは、運ばれるメタデータアクセスユニット中の復号設定情報の

存在を通知する。これによって、復号設定データに続くアクセスユニットにメタデータが存在することは排

除されないことに注意。  
 
AU_cell_data_length：この16ビットフィールドは、直後に続くAU_cell_data_byteの数を明らかにする。  
 
AU_cell_data_byte：この8ビットフィールドは、メタデータアクセスユニットからの連続したバイト数を示

す。  
 

2.12.5   メタデータを転送するためのDSM-CC同期ダウンロードプロトコルの使用 
同期転送については、PESパケットに加えて、DSM-CC同期ダウンロードプロトコルを使用することができ

る。メタデータを転送するための同期DSM-CCダウンロードセクションを使用する時、2.12.4.1項で定義され

るメタデータアクセスユニットラッパを、メタデータアクセスユニットをカプセル化するためのツールとし

て使用しなければならない。これによって、その内容がメタデータのフォーマットに依存するというランダ

ムアクセスインディケーションと、metadata_AU_cellの欠落を見分けるためのセルシーケンスカウンタが可

能になる。メタデータを運ぶそれぞれのDSM-CC同期ダウンロードセクションにおいて、ペイロードの最初

のバイトはmetadata_AU_cellの最初のバイトでなければならない。同一のDSM-CC同期ダウンロードセクシ

ョン中に含まれるそれぞれのメタデータアクセスユニットについて、セクションヘッダ中のPTSが適用され

る。PTSは、メタデータアクセスユニットを即座に復号し、STD中のバッファBnから取り除く時刻を通知す

る。復号されたメタデータアクセスユニットとオーディオビジュアルコンテンツの関係は本標準の規定外で

あることに注意すること。（表2-34に詳述される）特定のstream_type値はDSM-CC同期ダウンロードセク

ション中のメタデータの伝送を通知するのに割り当てられる。  
 

2.12.6   メタデータを転送するためのメタデータセクションの使用 
もし、カルーセル配送メカニズムを用いずにメタデータアクセスユニットの非同期転送が必要ならば、メタ

データセクションを利用することができる。メタデータセクションのシンタックスとセマンティクスは、本

項で定義される。それぞれのメタデータセクションは、section_fragment_indicationフィールドの通知に従

い、1個の完全なメタデータアクセスユニットか、1個のメタデータアクセスユニットのうちの一部かいずれ

かを運ばなければならない。  
 
メタデータセクションにおける転送については、メタデータアクセスユニットは1以上のメタデータテーブル

で構造化される。それぞれのメタテーブルは、1以上のメタデータサービスからなる1以上の完全なメタデー

タアクセスユニットを含む。概念的に、メタデータテーブルの転送メカニズムは、プログラムマップテーブ

ルやプログラムアソシエーションテーブルの転送メカニズムに類似する。それぞれのメタテーブルから複数

のメタデータセクションを構成してもよい。それぞれのメタデータテーブルは複数のメタデータサービスか

らなるメタデータを含んでもよい。  
 
特定のstream_typeとtable_idの値は、メタデータセクションに割り当てられる。メタデータ復号設定データ

はセクションでも運ぶことができる。これは、メタデータ復号設定デスクリプタによって割り当てられるメ

タデータデスクリプション値によって通知される。  
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表2-99/JT-H222.0 – メタデータ転送のためのセクションシンタックス（ITU-T H.222.0） 

シンタックス ビット数 ニーモニック

Metadata_section() { 
 table_id 
 section_syntax_indicator 
 private_indicator 
 random_access_indicator 
 decoder_config_flag 
 metadata_section_length 
 metadata_service_id 
 reserved 
 section_fragment_indication 
 version_number 
 current_next_indicator 
 section_number 
 last_section_number 
 for (i = 1; i < N; i++){ 
  metadata_byte 
 } 
 CRC_32 
} 

 
8 
1 
1 
1 
1 
12 
8 
8 
2 
5 
1 
8 
8 
 

8 
 

32 

 
uimsbf 
bslbf 
bslbf 
bslbf 
bslbf 

uimsbf 
uimsbf 
bslbf 
bslbf 

uimsbf 
bslbf 

uimsbf 
uimsbf 

 
bslbf 

 
rpchof 

 
table_id：table_idは8ビットフィールドで、各メタデータセクションについて「0x06」にセットしなければ

ならない。  
section_syntax_indicator：この1ビットフィールドは「1」にセットしなければならない。  
private_indicator：この1ビットフィールドは本標準では明記されない。  
random_access_indicator：この1ビットフィールドは、値「1」で符号化される時、このメタデータセクシ

ョン中で運ばれるメタデータがメタデータサービスへのアクセスポイントを表す。ここで復号は、前回のメ

タデータセクションからの情報を用いずに可能である。ランダムアクセスポイントの内容はメタデータのフ

ォーマットによって定義される。  
decoder_config_flag：この1ビットフィールドは、値「1」で符号化される時、復号設定情報がこのメタデー

タセクション中に運ばれるメタデータアクセスユニットに存在することを示す。  
metadata_section_length：この12ビットフィールドによって、metadata_section_lengthフィールドの直後

とCRCを含むセクションにおけるバイト数を明らかにしなければならない。このフィールドの値は4093
（0xFFD）を超えてはいけない。  
metadata_service_id：この8ビットフィールドは、このメタデータセクションにおいてメタデータアクセス

ユニットに割り当てられるメタデータサービスを示す。それぞれのメタデータテーブルは複数のメタデータ

サービスからなるメタデータを含む。  
section_fragment_indication：表2-100に対応し、この2ビットフィールドによって、このメタデータセクシ

ョン中で運ばれるメタデータアクセスユニットのフラグメントに関する情報が運ばれる。  
 

表2-100/JT-H222.0 – セクションフラグメントインディケーション（ITU-T H.222.0） 

値 説明 

11 完全なメタデータアクセスユニットを運ぶシングルメタデータセクション 
10 1個のメタデータアクセスユニットからのデータを含む一連のメタデータセクシ

ョンのうち最初のメタデータセクション 
01 1個のメタデータアクセスユニットからのデータを含む一連のメタデータセクシ

ョンのうち最後のメタデータセクション 
00 1個のメタデータアクセスユニットからのデータを含む一連のメタデータセクシ

ョンのうち最初でも最後でもないメタデータセクション 
 
version_number：この5ビットフィールドは、メタデータテーブル全体のバージョン番号である。バージョ

ン番号は、メタデータテーブル内に含まれる情報が変化する時点で、1 modulo 32でインクリメントされなけ

ればならない。current_next_indicatorが「1」にセットされる時、version_numberは現在の適用可能なメタ

データテーブルのバージョン番号でなければならない。current_next_indicatorが「0」にセットされる時、

version_numberは次に適用可能なメタデータテーブルのバージョン番号でなければならない。  
 
current_next_indicator：1ビットフィールドは、「1」にセットされる時、送られるメタデータテーブルが

現時点で適用可能であることを示す。このビットが「0」にセットされる時、送られるメタデータテーブルが
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まだ適用可能でなく、有効になるには次のメタデータテーブル待たなければならないことを示す。  
 
section_number：この8ビットフィールドはメタデータセクションの番号である。メタデータテーブルにお

ける最初のセクションのsection_numberは0x00でなければならない。section_numberはこのメタデータテ

ーブルにおいてそれぞれ追加のセクションに1でインクリメントされる。  
 
last_section_number：この8ビットフィールドは、このセクションが一部である完全なメタデータテーブル

の最後のセクションの番号（つまり、最大値のsection_numberを有するセクション）である。  
 
metadata_byte：この8ビットは、メタデータアクセスユニットからの連続的なバイト数に等しい。  
 
CRC_32：この32ビットフィールドは、全体のmetadata_sectionを処理した後に、付属資料Aで定義された復

号器におけるレジスタがゼロ出力するというCRC値に等しくなければならない。  
 

2.12.7   メタデータを転送するためのDSM-CCデータカルーセルの使用 
もし、転送メカニズムにおけるメタデータ構造体の階層構造を表現せずに、カルーセル配達メカニズムを要

求するならば、データカルーセルを定義するDSM-CCツール（ISO/IEC 13818-6）を使用することができる。

メタデータが含まれるカルーセルに関する情報は、2.6.60項と2.6.62項で定義されるメタデータデスクリプタ

中に含まれる。DSM-CCデータカルーセルにおいて、メタデータの伝送を通知するために、特定の

stream_type値が割り当てられる。要求されるDSM-CCデータカルーセル内のメタデータサービスのシグナ

リングは、本標準では定義されないことに注意すること。  
 

2.12.8   メタデータを転送するためのDSM-CCオブジェクトカルーセルの使用 
もし、転送においてメタデータ構造体の階層構造を表現する能力を有するカルーセル配達メカニズムが要求

されるならば、ユーザ・ユーザ間オブジェクトカルーセルを定義するDSM-CCツールとファイル構造体

（ISO/IEC 13818-6）を使用することができる。これらのファイル構造体は、メタデータの効率的な構文分

析とメタデータの階層構造の表現について必要とされるメタデータを構造化するツールを提供する。メタデ

ータを含むカルーセルを見分けるのに必要とする情報は、2.6.60項と2.6.61項で定義されるメタデータディス

クリプタにおいて含まれる。これはISO/IEC 13818-6 DSM-CCの11.3.1項と5.7.2.3項で定義される

IOP:IOR()であってもよい。DSM-CCオブジェクトカルーセルにおいてメタデータの伝送を通知するため特

定のstream_type値が割り当てられる。DSM-CCオブジェクトカルーセル内のメタデータサービスのシグナ

リングは要求されるが、本標準では定義されないことに注意すること。  
 

2.12.9 メタデータに関連したシグナリング 
メタデータに関連したシグナリングは、4つの異なる領域をカバーする。 

 ・メタデータサービスとストリームのシグナリング 

 ・メタデータシステムで利用するためのコンテンツのシグナリング 

 ・コンテンツに対するメタデータの関連付け 

 ・復号器設定データのシグナリング 

2.12.9.1 メタデータサービスとストリームのシグナリング 
 メタデータの伝送には、0x15以上、かつ、0x19以下の範囲のstream_type値が利用される。2.12.4項から2.12.8
項に記述されている5つの方法のうちいずれの方法が、メタデータを転送するために利用されるかを規定す

る。また、もし適切であれば、メタデータの伝送には、メタデータストリームを意味する0xFCの値が設定さ

れたstream_id値が利用される。 

 

 メータデータサービスを一意に特定するために、metadata_service_idはトランスポートによってサービス毎

に割り当てられる。割り当てられた値は、メタデータサービスを伝送するトランスポートストリームまたは

プログラムストリームの中で一意でなければならない。もしメタデータが、stream_idとして0xFCを持つPES
パケット、または、メータデータセクション、または、ISO/IEC 13818-6同期ダウンロードセクションで伝送

される場合、割り当てられたmetadata_service_id値は、metadata_AU_cell、または、メタデータセクションの

ヘッダに明記して転送される。もし、ISO/IEC 13818-6カルーセルがメタデータを伝送するために利用される

ならば、メタデータサービスの通知はアプリケーションにゆだねられる。メタデータディスクリプタはメー

タデータのフォーマットを表す、また、復号器設定データに関する情報を提供する。また、メタデータディ
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スクリプタは、その識別子が付随するメタデータサービスに関する情報を伝送することによってメタデータ

サービスに関連付けられる。 

2.12.9.2 メタデータシステムで利用するためのコンテンツのシグナリング 
 2.6.56項と2.6.57項において、コンテンツラベリングディスクリプタは、MPEG-2トランスポートストリーム

またはプログラムストリーム上で転送される音声映像、または、他のコンテンツに対し、メタデータアプリ

ケーションフォーマット詳細リファレンスであるcontent_reference_id_recordの割当に利用するために定義さ

れている。content_reference_id_recordは、そのようなコンテンツを参照するためのラベルとして、メタデータ

システムによって利用される。例えば、コンテンツは、プログラム、ストリーム、または、そのセグメント

を表してもよい。コンテンツラベリングディスクリプタは、メタデータから時間を参照するために利用され

るコンテンツ時間に関する情報も提供する。その情報には、メタデータ時間と適用されたコンテンツ時間の

間のコンテンツオフセットを含んでいる。ディスクリプタは、プライベートデータの伝送を許容する。

metadata_application_formatは、そのcontent_reference_id_recordの有効時間間隔に関する制約のように、

content_reference_id_recordに関する制約を定義してもよい。 

 
2.12.9.3 コンテンツに対するメタデータの関連付け 
 2.6.58 項と 2.6.59 項において、メタデータポインタディスクリプタは、１つのメタデータサービスを、TTC

標準JT-H222.0で規定されているストリームにおける音声映像または他のコンテンツに関連付けるために定

義されている。メタデータは、ディスクリプタのロケーションによって定義されているように、コンテキス

ト内のコンテンツに関連付けられる。トランスポートストリームの場合、ディスクリプタはプログラムスト

リームやエレメンタリストリームのためのディスクリプタのループ内の PMT に配置される。しかし、ブロ

ードキャストサービス群（ブーケ）を記述する表のように、この規定では定義されていない表にも配置され

てもよい。 
 
メタデータポインタディスクリプタは、コンテンツのコンテキストからそのコンテンツに関連するメタデー

タサービスを指し示す。メタデータポインタディスクリプタは、関連するメタデータサービスに割り当てら

れた metadata_service_id の値を提供する。関連するメタデータの１つ以上のロケーションも同様である。

例えば、そのロケーションは、コンテンツとして同じトランスポート、もしくは、他のトランスポートスト

リームに含まれてもよい。また、インターネットのような、非 TTC 標準 JT-H222.0 ストリームロケーション

に含まれてもよい。 
 
2.12.9.4 復号器設定データのシグナリング 
メタデータの復号には、メタデータ復号器設定データが利用可能であることを必要とされる場合がある。も

し必要とされるなら、復号器設定データは、メタデータサービスと同様にTTC標準JT-H222.0ストリームの同

一プログラムのメタデータサービスの１つに含まれなければならない。もし復号器設定データがメタデータ

サービスの復号に必要な場合は、メタデータディスクリプタはそのようなデータを転送する、もしくは、同

一または別のメタデータサービスから復号器設定データを検索するための情報を提供する。トランスポート

ストリームにおいて、そのような別サービスは、decoder_config_metadata_service_idフィールドで規定されて

いるようにmetadata_service_idを含むmetadata_descriptor(同一metadata_formatと同一metadata_applicationフォー

マットを含む)をPMTで探索することにより見つけることができる。 

2.12.9.5 メタデータシグナリングの概要 
図2-9/JT-H222.0に、シングルプログラムがコンテンツ（もしくは、エッセンス）「コンテンツプログラム」

を転送し、メタデータが別プログラム「メタデータプログラム」で転送される場合のメタデータシグナリン

グの例を示す。この例において、メタデータプログラムとコンテンツプログラムは同一トランスポートスト

リームに存在する。 
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図2-9/JT-H222.0 メタデータシグナリングと参照 

 
コンテンツプログラムには、content_labeling ディスクリプタと metadata_pointer ディスクリプタというメ

タデータに関連する２つのディスクリプタが存在する。content_labeling ディスクリプタは、コンテンツに

含まれ、図において「コンテンツラベル」と書かれ、ディスクリプタにおいて content_reference_id フィー

ルドにエンコードされたラベルに関連する。そのラベルは、全体、一部、もしくは、時間指定セグメントの

いずれかによらず、エッセンスを参照するためにメタデータサービスによって利用される。例えば、

content_labeling ディスクリプタはラベル「02 年 1 月 1 日のニュース」を提供する、そして、メタデータは

「02 年 1 月 1 日のニュース」の詳細なストーリーアイテムを参照する。例えば、ストーリーアイテムの詳細

なタイミングを提供する。 
 
メタデータポインタディスクリプタは、与えられたコンテンツに対し、メタデータサービスを発見するため

の情報を提供する。この例では、メタデータは別プログラムで転送される。しかし、コンテンツと同一プロ

グラムでメタデータが転送される場合、もしくは、例えば URL のように、本標準のスコープを越えた方法

によって提供される場合においても同じように有効である。このディスクリプタはメタデータサービスに関

連するメタデータサービス ID 値を提供する。これは、メタデータストリームが複数の異なるプログラムに対

し複数のメタデータサービスを転送し、それぞれのプログラムが固有のメタデータサービスを一意に特定可

能である必要があるために要求される。 
 
メタデータプログラムにおいて、メタデータディスクリプタは、メタデータストリーム内のメタデータサー

ビスを転送する。もし利用された場合、メタデータディスクリプタは復号器設定情報を見つけるための詳細

を提供する。 
 
コンテンツプログラムを復号する受信機によって、PMT 内のメタデータポインタディスクリプタを特定する

際に、受信機はメタデータプログラムからメタデータディスクリプタを探索する。もし必要であれば、最初

に復号器設定データが探索される。次に復号器がそれに応じて初期化される。その後、メタデータサービス

関連するメタデータ 
を含む 
MPEG-2プログラム 

 
コンテンツ 
ラベリング 
ディスクリプ

タ 
 

PMT 

コンテンツ 
ラベル 

ビデオ 

オーディオ 

メタデータストリーム 
を転送する 
MPEG-2プログラム 

 
メタデータ 
ディスクリプ

タ 
 

PMT 
 
メタデータ 
サービスID 
 

メタデータストリーム メタデータサービス  

 
メタデータ 
ポインタ 
ディスクリプ

タ 
 

ポインタ 
・プログラム番号  
・メタデータサービスID

メタデータサービスに

よるコンテンツ参照  

H.222.0 FAMD1-3



JT-H222.0 －165－ 
 

は復号が開始される。 
 
2.12.10 メタデータのSTDモデル 
STDモデルは、メタデータを転送するTTC標準JT-H222.0ストリームにおける規範的な制約を規定する。STD
におけるメタデータのデコードには、通常のT-STDモデルとP-STDモデルがバッファBnに適用される。Bnに対

するメタデータの入力レートはRxnであり、Bnからの出力レートとメタデータデコーダDmetadataに対する入力レ

ートはRmetadataである。図2-10/JT-H222.0を参照すること。 

 

H.222.0_FAMD1-4

Bn Dmetadata
Rxn Rmetadata

 
図2-10/JT-H222.0 STDにおけるメタデータのデコード 

 

メタデータはRxnのレートでバッファBnに入力される。P-STDにおいては、レートRxnはプログラムストリーム

のレートと同一である。T-STDにおいては、レートRxnはT Bnの出力レートであり、メタデータSTDディスク

リプタのmetadata_input_leakフィールドによって定義されるレートと同一である。バッファBnのサイズBSn

はメタデータSTDディスクリプタのmetadata_buffer_sizeフィールドで定義されるサイズと同一である。同

期転送の場合、メタデータのデコードは即時に行われ、PTSによって制御される。デコード時、つまり、STC
がPTSと等しいとき、関連するメタデータは即時にBnから除去される。非同期転送の場合、メタデータは、

メタデータSTDディスクリプタのmetadata_output_leak_rateフィールドで定義されるレートと等しい

RmetadataのレートでBnから除去される。バッファBnはオーバーフローしてはならない。 

注）STDモデルは、メタデータで利用されるタイミングに関する制約を規定せずに、メタデータの転送に関

する制約を定義する。 

 

2.13 ISO 15938 データの転送 

2.13.1 はじめに 
2.12節で規定されているように、TTC標準JT-H222.0ストリーム上でのメタデータの転送は、metadata_format
フィールドの適切な符号化によってISO 15938の転送を可能にする。この節では、ISO 15938データを転送す

る目的のために、具体例を記述する。ISO 15938データの転送は、2.12節で規定されている各要求事項を満た

さなければならない。しかし、さらに、この節で規定される要求事項もISO 15938データの転送のために適用

されなければならない。 

 

2.13.2 ISO 15938 デコーダコンフィグレーションデータ 
ISO 15938データのデコードには、デコーダコンフィグレーションデータの利用可能であることが必要とされ

る。したがって、ISO 15938データがTTC標準JT-H222.0ストリームで転送されるとき、メタデータディスクリ

プタは、decoder_config_flagsに’001’、’010’、’100’のいずれかの値を設定することによって、同じTTC標準

JT-H222.0ストリームにより関連するデコードコンフィグレーションデータの転送されることを通知しなけ

ればならない。 

 

 

2.14 TTC標準JT-H264 ビデオの伝送 

2.14.1 概要 
この標準では、プログラムストリームとトランスポートストリーム両方でTTC標準JT-H222.0システムを使

ってのTTC標準JT-H264エレメンタリストリームの伝送を定義している。  
典型的には、TTC標準JT-H264ストリームはTTC標準JT-H222.0の番組要素であり。トランスポートストリ

ームはPMTで、プログラムストリームはPMSで番組要素を定義している。  
AVCビデオストリームの伝送管理とバッファ管理は、AVCビデオストリーム中に存在する情報と共に、PTS



JT-H222.0 －166－ 
 

やDTSのようなこの標準での既存パラメータを使用することで定義される。  
TTC標準JT-H222.0ストリームでのAVCビデオストリームの伝送は、STDパラメータとAVCビデオストリー

ム中に存在するであろうHRDパラメータの間の正確なマッピングを定義する。  
要求事項は、各STD要求がトランスポートストリームやプログラムストリームの中で伝送される各AVCビデ

オストリームに適しているかどうかを確かめることができるということを確実にするために、AVCビデオス

トリーム中のHRDパラメータの存在により定義される。  
 

注1 – AVCビデオストリーム中に存在するタイミング情報は、90-kHzクロックを使用していなくてもPTSや

DTSタイムスタンプは90kHz単位で表現される必要がある。 
TTC標準JT-H264ストリームがTTC標準JT-H222.0ストリーム中で伝送される場合、TTC標準JT-H264で符

号化されたデータはPESパケットの中に収容しなければならない。TTC標準JT-H264符号で符号化されたデ

ータは、次の制約とともに、TTC標準JT-H264の付属資料  Bに定義されるバイトストリームフォーマットに

従わなければならない。  
• 各 AVC アクセスユニットはアクセスユニットデリミタ NAL ユニットを含まなければならない 

注2 -  TTC標準JT-H264は、もしあるのであればアクセスユニットデリミタNALユニットがAVCアクセスユ

ニットの中で最初のNALユニットである必要がある。アクセスユニットデリミタNALユニットは簡単にピ

クチャ間の境界を検出することを可能にする。それはスライスヘッダの内容を処理する必要を避け、スライ

スオーダーを任意にすることができるベースラインや拡張プロファイルにとって特に使い勝手が良い。 

• アクセスユニットデリミタを伝送する各バイトストリーム NAL ユニットは、唯一つだけ zero_byte シンタック

ス要素をふくまなければならない。 

注3 – バイトストリームNALユニットのシンタックスやセマンティックスは、TTC標準JT-H264の付属資料B

で定義されている。 

• AVC ビデオストリームを復号するために必要とされるシーケンスパラメータとピクチャパラメータ(SPS と

PPS)のすべては、AVC ビデオストリームの中に存在しなければならない。 

注 4 – TTC標準JT-H264は別のチャンネルを使用してSPSやPPSの配送を許可している。この標準ではそのよ

うな配送のサポートを提供しない、そのためAVCビデオストリームの中にSPSやPPSを伝送させる必要があ

る。 

• low_delay_hrd_flag が'1'にセットされた hrd_parametors()をを含んでいる各 AVC ビデオシーケンスは

timing_info_present_flag を'1'にセットされた VUI パラメータを伝送しなければならない。 

注 5  - もしlow_delay_hrd_flagが'1'にセットされているならばSTDモデルにおいてバッファのアンダーフ

ローが許される。2.14.3と2.14.4を参照。timing_info_present_flagを'1'セットすることは、アンダーフローの場

合でもAVCビデオストリームがAVCアクセスユニットのDPB出力時間とCPB取り出し時間を決定するため

の十分な情報を含んでいることを確実にする。 
aspect_ratioのように表示固有の情報を提供するために、各AVCビデオストリームは復号されるAVCビデオ

ストリームが受信側で正確に表示されることができるために十分な情報を持ったVUIパラメータを伝送する

ことが強く勧告される。  

2.14.2 PESパケット中での伝送 
TTC標準JT-H264ビデオはビデオに割り当てられた16のstream_idの内の一つを使用してPESパケットの中

で伝送される。PMTまたはPSM中にアサインされたストリームタイプの意味によりTTC標準JT-H264ビデオ

であることが通知される。  
 

ストリーム全体が適合するプロファイルとAVCビデオストリーム中に起こりうる最も高いレベルはAVCビ

デオディスクリプタを使って通知されなければならない。  
もしAVCビデオディスクリプタがあるAVCビデオストリームに付随しているならば、このディスクリプタは、

エレメンタリーストリームエントリーのためのディスクリプタループの中で運ばれなければならない。  
エレメンタリーストリームエントリーは、トランスポートストリームの場合はプログラムマップテーブルま

たは、プログラムストリームの場合はPSMが存在するときはプログラムストリームマップの中に存在する。  

 
この標準は番組の中でTTC標準JT-H264ストリームをどのように表示するかを指定するものではない。  
PESパケット化については、どんなデータアライメント規則も適用されない。  
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同期管理とSTD管理に関しては、PTSと特定の場合のDTSは、TTC標準JT-H264ビデオエレメンタリストリ

ームデータを運ぶPESパケットのヘッダの中に符号化される。  
PTSとDTSの符号化に関しては、コンストレイントとセマンティックスは2.4.3.7と2.7に定義される。  

2.14.3 STD拡張 

2.14.3.1 T-STD 拡張 
T-STDモデルは各TTC標準JT-H264ビデオエレメンタリストリームnの復号のためにバッファEBnの前にト

ランスポートバッファTBnとマルチプレックスバッファMBnを含んでいる。図AMD3-1参照  
 

 
図AMD3-1 – TTC標準JT-H264 ビデオのためのT-STDモデル拡張 
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DPBnバッファ管理 

TTC標準JT-H222.0上でのAVCビデオストリームの伝送はバッファDPBnのサイズに影響しない。  
STDにおけるAVCビデオストリームの復号に関しては、DPBnのサイズはTTC標準JT-H264で定義されている。 
DPBバッファはTTC標準JT-H264の付属資料  C（C.2節とC.4節）により管理されなければならない。  
復号されたAVCアクセスユニットは、AVCアクセスユニットの復号直後、すなわちAVCアクセスユニットの

CPB取り出し時間にDPBｎにはいる。  
復号されたAVCアクセスユニットはDPBの出力時間に表示される。  
もしAVCビデオストリームがAVCアクセスユニットのCPB取り出し時間とDPB出力時間を決定するために

不十分な情報しか提供しない場合。これらの時間はPTSとDTSのタイムスタンプからSTDモデルにおいて即

座に次のように決定されなければならない。  
1) AVC アクセスユニット n の CPB 取り出し時間は DTS(n)で示される時間その瞬間である。DTS(n)は AVC ア

クセスユニット n の DTS 値である。 
2) AVC アクセスユニット n の DPB 出力時間は PTS(n)で示される時間その瞬間である。PTS(n)は AVC アクセス

ユニット n の PTS 値である。 

注1 –  hrd_parameters()におけるlow_delay_hrd_flagが1に設定されるAVCビデオシーケンスにおいては、各AVCアクセ

スユニットのDPB出力時間とCPB取り出し時間を決定するのに十分な情報を伝送します。 

したがって、STDアンダーフローが起こるかもしれないAVCアクセスユニットにおいては、CPB取り出し時間やDPB

出力時間がDTSやPTSタイムスタンプではなくHRDパラメータにより定義される。 
 

TBn, MBn ,EBnバッファ管理 

 バッファTBnへの入力とそのサイズTBSnは2.4.2.3で記述している。バッファMBnとEBn、TBnとMBn間のレ

ートRxn、MBnとEBn間のレートRbxnに対して、TTC標準JT-H264ストリームについて次の制約が適用される。 
 

バッファ EBn のサイズ EBSn： 
 EBSn = cpb_size 
 ここで cpb_size は、NAL hrd_parameters()中で通知されるバイトストリームフォーマットに対する CPB

のサイズ CpbSize[ cpb_cnt_minus1 ]である。NAL hrd_parameters()は AVC ビデオストリーム中の VUI
パラメータで送信される。NAL hrd_parameters()が AVC ビデオストリーム中に存在しない場合には、

cpb_size は、AVC ビデオストリームのレベルに対応して TTC 標準 JT-H264 の付属資料 A で 1200×
MaxCPB として定義されたサイズでなければならない。 

 

バッファ MBn のサイズ MBSn： 
MBSn = BSmux + BSoh + 1200 × MaxCPB[level] – cpb_size 
 ここで、パケットオーバヘッドバッファリングである BSohは下記の様に定義される。 
BSoh = (1/750) seconds × max{1200 × MaxBR[level], 2 000 000 bit/second} 
 付加的な多重バッファリングである BSmuxは下記のように定義される。 
BSmux = 0.004 seconds × max{1200 × MaxBR[level], 2 000 000 bit/second} 
 ここで、MaxCPB[level]と MaxBR[level]は、AVC ビデオストリームのレベルに対応した TTC 標準

JT-H264 の表 A.1（レベルの限定）において、バイトストリームフォーマットに対して定義されている。

また、cpb_size は、NAL hrd_parameters()中で通知されるバイトストリームフォーマットに対する CPB
のサイズ CpbSize[ cpb_cnt_minus1 ]である。NAL hrd_parameters()は AVC ビデオストリーム中の VUI
パラメータで送信される。NAL hrd_parameters()が AVC ビデオストリーム中に存在しない場合には、

cpb_size は、AVC ビデオストリームのレベルに対応して TTC 標準 JT-H264 の付属資料 A で 1200×
MaxCPB として定義されたサイズでなければならない。 

 

レート Rxn： 
 TBnにデータが存在しなかった場合、Rxnは 0 である。 
 その他の場合： Rxn = bit_rate 
 ここで bit_rate は、NAL hrd_parameters()中で通知されるバイトストリームフォーマットに対する CPB

へのデータフローのビットレート BitRate[ cpb_cnt_minus1 ]である。NAL hrd_parameters()は AVC ビ

デオストリーム中の VUI パラメータで送信される。NAL hrd_parameters()が AVC ビデオストリーム中
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に存在しない場合には、bit_rate は、AVC ビデオストリームのレベルに対応して TTC 標準 JT-H264 の付

属資料 A に定義されたビットレート 1200×MaxBR[level]でなければならない。 
 

MBn と EBn 間の転送 
 hrd_management_valid_flag が’1’に設定された AVC タイミングアンド HRD ディスクリプタが存在する

場合、MBn から EBn へのデータ転送は TTC 標準 JT-H264 の付属資料 C で定義されている様に HRD
の定めた CPB へのデータ到着に対する方式に従わなければならない。 

 そうでない場合には、次に示すように MBnから EBnへのデータ転送にリーク方式が使用されなければな

らない： 
 

 レート Rbxn： 
     Rbxn = 1200 × MaxBR[level] 
 ここで、MaxBR[level]は、それぞれにレベルに対応した TTC 標準 JT-H264 の表 A.1（レベルの限定）に

おけるバイトストリームフォーマットに対して定義されている。 
 

 MBn 中に PES パケットのペイロードデータが存在し、バッファ EBn が一杯でない場合、PES パケット

のペイロードは Rbxn のレートで MBn から EBnへ転送される。EBn が一杯の場合、データは MBnから

削除されない。1 バイトのデータが MBn から EBnへ転送されるとき、MBn内に存在し、そのバイトより

も前に存在する全ての PES パケットヘッダバイトはすぐに取り出され、破棄される。PES パケットペイ

ロードデータが MBn内に存在しない場合には、MBnからデータが取り出されない。MBnに入力される全

てのデータはそこから無くなる。全ての PES パケットペイロードデータバイトは MBnを抜けた後すぐに

EBnに入る。 
 

EBnからのAVCアクセスユニットの取り出し 

 EBn内に存在する各 AVC アクセスユニット An(j)は時間 tdn(j)になるとただちに取り出される。復号時間

tdn(j)は DTS により指定されるか、AVC ビデオストリーム中の情報から得られる CPB 取り出し時間から

指定される。 
 

STD遅延 

AVC静止画以外のTTC標準JT-H264データのシステムターゲット復号器バッファTBn, MBn,EBnを通じた総

遅延は、AVCアクセスユニットAn(j)内の全ての jと全てのバイト iに対してtdn(j) – t(i) が  10秒以下という条

件により制限されなければならない。 

 

システムターゲット復号器バッファTBn, MBn,EBn を通じたAVC静止画データの遅延は、AVCアクセスユニ

ットAn(j)内の全ての jと全てのバイト iに対してtdn(j) －  t(i)が60秒以下という条件に制限されなければなら

ない。  
 

バッファ管理条件 

トランスポートストリームは、バッファ管理に対する下記の条件を満足させるように構成されなければなら

ない：  
 

• TBn はオーバフローしてはいけない。また少なくとも毎秒一度は空にならなくてはならない。 

• MBn, EBn, DPBn はオーバフローしてはいけない。 

• EBn は、low_delay_hrd_flag が’1’に設定された VUI パラメータが AVC ビデオシーケンスに対して存在する時を除い

て、アンダーフローしてはいけない。復号時間 tdn(j)に、EBn内に 1 バイト以上の An(j)が存在しない場合、AVC アク

セスユニット An(j)に対して EBnのアンダーフローが生じる。 
 

注2 – AVC ビデオストリームは、TTC標準JT-H264の付属資料 C で規定されているようにAVCビデオストリームの

HRDへの準拠を判定する情報を伝送することが可能である。この情報の存在は、hrd_management_valid_flagが’1’に設

定されたAVCタイミングアンドHRDディスクリプタを使用するトランスポートストリーム内で通知されることが可

能である。この情報の存在に関係なく、AVCビデオストリームのT-STDへの準拠は、T-STD内においてそのバイトデ

ータが取り出され、EBnから削除されるのと同時に、HRD内においてAVCビデオストリームの各バイトが取り出され、

CPBnから削除される時、HRDバッファ管理のCPBnに対する要求が満たされることを保証する。 



JT-H222.0 －170－ 
 

 

2.14.3.2.  P-STD拡張 
TTC標準JT-H264のエレメンタリーストリームの復号に対するP-STDモデルはバッファDPBn（図AMD3-2
参照）の前に存在する多重バッファBn と復号器Dn を含んでいる。各AVCビデオストリームnに対して、

P-STD内のバッファBnのサイズBSnが、PESパケットヘッダ内のP-STD_buffer_sizeフィールドにより定義さ

れている。  
 

 

図 AMD3-2 – TTC標準JT-H264ビデオに対するP-STDモデル拡張 

 

DPBn バッファ管理 

バッファDPBnはT-STD内と全く同様に管理されなくてはならない；2.14.3.1参照。  

 
Bnバッファ管理 

AVCアクセスユニットデータは、2.5.2.2に規定されているようにバッファBnに入る。時間tdn(j)に、AVCア

クセスユニットAn(j)は復号され、直ちにBnから取り出される。復号時間tdn(j)はDTS、もしくはAVCビデオ

ストリーム内の情報から得られるCPB取り出し時間により指定される。TTC標準JT-H264により規定される

規則により、復号においては、AVCアクセスユニットはすぐDPBnに入るか、DPBnへの入力無しに出力され

る。  

 
STD遅延 

AVC 静止画以外のTTC標準JT-H264データのシステムターゲット復号器バッファBnによる総遅延は、AVC
アクセスユニットAn(j)内の全ての jと全てのバイト iに対してtdn(j) －  t(i)が10秒以下という条件に制限され

なければならない。  
システムターゲット復号器バッファBn によるAVC静止画データの遅延は、AVCアクセスユニットAn(j)内の

全ての jと全てのバイト iに対してtdn(j) －  t(i)が60秒以下という条件に制限されなければならない。  
 

バッファ管理条件 

プログラムストリームはバッファ管理に対する下記の条件を満足させるように構成されなければならない：  
 •  Bnはオーバーフローしてはいけない。 

• Bnは、low_delay_hrd_flag が ’1’に設定されたVUIパラメータがAVCビデオシーケンスに対して存

在する時もしくはtrick_mode状態がtrueの時を除いて、アンダーフローしてはいけない。復号時

間tdn(j)に、Bn 内に１バイト以上のAn(j) が存在しない場合、AVCアクセスユニットAn(j)に対し

てBn のアンダーフローが生じる。 
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付属資料 A 
(この付属資料は本標準の必須部分である ) 

 

CRC 復号器モデル 
 

A.0   CRC 復号器モデル 
 
32ビットCRC復号器モデルは下の付図A-1で規定される。  

受信データ及び CRC_32 ビット

(最上位ビット順)

+

+z(0)

+z(1)

z(2)

z(4) o o o

o o o z(31)

z(3) +

 

 

付図  A-1/JT-H222.0 -- 32 bit CRC 復号器モデル (ITU-T H.222.0)  

 32ビットCRC復号器はビットレベルで動作し、14の加算器｢+｣と32の遅延要素  z(i)から構成される。CRC
復号器の入力はz(31)の出力に加算される。そしてその結果はz(0)の入力および残りの各加算器の入力の一方

として供給される。残りの各加算器のもう1つの入力は  z(i)の出力である。一方、残りの各加算器の出力は、  
i = 0, 1, 3, 4, 6, 7 , 9, 10, 11, 15, 21, 22, および  25については、z(i+1)の入力と結ばれている。上記の付図

A-1を参照のこと。  
 
 これが次の多項式で計算されるCRCである。  
 
  x32 + x26 + x23 + x22 + x16 + x12 + x11 + x10 + x8 + x7 + x5 + x4 + x2 + x +1.  (A-1) 
 CRC復号器の入力においてデータバイトが受信される。各データバイトは、最上位ビット (msb : most 
significant bit)から順に、一回につき1ビットシフトされてCRC復号器へ入力される。すなわち、データバイ

ト0x01では、最初に7つの”0”がCRC復号器に入力され、その後に１つの”1”が続く。セクションのデータの

CRC処理を行う前に、各遅延要素z(i)の出力は初期値 '1'にセットされる。この初期化の後、4バイトの  CRC_32
を含むセクションの各データバイトはCRC復号器の入力に供給される。 CRC_32の最終データバイトの最終

ビットが復号器へシフトされた後、すなわちz(31)の出力と加算後にz(0)へシフトされた後、全ての遅延要素

z(i)の出力が読み出される。エラーがない場合には、各z(i) の出力は0である。CRC符号器では、以上のこと

が保証されるような値にCRC_32フィールドが符号化される。  
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付属資料B 
(この付属資料は本標準の必須部分ではない ) 

 
ディジタル蓄積メディアコマンドと制御 [DSM-CC] 

 
B.0   はじめに 
 
 DSM-CCプロトコルは、ディジタル蓄積メディアにおけるTTC標準  JT-H222.0 ビットストリームを管理

するために特有の基本的な制御機能および操作を与えるよう意図された特定の応用プロトコルである。この

DSM-CCはネットワーク /OSレイヤより上ではあるがアプリケーションレイヤより低い、低位のレベルのプロ

トコルである。  
 DSM-CCは、次の意味で透過性を持っていなければならない。  
 
    ・   使用されるDSMと無関係であること  
    ・   DSMがローカルまたはリモートサイトに置かれているかどうかと無関係であること  
    ・   DSM-CCのインターフェースのネットワークプロトコルと無関係であること  
    ・   DSM-CCは、DSMが動作する種々のオペレーティングシステムとは無関係であること  
 

B.0.1   目的 
  TTC標準  JT-H222.0 DSM制御コマンドの多くのアプリケーションは、ローカルまたはリモートサイトに

ある種々のディジタル蓄積メディアに蓄積されている  TTC標準  JT-H222.0 ビットストリームにアクセス

することを必要としている。異なるDSMはそれ自身特定の制御コマンドを有しており、従ってユーザは異な

るDSMから得られる  TTC標準  JT-H222.0 ビットストリームにアクセスするために、異なるDSM制御コマ

ンドの集合を知る必要がある。このため、 TTC標準  JT-H222.0 またはISO/IEC 11172-1のアプリケーショ

ンシステムのインターフェースデザインにいろいろと困難な点が生じている。この困難さを克服するために、

使用される特定のDSMと無関係である、共通のDSM制御コマンドの集合が必要とされる。この付属資料は本

標準の必須部分ではない。ISO/IEC13818-6は、より広い範囲を有するDSM-CC拡張規定を定義している。  
 

B.0.2   将来のアプリケーション 
 現在のDSM-CCがサポートしている当面のアプリケーションの先において、DSM-CCの拡張に基づく将来

のアプリケーションは次のアプリケーションを含むことができるだろう。  
 
ビデオオンデマンド  
 ビデオ番組は、種々の通信チャネルを通じて顧客がリクエストしたとおりに供給される。顧客は、ビデオ

サーバで使用可能な番組のリストからビデオ番組を選ぶことができるであろう。このようなアプリケーショ

ンが、ホテルや、ケーブルテレビ、教育機関、病院などにおいて使用可能となるであろう。  
  
インタラクティブビデオサービス  
 これらのアプリケーションにおいて、ユーザは蓄積されたビデオおよびオーディオの操作を制御しながら

頻繁にフィードバックを行う。これらのサービスには、ビデオをベースとするゲームや、ユーザが制御する

ビデオツアーや電子ショッピングなどを含めることができる。  
 
ビデオネットワーク  
 種々のアプリケーションにおいて、ある種のコンピュータネットワークを通じて、蓄積されたオーディオ

およびビデオデータを交換することが考えられるだろう。ユーザは、ビデオネットワークを通じて端末まで

AV情報の経路を作ることができるであろう。電子出版およびマルチメディアアプリケーションはこの種類の

アプリケーションの例としてあげられる。  
 

B.0.3   利点 
 DSM制御コマンドをDSMと無関係に規定することにより、エンドユーザは使用される特定のDSMの詳細

な操作を十分に理解する必要なく、TTC標準  JT-H222.0 の復号を行うことができる。  
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 DSM制御コマンドは、DSMやユーザインターフェースと無関係に  TTC標準  JT-H222.0 ビットストリー

ムが同一のセマンティクスによって再生され蓄積されることができることを、エンドユーザに対して保証す

る符号である。それらは、DSM動作を制御できる基本的なコマンドである。  

B.0.4   基本機能 
 

B.0.4.1   ストリーム選択 
 DSM-CCは、次の動作を行う  TTC標準  JT-H222.0 ビットストリームを選択する手段を与える。この動作

には新しいビットストリームを生成することも含まれている。この機能のパラメータは、次のものを含んで

いる。  
 

・TTC標準  JT-H222.0 ビットストリームのインデックス (このインデックスとアプリケーションにとっ

て意味のある名前との間のマッピングは現在のDSM-CCの範囲外である。 ) 
・モード (検索 /蓄積 ) 

 

B.0.4.2   検索 
 DSM-CCは次の手段を与える。  
 
・  識別されたTTC標準  JT-H222.0 ビットストリームを再生する、  
・  所定の表示時間から再生する、  
・  再生速度を設定する (通常または高速 )、  
・  再生期間を設定する (指定された表示時間または順方向再生の終了または逆方向

再生の開始または  ストップコマンドの発行までの期間 )、  
・  方向を設定する (順方向または逆方向 )、  
・  ポーズ、  
・  レジューム、  
・  ビットストリーム中のアクセスポイントを変更する、  
・  ストップ。  
 

B.0.4.3   蓄積 
 DSM-CCは次の手段を与える。   
 ・指定の期間、有効なビットストリームの蓄積を行う、  
 ・蓄積動作の停止を行う。  
 
    DSM-CCは、DSMベースのTTC標準  JT-H222.0 アプリケーションにおいて必要とされるであろう機能

のうち、有用であるが制限された機能のサブセットを与える。重要で付加的な能力が、今後の拡張によって

加えられることが十分に期待されている。  
 

B.1   一般的要素 
 

B.1.1   範囲 
  この標準の範囲は、  TTC標準  JT-H222.0 ビットストリームが蓄積されるディジタル蓄積メディアの制

御用コマンドの有用な集合を規定するための国際標準の開発により構成されている。これらのコマンドは、

特定のDSMと無関係に、一般的な方法でディジタル蓄積メディアの遠隔制御を可能とし、DSM上に蓄積され

る任意の  TTC標準  JT-H222.0 ビットストリームに適用することができる。  
 

B.1.2   DSM－CC アプリケーションの概要 
 現在のDSM-CCシンタックスおよびセマンティクスは、シングルユーザのDSMアプリケーションを対象と

している。ユーザのシステムは、TTC標準  JT-H222.0 ビットストリームの検索を可能とする。また、 [オプ

ションとして ]TTC標準  JT-H222.0 ビットストリームの生成が可能である。DSMコマンドおよび認証が送ら

れる制御チャネルは、帯域外のチャネルとして付図B-１に示されている。もし帯域外のチャネルが利用でき

ない場合、DSM-CCコマンド及び認証をTTC標準  JT-H222.0 ビットストリームに挿入することによっても

同様のことを達成することができる。 
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付図B-1/JT-H222.0 – DSM-CC アプリケーションの構成 (ITU-T H.222.0) 
 

B.1.3   DSM－CC コマンド及び認証の伝送 
 DSM-CCは、B.2.2 から  B.2.9で定義されるシンタックス及びセマンティクスに従うDSM-CCビットスト

リームへと符号化される。DSM-CCビットストリームは、スタンドアローンのビットストリームとして、お

よび  TTC標準  JT-H222.0 システムのビットストリーム中において伝送されることができる。  
 
 DSM-CCビットストリームがスタンドアローンモードで伝送される場合の、それとシステムビットストリ

ームおよび復号プロセスとの関係が付図B-２に示されている。この場合、DSM-CCビットストリームはシス

テムビットストリームに埋め込まれていない。この伝送モードは、DSMが直接  TTC標準  JT-H222.0 復号

器に接続されているようなアプリケーションにおいて使用されることができる。また、DSM-CCビットスト

リームが、他の種類のネットワーク多重化装置によって伝送され制御されるようなアプリケーションにおい

ても使用されることができる。  
 

システム

復号器

DSMCC
復号器

ISO/IEC 13818 ビットストリーム

(DSMCC が埋め込まれていない)

DSMCC ビットストリーム
復号された DSMCC

ビデオビットストリーム

オーディオビットストリーム

 
 
付図  B-2/JT-H222.0--スタンドアローンビットストリームとして復号されるDSM-CCビットストリーム  
 (ITU-T H.222.0) 
 
 いくつかのアプリケーションにとっては、DSM-CCをTTC標準  JT-H222.0 システムビットストリームの

中で伝送することが望まれてる。なぜなら、TTC標準  JT-H222.0 システムのビットストリームのいくつか

の特徴がDSM-CCビットストリームにも適用することができるためである。この場合、DSM-CCビットスト

リームはシステム多重化装置によってシステムビットストリームに埋め込まれる。  
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 DSM-CCビットストリームは、システム符号器によって以下に示す過程で符号化される。まず、DSM-CC
ビットストリームは、本標準の2.4.3.6に示されるシンタックスに従ってパケッタイズドエレメンタリストリ

ーム (PES)へとパケット化される。次に、PESは伝送メディアの要求条件に従って、プログラムストリーム (PS)
またはトランスポートストリーム (TS)へと多重される。復号手続きは符号化手続きの逆であり、付図B-３に

示されるシステム復号器のブロック図に図示されている。  
 

DSMCC
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ISO/IEC 13818 ビットストリーム
(DSMCC が埋め込まれている)

復号された

DSM CC
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付図B-3/JT-H222.0 -- システムビットストリームの一部として復号されるDSM-CC ビットストリーム     

         (ITU-T H.222.0) 
 

 付図B-３において、システム復号器の出力はビデオのビットストリームおよび /またはオーディオのビ

ットストリームおよび /またはDSM-CCビットストリームである。DSM-CCビットストリームは

stream_idによって識別される。その値はstream_idの割り当てを示した表2-22で定義されるように、バ

イナリ符号で  '1111 0010'である。DSM-CCビットストリームが識別されると、T-STDまたはP-STDで示

されるルールに従う。  
 

B.2   技術的要素 
 

B.2.1   定義 
 
B.2.1.1   DSM-CC --  TTC標準  JT-H222.0 ビットストリームを含むローカルまたはリモートサイトのディ

ジタル蓄積メディアの制御のために、本標準によって規定されるディジタル蓄積メディア制御コマンド。  
 
B.2.1.2   DSM ACK -- DSM-CCコマンド受信装置からコマンド発行側への認証。  
 
B.2.1.3   MPEG bitstream -- ISO/IEC 11172-1 システムストリーム、またはTTC標準  JT-H222.0 プログラ

ムストリーム、またはTTC標準  JT-H222.0 トランスポートストリーム。  
 
B.2.1.4   DSM CC server --  TTC標準  JT-H222.0 ビットストリームを蓄積および /または検索するために使

用されるローカルまたはリモートのシステム。   
 
B.2.1.5   Point of random access --  TTC標準  JT-H222.0 ビットストリーム中の次の特性を有するポイント

をいう。ビットストリーム中の少なくとも1つのエレメンタリストリームにおいて、ビットストリーム中に完

全に含まれている次のアクセスユニット 'N'が、その前のアクセスユニットを参照することなく復号可能であ

り、かつ、ビットストリーム中の全てのエレメンタリストリームにおいて、同一または後の表示時刻を有す

る全てのアクセスユニットがそのビットストリーム中に引き続いて完全に含まれており、ランダムアクセス

ポイント以前にある情報にアクセスすることなくシステムターゲット復号器が完全に復号可能であること。  
 DSMに蓄積されているようなビットストリームは、特定のランダムアクセスポイントを有することができ

る。DSMの出力は、蓄積された素材をDSM自身が操作して作り出した付加的なランダムアクセスポイントを

含むことができる (例：必要なときにいつでもシーケンスヘッダが生成できるようにするため量子化マトリッ
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クスを蓄積すること )。ランダムアクセスポイントは関連するPTS、すなわちアクセスユニット 'N'の実際上ま

たは意味上のPTSを有している。  
 
B.2.1.6   Current Operational PTS Value -- DSMから供給される現在選択されたTTC標準  JT-H222.0 ビット

ストリームの最後のアクセスユニットの前にある最後のランダムアクセスポイントと関連する実際上または

意味上のPTSのこと。もし、このTTC標準  JT-H222.0 ビットストリームのアクセスユニットが供給されな

いならば、このDSMは、現在のビットストリームにランダムアクセスすることができない。この場合、現在

の運用上のPTS(current operational PTS)値はTTC標準  JT-H222.0 ビットストリーム中の最初のランダム

アクセスポイントとなる。  
 
B.2.1.7   DSM－CC Bitstream -- B.2.2のシンタックスを満足するビットシーケンス。  
 

B.2.2   DSM－CC シンタックスの規定 
 
• 全てのDSMコントロールコマンドは、以下に示される付表B-1中のpacket_start_code_prefixで始まらな

ければならない。  
• 全てのDSMコントロールコマンドは、DSM-CCパケット中のデータバイト数を規定するpacket_length

を有していなければならない。  
• DSM-CCビットストリームが、本標準の2.4.3.6で定義されるPESパケットとして伝送される場合、  

packet_lengthはまでのフィールドは、2.4.3.6で定義されるものと同一のフィールドである。言い換え

ると、DSM-CCパケットがPESパケットに埋め込まれている場合、そのPESパケットのスタートコード

は、そのパケットの開始におけるスタートコードのみである。  
• 実際のコントロールコマンドまたは認証は、packet_lengthの直後から始まらなければならない。  
• 受信されたコマンドによって、要求された動作が開始したか、または実行されたかした後、認証のスト

リームが、DSM制御ビットストリームの受信側から与えられなければならない。  
• DSMは、常に、正しい  TTC標準  JT-H222.0 システムのビットストリームを与える責任がある。これ

には、本標準の2.4.3.6で規定されるトリックモードビットの操作を含めることができる。  
 

付表  B-1/JT-H222.0 -- TTC標準  JT-H222.0  DSM-CC (ITU-T H.222.0) 

シンタックス  ビット数  ニーモニック  
DSM_CC() {   
 packet_start_code_prefix 24 bslbf 
 stream_id 8 uimsbf 
 packet_length 16 uimsbf 
              command_id 8 uimsbf 
 If (command_id == '01') {   
  control()   
 } else if (command_id == '02') {   
  ack()   
 }   
}   

 
B.2.3   DSM－CC シンタックスの規定におけるフィールドのセマンティクス 
 
packet_start_code_prefix --  24ビットの値。この次にあるstream_idとともに、  DSM-CCビットストリー

ムの開始を識別するDSM-CCパケットのスタートコードを構成する。packet_start_code_prefixはビット列

"0000 0000 0000 0000 0000 0001 " (0x000001 )である。  
stream_id -- 8ビットのフィールド。DSM-CCビットストリームについては、ビットストリームの種類を規定

し、値  ‘1111 0010’をとらなければならない。本標準の表2-23を参照のこと。  
 
packet_length -- 16ビットのフィールド。このフィールドの最終バイトに続くDSM-CCパケット中のバイト

数を規定する。  
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command_id --8ビットの符号なし整数。ビットストリームがコントロールコマンドか認証であるかを識別す

る。その値は下の付表B-2で定義される。  
 

付表  B-2/JT-H222.0 -- Command_id 割り当て値 (ITU-T H.222.0)  
値  command_id 
0x00 禁止  
0x01 制御  
0x02 認証  
0x03-0xFF 予約  

 

B.2.4   制御レイヤ 
DSM-CC制御におけるフラグセットの制約条件 : 
  
• 選択、再生、蓄積のフラグのうち高々1つが、各DSMコントロールコマンドにおいて '1'にセットされな

ければならない。これらのビットのいずれもがセットされていない場合、このコマンドは無視される。  
 
• pause_mode, resume_mode, stop_mode, play_flag, and jump_flagのうち高々1つが、各検索コマンドに

おいてセットされなければならない。これらのビットのいずれもがセットされていない場合、このコマ

ンドは無視される。  
 
• record_flag およびstop_modeのうち高々1つが、各蓄積コマンドのために選択されなければならない。

これらのビットのいずれもがセットされていない場合、このコマンドは無視される。  
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付表B-3/JT-H222.0 -- DSM_CC 制御 (ITU-T H.222.0)  

シンタックス  ビット数  ニーモニック  
control() {   
 select_flag 1 Bslbf 
 retrieval_flag 1 Bslbf 
 storage_flag 1 Bslbf 
 reserved 12 Bslbf 
 marker_bit 1 Bslbf 
 If (select_flag == '1') {   
  bitstream_id[31..17] 15 Bslbf 
  marker_bit 1 Bslbf 
  bitstream_id[16..2] 15 Bslbf 
  marker_bit 1 Bslbf 
  bitstream_id[1..0] 2 Bslbf 
  select_mode 5 Bslbf 
  marker_bit 1 Bslbf 
 }   
 if ( retrieve_flag == '1') {   
  jump_flag 1 Bslbf 
  play_flag 1 Bslbf 
  pause_mode 1 Bslbf 
  resume_mode 1 Bslbf 
  stop_mode 1 Bslbf 
  reserved 10 Bslbf 
  marker_bit 1 Bslbf 
  if (jump_flag == '1') {   
   reserved 7 Bslbf 
   direction_indicator 1 Bslbf 
   time_code()   
  }   
  if (play_flag == '1' ){   
   speed_mode 1 Bslbf 
   direction_indicator 1 Bslbf 
   reserved 6 Bslbf 
   time_code()   
  }   
 }   
 if (storage_flag == '1') {   
  reserved 6 Bslbf 
  record_flag 1 Bslbf 
  stop_mode 1 Bslbf 
  if (record_flag == ‘1 ') {   
   time_code()   
  }   
 }   
}   

 

B.2.5   制御レイヤのフィールドのセマンティクス 
 
marker_bit --スタートコードのエミュレーションを避けるために、常に '1'にセットされる１ビットのマーカ。 
 
reserved_bits -- DSM制御コマンドに対応のため、TTC標準  JT-H222.0 により将来の拡張のために予約さ

れた12ビット長のビット列。ITU-T|ISO/IECで規定されない限りは、その値は '0000 0000 0000'でなければ

ならない。  
 
select_flag -- 1ビットのフラグ。 '1'にセットされる場合、ビットストリームの選択操作を規定する。 '0'が指

定された場合、選択操作は行ってはならない。  
 
retrieval_flag -- 1ビットのフラグ。 '1'にセットされる場合、指定の検索 [再生 ]動作が生起することを規定す

る。この動作は現在の運用上のＰＴＳ値から開始する。  
 



JT-H222.0 －179－ 
 

storage_flag -- 1ビットのフラグ。'1'にセットされる場合、蓄積動作が実行されるべきであることを規定する。 
 
bitstream_ID -- 32ビットのビット列。符号なし整数を構成する３つのフィールドを結合して得られ、どの

TTC標準  JT-H222.0  ビットストリームが選択されるべきかを指定する。bitstream_IDによって表現されう

る一連の番号と、DSM上に蓄積されたTTC標準  JT-H222.0  ビットストリームの名前をユニークにマッピ

ングするのはDSMサーバの役割である。  
 
select_mode -- 5ビットの符号なし整数。どのモードのビットストリーム動作が要求されているかを指定する。

付表B-4は定義されたモードを規定している。  
 

付表  B-4/JT-H222.0 Select_mode の割り当て値 (ITU-T H.222.0) 

コード  モード  
0x00 禁止  
0x01 蓄積  
0x02 検索  

0x03-0x1F 予約  
 
jump_flag --1ビットのフラグ。 '1'をセットすることで、再生ポインタを新しいアクセスユニットへジャンプ

することが規定される。新しいPTSは、現在の運用上のPTS値と関連する相対的なtime_codeによって指定さ

れる。その時の  TTC標準  JT-H222.0 ビットストリームが「ストップ」モードにあるときのみ、この機能は

有効である。  
 
play_flag -- 1ビットのフラグ。 '1'をセットされることで、ビットストリームを一定時間再生することが規定

される。速度、方向、再生時間は、ビットストリーム中の付加的なパラメータである。再生は、現在の運用

上のＰＴＳ値から開始する。  
 
pause_mode -- 1ビットの符号。再生動作をポーズし、再生ポインタを現在の運用上のPTS値に保持する。  
 
resume_mode -- 1ビットの符号。現在の運用上のPTS値から再生動作を継続することを指定する。現在のビ

ットストリームが「ポーズ」状態にある場合、レジュームのみが意味を有する。また、ビットストリームは、

通常速度での順方向再生するように設定されるであろう。  
 
stop_mode --1ビットの符号。ビットストリームの伝送を停止することを規定する。  
 
direction_indicator --1ビットの符号。再生方向を示す。このビットが '1'の場合、順方向再生を示す。そうで

なければ、逆方向再生を示す。  
 
speed_mode -- 1ビットの符号。速度のスケールを規定する。このビットが '1'の場合、速度が通常の再生であ

ることを規定する。 '0'の場合、速度が高速再生であることを規定する。[すなわち、高速順方向再生または高

速逆方向再生 ]。  
 
record_flag -- 1ビットのフラグ。エンドユーザからDSMに対して、指定時間またはストップコマンドの受信

までのいずれか先に来る時まで、ビットストリームを記録するよう要求していることを規定する。  
 

B.2.6   認証レイヤ 
 
DSM－CC制御におけるフラグセットの制約条件：  
 
 各DSM認証ビットストリームに対して、下記に示した認証ビットの中のただ1つが、 '1'にセットされなけ

ればならない。  
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付表B-5/JT-H222.0 – DSM-CC 認証 (ITU-T H.222.0)  

シンタックス  ビット

数  
ニーモニッ

ク  
ack() {   
 select_ack 1 Bslbf 
 retrieval_ack 1 Bslbf 
 storage_ack 1 Bslbf 
 error_ack 1 Bslbf 
 reserved 10 Bslbf 
 marker_bit 1 Bslbf 
 cmd_status 1 Bslbf 
 If (cmd_status == '1' &&  
  (retrieval_ack == '1' || storage_ack == '1')) { 

  

  time_code()   
 }   
}   

 

B.2.7   認証レイヤのフィールドのセマンティクス 
 
select_ack --1ビットのフィールド。'1'の場合、ack()コマンドが選択コマンドに対する認証であることを規定

している。  
  
retrieval_ack -- 1ビットのフィールド。'1'の場合、ack()コマンドが検索コマンドに対する認証であることを

規定している。  
 
storage_ack -- 1ビットのフィールド。'1'の場合、ack()コマンドが蓄積コマンドに対する認証であることを規

定している。  
 
error_ack --1ビットのフィールド。 '1'の場合、DSMエラーを示す。定義されたエラーは、検索中のストリー

ムについてEOF[順方向再生におけるファイルの終端または逆方向再生におけるファイルの先頭 ]となった場

合、および蓄積中のストリームについてディスクが一杯になった場合の2つである。このビットが '1'にセット

されると、cmd_statusは未定義となる。いずれの場合においても、現状でのビットストリームは選択された

ままである。  
 
cmd_status --1ビットのフラグ。 '1'にセットされると、コマンドが受け取られたことを示している。 '0'であ

れば、コマンドは拒絶されたことを示している。受信したコマンドの種類によって、次のようなセマンティ

クスが変わる。  
 
 ・もしselect_ackがセットされcmd_statusが '1'にセットされると、そのTTC標準  JT-H222.0 ビットスト

リームが選択され、サーバが選択されたモードで動作できる準備が整ったことを規定している。現在の運用

上のPTS値は、新しく選択されたTTC標準  JT-H222.0 ビットストリームの最初のランダムアクセスポイン

トに設定される。もし  cmd_status が '0'にセットされると、動作は失敗し、ビットストリームが選択されな

かったことを規定している。   
 
 ・もし  retrieval_ackがセットされ、cmd_statusが '1'にセットされると、全ての検索コマンドに対して、

検索動作が開始される。現在の運用上のPTSポインタの位置は、次のtime_codeによって報告される。  
 
 ・infinite_time_flag != '1' であるplay_flagコマンドについては、第2の認証が送られるであろう。このこ

とは、play_flagコマンドによって定義される期間に達することによって、再生動作が終了したことを認証す

るだろう。  
 
 ・検索の認証においてcmd_status が '0'に設定されている場合、動作しなくなったことを示している。こ

のエラーの理由には無効なbitstream_IDや、ファイルの終端を越えたジャンプや、標準速度での逆方向再生

のようなサポートされていない機能が含まれる。  
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 ・もし  storage_ackがセットされた場合、record_flagコマンドによって開始されたかまたはstop_modeコ
マンドによって終了されたことを規定している。蓄積された最後の完全なアクセスユニットのPTSは、次の

time_codeによって報告される。  
 
  ・もし記録動作が、storage_flagコマンドによって定義された期間に達し、記録動作が終了すると、もう1
つの認証が送信されなければならず、また記録の後における現在の運用上のPTS値が報告されなければなら

ない。  
 
  ・蓄積認証においてcmd_statusが '0'に設定されている場合、動作は失敗している。この失敗の理由には、

無効なbitstream_IDやDSMがデータを蓄積する能力を持たないことが含まれる。  
 

B.2.8   タイムコード 
 
タイムコードの制約条件：  
・time_codeによって与えられる指定期間の順方向動作は次のことが観測された後終了する。動作の開始時

において、アクセスユニットの実際上または意味上のPTSから現在の運用上のPTS値を引いた値の233
の剰

余値がその指定期間を越えることが観察された後。  
・time_codeによって与えられる指定期間の逆方向動作は次のことが観測された後終了する。動作の開始時

において、現在の運用上のPTSからアクセスユニットの実際上または意味上のPTS値を引いた値の233
の剰

余値が、その指定期間を越えることが観察された後。  
・control()レイヤにおける全てのコマンドに対して、time_codeは現在の運用上のPTSと相対的な時間間隔

として規定される。  
・ack()レイヤにおける全てのコマンドに対して、time_codeは現在の運用上のPTS値によって規定される。 

 

付表B-6/JT-H222.0 -- タイムコード (ITU-T H.222.0)  

シンタックス  ビット数  ニーモニッ

ク  
time_code() {   
 reserved 7 Bslbf 
 infinite_time_flag 1 bslbf 
 if (infinite_time_flag == '0') {   
  reserved 4 bslbf 
  PTS[32..30] 3 bslbf 
  marker 1 bslbf 
  PTS[29..15] 15 bslbf 
  marker_bit 1 bslbf 
  PTS[14..0] 15 bslbf 
  marker_bit 1 bslbf 
 }   
}   

 

B.2.9   タイムコードのフィールドのセマンティクス 
 
infinite_time_flag -- 1ビットのフラグ。このフラグが '1'にセットされている場合、無限の時間長を指定する。

規定された動作のための時間が前もって定義できないようなアプリケーションにおいて、このフラグは '1'に
セットされる。  
 
PTS[32..0] -- ビットストリームのアクセスユニットのプレゼンテーションタイムスタンプ (PTS)。機能に応

じて、これは90kHzシステムクロック周期での絶対値または相対的遅延時間とすることができる。  
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付属資料 C 
(この付属資料は本標準の必須部分ではない ) 

 

プログラムスペシフィックインフォメーション 
 

C.0   トランスポートストリーム内のプログラムスペシフィックインフォメーション説明 
 2.4.4は、プログラムスペシフィックインフォメーションに関する規範的なシンタックス、セマンティクス

および文書を含んでいる。あらゆる場合において、2.4.4の条件に対する適合性が必要とされる。この付属資

料Cは、PSI機能の使い方に関する説明情報を与えている。また、実際にどのように使用できるかについての

例について規定している。  
 

C.1   はじめに 
 TTC標準  JT-H222.0  は、番組の分離と表示の目的のために、トランスポートストリームパケットの内容

を記述する方法を提供している。符号化の規定により、プログラムスペシフィックインフォメーション (PSI)
を通して、この機能が調節されている。この付属資料はPSIの使用について論じている。  
 
 PSIは、6つのテーブルに属するものとして考えられる。  
1. プログラムアソシエーションテーブル  (PAT) 
2. TSプログラムマップテーブル (PMT) 
3. ネットワークインフォーメーションテーブル (NIT) 
4. 限定アクセステーブル  (CAT) 
5. トランスポート・ストリーム・ディスクリプション・テーブル  (TSDT) 
6. IPMP制御情報テーブル  (ICIT) 
 
 PAT、PMT、CAT及びTSDTの内容は本標準において規定されている。ICITは、ISO/IEC 13818-11 (MPEG-2 
IPMP)で規定されている。  
 NITはプライベートなテーブルである。そして、それを伝送するトランスポートストリームパケットのPID
値は、PATにおいて規定される。NITとICITは本標準において定義される構造に従わなければならない。  
 

C.2   機能的なメカニズム 
 上記のテーブルは、復号器の中で規定された形式で再び生成される必要がないという点で概念的なもので

ある。これらの構造は単純なテーブルとして考えられているが、トランスポートストリームパケットの中で

送られる前に分割されることができる。テーブルをセクションに分割することを可能とし、トランスポート

ストリームパケットペイロードへの規範的なマッピングの方法を提供することにより、そのシンタックスが

この動作をサポートしている。同様なフォーマットでプライベートデータを伝送する方法も、提供されてい

る。このことは次の点から有利である。つまり、復号器において同一の基本的な処理がPSIデータ及びプライ

ベートデータの両方に使用されることができ、コストを下げるように働くためである。トランスポートスト

リームにおけるPSIの最適な配置に対する助言として、付属資料Dを参照されたい。  
 
 各セクションは次の要素の組み合わせによって固有に識別される。  
 
i)   table_id 
 
 8ビットのtable_idは、そのセクションが属するテーブルを識別する。  
 
 table_id が0x00であるセクションは、プログラムアソシエーションテーブルに属する。  
 table_id が0x01であるセクションは、限定アクセステーブルに属する。  
 table_id が0x02であるセクションは、TSプログラムマップテーブルに属する。  
 table_id が0x03であるセクションは、TS_description_sectionに属する。  
 table_id が0x04であるセクションは、ISO_IEC_14496_scene_description_sectionに属する。  
 table_id が0x05であるセクションは、ISO_IEC_14496_object_descriptor_sectionに属する。  
 table_id が0x06であるセクションは、metadata_sectionに属する。  
 table_id が0x07であるセクションは、IPMP_Control_Information_sectionに属する。  
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 他の値のtable_id は、プライベートな目的のためにユーザが割り当てることができる。  
 新しいセクションが、関連のあるテーブルに属するかどうかを識別するためにtable_id を見るフィルタを

構成することは可能である。  
ii)  table_id_extension 
 
 この16ビットのフィールドは、ロングバージョンのセクションに存在する。プログラムアソシエーション

テーブルにおいては、ストリームのtransport_stream_id、実際的には、ネットワーク内部またはネットワー

クをまたがって、あるトランスポートストリームと他のトランスポートストリームとを区別できるようにす

るユーザにより定義されたラベル、を識別するために使用される。限定アクセステーブルにおいては、この

フィールドは現在意味を有していない。従って"reserved"とマークされており、それは  '0xFFFF'と符号化さ

れなければならないことを意味している。しかし、本標準の今後の改訂版において一定の意味が

ITU-T|ISO/IECによって定義されるかもしれない。TSプログラムマップセクションにおいては、このフィー

ルドはprogram_numberを含んでいる。これによって、セクション中のデータが参照する番組を識別してい

る。  table_id_extensionは、ある場合におけるフィルタポイントとしても使用されることができる。  
 
iii) section_number 
 
 section_number フィールドにより、特定のテーブルのセクションが復号器によって本来の順序で再構成

されることができる。セクションが番号順に伝送されなければならないという規定は、本標準の中にはない。

しかし、このことは次のような場合、例えばランダムアクセスを考慮することにより、テーブルの中のいく

つかのセクションを他より頻繁に伝送することが要求されていない場合、推奨される。  
 
iv)  version_number 
 
 PSIに記述されているトランスポートストリームの特性が変化する場合 (例、番組が追加されたり、所定の

番組に対して異なるエレメンタリストリーム構成となったりすること )、"current"とマークされた最も新しく

伝送されたセクションのバージョンが常に有効でなければならないので、新しいPSIデータはアップデートさ

れた情報とともに伝送されなければならない。最も新しく受信したセクションがすでに処理 /蓄積したセクシ

ョンと同一であるか (この場合そのセクションは捨てられることができる )、または異なっているかを、復号

器は識別できる必要があり、それゆえ、構成が変更したことを知らせるかもしれない。このことは、関連す

るデータを有する前のセクションと同一のtable_id, table_id_extension, およびsection_numberと次の値の

version_numberを有するセクションを送ることにより行われる。  
 
v)   current_next_indicator 
 
 ビットストリームのどのポイントにおいてPSIが有効であるかを知ることは重要である。従って、各セクシ

ョンは「現在」  (current)有効として番号づけられるか、近い将来  (next)において有効として番号づけられ

ることができる。こうすることにより、変更の前に将来の構成を伝送し、復号器に対して変更への準備をす

る機会を与えることができる。しかし、あらかじめ次のバージョンのセクションを伝送する義務はない。そ

れでも伝送される場合には、それはそのセクションの次の正しいバージョンでなければならない。  
 

C.3   セクションのトランスポートストリームパケットへのマッピング 
 セクションはトランスポートストリームパケットへ直接的にマッピングされる。すなわちPESパケットへ

事前にマッピングされることはない。セクションはトランスポートストリームパケットの開始で始まる必要

はない (しかし、開始してもよい )。それは、トランスポートストリームパケットのペイロードの最初のセク

ションの開始はpointer_fieldによって指示されるからである。pointer_fieldの存在は、PSIパケットの中で値

'1'に設定されたpayload_unit_start_indicator(PSIパケットでない場合において、この指示子はPESパケット

がそのトランスポートストリームパケットで開始することを示している )によって示される。  pointer_field
はトランスポートストリームパケットにおける最初のセクションの開始を示している。  pointer_fieldは1つ
のトランスポートストリームパケットに1つ以下しかない。トランスポートストリームパケット内のセクショ

ンの間にはシンタックスによってギャップが許容されていないことから、他のセクションの開始は、最初の

セクションおよびその後のセクションの長さを計算することによって識別されることができる。  
 
 どの1つのPID値を有するトランスポートストリームパケットの中において、1つのセクションは次のセク

ションが開始可能となるまでに終了しなければならないことに十分注意すること。そうでなければ、セクシ

ョンヘッダにデータが属するかを識別することができない。もし、セクションがトランスポートストリーム
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パケットが終了する前に終了しているが、もう1つのセクションを開始するのに都合が悪い場合、スタッフィ

ングのメカニズムによりその空白が埋められる。スタッフィングは、パケットの残りのデータバイトを値  
'0xFF'で満たすことによって行われる。そのため  table_id値  '0xFF'は禁止されている。そうでなければ、ス

タッフィングと混同されるであろう。 一度、'0xFF'のデータバイトがセクションの終わりに発生すると、ト

ランスポートストリームパケットの残りは  '0xFF'のデータバイトでスタッフされなければならない。このこ

とにより、復号器はトランスポートストリームパケットの残りを捨てることができる。スタッフィングは通

常のadaptation_fieldのメカニズムを使用しても行うことができる。  
 
 
 

C.4   繰り返し回数とランダムアクセス 
 ランダムアクセスが考慮されているシステムにおいては、構成の変更がない場合も、PSIセクションを数回

再送することが推奨される。それは、復号器が、復号を開始できるようにトランスポートストリームの内容

を識別するためのPSIデータを必要とするという一般的な場合と同じである。  TTC標準  JT-H222.0 はPSI
セクションの発生回数や繰り返し回数について何も要求条件を置いていない。しかしながら明らかなことに、

セクションを頻繁に繰り返すことは、一方でPSIデータによって使用されるビットレート量を増加させるが、

ランダムアクセスアプリケーションによって助けになる。もし、番組のマッピングが静的であるか、または

準静的であれば、それらは復号器の中に蓄積されることによって、再送信されるまで待たなければならない

より、より高速にデータへアクセスが可能となる。所要メモリー量とチャネル捕捉時間についての期待され

る効果との間のトレードオフは復号器メーカによってなされることができる。  
 

C.5   番組とはなにか? 
 番組の概念は、この標準の中で正確に定義されている。(2.1.59 番組（システム )：参照 )トランスポートス

トリームにおいて、タイムベースはPCRで定義される。このことにより、実際的にはトランスポートストリ

ーム内部に仮想チャネルを作り出している。  
 
 この概念は、放送において通常使用されているのと同じ定義でないことに注意すること。放送においては、

「番組」は共通のタイムベースを有しているだけでなく、共通の開始時刻および終了時刻を有しているエレ

メンタリストリームの集合である。「放送番組」 (この付属資料においてイベントとして参照される )の集ま

りを、同一のprogram_numberを使用してトランスポートストリーム内で順次伝送し、「放送型」TVチャネ

ル (時々サービスと呼ばれる )を作り出すことができる。  
 
 イベントの記述は  private_section()で伝送されることができるであろう。  
 
 番組は、トランスポートストリーム内部においてのみ意味を有するprogram_numberによって示される。

program_numberは16ビットの符号なし整数であり、従ってトランスポートストリーム内部に65535の固有

の番組が存在することができる (program_number 0はNITの識別のために確保されている )。復号器がいくつ

かのトランスポートストリームを利用できる場合 (例、ケーブルネットワーク )、番組をうまく分離するため

に、復号器にそのサービスのtransport_stream_id(適切な多重ストリームを見つけだすために )および

program_number(多重ストリームにおける適切な番組を見つけだすために )を知らせなければならない。  
 
 トランスポートストリームのマッピングは、オプションであるネットワークインフォメーションテーブル

を通して達成されることができる。チャネル捕捉時間を減らすためにネットワークインフォメーションテー

ブルは復号器の不揮発性メモリーに記録されることができることに注意すること。この場合、復号器の初期

化セットアップ動作をタイムリーに十分サポートできるように何度も伝送されることが必要である。NITの

内容はプライベートであるが、少なくとも最低限度のセクション構造を採らなければならない。  
 

C.6   program_numberの割り当て 
 1つの番組として共通のクロックリファレンスを共有する全ての番組要素を一緒にグループ化することは、

全ての場合において都合がよいとはいえないだろう。全てに対して共通であるPCRのただ1つの集合を有する

複数サービスのトランスポートストリームが存在することも考えられる。しかしながら、一般的に、放送事

業者はトランスポートストリームを論理的にいくつかの番組へと分割することを好むであろう。その分割さ

れた番組において、PCR_PID(クロックリファレンスの位置 )は常に同じである。番組要素を疑似的に独立の

番組へ分割する方法は、いくつか利用できる。次に２つの例を挙げる。  
 
i)別々のマーケットへの多言語の伝送  
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 1つのビデオストリームには、異なる言語によるいくつかのオーディオストリームを付随させることができ

る。ISO_639_language_descriptorを各オーディオストリームに関係づけて、正しい番組とオーディオが選

択できるようにするというディスクリプタの例を含むことが適している。異なるprogram_numberによる複

数の番組の定義が存在することも間違いではない。ここで全ての番組はビデオのストリーム及びPCR_PIDを

参照するが、異なるオーディオPIDを有している。しかし、1つの番組としてビデオストリームと全てのオー

ディオストリームをリストすることも正しいし、可能である。ここで、この番組は1024バイトのセクション

サイズの制限を越えることはない。  
 
 
 
ii)非常に大きい番組の定義  
 
 1024バイトというセクションの長さ (セクションヘッダおよびCRC_32を含む )の最大限度が存在している。

このことは、1つの番組の定義はこの長さを越えてはならないことを意味している。ほとんど全ての場合で、

種々のディスクリプタを各番組要素が有していても、この長さは適切な長さとなる。しかし、非常に高いビ

ットレートのシステムにおいて、この制限を越えることができるであろうケースが予想される。このとき一

般的にストリームの参照情報を分割する方法を識別することが可能である。こうして、それらは全て一緒に

リストされる必要がなくなる。番組要素によっては、1つ以上の番組のもとで参照されることができるであろ

う。また、ある番組要素は、ただ1つまたはそのほかの番組のもとで、但し両方からではなく、参照されるこ

とができるであろう。  
 

C.7   典型的なシステムにおけるPSIの使用法 
 通信システム、特に放送のアプリケーションにおいては、多数の個別のトランスポートストリームから構

成されることができる。４つのPSIデータ構造の各々は、1つのシステムの各トランスポートストリームに存

在することができる。トランスポートストリーム内部の全ての番組をリストしている完全なバージョンのプ

ログラムアソシエーションテーブル、およびトランスポートストリーム内部の全ての番組に対する完全な番

組の定義を含む完全なTSプログラムマップテーブルが常に存在しなければならない。いずれかのストリーム

がスクランブルされている場合、関連するEMM(エンタイトルメントマネージメントメッセージ )ストリーム

をリストしている限定アクセステーブルもまた存在しなければならない。NITの存在は全くのオプションで

ある。  
 
 PSIテーブルは上記のセクション構造を通じてトランスポートストリームパケットへマッピングされる。各

セクションはtable_idフィールドをヘッダ内に有していて、PSIテーブルのセクションおよびprivate_section
内のプライベートデータが、同一のPID値のトランスポートストリームパケットまたは同一のトランスポー

トストリームパケットに混在できるようにしている。しかし、同一のPIDのパケットの中では、次のセクシ

ョンが開始する前に完全なセクションが伝送されなければならないことに注意すること。しかし、プライベ

ートセクションはPATまたはCATパケットにマップされてはならないので、TSプログラムマップテーブルセ

クションまたはNITパケットを含むものとしてラベル付けされているパケットについてのみ、このことは可

能である。  
 
 全てのPATセクションはPID=0x0000 のトランスポートストリームパケットへマップされることが必要で

あり、全てのCAセクションはPID=0x0001のパケットへマップされることが必要である。PMTセクションは、

プログラムアソシエーションテーブルにおいて各番組に対してPMT_PIDとしてリストされている、ユーザに

選択されたPID値のパケットへマップされることができる。同様にNITを有するトランスポートストリームパ

ケットのPIDはユーザで選ばれる。しかし、NITが存在する場合、PATにおける"program_number == 0x00"
のエントリーによって指示されなければならない。  
   
 どのCAパラメータのストリームの内容も全くプライベートである。しかし、EMMおよびECMは本標準に

適合するトランスポートストリームパケットで送られなければならない。  
 
 プライベートデータテーブルは、private_section()シンタックスを使用して送られることができる。この

ようなテーブルは例えば放送環境においてサービスや、予定のイベント、放送予定および関連する情報を記

述するために使用されることができる。  
 

C.8   PSI構造の関係 
 付図C-1は、4つのPSI構造とトランスポートストリームの間の関係の例を示している。他の例も可能であ

るが、図は主な連携を示している。  



JT-H222.0 －186－ 
 

  以下の節では、各PSIテーブルについて説明する。  
 

オーディオエレメン
タリストリーム PID

プライベート

ネットワーク

データ

ネットワーク PID
プログラムマップ PID

 プログラム 0

プログラムアソシエーションテーブル (PID 0)

..........

..........

ネットワークインフォメーションテーブル

........

..........

プログラムマップテーブル

........

トランスポート

MPEG-2

ストリーム

プログラム 1
オーディオ

プログラム 20
ビデオ

CA PID
CA PID

CA システム 1

限定アクセステーブル (PID 1)

............
............

............

..........

EMM Sys 1EMM Sys 2

復号器

NVM

 プログラム 1
 プログラム 2
 プログラム 45
 プログラム 20

 プログラム X
 プログラム Y

  プログラム 1
  プログラム 45
  プログラム 20

  プログラム Y

ビデオエレメンタリ
ストリーム PID

CA システム 2

CA システム N

 

付図  C-1/JT-H222.0 -- 番組およびネットワークのマッピングの関係 (ITU-T H.222.0) 
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C.8.1   プログラムアソシエーションテーブル 
 各トランスポートストリームは完全で有効なプログラムアソシエーションテーブルを含んでいなければな

らない。プログラムアソシエーションテーブルは、program_numberとプログラムの定義を運ぶトランスポ

ートストリームパケットのPID(PMT_PID)との間の対応を与える。PATはトランスポートストリームパケッ

トにマッピングされる前に255個までのセクションに分割することができる。各セクションはPAT全体のうち

の一部を伝送する。このように分割することは誤りのある状態でデータの損失を最小限度にするために望ま

しいことである。すなわち、パケットの損失またはビットエラーの発生は、より小さいPATのセクションに

局所化されることができ、従って他のセクションは引き続き受信され、正しく復号される。もしすべてのPAT
の情報がひとつのセクションに含まれているとすれば、例えば、table_idの中のビットがエラーによって変

えられることによって、PAT全体の損失を引き起こすであろう。しかし、このことはセクションが1024バイ

トの最大長の限度を超えない限り許容されている。  
 
 番組0(ゼロ )は、予約されており、Network PIDを規定するために使用される。これはネットワークインフ

ォメーションテーブルを運ぶトランスポートストリームパケットに対するポインタである。  
 
 プログラムアソシエーションテーブルは、常に暗号化されないで伝送される。  
 

C.8.2   プログラムマップテーブル 
 プログラムマップテーブルは、番組番号とそれを含む番組要素の間のマッピングを与える。このテーブル

は、ひとつ以上のプライベートに選ばれたPIDの値を有するトランスポートストリームパケット内に存在す

る。これらのトランスポートストリームパケットはtable_idのフィールドによって定義されるような他のプ

ライベートな構造を含むことができる。共通のPID値を有するトランスポートストリームパケットで伝送さ

れる異なる番組を参照するTS PMTセクションを有することも可能である。  
 
 TTC標準  JT-H222.0 は最小限の番組の識別要素を必要としている：   番組番号、PCR PID、ストリーム

タイプ、および番組要素のPIDである。番組またはエレメンタリストリームのいずれかのための付加的な情

報は、descriptor()構造を使用して運ばれる。C.8.6を参照。 またプライベートデータは、TSプログラムマ

ップテーブルセクションを伝送すると示されているトランスポートストリームパケットで送ることもできる。

これはprivate_section()を使用して行われる。  private_section()の中では、version_numberおよび

current_next_indicatorが、単一のセクションの場合のこれらのフィールドの値を表現しているのか、または

より大きなプライベートなテーブルの一部として多くのセクションに適用することができるかどうかを、ア

プリケーションが決定する。  
注1：   プログラムマップテーブルを含むトランスポートストリームパケットは、暗号化されずに送られる。 
 
注2： TS_program_map_section()で伝送されるプライベートディスクリプタの中で、イベントに関する情報

を伝送することができる。  
 

C.8.3   限定アクセステーブル 
 限定アクセス (CA)テーブルは、ひとつ以上のCAシステム、それらのEMMストリームおよびそれらと関連

するあらゆる特別のパラメータ間の関係を与えるものである。    
注：  EMMおよびCAのパラメーターを含むトランスポートストリームパケットが存在する場合、その (プラ

イベートな )内容は、一般的には暗号化される (スクランブルされる )。  

C.8.4   ネットワークインフォメーションテーブル 
 NITの内容はプライベートであり、この標準では規定されていない。一般的に、それはtransport_stream_id、
チャネル周波数、衛星の中継器番号、変調特性などを含むユーザが選択したサービスのマッピングを有して

いるであろう。  
 

C.8.5   Private_section() 
 プライベートセクションは、2つの基本的な形式で現れる。短いバージョン (section_lengthを含み

section_lengthまでのフィールドのみが含まれている )または長いバージョン (last_section_numberを含み

last_section_lengthまでの全てのフィールドが存在しており、プライベートデータバイトの後にCRC_32フィ

ールドが存在している )である。  
 
 private_section()は、PMT_PIDとラベルされているPIDの中で現れることができる。または、NITに割り

当てられているPIDを含め、private_section()だけを有している他のPID値を有するトランスポートストリー
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ムパケットの中に現れることができる。private_section()を伝送するPIDを持つトランスポートストリームパ

ケットがプライベートセクション (stream_typeの割り当て値が0x05)を伝送するPIDとして識別される場合、

プライベートセクションだけがそのPID値のトランスポートストリームパケットに現れることができる。そ

のセクションは、短いバージョンでも長いバージョンでもよい。  
 

C.8.6   ディスクリプタ 
 本標準ではいくつかの規範的なディスクリプタを定義している。またより多くのプライベートなディスク

リプタも定義することができる。すべてのディスクリプタは次のような共通のフォーマットを有している：  
{タグ、長さ、データ }。あらゆるプライベートに定義されたディスクリプタはこのフォーマットを厳守しな

ければならない。これらのプライベートディスクリプタのデータ部分はプライベートに定義される。  
 １つのディスクリプタ (CA_descriptor())が、TS PMTセクションにある場合、番組要素と関連するECMのデ

ータの位置 (トランスポートパケットのPIDの値 )を指示するために使用される。CAセクションにある場合、

それはEMMを参照する。  
 
 利用できるプライベートディスクリプタの数を増すために、次のメカニズムを使用することができる。プ

ライベートなdescriptor_tagは、コンポジットディスクリプタを構成することができるように、プライベート

に定義されることができる。プライベートディスクリプタのプライベートデータバイトの第一フィールドと

して、さらにサブディスクリプタをプライベートに定義することが必要となる。以上説明した構造は次の通

りである。  
 

付表  C-1/JT-H222.0 -- コンポジットディスクリプタ  (ITU-T H.222.0)  

シンタックス  ビット数 ニーモニック  
Composite_descriptor(){  
 descriptor_tag(privately defined)  8 uimsbf 
 descriptor_length 8 uimsbf 
 for(i=0;i<N;i++){  
  sub_descriptor()  
 }  
}  

 
付表  C-2/JT-H222.0 -- サブディスクリプタ (ITU-T H.222.0)  

シンタックス  ビット数  ニーモニック  
sub_descriptor() {  
 sub_descriptor_tag 8 Uimsbf 
 sub_descriptor_length 8 Uimsbf 
 for ( i=0; i<N; i++)     {  
  private_data_byte 8 Uimsbf 
 }  
}  

 

C.9   帯域利用度と信号獲得時間 
 TTC標準  JT-H222.0  ビットストリームをどのように実現しても、PSIの情報のために適当な帯域を要求

する必要があり、ランダムアクセスを考慮するアプリケーションにおいては、高速な信号獲得を推進すべき

である。この節ではこの問題を分析し、放送への応用のいくつかの例を示す。  
 
 トランスポートストリームのパケットベースの性質によって、PSI情報を多重データ中に細かく分散させる

ことができる。このようにして、PSIの構成および伝送において重要な柔軟性を与えている。  
 現実の復号器における信号獲得時間は、多くの要因と関係している。この要因には次のようなものが含まれ

ている：  FDMの同調に要する時間、分離の時間、シーケンスヘッダ、Ｉフレームの発生率、スクランブル

鍵の検索と処理。  
 
 この節では、ビットレートと2.4.4.4および2.4.4.9のPSIのシンタックスの信号獲得時間への影響との両方

を検証する。限定アクセステーブルは、各番組の変化時においてダイナミックに受信される必要がないこと



JT-H222.0 －189－ 
 

を仮定する。この仮定はまた、プライベートなEMMストリームについてもなされる。これは、これらのスト

リームが番組要素のスクランブル (暗号化 )に使用された高速に変化するECM構成要素を含んでいないからで

ある。  
 
 また、以下の議論では、ECMを獲得し処理する時間は無視されている。  
 
 以下に示す表は、ある範囲のトランスポートストリームの条件における帯域の使用量を示す。表の1つの軸

は、1つのトランスポートストリームに含まれる番組の数である。もう1つの軸は、PSIの情報がトランスポ

ートストリームで送られる頻度である。  
 
 この頻度により、PSIの構造による信号獲得時間の構成要素の基本的な決定が行われるだろう。  
 
 帯域の使用量を示した両方の表では、最小限のプログラムのマッピング情報を与えると仮定している。この

ことは、PID値およびストリームタイプは、付加的なディスクリプタが準備されていないことを意味する。

例の中のすべての番組は、2つのエレメンタリストリームから構成される。プログラムアソシエーションは2
バイト長であり、最小のプログラムマップは26バイト長である。バージョンナンバーやセクション長などに

より付加的なオーバーヘッドが存在する。これは、最大の長さに対して中程度の長さ (1024バイトに対する数

百バイト )のセクションにおいては、PSI全体のビットレートの使用量の1から3パーセントのオーダーであり、

ここでは従って無視される。  
 
 上述の仮定により、46のプログラムアソシエーションを1つのプログラムアソシエーションテーブルのトラ

ンスポートストリームパケットにマップする (アダプテーションフィールドがない場合 )。同様に、7つの

TS_program_map_sectionが1つのトランスポートストリームパケットに適合する。容易に「drop/add」がで

きるようにするために、PMT_PIDあたりただ1つのTS_program_map_sectionを伝送することができる点に

注意すること。しかしながら、このようにするとPSIの使用ビットレートを不必要に増加させることになる。 
 

付表  C-3/JT-H222.0 -- プログラムアソシエーションテーブル帯域使用量 (bit/s) (ITU-T H.222.0)  

   トランスポートストリームあたりのプログラム数  
  1 5 10 32 128 
 1 1504 1504 1504 1504 4512 
PAT情報  10 15040 15040 15040 15040 45120 
の頻度  25 37600 37600 37600 37600 112800 
 50 75200 75200 75200 75200 225600 
(sec-1) 100 150400 150400 150400 150400 451200 

 
 
注：   46のprogram_association_sectionは1つのトランスポートパケットに適合することから、テーブル中

の数値は最後の列までは変わらない。  
付表  C-4/JT-H222.0 -- プログラムマップテーブル帯域使用量 (bit/s) (ITU-T H.222.0)  

 トランスポートストリームあたりのプログラム数  
  1 5 10 32 128 
 1 1504 1504 3008 7520 28576 
PMT情報  10 15040 15040 30080 75200 285760 
 25 37600 37600 75200 188000 714400 
の頻度  50 75200 75200 150400 376000 1428800 
(sec-1) 100 150400 150400 300800 601600 2857600 

 
 
 2つのPSIテーブルを25sec-1の頻度で伝送することは、約80msの信号獲得時間という最悪の影響を与える

であろう。これは、必要とされるPATデータがちょうど逃されたとき、および、いったんはPATが獲得され

復号されたが、必要とされるPMTのデータがちょうど逃されたときに起こり得る。このように信号獲得時間

の最悪ケースが重なったときが、PATの構造によって得られた間接性が有する特別なレベルの不利な点の１

つである。このような影響は、関連するPATおよびPMTパケットを調整して伝送することによって減少でき

るであろう。おそらく、この方法によって「drop/add」の再多重操作ができるという利点により補われる。  
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25sec-1の頻度のPSIにより、以下の例を作ることができる (すべての例は、様々なデータリンク、FEC、CA
およびルーティングのためのオーバーヘッドに対して、十分な許容範囲を残している。 )：  
6 MHz CATV チャネル : 
 5つの  5.2-Mbit/s 番組 :    26.5 Mbit/s (トランスポートオーバーヘッドを含む ) 
 全  PSI 帯域 :   75.2 kbit/s  
 CA 帯域 :   500 kbit/s 
 
 全  TTC標準  JT-H222.0 トランスポート帯域 :   27.1 Mbit/s 
 PSIオーバーヘッド :  0.28 % 
 
OC-3 fiber チャネル  (155 Mbit/s): 
 32の  3.9-Mbit/s 番組 :  127.5 Mbit/s (トランスポートオーバーヘッドを含む ) 
 全  PSI 帯域 :   225.6 kbit/s 
 CA 帯域 :   500 kbit/s 
 
 全  TTC標準  JT-H222.0  トランスポート帯域 : 128.2  Mbit/s  
 PSI オーバーヘッド :   0.18% 
 
C-band 衛星中継器 : 
 128の  256-kbit/s オーディオ番組 :  33.5 Mbit/s(トランスポートオーバーヘッドを含む ) 
 全  PSI 帯域 :   826.4 kbit/s 
 CA 帯域 :   500 kbit/s 
  
 全  TTC標準  JT-H222.0  トランスポート帯域 : 34.7 Mbit/s 
 
 PSIオーバーヘッド :  2.4 %   (１番組あたりPIDがただ1つ使用されるなら、実際にはより小さいで

あろう ) 
 
 トランスポートストリームあたり、より多くのサービスが可能であることから、オーバーヘッドの割合は、

低いビットレートのサービスで増加することが予想される。しかしながら、オーバーヘッドは全ての場合で

多すぎることはない。PSIデータのためのより高い伝送レート (25sec-1以上 )は、ほんのわずかのビットレート

の増加を伴うが、チャネル獲得時間に対する影響を減らすために使用されることができるだろう。
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付属資料 D 
(この付属資料は、本標準の必須部分ではない ) 

 

TTC 標準 JT-H222.0  システムタイミングモデル 
およびアプリケーション実現方式 

 

D.0   はじめに 
  TTC標準  JT-H222.0 システムの規格は、サンプリング、符号化、符号器バッファリング、伝送、受信、復

号器バッファリング、復号、およびディジタルオーディオおよびビデオを組み合わせた表示に関する特定のタイ

ミングモデルを規格の中に含んでいる。このモデルは  TTC標準  JT-H222.0  データストリームに適合するスト

リームのシンタックス及びセマンティクスの要求条件の規定に直接組み込まれている。復号システムがタイミン

グモデルに従って正しく伝送される妥当なビットストリームを受信するならば、そのまま復号器を実装すること

により、出力として正しく同期している高品質のオーディオおよびビデオが作り出される。しかし、そのように

高品質の表示出力を供給するよう規範的な要求条件はない。データが復号器に対して正しいタイミングで伝送さ

れないアプリケーションでは、希望する表示出力を生成することは可能であるが、一般的にはそのような同期の

機能は保証されていない。この付属資料は、 TTC標準  JT-H222.0  システムのタイミングを詳細に記述してお

り、いくつかの代表的なアプリケーションに適合するように復号器システムを実装するための示唆を与えている。 
 

D.1   タイミングモデル 
 TTC標準  JT-H222.0 システムは、符号器に入力されるビデオおよびオーディオの全てのディジタル化された

ビデオフレームおよびオーディオサンプルが、復号器の出力において一定のエンド・エンドディレィの後、それ

ぞれ１回表示されるタイミングモデルを構成している。従って、復号器側のサンプルレート、すなわちビデオフ

レームレートおよびオーディオサンプルレートは、符号器側と正確に同じである。このタイミングモデルは次の

図で表される。  
 
 

ビデオ
入力

オーディ
オ入力

符号器

符号器

バッ
ファ システム

蓄積

または

伝送

可変遅延 固定遅延

バッ
ファ

バッ
ファ

バッ
ファ

可変遅延

固定遅延

符号器

及び

多重化

システム

復号器

及び

分離

復号器

復号器

ビデオ
出力

オーディ
オ出力

 

付図  D-1/JT-H222.0 -- 定遅延モデル  (ITU-T H.222.0) 

 この図に示されているように、符号器への入力から復号器からの出力または表示までの遅延は、このモデル
1
内

で一定である。一方、各符号器および各復号器バッファにおける遅延は可変である。1つのエレメンタリストリ

ームの経路内の各バッファの遅延が可変であるだけでなく、ビデオおよびオーディオの各経路における個々のバ

ッファ遅延は異なっている。それ故に、結合したストリームにおけるオーディオまたはビデオを表現する符号化

ビットの相対位置は、同期情報を示していない。システムターゲット復号器モデル (STD)だけが、復号器バッフ

ァが正しく動作するように、符号化されたオーディオおよびビデオの相対的位置を制限している。従って、同時

に表示されるべきオーディオおよびビデオを表現する符号化オーディオおよびビデオは、符号化ビットストリー

                                 
1 全体のシステムにおいて表示される一定の遅延は正確な同期が要求される。しかしながらいくつかの偏差の可能性があ

る。ネットワークの遅延は一定であるとして議論される。微妙な偏差は許容されるであろうし、ネットワーク接続装置は

さらに多くのネットワークの遅延を許容する。これら 2 つは後で議論される。 
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ム中に1秒以内の時間差で時間的に分割されることができる。STDモデルにおいて許容されている最大のバッフ

ァ遅延は、1秒である。  
 
  符号化時のオーディオおよびビデオのサンプルレートはもう一方の場合とは非常に異なっていて、正確でかつ

固定のもう一方との関係をもっているかもしれないしもっていないかもしれない。多重化されたストリームがプ

ログラムストリームなのか、トランスポートストリームなのか、そしてSystem_audio_lockedと
System_video_lockedのフラグがプログラムストリームでセットされているかどうかに依存している。オーディ

オサンプルブロックの連続は一般的にはビデオ画像の連続と同じではない。  
  
  符号器においては1つの共通のシステムクロックがあり、このクロックはオーディオおよびビデオの正確な表

示及び復号時刻を示すタイムスタンプを作るのに使用される。また、サンプル期間におけるシステムクロックそ

れ自身の瞬間的な値を示すタイムスタンプを作るのに使用される。オーディオおよびビデオの表示時刻を示すタ

イムスタンプは、プレゼンテーションタイムスタンプ (PTS)と呼ばれ、復号時刻を示すタイムスタンプは、デコ

ーディングタイムスタンプ (DTS)と呼ばれる。また、システムクロックの値を示す時刻は、プログラムストリー

ムにおいてはシステムクロックリファレンス (SCR)と呼ばれ、トランスポートストリームにおいてはプログラム

クロックリファレンス (PCR)と呼ばれる。符号器中に共通のシステムクロックとそれから作り出されるタイムス

タンプそして復号器におけるクロックの再生が存在し、タイムスタンプを正しく使用することにより、復号器の

動作を適切に同期させる機能が与えられる。  
 
 符号器への実装はこのモデルに正確には従わないかもしれないが、実際の符号器、蓄積システム、ネットワー

ク、および1つ以上の多重化装置から得られるデータストリームは、このモデルに正確に従わなければならない (ア
プリケーションにより、データの伝送は多少違いがあってよい )。従って、この付属資料においては「符号器シス

テムクロック」という語は、その実装のされかたに関わらず、このモデルで記述されるような実際の共通システ

ムクロックまたは等価的な機能を意味するために使用される。  
 
 全システムのエンド・エンドの遅延は一定であることから、オーディオとビデオの表示は正確に同期される。

システムビットストリームの生成においては、それが適切なサイズの復号器バッファを有するこのモデルに従う

復号器によって復号される場合にバッファが決してオーバーフローまたはアンダーフローしないことを保証す

るよう、条件づけられている。ただし、意図的なアンダーフローについては例外として規定する。  
 
 復号器システムが全体のエンド・エンドの遅延を一定とするような正確な遅延量をカバーするために、復号器

は動作周波数および絶対的な瞬間値が符号器のシステムクロックと一致するようなシステムクロックを有する

必要がある。符号器のシステムクロックを伝送するために必要な情報は、SCRまたはPCR中に符号化される。こ

の機能が以下で説明される。  
 
 このタイミングモデルに従い一定の伝送レートにおいてオーディオサンプルおよびビデオフレームを正し

く一度だけ表示するとともに (規定された意図的な例外を含め )、復号器バッファがそのモデルと同様に動作

するよう実装されている復号器は、この付属資料において「正確に時間規定された復号器」として参照され

る。この標準では、復号器の実装にあたって、このモデルに従ってオーディオおよびビデオを表示すること

を要求していない。一定遅延を有しない復号器、または等価的に各ビデオまたはオーディオサンプルを正確

に一度表示しない復号器を作ることは可能である。しかし、このような実装において、表示されるオーディ

オおよびビデオ間の同期は正確ではないかもしれない。また、復号器バッファの動作はリファレンス復号器

モデルに従わないかもしれない。オーバーフローはその結果である復号プロセスに大きな影響を与えるデー

タのロスを引き起こすので、復号器バッファにおけるオーバーフローを避けることが重要である。この付属

資料は、このような正確に時間規定された復号器の動作およびこれらの復号器を実装する場合に有用ないく

つかのオプションを主としてカバーしている。  
 

D.2   オーディオおよびビデオ表示の同期 
 TTC標準  JT-H222.0  システムデータの符号化の中には、ビデオフレームおよびオーディオサンプルブロッ

クの表示および復号に関するタイムスタンプがある。ビデオフレーム及びブロックは、「プレゼンテーションユ

ニット」 (PU)と呼ばれる。PUを表現する  TTC標準  JT-H222.0 ビットストリームに含まれる符号化ビットの集

合は、「アクセスユニット」(AU)と呼ばれる。オーディオアクセスユニットはAAUと略記され、ビデオアクセス

ユニットはVAUと略記される。  ISO/IEC 13818-3オーディオにおいて、「オーディオフレーム」は、文脈によ

りAAUまたはAPUと同じ意味を有する。VPUはビデオフレームであり、VAUは符号化されたビデオフレームで

ある。  
 
 全てである必要はないが一部のAAUおよびVAUにはPTSが付加される。PTSは、そのPTSが付加されているAU
を復号した結果であるPUがユーザに対して表示されるべき時刻を示す。オーディオのPTSとビデオのPTSは共通
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のタイムクロックによるサンプル値であり、システムタイムクロックSTCとして参照される。データストリーム

に含まれるオーディオおよびビデオのPTSの正しい値、および共通のSTCのもとに適切なPTSによって示される

時刻に発生するオーディオおよびビデオのPUの表示により、表示されるオーディオおよびビデオの正確な同期が

デコーディングシステムにおいて実現される。STCは本標準の規範的な内容の一部ではなく、本規格においては

System_Clock_Frequencyの用語により等価的な情報が伝送される。しかし、STCはタイミングモデルを説明す

るための重要で都合の良い要素である。また、なんらかの形でSTCを含む符号器及び復号器を実装することが一

般的に現実的である。  
 
 オーディオおよびビデオPUは一般的に非常に異なっており基本的に無関係な周期を有していることから、オー

ディオおよびビデオ間の正確な相対的なタイミングの伝送にPTSが必要とされる。例えば、サンプルレートが

44,100サンプル /秒で1152サンプルのオーディオPUは約26.12msの周期を有する。また、フレームレートが

29.97HzのビデオPUは約33.76msの周期を有する。一般的にAPUとVPUの時間境界の一致はきわめてまれである。

オーディオおよびビデオの別々のPTSは、オーディオおよびビデオPUの周期間の関係を規定しなくても、オーデ

ィオビデオそれぞれのPUの正確な時間関係を示す情報を与える。  
 
 PTSフィールドの値は、システムターゲット復号器STDのもとに定義される。これが、全てのシステムの

ビットストリームにおける基本的で規範的な条件である。STDは、全てのビットの復号器バッファへの入出

力の動きを正確に規定する理想化された復号器の数学モデルである。また、ビットストリームに課せられて

いる基本的な意味の条件は、特別な場合におけるアンダーフローに関して規定されている例外を除き、STD
中のバッファは決してオーバーフローしたりアンダーフローしてはならないということである。STDモデル

において仮想復号器は常にデータソースと正確に同期しており、オーディオおよびビデオの復号及び表示は

正確に同期している。STDは正確で矛盾のない一方、その規定を明確にし様々の復号器実装に対する広範囲

のアプリケーションを与えるために、復号器の物理的な実装に関して多少単純化されている。特に、STDモ

デルにおいて復号器中のビットストリーム上に行われる各動作は瞬時に実施される。ただし、ビットが復号

器バッファ中にある時間は明らかな例外である。実際の復号器システムにおいては、各オーディオおよびビ

デオ復号器は瞬時には動作しない。また、それらの遅延が実装の設計に考慮されなければならない。例えば、

ビデオフレームが正確に1フレームの表示周期1/P(ここでPはフレームレート )で復号され、圧縮されたビデオ

データがビットレートRで復号器に到達する場合、各ビデオフレームに関連するビットの除去の完了はPTS
およびDTSフィールドに示されている時刻から1/P遅延される。また、ビデオの復号器バッファは、STDモデ

ルで規定された値よりR/Pだけ大きくなければならない。ビデオの表示は同様にしてSTDに対して遅延される。

また、PTSはそれに対応して処理されなければならない。ビデオが遅延されることから、正しい同期を行う

ために同様の量が遅延されなければならない。復号器においてオーディオおよびビデオの復号及び表示を遅

らせることは、例えば復号器内部で使用されるときにPTS値に一定値を加えることによって実装できる。  
  
 STDと現実的な正しい復号器実現方式とのもう1つの違いは、STDモデルにおいては最終的なオーディオお

よびビデオ出力がユーザに対して瞬時にかつ遅延が加わることなく表示されるという明白な仮定がなされて

いることである。これは現実にはないケースであるだろう。特にCRTディスプレィに関してそうであるかも

しれない。この付加的な遅延も設計において考慮されなければならない。符号器は、データがSTDで復号さ

れる場合正しい同期が達成されるようオーディオおよびビデオを符号化することが必要とされる。ビデオカ

メラの光学的蓄積効果のようなオーディオおよびビデオの入力およびサンプリングにおける遅延が、符号器

で考慮されなければならない。  
 
 STDモデルにおいては適切な同期が仮定されており、タイムスタンプとバッファ動作はビットストリーム

が有効であるというこの仮定に対してテストされる。もちろん物理的な復号器においては正確な同期は自動

的には達せられない。特に開始時およびタイミングジッタのある場合はそうである。正確な復号器タイミン

グは、復号器設計が目標とするゴールである。復号器タイミングが不正確であることは復号器バッファの動

作に影響する。これらの事柄は、この付属資料の後の節においてより詳細にカバーされている。  
  
 STDはPTSフィールドと同じくデコーディングタイムスタンプ (DTS)を含んでいる。DTSは、STDモデルに

おいてAUが復号器バッファから取り出される復号されるべき時間を参照する。オーディオおよびビデオエレ

メンタリストリーム復号器はSTDでは瞬時に動作するので、復号時刻と表示時刻は多くの場合同一である。

唯一の例外は、符号化ビットストリーム中に再配列を行ったビデオフレーム、すなわちB画像が存在する場

合のIおよびP画像に関して発生する。再配列が存在する場合、適切な復号されたIまたはP画像を表示するま

で蓄積するために、ビデオ復号器の中の一時的な遅延バッファが使用される。復号時刻および表示時刻がSTD
で同一である全ての場合において、すなわち全てのAAU、B画像のVAU、B画像が存在しないビデオストリ

ーム内のIおよびP画像の場合、DTSはPTSと同じ値を有するであろうことから符号化されない。値が違う場

合、どちらかが符号化されると両方とも符号化される。PTSのみが符号化されている全てのAUについては、

このフィールドはPTSおよびDTSであるとして解釈されることができる。  
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 PTSおよびDTS値は全てのAAUおよびVAUには必要とされないので、復号器は符号化されない値を加える

ことを選択できる。PTS値は、各オーディオおよびビデオストリーム中で700msを超えない間隔であること

が要求される。この時間間隔は表示時間、すなわちフィールドの値と同じコンテキストにおいて測られ、そ

のフィールドが送受信される時刻には基づかない。この標準の規範的な部分において定義されているように、

システム、ビデオ、オーディオのクロックがロックしているデータストリームの場合、DTSまたはPTSが明

白に符号化されているAUの次の各AUは、その前のAUにSTC値で規定される固定した時間を加えた効果的な

復号時刻を有する。例えば、29.97kHzで符号化されているビデオにおいて、ビデオとシステムクロックがロ

ックしている場合、各ビデオフレームは前のフレームとSTCの90kHzの3003サイクルの時間差を有している。

復号器における再配列遅延は復号されたAUと表示されるPUの間の関係に影響するが、上記と同じ時間関係

が連続するAUを復号する場合に存在する。データストリームがビデオまたはオーディオクロックがシステム

クロックとロックしていないように符号化される場合、連続するAUの復号間の時間間隔に上記と同じ値を使

用して評価することができる。しかし、ビデオフレームレート、オーディオサンプルレートおよびシステム

クロック周波数が符号器で正確でない事実により、この時間間隔は正確でない。  
 
注： PTSおよびDTSフィールドはそれ自身起動時だけでなく他の時点においても復号器バッファの正しい

充足度を示していないこと、またそれと等価的であるが、復号が開始されるべきデータストリームの先頭ビ

ット列を受信して行うべき遅延時間量を示していないこと、に注意されたい。この情報は、以下に示すよう

に、PTSおよびDTSフィールドの機能と正確なクロックの回復機能を組み合わせて補償される。STDモデル

において、また従ってSTDによりモデル化された復号器において、データがタイミングモデルに従って伝送

されると仮定すると、復号器バッファの動作はSCR(またはPCR)値、受信される時刻、PTSおよびDTS値に

よって完全に決定される。この情報は符号化データが復号器バッファに留まる時間を規定する。符号化デー

タバッファにおけるデータ量は明白には規定されていないが、タイミングが十分に規定されていることから

この情報は不要である。タイムスタンプの適切な使用による場合を除いて、データバッファの充足度は復号

器が予測できないような方法で時間的にかなり変化するかもしれないことにも注意されたい。  
 
 オーディオおよびビデオのPTSが共通のSTCを正しく参照するために、正確に時間規定された共通のクロ

ックが復号器システム内で利用可能とされなければならない。これが次章の課題である。  
 

D.3   復号器におけるシステムクロックの伝送 
 TTC標準  JT-H222.0  システムのデータストリーム内には、PTSおよびDTSフィールドに加えてクロックリフ

ァレンスのタイムスタンプがある。そのリファレンスはシステムタイムクロックのサンプルであり、復号器及び

符号器の両方に適用可能である。それらは27,000,000/秒の一部の精度を有しており、トランスポートストリーム

で100msまで、プログラムストリームで700msまでの間隔で発生する。従って、全てのアプリケーションにとっ

て十分な精度で、復号器におけるクロック再構成制御ループに実装するために使用されることができる。  
 
 プログラムストリームにおいて、クロックリファレンスフィールドはシステムクロックリファレンスSCR
と呼ばれる。トランスポートストリームにおいて、クロックリファレンスフィールドはプログラムクロック

リファレンスPCRと呼ばれる。一般的に、SCRおよびPCRの定義は違っているが、等価であるとみなすこと

ができる。この章の以下においては説明にSCRを使用する。他に注意されていないところを除いて、同様の

記述がPCRにも適用される。トランスポートストリームのPCRは1つの番組のリファレンスクロックを与え

る、。その場合、番組は共通のタイムベースを有し、同期した復号及び表示が意図されているエレメンタリ

ストリームの集合である。トランスポートストリームには複数の番組が存在可能であり、それぞれは独立し

たタイムベースと異なるPCRの集合を有している。  
 
 SCRフィールドは、SCRが復号器に受信された時のSTCの正確な値を示している。SCRは１バイト以上の

データを占めており、システムデータストリームはバイトストリームとして定義されていることから、SCR
はSCRの最終バイトが復号器で受信されたとき復号器に到着すると定義されている。言い換えると、STCが

すでに正しいとわかっていると仮定すると、SCRはSCRフィールドが復号器に到着すべき時刻と解釈できる。

どちらの解釈が使用されるかはアプリケーションシステムの構造による。ローカルに装備されているDSMの

ようにデータソースが復号器によって制御されるアプリケーションにおいては、復号器が自律的なSTC周波

数を有することが可能であり、STCを再生する必要はない。しかし、多くの重要なアプリケーションにおい

ては、この仮定は正しくなされ得ない。例えば、データストリームが同時に複数の復号器に伝送される場合

が考えられる。各復号器がそれ自身の独立なクロック周波数を有する自律的なSTCを有している場合、SCR
が全ての復号器に対して正しい時刻に到着することは保証できない。ある復号器は一般的にソースがSCRを

供給するより前にSCRを要求するであろうし、他の復号器はSCRを後で必要とする。無制限の時間長のデー

タ受信を有限サイズのデータバッファによって受信することによってはこの違いを調停できない。したがっ

て、次の内容はSTCがそのタイミングを受信したSCR(またはPCR)にスレーブさせる場合について主として

対応している。  
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 正確に生成され伝送されるTTC標準 . JT-H222.0 データストリームにおいて、各SCRはSCRの値によって

示される時刻に正確に復号器に到着する。この意味において、「時刻」はSTCの正確な値を意味する。概念

上、このSTC値はSCRが蓄積または伝送される時に符号器のSTCが有していたのと同じ値である。しかし、

符号化は非リアルタイムで行われてよいし、あるいはデータストリームが最初に符号化されたときからモデ

ィファイされてもよい。また、一般的に符号器またはデータストリームは、符号器のSTCが理論的な量であ

るような様々の方法で実装されてよい。  
 
 復号器のクロック周波数が符号器側と正確に一致する場合、オーディオおよびビデオの復号及び表示は自

動的に符号器における伝送レートと同じ値を有するであろう。またエンド・エンドの遅延は一定であるだろ

う。符号器と復号器のクロック周波数が一致している場合、任意の正確なSCR値を使って復号器のSTCの瞬

間値を設定できる。また、そのことからそれ以上の調整を必要とせずに復号器のSTCの時刻は符号器の時刻

と一致するであろう。この条件は、プログラムストリームの終わりやトランスポートストリーム中の不連続

性インジケータの存在のようなタイミングの不連続性が存在するまで、正しいとされる。  
 
 現実には、復号器の自走しているシステムクロック周波数は、SCR値で示されるサンプルされた符号器の

システムクロック周波数と一致しない。復号器のSTCは、受信されたSCRを使用してそのタイミングを符号

器に対してスレーブするようにすることができる。復号器のクロックを受信したデータストリームへスレー

ブさせる典型的な方法は、フェーズドロックループ (PLL)による。アプリケーションが規定する要求条件によ

っては、基本的なPLLのバリエーション、または他の方法が適切であるかもしれない。  
 
 復号器においてSTCを回復する簡単なPLLを図示したものを以下に示し、説明する。  
 

減算器
ローパス
フィルタ

及び利得

電圧制御

型発信器

カウンタ

27 MHz

システム
クロック
周波数

SCR または

PCR

システムタイムクロック

e f

ロード

 

 

付図  D-2/JT-H222.0 -- PLLを使用するSTCの回復  (ITU-T H.222.0)  

 この図は古典的なPLLを示している。ただし、リファレンス及びフィードバックは、エッジのような信号イベ

ントの代わりに数値 (STCおよび、SCRまたはPCR)である。  
 
 新しいタイムベースすなわち新しい番組を初めて取り出す場合においては、STCはSCR中に符号化されて

いる現在値に設定される。典型的には、最初のSCRが直接STCカウンタにロードされる。そして、その後PLL
はクローズドループ動作をする。SCRの値がジッタまたは誤りのために疑わしい場合、この方法のバリエー

ションが適当である。  
 
 PLLのクローズドループ動作は次の通りである。各SCR(またはPCR)が復号器に到達する時点において、

その値は現在のSTC値と比較される。差分は、一部が90kHzを単位とし残りの部分をこの周波数の300倍すな

わち、27MHzを単位とする数値である。この差分値は、典型的には27MHzを単位とする1つの数値空間に線

形化される。これをループにおけるエラー"e"と呼ぶ。eのシーケンスは、アプリケーションの要求条件に従

って設計されているローパスフィルタおよびゲインステージへの入力である。このステージの出力は電圧制

御発振器 (VCO)の瞬時値を制御する制御信号"f"である。VCOの出力は公称周波数27MHzを有する発振器信号

である。この信号は復号器中のシステムクロック周波数として使用される。27MHzクロックは現在のSTC値

を作り出すカウンタへの入力である。STC値は、300で割ることによって作られる27MHz拡張値および90kHz
の出力を33ビットカウンタでカウントすることによって得られる90kHzのベース値の両方から構成される。

STC出力の90kHz部分の33ビットは、PTSおよびDTS値の比較に必要とされるように使用される。完全なSTC
は減算器へのフィードバック入力でもある。  
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 連続するSCR (700ms) または  PCR (100ms)間の最大間隔を限定することにより、安定であると知られる

PLLの設計及び構成を可能とする。PLLの帯域は、この時間間隔が課している上限を有している。以下に示

すように、多くのアプリケーションにおいて必要とされるPLLは非常に小さい帯域を有しており、従ってこ

の上限は、代表的に復号器の設計および性能に大きな制約を課すことはない。  
 
 VCOの自走または初期周波数が正確な符号器のシステムクロック周波数と十分近い場合、PLLが定義され

たロック状態に到達する前に、STCが初期化されるとすぐに復号器は満足に動作可能であろう。SCRに符号

化された周波数と上限量だけ異なり、復号器プリケーションが要求する絶対的な周波数の範囲にある所与の

復号器のSTC周波数のために、PLLがない場合の符号器と復号器のSTC周波数間のミスマッチの効果は、復

号器バッファ充足度のゆっくりとした不可避の増加または減少である。その結果、有限サイズの復号器バッ

ファが、実際オーバーフローまたはアンダーフローを起こすであろう。従って、復号器のSTC周波数が符号

器側とロックする前に許容される時間量は、許容される付加的な復号器バッファサイズ量と遅延量によって

決定される。  
 
 復号器が符号器における一定の周波数STCの瞬間的な正しいサンプルを反映する値とタイミングを有する

SCRを受信する場合、ループがロック状態に到達した後はエラー項eは基本的に一定の値に収斂する。正しい

SCR値についてのこの条件は、符号器から復号器までの定遅延の蓄積および伝送において同様である。また

は、この遅延が一定でない場合において、遅延における変化を反映するように訂正されたSCR値を有する一

定遅延の蓄積及び伝送と実効的に等価なものについても同様である。一定値に収斂するeにより、瞬時のVCO
周波数の変化はループがロックした後で基本的に0になる。VCOはほとんどジッタ及び周波数スルーがない

と言われている。ループがロックの過程にある間、VCO周波数の変化率、周波数スルーレートはローパスフ

ィルターおよびゲインステージの設計により厳密に制御可能である。一般的にVCOスルーレートは、復号器

バッファサイズ及び遅延の制約のもとで、アプリケーション要求条件に適合するよう設計されることができ

る。  
 

D.4   SCR および PCR ジッタ 
 ネットワークまたはトランスポートストリーム再多重化装置がデータストリームを符号器または蓄積システ

ムから復号器まで伝送する遅延を変える場合、このような変化によってSCR(またはPCR)とそれらが実際に受信

されたときに有すべき値との間の違いが引き起こされがちである。これはSCRまたはPCRジッタとして参照され

る。例えば、1つのSCRの伝送における遅延が同一の番組における他の同様のフィールドによって経験された遅

延より大きい場合、そのSCRは遅れる。同様に、遅延が番組における他のリファレンスクロックフィールドより

小さい場合、このフィールドは進む。  
 
 復号器への入力におけるジッタは、SCR値とそれらが受信された時刻の組み合わせに反映されている。付図

D-2/JT-H222.0に示されているクロック回復構造を仮定すると、任意のタイミングジッタはエラー項eに反映され

るであろう。また、eが非0の値のとき f値の変化を引き起こし、27MHzシステムクロックの周波数が変化する。

回復されたクロックの周波数変化は、アプリケーションが規定する要求条件によって、復号器システムでうけい

れられることができたり、できなかったりする。例えば、コンポジットビデオ出力を作る正確に時間規定された

復号器において、コンポジットビデオサンプルクロックおよび色差サブキャリアを生成するために、回復された

クロック周波数を代表的に使用することができる。サブキャリア周波数安定性についての応用可能な仕様として、

非常に緩やかな調整のみが許容できる。大きなSCRまたはPCRジッタ量が復号器の入力に存在し、STCの周波数

スルーレートに厳しい制約があるアプリケーションにおいては、合理的ではあるが付加的な復号器バッファサイ

ズおよび遅延の制約があると、適切な動作を可能としないであろう。  
 
 SCRまたはPCRジッタの存在は、例えばパケットまたはセル多重を組み込んだネットワーク伝送またはネット

ワークによるパケットの可変遅延によって引き起こされる。また、遅延の待ち行列または共有メディアシステム

における可変ネットワークアクセス時間によっても引き起こされる。  
 
 トランスポートストリームまたはプログラムストリームの多重または再多重は、データパケットの順序及

び相対的な時間位置を変える。また、したがってSCRまたはPCRの順序及び相対的な時間位置を変える。一

般的にSCRが一定遅延のネットワーク経由で伝送される時刻はその値によって正しく表現されないことから、

SCRの時間的位置の変化はその前の正しいSCRの値が正しくなくなるようにする。同様に、正しいSCRまた

はPCRを有するプログラムストリームまたはトランスポートストリームが、SCRまたはPCR値を訂正するこ

となく、データストリームに可変遅延を与えるネットワークを通じて伝送されることもある。その効果が、

繰り返すがSCRまたはPCRジッタである。復号器の設計及び性能へ影響を与える。復号器で受信されるSCR
またはPCRにネットワークが与えるジッタ量の最悪値は、この標準の規定範囲外である要因の数に関係して

いる。それらには、各ネットワークスイッチに実装される待ち行列の深さ、およびデータストリームにおい

てカスケードに動作するネットワークスイッチまたはリマルチプレキシング操作の総数が含まれている。  
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 トランスポートストリームの場合、1つ以上のトランスポートストリームから1つの新しいトランスポートスト

リームを作られる再多重動作の時に、このようなPCRの補正が必要である。この補正は、PCRに補正項を加える

ことによって行われる。この補正項は次により計算される。  
 

ΔPCR = delact - delconst 
 
 ここで、delactはPCRに加えられた実際の遅延である。また、delconstはその番組の全てのPCRに使用される定

数である。delconstに使用される値はオリジナルの符号器 /多重化装置が使用する多重方針と関係している。この多

重方針とは、例えば、後段での伝送リンクがパケットを遅らせてもよいように、そのパケットをできるだけ早く

タイムスケジュールする事である。以下では、３つの異なる多重方針が、delconstについての適当な値とともに示

されている。  
付表  D-1/JT-H222.0 -- 再多重方針  (ITU-T H.222.0)  

方針  delconst 

進み  delmin 
遅れ  delmax 
中間  delavg 

 
 システムを設計する場合、どのような多重方針を符号器 /多重化装置が使用すべきかということに関してプライ

ベートな取り決めが必要とされるであろう。というのは、このことが任意の付加的な多重化を行う可能性に関し

て影響するからである。  
 許容される多重ジッタの量は、この規格で規範的に制限されない。しかし、良好な動作を行うシステムにおい

て4msが最大のジッタ量と見込まれている。  
 
 再多重を含むシステムにおいては、トランスポートストリームにおける情報が矛盾がないことを保証するため

に特別の注意が必要であるかもしれない。特に、PSIおよび不連続点についてこのことが適用される。PSIテーブ

ルにおける変更は、その情報が正しくなくならない限りその後の多重化装置の段階がそれらを決して移動させな

い方法で、トランスポートストリーム中に挿入されなければならないであろう。例えば、あるケースにおいて新

しいバージョンのPMTが変更によって影響を受けたデータから4ms以内で送られてはならない。  
  
 同様に、符号器 /多重化装置が不連続点近くで±4msのウィンドウにあるPTSまたはDTSを挿入することを避け

ることは必要であるかもしれない。  
 

D.5   ネットワークジッタが存在するときのクロックの回復 
 受信したリファレンスクロックのタイムスタンプに何らかの大きなジッタ量が存在するアプリケーションに

おいて、復号器設計に利用できる複数の選択がある。復号器の設計方法は、復号器の出力信号特性および入力デ

ータとジッタ特性に関する要求条件の多くの部分に関係している。  
 
 様々のアプリケーションにおける復号器は、回復されるシステムクロックの精度及び安定性について異なる要

求条件を有することができる。また、必要とされる安定性と精度の程度は、1つの軸に沿っているとみなされう

る。この軸の1つの極端な例は、再構成されるシステムクロックを直接的にコンポジットビデオの色差サブキャ

リアの発生に使用するようなアプリケーションであると考えられる。この要求条件は一般的に、表示されるビデ

オが上述のように各符号化されたビデオフレームが正確に一回表示されるような正確に時間規定された種類の

ものである場合、および出力が応用可能な仕様に対応したコンポジットビデオである場合に存在する。この場合、

色差サブキャリア、ピクセルクロックおよびフレームレートの全ては正確に規定された比率を有している。また、

これら全てはシステムクロックに対してある定義された関係を有している。コンポジットビデオサブキャリアは、

少なくとも通常のテレビ受信機の色差サブキャリアPLLがサブキャリアにロックできるような十分な精度と安定

性を有していなければならない。また、回復されたサブキャリアを使用して復調された色差信号は色差位相の欠

陥が見られないようにしている。いくつかのアプリケーションにおける要求条件は、システムクロックを使用し

てNTSC、PAL、SECAMの仕様に従うサブキャリアを生成することである。それらは、代表的なテレビ受信機が

課しているものより、典型的には厳重である。例えば、NTSCについてのSMPTE仕様はサブキャリアの精度を

3ppm、短期間の最大のジッタを水平走査時間当たり1ns、長期間の最大ドリフトを0.1Hz/sと要求している。  
 
 回復されたシステムクロックが色差サブキャリアの生成に使用されないアプリケーションにおいても、ビデオ

についてはピクセルクロックを生成するために使用されるし、オーディオのサンプルクロックを生成するために



JT-H222.0 －198－ 
 

使用される。これらのクロックは、復号器の出力における受信ディスプレィモニタについてなされた仮定および

許容できるオーディオ周波数のドリフト「ワウフラッタ」量に関係するそれ自身の安定性の要求条件を有してい

る。  
 
 各ビデオフレームおよび各オーディオサンプルが正確に一度表示されないような、すなわちビデオフレームお

よびオーディオサンプルの「スリッピング」が許されるようなアプリケーションにおいては、システムクロック

は相対的に緩やかな精度と安定性の要求条件を有することができる。この種類の復号器は正確なオーディオとビ

デオの表示の同期を有することができない。また、得られるオーディオおよびビデオ表示は正確に時間規定され

た復号器と同じ品質を有することができない。  
 
 回復されたシステムクロックの精度および安定性の要求条件の選択はアプリケーション依存である。次の内容

は、上に示されている最も厳しい要求条件、すなわちシステムクロックが色差サブキャリアを生成するために使

用される場合を中心としている。  
 

D.6   色差サブキャリアの再生に使用されるシステムクロック 
 復号器設計の要求条件は得られるサブキャリアおよび許容されなければならないネットワークジッタの最大

量に関する要求条件から決定されることができる。同様に、システムクロックの性能要求条件および復号器設計

の能力が分かっている場合、許容可能な最大ネットワークジッタが決定されることができる。そのような要求条

件を述べることはこの標準の規定範囲を超えているが、その設計を規定するために必要とされる数値が、問題の

記述を明らかにし代表的な設計のアプローチを示すために、明確にされている。  
 
 付図D-2/JT-H222.0に示されているようなクロック回復PLL回路により、回復されたシステムクロックは、ppm
単位で測られる最悪ケースの公称値からの周波数誤差、およびppm/s単位で測られる最悪ケースの周波数スルー

レートの要求条件に適合しなければならない。ピーク・ピークの補正されなかったネットワークタイミングジッ

タはミリ秒で規定される値を有する。このようなPLLにおいて、ネットワークタイミングジッタは図のエラー項e
として現れる。また、PLLはその入力におけるジッタのローパスフィルタとして動作することから、入力にPCR
タイミングの最大振幅のステップ関数がある場合に27MHz出力周波数における最悪ケースの効果が発生する。値

eは、ピーク・ピークジッタに等しい最大振幅を有する。それは、SCRまたはPCR符号化のベース部分を単位と

するジッタ期間２33として数値的に表現される。ローパスフィルタの出力 fの変化の最大レートは、入力をeの最

大値として、直接的に27MHz出力の最大周波数スルーレートを決定する。eの最大値および fの変化率の最大値に

対してLPFが規定されることができる。しかし、ゲインまたはLPFのカットオフ周波数が小さくなると、PLLが

SCRまたはPCRによって表現される周波数へロックするために要求される時間が増大する。非常に長い時定数の

PLLの実装はディジタルLPF技術および、おそらくアナログフィルタの技術の使用によって達成されることがで

きる。ディジタルLPF実装により、周波数項 fがアナログVCOの入力の場合、fはDAコンバータによって量子化さ

れる。そのステップサイズは、出力の周波数の最大スルーレートを計算する場合に考慮されるべきである。  
 
 eが0に近づく値に収斂することを保証するために、PLLのオープンループゲインは、PLL中のローパスフィル

タの積分関数に実装される目的から、非常に高くなければならない。  
 
 所定の正確な要求条件により、PLLの初期動作周波数が精度の要求条件に合致しているようにPLLを構成する

ことは合理的であるかもしれない。この場合PLLがロックするまでの初期の27MHz周波数は、上述の出力周波数

要求条件に合致するのに十分正確である。もし復号器のバッファが実際にオーバーフローまたはアンダーフロー

するという事実がなかったとしたら、この初期システムクロック周波数は長期的な動作にとっても十分であろう。

しかし、復号器が受信開始しデータを復号する時刻から、システムクロックが受信したSCRまたはPCRによって

表現される時刻及びクロック周波数にロックするまで、データはそれが取り出された時と異なる伝送レートでバ

ッファに到着する。すなわち等価的に言うと、復号器はシステムターゲット復号器モデルの場合と異なる時刻に

アクセスユニットを取り出す。復号器バッファは、符号器のクロック周波数に基づき回復されたシステムクロッ

ク周波数の変化に従ってSTDの場合よりも多少多めになり続ける。相対的に初期のVCO周波数および符号器シス

テムクロック周波数に関係して、復号器バッファの充足度は増加するか減少する。  この関係が分からないと仮

定すると、復号器は付加的なデータバッファリングがいずれかの場合を許容する必要がある。復号器は、初期の

VCO周波数が符号器のクロック周波数より大きい場合に、バッファアンダーフローを避けるために割り当てられ

る付加的なバッファリングによって表現される時間量に少なくとも等しい時間量だけ、全ての復号動作を遅延さ

せるよう構成すべきである。初期のVCO周波数が上述の精度の要求条件に合致するために十分でない精度の場合、

PLLは復号が開始される前にロック状態に達しなければならない。また、この時間におけるPLL動作および付加

的なバッファリングおよび適切な固定遅延の量に関して別の検討が存在する。  
 
 付図D-2/JT-H222.0中のPLLのエラー項eのステップ関数を作り出す入力タイミングジッタのステップ関数は、

エラー項にVCOゲインが掛けられる場合の最大変化率が規定された周波数スルーレートより小さくなるように、
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出力周波数項 fを作り出さなければならない。VCOのゲインは、制御ユニットにおける変化に関係した出力周波

数の変化量に基づき説明される。PLLのLPFに関する付加的な制約は、実装されなければならない付加的なバッ

ファリング量およびスタティックな復号遅延の限度を与えるために、ループがロックしたときのeのスタティッ

クな値を境界づけなければならないことである。この項は、LPFが非常に高いDCゲインを有している場合に最小

化される。  
 
 付図D-2/JT-H222.0に示されているものといくらか異なるクロック回復回路が現実的であるかもしれない。た

とえば、VCOの代わりに数値制御発振器 (NCO)を使って制御ループを実装することができる。ここで、NCOは固

定周波数発振器を使用し、復号タイミングおよび表示タイミングを調整するために、出力においてクロックサイ

クルを挿入したり、通常の周期的イベントから削除したりする。サブキャリアの位相シフトに問題があったり、

または水平または垂直スキャンタイミング中にジッタが発生しがちであることから、コンポジットビデオについ

て使用される場合に、この種類のアプローチには一定の困難さがあるだろう。1つの可能なアプローチは、色差

サブキャリアの位相を維持しながら、垂直ブランキングの開始における水平走査周期を調整することである。  
 
 要するに、要求条件に対して規定された値に応じて、望ましい復号器バッファサイズおよび付加される復号遅

延を維持しながら、十分な精度と安定性でシステムクロックを再構成する復号器をつくることが現実的であった

り、なかったりするであろう。   
 

D.7   コンポーネントビデオおよびオーディオの再構成 
 コンポーネントビデオが復号器出力でつくられる場合、タイミングの精度および安定性についての要求性

は一般的にコンポジットビデオの場合より厳しくない。典型的には、周波数の許容度はディスプレィの偏向

回路が許容できるものであり、安定性の許容度はディスプレィ上のビデオの除去を避けるための必要性によ

って決定される。  
 
 上記と同じ原則が適用されるが、規定上の要求条件は一般的に合致しやすい。  
 
 オーディオサンプルレートの再構成もまた、同様の原則に従う。しかし、安定性の要求条件は許容可能な

長期的かつ短期的な許容可能なサンプルレート変動量によって決定される。前章に図示されたPLLのアプロ

ーチを使用して、短期的な偏差を非常に小さくできる。また、長期的な周波数変化は知覚されるピッチの変

化として示される。繰り返すと、この変化の境界が一度規定として設定されると、規定上の設計要求条件を

決めることができる。  
 

D.8   フレームスリッピング 
 正確な復号器タイミングが要求されないアプリケーションにおいては、復号器のシステムタイムクロック

はその動作周波数を受信したSCR(またはPCR)で表現される周波数に一致するよう調整できないかもしれな

い。そのかわり、復号器のSTCを受信データにスレーブしながら自走の27MHzクロックを有することができ

る。この場合、STC値は受信したSCR値と一致するように更新されなければならない。SCRの受信に基づく

STCの更新によりSTC値の不連続性が発生する。この不連続性の大きさは、復号器の27MHz周波数と符号器

の27MHz、すなわち受信したSCRによって表現されるものと間の違い、および連続して受信されるSCRまた

はPCRの時間間隔による。復号器の27MHzクロック周波数は受信データの周波数にロックしていないので、

各ビデオおよびオーディオ表示ユニットを正確に一度表示し、復号器と符号器において同一のビデオおよび

オーディオの表示速度を維持するというような正確なタイミングの仮定を維持しつつ、ビデオまたはオーデ

ィオサンプルクロックを生成するためには使用されることができない。この構造を使用して復号および表示

システムを実装するには複数の可能性がある。  
 
 ある種類の実装においては、ビデオフレームおよびオーディオサンプルは復号器のSTCで指示される時刻に復

号される。ローカルに作られたサンプルクロックに従っているために、それらは若干異なる時刻に表示される。

復号器のサンプルクロックと符号器のシステムクロックとの間の関係によって、ビデオフレームおよびオーディ

オサンプルはときどき一回以上表示されるかもしれないしまたは全然表示されないかもしれない。これは、オー

ディオの場合、「フレームスリッピング」または「サンプルスリッピング」として参照される。このメカニズム

によって知覚されるエラーが起きるかもしれない。ビデオおよびおそらくオーディオの表示ユニットが繰り返さ

れたり削除されることによるタイムオーバーのユニットのために、オーディオとビデオの同期は一般的に正確で

はない。仕様上の実装によっては、復号器における付加的なバッファリングが符号化データまたは符号化された

表示データに必要とされる。復号は表示の直前に行われることができ、復号器のSTCに示されている時刻丁度で

はない。すなわち、復号された表示ユニットは遅延されそしておそらく繰り返される表示のために蓄積されるこ

とができる。復号が表示の時刻に行われる場合、予測符号化データの復号に問題を生じることなくビデオフレー

ムおよびサンプルの表示の消去をサポートするためのメカニズムが要求される。  
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D.9   ネットワークジッタのスムージング 
 あるアプリケーションにおいては、ネットワークによって引き起こされるジッタの程度を減らすためのメ

カニズムをネットワークと復号器間に導入することが可能であろう。このアプローチのフィージビリティは、

受信されたストリームの種類および予想されるジッタの量と種類による。  
 
 トランスポートストリームおよびプログラムストリームは、そのシンタックス中にそのストリームが復号

器へ入力されるときの伝送レートを示している。これらの示された伝送レートは正確でないし、データスト

リームのタイミングを正確に再構成する目的には使用できない。しかし、それらはスムージングメカニズム

の部分として有用であろう。  
 
 たとえば、トランスポートストリームは、そのデータがバースト的に伝送されるようなネットワークによ

り受信されることができる。受信されたデータをバッファし、バッファから復号器へ近似的に一定の伝送レ

ートで伝送し、バッファを近似的に半分満たした状態とすることは可能である。  
 
 しかし、可変レートのストリームは、一定レートで伝送されるべきではないし、可変レートのストリーム

についてスムージングバッファが常に半分満たされた状態であるべきではない。バッファにおける一定の平

均的遅延は、バッファの充足度がデータレートとともに変化することを要求する。データがバッファから取

り出され復号器へ入力されるべきレートは、データストリーム中にある伝送レート情報を用いて近似される

べきである。トランスポートストリームにおいて、意図されたレートはPCRフィールドの値およびPCR間の

トランスポートストリームの数によって決定される。プログラムストリームにおいて、意図されたレートは

Program_mux_rateとして明白に規定されている。しかし、標準において規定しているようにこのレートは

SCRの位置で０とすることができる。これはすなわち、データが示されたレートで伝送される時に予定され

る時刻より以前にSCRが到着する場合である。  
 
 可変レートのストリームの場合、スムージングバッファの正しい充足度は時間変化し、レート情報では正

確には決定できない。もう1つのアプローチにおいて、SCRまたはPCRはデータがバッファに入った時刻を測

り、データがバッファを出た時間を制御するために使用される。バッファにおいて一定平均遅延を与えるよ

うに制御ループを設計することができる。このような設計は付図D-2/JT-H222.0に示したような制御ループ

と同じであることがわかるであろう。このようなスムージングメカニズムを復号器の前に挿入することによ

って得られる性能は、複数のクロック回復PLLを縦続接続することによっても実現できる。受信されたタイ

ミングからのジッタの除去は、縦続されたPLLの結合されたローパスフィルタ効果により良い結果を生むで

あろう。 
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付属資料 E 
(この付属資料は本標準の必須部分ではない ) 

 

データ伝送アプリケーション 
 

E.0   検討 
・TTC標準 . JT-H222.0 トランスポート多重は、ビデオおよびオーディオだけでなくデータの伝送にも使

用されるであろう。  
・データエレメンタリストリームは、放送への応用においてビデオおよびオーディオストリームのように

連続ではない。  
・データPESパケットの開始を識別することはすでに可能であるが、データPESパケットを伝送する1つ (ま
たはそれ以上 )のトランスポートストリームパケットが失われた場合、データPESパケットの終了を次の

データPESパケットの開始によって識別することは常に可能と言うわけではない。  
 

E.1   提案 
 適切な解決方法は、関連するPESパケットの直後に、次のPESパケットを伝送することである。送るべき

PESパケットが存在しない場合、ペイロードのないPESパケットをその代わりに送ることができる。  
 
 以下はそのようなPESパケットの例である。  
 

付表  E-1/JT-H222.0 -- PES パケットヘッダの例  (ITU-T H.222.0)  

PES packet headers fields values 
packet_start_code_prefix 0x000001 
stream_id 割り当てられた値

PES_packet_length 0x0003 
 '10' '10' 
 PES_scrambling_control '00' 
 PES_priority '0' 
 data_alignment_indicator '0' 
 copyright '0' 
 original_or_copy '0' 
 PTS_DTS_flags '00' 
 ESCR_flag '0' 
 ES_rate_flag '0' 
 DSM_trick_mode_flag '0' 
 additional_copy_info_flag '0' 
 PES_CRC_flag '0' 
 PES_extension_flag '0' 
 PES_header_data_length 0x00 
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付属資料 F 
(この付属資料は本標準の必須部分ではない ) 

 

TTC 標準. JT-H222.0 シンタックスの図形表示 
 

F.0   はじめに 
 本規格のこの部分は、トランスポートストリームおよびプログラムストリームシンタックスを図形的に表

示するインフォーマティブ付属資料である。この部分は、前述の標準の章と置き換えられることはない。  
 
 明確な図表を得るために、全てのフィールドが完全に記述され表現されているわけではない。予約のフィ

ールドは省略されていたり斜線の領域で示されていたりしている場合がある。フィールドの長さはビットで

示されている。  
 

F.0.1   トランスポートストリームシンタックス 
付図F-1/JT-H222.0を参照すること。  
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付図  F-1/JT-H222.0 -- トランスポートストリームシンタックスの図  (ITU-T H.222.0) 
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F.0.2   PES パケット 
付図F-2/JT-H222.0を参照すること。  
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付図  F-2 /JT-H222.0-- PES パケットシンタックス図  (ITU-T H.222.0)  

 

F.0.3   プログラムアソシエーションセクション 
付図F-3/JT-H222.0を参照すること。  
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付図  F-3/JT-H222.0 -- プログラムアソシエーションセクション図  (ITU-T H.222.0) 
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F.0.4   CA セクション 
付図F-4/JT-H222.0を参照すること。  
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付図F-4/JT-H222.0 -- 限定アクセスセクション図  (ITU-T H.222.0)  

 

F.0.5   TS プログラムマップセクション 
付図F-5/JT-H222.0を参照すること。  
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付図F-5/JT-H222.0 -- TS プログラムマップセクション図  (ITU-T H.222.0)  
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F.0.6   プライベートセクション 
付図F-6/JT-H222.0を参照すること。  
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付図  F-6/JT-H222.0 -- プライベートセクション図  (ITU-T H.222.0)  

F.0.7   プログラムストリーム 
付図F-7/JT-H222.0を参照すること。  
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付図  F-7/JT-H222.0 -- プログラムストリーム図  (ITU-T H.222.0)  
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F.0.8 プログラムストリームマップ 
付図F-8/JT-H222.0を参照すること。  
 

packet
start
code
prefix

map
stream
id

program
stream
map
length

current
next
indicator

program
stream
map
version

program
stream
info
length

N
loop
descriptors

elementary
stream
map
length

N
loops

CRC
32

stream
type

elementary
stream
id

elementary
stream
info
length

N
loop
descriptors

24 8 16 1 2 5 7 16

16 32

8 8 16
 

付図  F-8/JT-H222.0 -- プログラムストリームマップ図  (ITU-T H.222.0)
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付属資料 G 
(この付属資料は本標準の必須部分ではない ) 

 

一般的な情報 
 

G.0   一般的な情報 
 

G.0.1   同期バイトエミュレーション 
 PID値の選択において、同期バイトのエミュレーションが定期的に発生することは避けられなければなら

ない。このようなエミュレーションは、PIDフィールドまたはPIDフィールドとそれに隣接するフィールドと

の組み合わせとして潜在的に発生しうる。同期バイトのエミュレーションは、パケットヘッダの同じ場所に

おいて最大４つの連続するパケットで発生することが許されていることが推奨される。  
 

G.0.2   画像スキップ状態と復号処理 
 表示されているシーケンスがI画像とP画像のみから構成されているとする。次に復号されるビデオフレー

ムをpicture_nextと表記し、現在表示されているビデオフレームをpicture_currentと表記する。ビデオの復

号器はビデオフレームをスキップするかもしれないと言う事実から、即座に復号し表示するためにこれらの

ビットを取り除く時刻が到来したときに、picture_nextの完全でないデータがSTDバッファEBnまたはBnに

存在していることが可能である。このような場合が起きたときには、いかなるビットも取り除かれることは

なく、picture_currentが再び表示される。次のビデオフレームの表示時刻になったとき、picture_nextに対

応するビットの残りがバッファEBnまたはBnに存在する場合、  picture_nextの全てのビットは取り除かれ、

picture_nextが表示される。picture_nextの全てのビットがバッファEBnまたはBn存在しない場合、

picture_currentを再び表示する上述の処理過程が繰り返される。この過程はpicture_nextが表示可能となる

まで続く。PTSがビットストリームのpicture_nextのPTSより前にある場合、あるパラメータに関連するであ

ろう、複数のビデオフレーム表示期間までは誤りであり、無視されなければならない。  
 

G.0.3   PID値の選択 
 アプリケーションは、できる限り低い値が付けられたPID値 (表2-4/JT-H222.0)で定義されている予約された値を

避ける )およびグループ値を一緒に使用すべきである。  

 

G.0.4   PESスタートコードエミュレーション 
 packet_start_code_prefix(0x000001)の値を有する3つの連続するデータバイトは、4番目の値と接続して、

ストリーム中の予定された以外の場所において、PESパケットヘッダの4つのバイトをエミュレートするかも

しれない。  
 
 そのような、いわゆるスタートコードエミュレーションは、ビデオエレメンタリストリームでは不可能で

ある。それは、オーディオおよびデータエレメンタリストリームにおいて可能性がある。PESパケットペイ

ロードがビデオである場合においても、PESパケットヘッダおよびPESパケットペイロードの境界において

発生する可能性がある。
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付属資料 H 
(この付属資料は本標準の必須部分ではない ) 

 

プライベートデータ 
 

H.0 プライベートデータ 
 プライベートデータは、TTCが規定しこの標準の中で参照されている規格に従っては符号化されていない、

任意のユーザデータである。このデータの内容は、将来においてTTC標準 . JT-H222.0 の中で規定されない

し、規定されてはならない。この規格において定義されているSTDは、分離過程以外はプライベートデータ

について言及していない。プライベートな団体は、プライベートデータの各STDについて定義することがで

きる。  
 
 プライベートデータは、TTC標準 . JT-H222.0 のシンタックスの中の次の位置で伝送されなければならな

い。  
 
１．表2-2/JT-H222.0のトランスポートストリームパケット  
 
 transport_packet()シンタックスのデータバイトは、プライベートデータを含むことができる。このフォー

マットで伝送されるプライベートデータは、stream_typeの表2-34/JT-H222.0 中のユーザプライベートとし

て参照される。プライベートデータを含むトランスポートストリームパケットがadaptation_field()を有する

ことは許容されている。  
 
２．表2-6／JT-H222.0 のトランスポートストリームアダプテーションフィールド  
  
 adaptation_field()において任意のオプションのプライベートデータバイトが存在することは、

transport_private_data_flagによって知らされる。プライベートデータバイトの数は、

adaptation_field_lengthフィールドの意味によって本質的に制限される。ここで、adaptation_field_length
の値は183バイトを越えてはならない。  
 
３．表2-21/JT-H222.0 のPESパケット  
 
 PESパケットでプライベートデータを伝送するには２つの可能性がある。1つは、PESパケットヘッダの中

の、オプションとしての16バイトのPESプライベートデータの中である。このフィールドが存在することは、

PES_private_data_flagによって知らされる。PES_private_data_flagの存在は、PES_extension_flagによっ

て知らされる。これらのバイトが存在する場合、隣り合フィールドを考慮するときに、それらは

packet_start_code_prefixをエミュレートしてはならない。  
 
 もう1つは、PESパケットデータバイトフィールドの中である。これは、stream_typeの表2-34/JT-H222.0 
におけるPESパケット内のプライベートデータとして参照されることができる。この範疇のプライベートデ

ータは、２つに分けられる。1つは、private_stream_1であり、これはPESパケットシンタックスに従うPES
パケットの中のプライベートデータを参照する。それには、PES_header_data_lengthフィールドを含むそれ

までの全てのフィールド、およびそれ以降のフィールドが存在している。もう1つはprivate_stream_2であり、

これは最初の3つのフィールドのみが存在し、その後にプライベートデータを含むPESパケットデータバイト

が続くようなPESパケットの中のプライベートデータを参照する。  
 
 PESパケットはプログラムストリームおよびトランスポートストリームの中に存在しており、従って

private_stream_1およびprivate_stream_2はプログラムストリームおよびトランスポートストリームの中

に存在していることに注意されたい。  
 
４．ディスクリプタ  
 
 ディスクリプタは、プログラムストリームおよびトランスポートストリームに存在する。プライベートデ

ィスクリプタの範囲は、ユーザによって定義されることができる。これらのディスクリプタは、descriptor_tag
およびdescriptor_lengthフィールドで始まらなければならない。プライベートディスクリプタについては、

descriptor_tagの値は表2-45/JT-H222.0 で識別されるように値64255を取ることができる。これらのディス

クリプタは、表2-34/JT-H222.0 のprogram_stream_map()、表2-32/JT-H222.0 のCA_section()、表
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2-33/JT-H222.0 のTS_program_map_section()の中および表2-35/JT-H222.0 のプライベートセクション内

に置かれることができる。  
 
 規定上、プライベートデータバイトはCA_descriptor()にも存在している。  
 
５．プライベートセクション  
 
 さらに、表2-35/JT-H222.0 のプライベートセクションは、プライベートデータを2つのフォーマットで伝

送する手段を与える。この種類のエレメンタリストリームは、表2-34/JT-H222.0 のストリームタイプによ

り、PSIのプライベートデータとして識別されることができる。1つの種類のprivate_section()は、最初の5
つだけが定義されたフィールドであり、その後にプライベートデータが続いている。この構造に対して、

section_syntax_indicatorは '0'にセットされなければならない。その他のタイプの場合セクションシンタック

スインディケータは '1'にセットされなければならない。また、last_section_numberを含むそれまでの全ての

シンタックスが存在しなければならない。この後にプライベートデータが続き、CRC_32で終了する。  
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付属資料 I 
(この付属資料は本標準の必須部分ではない ) 

 

システムコンフォーマンスおよびリアルタイムインターフェース 
 

I.0   システムコンフォーマンスおよびリアルタイムインターフェース 
 TTC標準 . JT-H222.0 プログラムストリームおよびトランスポートストリームに対するコンフォーマンス

は、この標準における規範的な規定の点から規定される。これらの規定には、他の要求条件の中でもとりわ

け、システムターゲット復号器 (T-STDおよびP-STD)が含まれている。システムターゲット復号器は、スト

リームが復号器へ入力される場合の、理想化された復号器における動作を規定している。このモデルおよび

それに関連する検証は、トランスポートストリームおよびプログラムストリームが表現しているシステムク

ロック周波数の精度を除いて、ストリームのリアルタイム伝送の性能に関連する情報を含んでいない。全て

のトランスポートストリームおよびプログラムストリームは、本規定に適合しなければならない。  
 
 また、復号器に対するトランスポートストリームおよびプログラムストリームの入力のリアルタイムイン

ターフェースの規定が存在する。この規定は、MPEG復号器と、ネットワーク、伝送路、または蓄積メディ

ア用のアダプタとの間のインターフェースの規格化を可能とする。伝送路のタイミングの効果が存在し、現

実のアダプタはこれらの効果を完全に除去することができないことから、理想的なデータバイトの伝送予定

時刻とのずれが発生する。全てのMPEG復号器がこのインターフェースを組み込むことは必要ではないが、

このインターフェースを組み込む場合は、この規定に従わなければならない。この規定は、復号器に対する

トランスポートストリームまたはプログラムストリームのリアルタイム伝送動作を包含している。その結果、

復号器中の符号化データのバッファはオーバーフローしたりアンダーフローしたりしないように保証されて

いる。また、復号器は、アプリケーションが必要とする性能に従ったクロックの回復を行うことができると

保証されている。  
 
 MPEGリアルタイムインターフェースは、ストリーム中に符号化されているプログラムクロックリファレ

ンス (PCR)とシステムクロックリファレンス (SCR)が示している理想的なデータバイトの予定伝送時刻との

許容可能な最大偏差を規定する。  
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付属資料 J 
(この付属資料は本標準の必須部分ではない ) 

 

ジッタを誘発するネットワークと MPEG-2 復号器とのインターフェース 
 

J.0   はじめに 
 この付属資料において「システムストリーム」の表現は、 TTC標準  JT-H222.0 トランスポートストリー

ムおよびTTC標準  JT-H222.0 プログラムストリームの両方を参照するために使用される。「STD」の用語

が使用される場合、プログラムストリームについてはP-STD(プログラムシステムターゲット復号器 )および

T-STD(トランスポートシステムターゲット復号器 )を意味すると理解される。  
 
 システムストリームのデータバイトの予定伝送時刻は、そのストリームを分析することによって推論でき

る。システムストリームは、理想的な復号器の数学的なモデルであるSTDによって復号されうる場合、適合

性を有している。もし、適合性を有するシステムストリームがジッタの誘発するネットワークを通じて伝送

される場合、実際のデータバイトの伝送予定時刻は予定時刻とかなり違うかもしれない。このような場合、

ジッタがバッファのオーバーフローまたはアンダーフローを引き起こすかもしれないし、タイムベースを回

復することが困難になるかもしれないことから、理想的な復号器ではそのシステムストリームを復号するこ

とができないかもしれない。そのようなジッタの誘発するネットワークの重要な例は、ATMである。  
 
 この付属資料の目的は、システムストリームをジッタの誘発するネットワークを通して送ることを考慮し、

エンティティに案内と洞察を与えることである。システムストリームを伝送するためのネットワークにより

規定される適合モデルは、ATMを含めた種々のネットワークのために開発されることが適当である。リアル

タイムインターフェースの定義を含めたSTDは、このようなモデルを定義するために必須の役割を果たすこ

とができる。ネットワークに適合するモデルを開発するための枠組みはJ.1に示されている。  
 
 ジッタを平滑化するネットワークアダプタを作ることを可能とするネットワーク符号化の3つの例がJ.2で
議論されている。最初の例において、定ビットレートのシステムストリームが想定されておりFIFOがジッタ

の平滑化に使用される。第2の例において、ネットワークアダプテーションレイヤはジッタの平滑化を行うた

めのタイムスタンプを含んでいる。最後の例において、共通のネットワーククロックがエンド・エンドで使

用可能と想定されており、ジッタの平滑化を行うために利用されている。  
 
 J.3節には、ネットワークで誘発されるジッタを調整することができる復号器への組み込み例が２つ示され

ている。最初の例において、ジッタ平滑を行うネットワークアダプタはネットワークの出力とMPEG-2復号

器間に挿入される。MPEG-2復号器は、リアルタイムMPEG-2インターフェースの規定に適合していると想

定されている。このインターフェースは、STDの理想化された復号器より、より多くのジッタ許容度を有す

るMPEG-2復号器を要求する。ネットワークアダプタは、入力されるジッタを有するビットストリームを処

理し、データバイトの実際の予定伝送時刻がリアルタイムの規定に適合するようなシステムストリームを出

力する。例１はJ.3.1において議論される。アプリケーションによっては、ネットワークアダプタのアプロー

チは、２段階の処理を必要とすることから、コストが高くなるであろう。従って、２番目の例においては、

ジッタの平滑化とMPEG-2復号機能が統合されている。ジッタ除去装置の中間的な処理はバイパスされてお

り、クロックの回復のただ1つの段階が必要とされる。ジッタの平滑化と復号を統合的に行う復号器は、この

付属資料において統合的ネットワークスペシフィック復号器、あるいは単純に統合復号器と参照される。統

合復号器はJ.3.2で議論される。  
  
 ネットワークアダプタまたは統合復号器を作るために、ネットワークジッタのピーク・ピークの最大値が

想定されなければならない。相互運用性を増進するためにピーク・ピークのジッタの限度が、それぞれ関連

するネットワークの種類について規定されなければならない。  
 

J.1   ネットワークコンプライアンスモデル 
 ジッタを誘発するネットワークを通してシステムストリームを伝送するモデルの1つが付図J-1/JT-H222.0
に示されている。  
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付図J-1/JT-H222.0 : ジッタを誘発するネットワークを通してのシステムストリームの伝送   
  (ITU-T H.222.0) 

 
 システムストリームは、それをネットワークに特定のフォーマットへ変換するネットワークで規定される

符号化装置への入力である。ネットワークの出力においてジッタの除去を助ける情報は、このフォーマット

の一部とすることができる。ネットワーク復号器は、ネットワークで規定される復号器とTTC標準  
JT-H222.0 復号器から構成される。  TTC標準  JT-H222.0 復号器は、リアルタイムインターフェースの規

定に適合すると想定され、より大きなジッタ許容度与えるためにより大きく作られた適切なバッファを有す

るSTDと同一のアーキテクチャを有することができるであろう。ネットワークで規定される復号器はネット

ワークで規定される符号器によって付加される非TTC標準  JT-H222.0 データを除去しネットワークの出力

のジッタを取り除く。ネットワークで規定される復号器の出力は、リアルタイムの規定に適合するシステム

ストリームである。  
 
 ネットワークターゲット復号器 (NTD)は、上記のアーキテクチャに基づいて定義できる。適合性を有する

ネットワークのビットストリームは、NTDによって復号されることのできるビットストリームである。ネッ

トワーク復号器は、NTDによって復号可能な任意のネットワークビットストリームを復号できるならば適合

性を有しているであろう。実際のネットワーク復号器はNTDの構造を有しているかもしれないし、有してい

ないかもしれない。  
 

J.2   ジッタ平滑化のためのネットワークの規定 
 定ビットレートのシステムストリームの場合、ジッタの平滑化はFIFOによって行うことができる。ジッタ

を除くための特別の支援を行う付加的なデータは、ネットワークアダプテーションレイヤでは必要とされな

い。ネットワークの符号化によって付加されるデータバイトが除去された後、システムストリームデータが

FIFOの中に置かれる。PLLは、バッファの充足度の変化に対応して出力のビットレートを調整することによ

り、バッファをおおよそ半分充足された状態に保つ。この例において、達成されるジッタの平滑化の量はFIFO
のサイズおよびPLLの特性と関係している。  
 
 付図J-２ /JT-H222.0は、ジッタの平滑化を行う第２の方法を図示している。この例において、ネットワー

クアダプテーションレイヤからのタイムスタンプの助けが想定されている。この技術を使用して、定ビット

レートおよび可変ビットレートのシステムストリームのジッタが取り除かれる。  
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付図  J-2/JT-H222.0: ネットワークレイヤのタイムスタンプを使用するジッタの平滑化   
(ITU-T H.222.0) 

 
 ネットワークアダプタは J  秒のピーク・ピークのジッタを補正するよう設計されていると仮定する。デー

タバイトの予定伝送時刻はタイムクロック (TC)から得たクロックリファレンスサンプル値 (CR)を使用して再

構成される。CRおよびTCは、PCRおよびSTCと類似している。ネットワークデータパケット (NDP)の符号化

は、システムストリームパケットをそれぞれネットワークデータパケット (NDP)へ変換する。ネトワークデ

ータパケットはCR値を伝送するフィールドを含んでいて、TCの現在値はNDPがNDP符号器を出発するとき

にこのフィールドに挿入される。ネットワークトランスポートパケット化 (NXP)機能は、NDPをネットワー

クトランスポーテーションパケットへとカプセル化する。ネットワークを通じての伝送の後、CRはNDPが

NDP復号器に入力されたときにNDP復号器によって取り出される。CRは、例えばPLLを使用してTCを再構

成するために使用される。最初のMPEG-2パケットは、遅れたTC(TCd)が最初のMPEG-2パケットのCRに等

しい場合、ジッタ除去用のバッファから取り除かれる。後のMPEG-2パケットは、それらのCR値がTCd値に

等しい場合、取り除かれる。  
  

 TCクロックリカバリループの速度やTCの周波数的な純度などの実装の詳細は無視し、ジッタ除去用のバ

ッファのサイズは平滑化されるべきピーク・ピークの最大ジッタ値とそのシステムストリームで発生する最

大のトランスポートレートにのみ関係する。ジッタ除去用のバッファサイズ Bdj , は次により与えられる。  

  
 

Bdj = JRmax  

 
 ここで、 Rmax  はbit/sを単位とするシステムストリームの最大データレートである。ネットワークを通過

するパケットがわずかの遅延を受ける場合、バッファは半分満たされている。それらのパケットが  J / 2 秒

の遅延を受ける場合、バッファは空である。また、それらのパケットが  −J / 2 秒の遅延 (進み )を受ける場合、

バッファは全て満たされている。  
 
 最後の例として、場合によってはエンド・エンドで共通のネットワーククロックが利用可能である。シス

テムクロック周波数を共通のクロックにロックさせることが適しているかもしれない。ネットワークアダプ

タはFIFOによりジッタを平滑化できる。このアダプタは、本来のデータバイトの予定伝送時刻を再構成する

ためにPCRまたはSCRを使用する。  
 
 
 

タイムクロック
（TC)

クロック
リファレンス
（CR)挿入

ネットワーク
トランスポート

パケット（NXP)符号化

ネットワーク
データパケット
（NDP)符号化

システム
ストリーム

NDP

ジッタを引き起こす
ネットワーク

ネットワーク
トランスポート

パケット（NXP)復号化

ネットワーク
データパケット
（NDP)符号化

デジッタ
バッファ

タイムクロック
（TC)回復

ジッタ除去
制御

Σ
J/2

TC

CR

TCd

＋

ー

ジッタが取り除
かれた
システム
ストリーム

システム
ストリーム
データ



JT-H222.0 －214－ 
 

J.3   復号器への組み込みの例 
 

J.3.1   MPEG-2 復号器の前にあるネットワークアダプタ 
 この組み込みにおいては、ネットワーク規定に適合するネットワークアダプタがリアルタイムインターフ

ェースの規定に適合するMPEG-2復号器に接続されている。  
 

J.3.2   統合復号器 
 J.3.1に示した例は2段階の処理を必要とする。第1段階は、ネットワークの出力を平滑化するために必要と

される。第2段階は、PCRまたはSCRを処理することによってSTCを回復するが、STDの復号にとって必要と

される。この節で示される例は、1つのシステムにおけるジッタ除去および復号機能を統合する復号器である。

STCクロックは、ジッタを有するPCRまたはSCR値を使用して直接回復される。この例を示すために、

MPEG-2トランスポートストリームが仮定されている。  
 
 付図J-３ /JT-H222.0は統合復号器の動作を示している。復号器に入力されるネットワークパケットのスト

リームは付図J-２に示されているものと同一であると仮定される。  
 

NXPおよび
NDPの復号

PIDフィルタ

クロック
リカバリ

PCR

復号/ジッタ除去
復号バッファ

Σ
+

-

ES復号

STC

J/2

MPEG-2
ﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾄ
ｽﾄﾘｰﾑ ﾃﾞｰﾀ

STCd

 

付図  J-3/JT-H222.0: ジッタ除去および  MPEG-2復号の統合  (ITU-T H.222.0) 
 

 入力されるネットワークパケットは、NXPおよびNDP復号機能によってMPEG-2トランスポートストリー

ムデータへ組立直される。ジッタを含むTTC標準  JT-H222.0 トランスポートストリームパケットは、フィ

ルタされて希望するPIDを有するパケットが取り出される。図の場合においては、復号されるPIDはPCRも伝

送している。PCR値はSTCを回復するためにPLLへと送られる。選択されたPIDのパケット全体は、統合バ

ッファに置かれる。 J / 2  秒の正の値がSTCから引かれて、遅延したSTC、STCdが得られる。また、 J  は
ネットワーク復号器が調整できるピーク・ピークのジッタである。この遅延は、アクセスユニットのPTS/DTS
がSTCdの現在値と等しい場合アクセスユニットに必要とされる全てのデータがバッファに到着することを

保証する。  
 
 STCクロックリカバリループの速度やSTCの周波数純度などの組み込みの詳細を無視して、  

Bsize = Bdec + Bmux + BOH + 512 + BJ

= Bn + 512 + BJ

 

 
ここで、  BJ = Rmax J , および  Rmax  はデータがPIDフィルタへ入力される最大レートである。  
 
 組み込み方次第で、統合されたメモリはトランスポートSTDの中と同様、２つの要素に分割されることが

できるであろう。  
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付属資料 K 
(この付属資料は本標準の必須部分ではない ) 

 
トランスポートストリームのスプライシング 

 
K.0   はじめに 
 この付属資料においては、「スプライシング」という用語はトランスポートレベルにおいて行われる２つ

の異なるエレメンタリストリームを連結し、その結果としてこの標準に適合するトランスポートストリーム

が得られるということを参照している。 この２つのエレメンタリストリームは異なる場所および /または異

なるタイミングで生成されたものでよく、必ずしも生成された時点で一緒にスプライスされることが意図さ

れていなくてもよい。以下において、あるポイントにおいてもう1つのストリーム (「新しい」ストリーム )よ
り前にある連続するエレメンタリストリーム (ビデオまたはオーディオ )を「古い」ストリームと呼ぶ。この

点がスプライスと呼ばれる。スプライスは、「古い」ストリームに属するデータと「新しい」ストリームに

属するデータの間の境界である。  
 
 スプライスは、シームレスまたはノンシームレスである。  
 
- シームレススプライスは、復号の不連続性 (この規定の2.7.6を参照 )を発生しないスプライスである。この

ことは、「新しい」ストリームの第1アクセスユニットはスプライスの前の「古い」ストリームの第1アクセ

スユニットの復号時間と矛盾がないことを意味している。すなわち、「古い」ストリームがそのまま続いた

とした場合に次のアクセスユニットが有していたであろう値に等しい。以下において、この復号時間を「シ

ームレス復号時間」と呼ぶ。  
 
- ノンシームレススプライスは、復号の不連続を引き起こすスプライスである。すなわち、「新しい」スト

リームのアクセスユニットの復号時間は、シームレス復号時間より大きい (注：シームレス復号時間より小さ

い復号時間は禁止されている。 )。  
 
 スプライシングは、その結果として得られるストリームが正しいことから、任意のトランスポートストリ

ームパケットの境界において、行われて良い。しかし、一般的な場合において、PESパケットの開始および

アクセスユニットの開始の場所についてなにも知られていない場合、この制約条件は、トランスポートレイ

ヤの解釈が必要とされるだけでなく、PESレイヤおよびエレメンタリストリームレイヤの解釈も必要とされ、

また、ある場合においては、トランスポートストリームパケットのペイロードにおける処理を必要とするか

もしれない。このような複雑な動作を避けることが望ましい場合、スプライシングはトランスポートストリ

ームが望ましい特性を有している場所において行われなければならない。これらの特性はスプライシングポ

イントの存在によって示されている。  
 
 スプライシングポイントの存在はsplice_flag および  splice_countdownフィールド (これらのフィールド

のセマンティクスについてはこの規格の2.4.3.4を参照 )によって示される。以下においては、  
splice_countdownフィールドの値が０になるトランスポートストリームパケットは「スプライシングパケッ

ト」と呼ばれる。スプライシングポイントは、スプライシングパケットの最終バイトの直後に位置づけられ

る。  
 
K.1   様々な種類のスプライシングポイント 
 スプライシングポイントは、通常のスプライシングポイントまたはシームレススプライシングポイントの

いずれかとすることができる。  
 

K.1.1   通常のスプライシングポイント 
  seamless_splice_flagが存在していない場合、またはその値が0である場合、スプライシングポイントは通

常である。通常のスプライシングポイントの存在は、エレメンタリストリームの整列の特性についてのみ示

す。すなわち、スプライシングパケットはアクセスユニットの最終バイトで終了し、同じPIDの次のトラン

スポートストリームパケットのペイロードはPESパケットのヘッダで開始している。そのPESパケットのペ

イロードはエレメンタリストリームアクセスポイント (または、ビデオの場合、エレメンタリストリームアク

セスポイントの直前にあるsequence_end_code())で開始している。  
 
 これらの特性は、シンタックス上の制約を考慮し、ビットストリームの一貫性を保ちながら、「カットア
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ンドペースト操作」をトランスポートレベルで容易に行えるようにしている。しかし、それは、タイミング

またはバッファ特性に関するいかなる情報も与えない。結果として、このようなスプライシングポイントに

関して、プライベートな取り決めの手助け、またはトランスポートストリームパケットのペイロードを分析

すること、およびバッファの状態およびタイムスタンプ値を追跡することにより、シームレススプライシン

グポイントは行われることができる。  
 

K.1.2   シームレススプライシングポイント 
  seamless_splice_flagが存在し、その値が1である場合、スプライシングポイントは「古い」ストリームの

特性の一部を示して、情報を与えている。この情報は復号器に対してではない。その主要な目的はシームレ

ススプライシングを行えるようにすることである。このようなスプライシングポイントは、シームレススプ

ライシングポイントと呼ばれる。利用できる情報は次の通りである。  
 - DTS_next_AUフィールドにDTS値として符号化される、シームレスな復号時間。  
  このDTS値は、スプライシングパケットで有効なタイムベースで表現される。  
 
 - ビデオエレメンタリストリームの場合において、シームレススプライシングを可能  
  とする目的で、「古い」ストリームが作られる場合に適用された制約条件。これら  
  の条件は、ビデオストリームのプロファイルとレベルに対応する表において、   
  splice_typeフィールドの値で与えられる。  
 
 シームレススプライシングポイントを、この付加的な情報を捨てることにより、通常のスプライシングポ

イントとして使用できることに注意。この情報は、ノンシームレススプライシングを行うための助けとなる

と判断される場合にも、あるいはスプライシング以外の目的にも、使用されることができる。  
 
K.2   スプライスにおける復号器の動作 
 

K.2.1   ノンシームレススプライスについて 
 上述したように、ノンシームレススプライスは、復号の不連続を生じるスプライスである。  
 
 このようなスプライスに関して、復号の不連続 (この標準の2.7.6)に関連する制約条件が満たされなければ

ならないことが注意されなければならない。特に、次の点である。  
 

- PTSは「新しい」ストリームの第1アクセスユニットに対して符号化されなければならない (トリ

ックモード動作期間または low_delay=‘1’の場合を除く ) 
 

- このPTSから得られる (または関連するDTSから得られる )復号時間はシームレス復号時間より早

くてはならない。  
 

- ビデオエレメンタリストリームにおいては、スプライシングパケットがsequence_end_code()で終

了しない場合、「新しい」ストリームはsequence_end_code()で開始し、その直後に

sequence_header()が続かなければならない。  
 
 理論的には、復号の不連続性が導かれることから、このようなスプライスは表示ユニットの非連続の表示

(すなわち、2つの連続する画像間または2つの連続するオーディオフレーム間の可変長の休止時間 )を引き起

こす。実際には、この結果は復号器がどのように実装されているかと関係している。一部のビデオ復号器に

関しては、1つ以上の画像のフリーズ動作は好ましい解決であるかもしれない。ISO/IEC 13818-4を参照。  
 

K.2.2   シームレススプライスについて 
 復号の不連続を有していないことの目的は、表示の不連続性が生じないようにすることである。オーディ

オの場合、このことは常に保証される。しかし、ビデオの場合、以下のケース1およびケース2において、表

示の連続性が理論的には可能でないことに注意が払われなければならない。  
 

1.「古い」ストリームが low-delayシーケンスの終わりで終了し、「新しい」ストリームが非 low-delay
シーケンスの開始で始まる。  
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2.「古い」ストリームが非 low-delayシーケンスの終わりで終了し、「新しい」ストリームが非

low-delayシーケンスの開始で始まる。  
 

 このような状況によって引き起こされる効果は実現方式に依存している。 例えば、ケース1において、あ

る画像は2フレーム期間表示されなければならないし、ケース2において、ある画像はスキップされなければ

ならない。しかし、一部の実現方式は望ましくない影響を起こすことなくこのような状況をサポートするこ

とは、技術的に可能である。  
 
 さらに、TTC標準  JT-H262の6.1.1.6を参照して、  少なくとも1つのシーケンスパラメータ (すなわち、シ

ーケンスヘッダ中またはシーケンスヘッダ拡張子中に定義されているパラメータ )が両方のストリームにお

いて異なる値を有している場合、sequence_end_code()が「新しい」ストリームの最初のsequence_header()
の前に存在しなければならない。量子化行列を定義しているパラメータについてのみ例外とする。例として、  
ビットレートフィールドが、「新しい」ストリームにおいて「古い」ストリームと同じ値を有していない場

合、sequence_end_code()が存在しなければならない。従って、スプライシングパケットはsequence_end_code
で終了しない場合、「新しい」ストリームはsequence_header をその直後に有するsequence_end_codeで開

始しなければならない。  
 
 前のパラグラフに従うと、 sequence_end_codeは大部分のスプライスにおいて必須であろう。それはまた、

シームレススプライスにおいても必須であろう。TTC標準  JT-H262はビデオシーケンスの復号過程について

規定しているが、シーケンスの変更の扱い方については何も規定されていないことに注意されなければなら

ない。したがって、そのようなスプライスに出会った場合の復号器の動作については、ISO/IEC 13818-4を
参照されたい。  
 

K.2.3   バッファオーバーフロー 
 両方のエレメンタリストリームがスプライスされる前にT-STDモデルに従っているとしても、両方のスト

リームのビットがこれらのバッファに存在する期間において、STDバッファがこのスプライスされたストリ

ームに関してオーバーフローしないことは、必ずしも保証されていない。  
 
 定ビットレートビデオの場合において、特別の条件が「古い」ストリームに適用されなかった場合で、か

つスプライシングの期間において特別の予防措置がとられていなかった場合、「新しい」ストリームのビッ

トレートが「古い」ストリームのビットレートより大きいならば、このオーバーフローはありうる。実際、

データビットがT-STDに「古い」伝送レートで伝送されるならば、T-STDのバッファMBn および  EBnはオ

ーバーフローしないということは確かに正しい。しかし、「古い」ビットがT-STDから完全に取り除かれる

前に、TBn の入力で伝送レートがより高い値に切り替えられる場合、「古い」ストリームがスプライシング

がなくて連続した場合よりも、STDバッファはより満たされるであろうし、  EBn および /または  MBn のオ

ーバーフローを引き起こすかもしれない。可変ビットレートのビデオの場合、「古い」ストリームの生成の

期間に準備された伝送レートよりも「新しい」ストリームの伝送レートのほうが高い場合、同様の問題が生

じうる。このような状況は禁止されている。  
 
 しかし、選択された値より低い「新しい」ビデオビットレートが準備されるよう、スプライシングポイン

トの近くで、「古い」ストリームを生成する符号器がVBVバッファ管理において条件を付加することは可能

である。例えば、シームレススプライシングポイントの場合、このような付加的な条件は、

'splice_decoding_delay' および 'max_splice_rate‘を与える表2-7/JT-H222.0から表2-20/JT-H222.0における

'splice_type'値によって示されることができる。この場合、「新しい」ストリームのビデオビットレートが

'max_splice_rate‘より小さいならば、そのスプライスされたストリームの両方のストリームのビットが

T-STDバッファに存在している期間において、そのスプライスされたストリームはオーバーフローしないこ

とが保証されなければならない。  
 そのような制約条件が適用されない場合、「新しい」ストリームのビットが伝送される前にT-STDバッフ

ァを十分に空にする目的で、「古い」ストリームと「新しい」ストリームの間のデータビットの伝送におけ

る休止時間を導入することによって、この問題は避けることができる。「古い」ストリームの最後のアクセ

スユニットの最終バイトがSTDに入力される時刻をtinと呼び、それがSTDから出力される時刻をtout と呼ぶ

とすると、[tin, tout] の時間には、「古い」ストリームがスプライシングなしで連続していた場合以上に、ス

プライスされたストリームのデータビットがT-STDに入力されないことを保証することで十分である。例と

して、「古い」ストリームが一定のビットレートRold、「新しい」ストリームが一定のビットレートRnewであ

る場合、このオーバーフローのリスクを避けるためには、次の関係を満足する休止時間を導くことで十分で

ある。  
 

Td ≥ ０ かつ Td ≥ (tout - tin) × (1‐Rold/Rnew ) 
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付属資料Ｌ 
 

登録手順（2.9 節参照） 

 
(この付属資料は、本標準の必須部分ではない ) 

 
Ｌ.1   Registered Identifier (RID) 申請手順 
  RID の要求者が登録機関に申し出なければならない。登録申込書は登録機関から入手可能でなければなら

ない。要求者が提供しなければいけない情報をL.3に示す。会社と機関は申請資格がある。  
 
Ｌ.2   登録機関の責任 
  copyright_identifier の登録を管理している登録機関の主要な責任はこの節の中で概要が述べられている。

他のいくつかの責任は  JTC １のDirectives に記載されている。   
 
登録機関がしなければならないことは：  
ａ )  Annex H/JTC 1のDirectives に従って固有な  RID のためのアプリケーション登録手順を実行する。 
ｂ ) 著作権登録機関からのワークタイプコード識別子の割付けのための申請を受理して、処理する。  
ｃ ) 受け取られた申請が登録手順に従っているかどうかを確かめて、そしてそれらの割り当てられた  

RID のアプリケーション受理の30日以内に要求者に連絡する。  
ｄ ) 申請提供者に対して、申請提供者の要求が否定されたことをその申請受理30日以内に文書で通知す

る。また、抗告プロセスを申請者に通知する。  
ｅ ) 割り当てられたRIDの正確な記録を保守する。連絡先情報と技術仕様の改訂は登録機関によって受付

けられ、また保守されなければならない。  
ｆ ) この記録を、興味を持った団体からの要求に応じて利用可能にする。  
ｇ ) 認可、却下の如何にかかわらず、RID要求申込書のデータベースを保守する。  
 coryright_identifier を持っているプライベートデータのフォーマットに関する技術情報を求めてい

るパーティは、登録機関によって保守されるデータベースの一部であるこのような情報にアクセスし

なければならない。  
ｈ ) JTC 1、  ITTF と  SC 29の事務局、あるいはそれぞれの受託者に、双方の合意に基づいたスケジュ

ールに従い、毎年、その活動を報告する。  
 

Ｌ.2.1   登録機関のためのコンタクト情報 

組織名： 

住所： 

電話番号： 

FAX 番号： 

 
L.3   RIDを要求する団体の責任 
  著作権識別のためのRIDを要求している団体が行わなければならないことは： 

ａ ) 登録機関によって供給された書式と手順に従って申請する。  
ｂ ) 無差別に著作権組織の完全な記述を得るための方法を記述した連絡先情報を提供する。  
ｃ ) additional_copyright_infoフィールドにより、オーディオビジュアル作品やその他の著作権を持つ作

品を記述するために利用されるデータフォーマットのシンタックスとセマンティックスの技術的な

詳細を含める。登録後は、追加著作権情報のために使用されるシンタックスは変更してはいけない。 
ｄ ) 認可されたcopyright_identifierの使用方法を合理的な期間内に定めることに同意する。  
ｅ ) 申請書と、認可されたcopyright_idetifierの登録機関から受け取った通知を永久保存すること。  
 
L.4   否定されたアプリケーションのための控訴手順 
  登録管理グループ (RMG)は  否定されたRID の要求に関する抗告に対し裁定するために形成される。RMG 
はこの国際標準に関して責任がある  ISO 専門委員会のＰそしてＬメンバーによって推薦される成員を持た

なければならない。それはそのメンバから推薦された議長と事務局を持たなければならない。登録機関は１

人を投票権がないオブザーバに任命する権利を与えられる。  
 
RMG の責任は以下である：  
ａ ) 合理的な期間内にすべての抗告に対して協議し行動すること。  
ｂ ) そのことのRMG決定に関して、その申請の再考を要請する機構に文書で知らせること。  
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ｃ ) 登録機関活動概要の年次報告書をレビューすること  
ｄ) 登録機関の運用のスコープに関する情報を ISO のメンバ機関に供給すること。 
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付属資料Ｍ 

 
登録申請形式（2.9 節参照） 

(この付属資料は、本標準の必須部分ではない ) 
 
M.1   登録識別子(RID)を要求している団体のコンタクト情報 
団体名：  
住所  ：  

電話：  
ファクス：  
電子メール：  
 
M.2   割り当てられたRIDを適応する目的の提示 
RID申請分野：登録機関によって提供されるガイドラインの使用  
 
M.3   RIDの意図的な実行の日付 
 
M.4   認定された代表者 
名前：  
タイトル：  
住所   ：  
 
署名：                                     
 
M.5   登録機関のみの公式使用法 
 
 
 登録の拒絶         
 
 申請の拒絶理由 : 
 
 
 登録の認定                   登録値        
 
 
添付１：登録されたデータ形式の技術的詳細の添付  
 
添付２：拒絶された申請の要請手順の通知の添付
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付属資料Ｎ 

 
登録管理管理構造の流れ（2.9 節参照） 

(この付属資料は、本標準の必須部分ではない ) 
 

登録機関の管理構成の図式

ビデオ

システム

オーディオ

Copyright_identifier
_____

登録機関

_____
IDの照会

・割り当てに
責任を持つ

対応表

ISSN
ISBN
ISMN
ISAN
.
.
.

XXI
XYI
XXI
YIX
.
.
.

登録機関はワークタイプ
コードに属し、またそれ
を同一のものであると見

分けるための
コードの意味を示す

copyright_identifier copyright_number

copyright_identifier copyright_number

copyright_identifier copyright_number

 
 

例

copyright_identifier copyright_number

2-11- 0725 575 (ISBN Number)

1234567890123456 (ISAN Number)

I.S.B.N.
(本)

I.S.A.N.
(オーディオビジュアル作品)

 
 
すべての著作権識別子 (copyright_identifiers)は登録機関によって登録され、ISOによって固有な著作権番号

(copyright_numbers)として登録される。著作権番号 (copyright_numbers)を割り当てるどの団体も登録機関

か ら 特 別 な 著 作 権 識 別 子 (copyright_identifiers) を 要 求 す る 。 つ ま り Staatsbibliothek Preussischer 
Kulturbesitz, I.S.B.Nを管理するためにISOによって構成され、予約の番号取りのため登録機関によって特

別な著作権識別子 (copyright_identifiers)が要求される。  
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付属資料Ｏ 
 

登録手順（2.10 節参照） 
(この付属資料は、本標準の必須部分ではない ) 

 
O.1   RID 要求のための手順 
  RID の要求者が登録機関に申し出なければならない。登録申込書は登録機関から入手可能でなければなら

ない。要求者は  O.4 で指定された情報を提示しなければならない。会社と機構は志願する資格がある。  
 
O.2   登録機関の責任 
  プライベートデータ format_identifierの登録を管理している登録機関の主要な責任はこの付属資料の中で

概要が述べられている。ある特定の他の責任は  JTC １の指令で多分発見されるであろう。   
 
登録機関がしなければならないことは：  
ａ )  JTC 1の指令に従って固有な  RID のためのアプリケーション登録手順を実行する。  
ｂ ) 申請提供者からの識別子の割付けを行う申請アプリケーションを受理して、処理する。  
ｃ ) 受け取られた申請が登録手順に従っているかどうかを確かめて、そしてそれらの割り当てられた  

RID のアプリケーション受理の30日以内に要求者に連絡する。  
ｄ ) 申請提供者に対して、申請提供者の要求が否定されたことをそのアプリケーション受理30日以内に

文書で通知する。また、タイムリーな方法で申請の再提出を考慮する。  
ｅ ) 割り当てられた識別子の正確な記録を保守する。フォーマット仕様の改訂は登録機関によって受付ら

れ、また保守されなければならない。  
ｆ ) この記録をISO あるいは  IEC のメンバである  JTC 1の国家体に対して要求に応じて利用可能なよ

うにする。JTC1の国家体は  ISO あるいは  IEC のメンバーであり、ISOやIECの団体そしてその他

の興味がある団体に対して連絡をとる。  
ｇ ) 認可、却下の如何にかかわらず、RID要求申込書のデータベースを保守する。  
 RID を持っているプライベートデータのフォーマットに関する技術情報を求めているパーティは、

登録機関によって保守されるデータベースの一部であるこのような情報にアクセスしなければなら

ない。  
ｈ ) 毎年、 JTC 1、 ITTF と  SC 29の事務局、あるいはそれらのそれぞれの企画者にその活動を報告す

る。  
ｉ ) 可能である時はいつでも、既存の  RIDの使用を受け入れる。  
 
O.3   登録機関のためのコンタクト情報 
 
O.4   RIDを要求する団体の責任 
  format_identifierを要求している団体が行わなければならないことは：  
ａ ) 登録機関によって供給された書式と手順を使って適用される。  
ｂ ) アプリケーションフォームで指定されるように、登録されたビットストリームと必要とされる専門的

な詳細の用途の記載を含む。  
ｃ ) どのように完全な記述が差別的でない基盤の上に得られることができるかを記述するコンタクトイ

ンフォメーションを供給する。  
ｄ ) 合理的な時わくの中で与えられた  RID の意図的な使用を制定することに同意する。  
ｅ ) アプリケーションフォームの永久のレコードと、与えられた  RID の登録機関から受け取られた通知

を保守すること。  
 
O.5   否定されたアプリケーションのための控訴手順 
  登録管理グループ (RMG)は  否定されたRID の要求への控訴の上に司法権を持つために形成される。RMG 
はこの標準に関して責任がある  ISO 専門委員会のＰ  - そしてＬメンバーによって推薦される成員を持たな

ければならない。それはそのメンバから推薦されて召集者と事務局を持たなければならない。登録機関は１

人を投票権がないオブザーバに任命する権利を与えられる。  
 
RMG の責任はこうである：  
ａ ) 合理的な時わくの中ですべての控訴に対して協議し行動すること。  
ｂ ) そのことのRMG処理に関して、その請願の再考を控訴する機構に文書で知らせること。  
ｃ ) 登録機関活動概要の年次報告書を再検討すること  
ｄ ) 登録機関の運用のスコープに関する情報を  ISO と  IEC の国家の委員会のメンバ本体に供給する

こと。
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付属資料Ｐ 

 

登録申込み形式（2.10 節参照） 
(この付属資料は、本標準の必須部分ではない。 ) 

 
P.1   RIDを要求する機構のコンタクト情報  
機構名  
住所：  
 
電話：  
ファクス：  
電子メール：  
電信：  
 
P.2   特定のRIDの要求  
 
注意：もしシステムがすでに実行されて用いられている場合は、この項目とP.3を記入してP.6 にスキップす

る、その他の場合は、ここをブランクのままにしておいてP.4 にスキップする  
 
P.3   使用中のRIDの簡単な記述と導入されている日付方式 
 
P.4   割り当てられた RID を適用する目的  
 
P.5   RIDの計画上の実行の日付  
 
P.6   委任代理者 
名前：  
タイトル：  
住所：  
 
署名：_________________________________ 
 
P.7   登録機関の公式使用 
 

 
添付１： 登録されたデータ書式の専門的な詳細の添付。  
 
添付２： 拒絶されたアプリケーションのための控訴手順の通知の添付。

 
 登録が拒絶される  _____ 
 
 アプリケーションの拒絶の理由 : 
 
 
 登録が与えられる  ______                 登録値  ____________________ 
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付属資料Ｑ 

 
ISO/IEC 13818-7 ADTS に対する T-STD と P-STD のバッファモデル 

(この付属資料は、本標準の必須部分ではない) 
Q.1   イントロダクション 

オーディオストリームに対するトランスポートストリームでのシステムターゲット復号器のモデルは2.4.2で定義さ

れている。本付属資料では、ISO/IEC 13818-7 ADTSに対するバッファモデルが述べられている。 

 

ISO/IEC 13818-7 ADTS  オーディオストリームは、TTC標準JT-H222.0または ISO/IEC 13818-1に示される多重化

において、 表2-22/JT-H222.0、表2-23/JT-H222.0に定義されているように、Stream_id=0x110yyyyy(‘y’=任意)、及び

stream_type=0x0Fの存在により識別が可能である。 

 
Q.2   トランスポートストリームバッファからのリークレート 

ISO/IEC 13818-7 ADTSを除くオーディオに対してはトランスポートストリームバッファからのリークレートは

2Mbit/sである。このレートはISO/IEC 13818-7 ADTSの最大レートよりも低い。従ってISO/IEC 13818-7 ADTSストリ

ームに対するリークレートはISO/IEC 11172-3およびISO/IEC 13818-3のオーディオストリームからの差分値に設定さ

れる。 

 

ISO/IEC 13818-7 ADTSのエレメンタリストリームは1チャネル以上から成る。各チャネルの最大レートは576kbit/s
である。ここで標本化周波数は96kHzである。従ってISO/IEC 13818-7 ADTSのリークレートは以下の等式で計算される。 

 

Rxn = 1.2 x Rmax x N  bits per second 

 

ここにおいて、  

 Rmax はISO/IEC 13818-7の3.2.2で定義されるように576kbit/sの一定値である。これは標本化周波数の最大値(すな

わちFs=96kHz)に対応したAAC ADTSストリーム1チャネル当たりのビットレートの上限値である。 

また、 

Nはエレメンタリストリームそれぞれに復号バッファを要するオーディオチャネル数である(ここでエレメンタリ

ストリームは個々のチャネルストリームを意味し、単一チャネルのエレメンタリまたは、チャネル対のエレメンタリ

及び独立に切替えられるチャネルのエレメンタリの対も含んでいる) 。 
 

Q.3   バッファサイズ 

ISO/IEC 13818-7 ADTSを除くオーディオに対してはメインバッファサイズは3 584バイトである。このサイズは

ISO/IEC 13818-7 ADTSの復号入力バッファサイズの最大値よりも小さい。従ってISO/IEC 13818-7 ADTSストリームに

対するメインバッファサイズはISO/IEC 11172-3およびISO/IEC 13818-3のオーディオストリームからの差分値に設定

される。 

ISO/IEC 13818-7 ADTSに対するメインバッファサイズは次式のように計算される。 

 

BSn = BSmux + BSdec + BSoh 

ここで BSoh はPES パケットのオーバヘッドバッファを示し以下で定義される。  

BSoh  = 528 バイト 

またBSmuxは 付加多重バッファを示し 以下で定義される。 

BSmux  = 0.004秒 * Rmax * N 

更に BSdec はアクセスユニットバッファを示し以下で定義される。 

BSdec  = 6 144ビット * N 
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ここにおいて、  

 Rmax はISO/IEC 13818-7の3.2.2で定義されるように576kbit/sの一定値である。これは標本化周波数の最大値(すな

わちFs=96kHz)に対応したAAC ADTSストリーム1チャネル当たりのビットレートの上限値である。 

また、 

Nはエレメンタリストリームそれぞれに復号バッファを要するオーディオチャネル数である(ここでエレメンタリ

ストリームは個々のチャネルストリームを意味し、単一チャネルのエレメンタリまたは、チャネル対のエレメンタリ

及び独立に切替えられるチャネルのエレメンタリの対も含んでいる) 。 

 

 

Q.3.1   TBSn: 他のオーディオと同一 

 平滑化バッファとしては、TBn はISO/IEC 13818-7 ADTSと他のオーディオストリームとの間で差異は無い。結果と

してTBn のサイズを持つTBSn に対して変化させる必要は無い。 

 

Q.3.2   BSmux: 他のオーディオと異なる 

BSmux,、すなわち付加多重バッファは、4msまでの遅延ジッタに耐えられるように変更しなければならない。 

これはTTC標準JT-H222.0またはISO/IEC 13818-1における他のストリームと同様の方式である。 

 

Q.3.3   BSdec: 他のオーディオと異なる 

 BSdec、すなわちアクセスユニットバッファは、エレメンタリストリームの復号入力バッファサイズに基づいている。

ISO/IEC 13818-7の3.2.2で定義されるように、復号入力バッファサイズの合計は、それぞれの復号入力バッファを要す

るチャネル数で多重され6 144 ビットとなる。 

 

Q.3.4   BSoh: 他のオーディオと異なる 

 BSoh はPESパケットヘッダのオーバヘッドに一致する。 

2.4.2.6において、 
システムターゲット復号器のバッファを通る静止画像データを除く全てのデータの遅延は1秒以内でなければならな
い。 

加えて 2.7.4において、 
プログラムストリームとトランスポートストリームはビデオとオーディオエレメンタリストリームそれぞれに対応す
るプレゼンテーションタイムスタンプの差が最大でも0.7秒となるように生成されなければならない。 

  AACストリームが上記規則に従ってパケット化された時は、BSoh はPESパケットヘッダのオーバヘッドに対応して

適切なサイズが設定されなければならない。PESパケットヘッダの最大長は264バイトである。従ってBSoh =528バイト

とすること、すなわち最大PESパケット長の2倍とすることは、PESパケットヘッダ長に依らず少なくとも2個のPESパ
ケットヘッダをメインバッファに入力可能なことを保証する。これは1秒分のデータがメインバッファ中に存在する場合

においてもPTSを含んだPESパケットヘッダは少なくとも0.7秒間隔で挿入されることを意味する。 

例: 標本化周波数が48kHzの時 

 PTSを除くオプションフィールドを含まないPESパケットヘッダ長は18バイトである。1秒間のアクセスユニット

数は約47である。1秒間分のデータがメインバッファに存在する場合(すなわち最悪の場合)、PESパケットヘッダの

オーバヘッドは2つ以上のアクセスユニットが1つのパケットにパケット化されたBSoh  に適合し得る。 

 number_of_AU = 48kHz/1024 =46,875 /秒 

  (number_of_AU/2) * 18[byte] = 421,875 バイト < BSoh  

 もしメインバッファを通る全てのデータの遅延が1秒より小さい場合、より多くのPESパケットヘッダが BSoh に

適合する。 
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Q.4   結論 

復号バッファモデルはバッファの最大長に適応させるべきであるが、しかしAACは48チャネルまで対応可能なため非

常に高いビットレートとなる。そのためリークレートとメインバッファサイズを定義するためにチャネル数には2,8,及び

48チャネルの3レベルが用いられる。2チャネルの場合、互換性を維持した従来と同じリークレートとメインバッファ長 

が使用される。他の場合(8と48チャネル)にはここで示した方式が適応される。 

 

ISO/IEC 13818-7 ADTS オーディオに対するT-STDリークレート, 
 

チャネル数 
Rxn [bit/s] 

1-2 2 000 000 
3-8 5 529 600 
9-12 8 294 400 

13-48 33 177 600 

チャネル：全帯域オーディオ出力チャネル数に加えて同一エレメンタリオーディオストリーム内の独立スイッチカ

ップリングチャネルエレメント数。例えば、独立スイッチカップリングチャネルエレメントがない典型的な場合、モ

ノラルは1チャネル、ステレオは2チャネル、5.1チャネルサラウンドは5チャネル（LFEチャネルはカウントしない）

である。 
 

ISO/IEC 13818-7 ADTS オーディオに対するT-STD メインバッファサイズ, 
 

チャネル数 
BSn 

[bytes] 
1-2 3 584 
3-8 8 976 

9-12 12 804 
13-48 51 216 

チャネル：全帯域オーディオ出力チャネル数に加えて同一エレメンタリオーディオストリーム内の独立スイッチカ

ップリングチャネルエレメント数。例えば、独立スイッチカップリングチャネルエレメントがない典型的な場合、モ

ノラルは1チャネル、ステレオは2チャネル、5.1チャネルサラウンドは5チャネル（LFEチャネルはカウントしない）

である。 

 

プログラムストリームに対しては、上のメインバッファサイズは以下のように  

P-STD_buffer_scale と P-STD_buffer_size の組となる。 

 

チャネル数 P-STD_buffer_scale P-STD_buffer_size 

1-2 0 28 

3-8 0 71 

9-48 0 401 
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付属資料R 

TTC 標準 JT-H222.0|ISO/IEC13818-1 の中の ISO/IEC 14496 シーンの伝送 
 

(この付属資料は、本標準の必須部分ではない ) 
 

R.1 プログラムストリーム中のISO/IEC 14496 番組要素に対するコンテンツアクセス手順 
 以下ではTTC標準JT-H222.0|ISO/IEC13818-1プログラムストリーム中のISO/IEC 14496番組要素に対するア

クセス手順を規定している。ここでは、プログラムストリームがプログラムストリームマップ(これはPESパ

ケット中をstream_id が0xBCで伝送される)を含んでいることを仮定している： 

1) プログラムストリームマップを取得する。 

2) 最初のディスクリプタループの中からIODディスクリプタを識別する。 

3) イニシャルオブジェクトディスクリプタ中にあるオブジェクトディスクリプタ、シーン記述、及び

他のストリームの各ES_IDを識別する。 

4) 2番目のディスクリプタループの中からelementary_stream_idに0xFA と0xFB を持つSLディスクリプ

タとFMCディスクリプタとを取得する。 

5) これらのディスクリプタからES_IDとそれに対応したelementary_stream_id、及び可能ならば

FlexMuxチャネルのストリームマップテーブルを生成する。 

6) オブジェクトディスクリプタストリームをそれのES_ID と、ストリームマップテーブルを用いて突

きとめる。 

7) イニシャルオブジェクトディスクリプタ中で記述される他のストリームをそれらのES_IDと、ストリ

ームマップテーブルを用いて突きとめる。 

8) オブジェクトディスクリプタストリームを常時監視し続けて、追加されたストリームのES_IDを識別

する。 

9) 追加されたストリームをそれらのES_ID と、ストリームマップテーブルを用いて突きとめる。 

 付図R-1/JT-H222.0は、オブジェクトディスクリプタストリーム、シーン記述ストリーム(BIFS-Command)、

BIFS-Animストリーム、及びIPMPストリームより成るプログラムストリーム中の ISO/IEC 14496コンテンツの

一例を示している。すべてのISO/IEC 14496ストリームは単一のFlexMuxストリームに多重化されている。 
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T1607330-99

Objector Descriptor Stream
ObjectDescriptor{
     ES_Descriptor {
          ES_ID=0x0013
          streamType="Visual stream"
          specificInfo="BIFS-Anim"
     }
}
ObjectDescriptor{
     ES_Descriptor {
          ES_ID=0x0014
          streamType="IPMP stream"
     }
}

14496-1 FlexMux Stream

FMC=0x01
BIFS-Command Stream

FMC=0x02
OD Stream

PES Packet : stream_id = "1111 1010"

MPEG-2 Program Stream

PESPacket : stream_id = "1011 1100" PESPacket : stream_id ="1111 1011"

Program Stream Map
...
program_stream_info_length
1st descriptor_loop {
    10D_descriptor{ }

}
elementary_stream_map_length
}
   stream_type = 0x12
   elementary_stream_id="1111 1010"
   elementary_stream_info_length
   2nd descriptor_loop {
         FMC_descriptor { }
    }
}
CRC_32

...
ES_Descriptor {
     ES_ID = 0x0011
     streamType = "SD stream"
     specificInfo="BIFS-com"
}
ES_Descriptor {
     ES_ID = 0x0012
     streamType = "OD stream"
}
...
   

Initial Object Descriptor

FMC descriptor 
(ES_ID, FMC) = (0x0011, 0x01)
(ES_ID, FMC) = (0x0012, 0x02)
(ES_ID, FMC) = (0x0013, 0x03)
(ES_ID, FMC) = (0x0014, 0x04) 

14496-1 FlexMux Stream
FMC = 0x03

BIFS_Anim Stream

FMC = 0x04
IPMP Stream

 

付図 R-1/JT-H222.0 – プログラムストリーム中の ISO/IEC 14496 コンテンツの例（ITU-T H.222.0） 

 

R.2 トランスポートストリーム中のISO/IEC 14496 番組要素に対するコンテンツアクセス手順  
 以下ではTTC標準JT-H222.0|ISO/IEC13818-1トランスポートストリーム中のISO/IEC 14496番組要素に対す

るアクセス手順を規定している： 

1) 希望する番組のプログラムマップテーブルを取得する。 

2) 最初のディスクリプタループの中から IOD ディスクリプタを識別する。 

3) イニシャルオブジェクトディスクリプタ中にあるオブジェクトディスクリプタ、シーン記述、及び他のストリ

ームの各 ES_ID を識別する。 

4) 各 elementary_PID に対する 2 番目のディスクリプタループの中に存在するすべての SL ディスクリプタと FMC
ディスクリプタのセットを取得する。 

5) これらのディスクリプタから ES_ID とそれに対応した elementary_stream_id、及び可能ならば FlexMux チャネル

のストリームマップテーブルを生成する。 

6) オブジェクトディスクリプタストリームを、それの ES_ID とストリームマップテーブルを用いて突きとめる。 

7) イニシャルオブジェクトディスクリプタ中で記述される他のストリームをそれらの ES_ID と、ストリームマッ

プテーブルを用いて突きとめる。 

8) オブジェクトディスクリプタストリームを常時監視し続けて、追加されたストリームの ES_ID を識別する。 

9) 追加されたストリームをそれらの ES_ID と、ストリームマップテーブルを用いて突きとめる。 
付図R-2/JT-H222.0は、オブジェクトディスクリプタストリーム、シーン記述ストリーム(BIFS-Command)、

BIFS-Animストリーム、及びIPMPエレメンタリストリームより成るトランスポートストリーム中の ISO/IEC 

14496番組要素の一例を示している。BIFS-CommandとODストリームは、BIFS-AnimとIPMPエレメンタリストリ

ームとが 2種類の明確なelementary_PID値により参照されるPESパケット中で伝送される間は、ISO/IEC 
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14496-1 FlexMuxツールを利用しないで、ISO_IEC_14496_sectionにて伝送される。 

 

 

T1607340-99

Program Association Section
...
{
   ...
   program_number = 0x0001
   program_map_PID = 0x0100
   ... 
}
CRC_32

TS Packet : PID = 0x0000

ISO/IEC 14496_Section

BIFS-Command Stream

TS Packet : PID = 0x0111

ISO/IEC 14496_Section

OD Stream

TS Packet : PID = 0x0112

ObjectDescriptor{
     ES_Descriptor {
          ES_ID=0x0013
          streamType="SD stream"
          specificInfo="BIFS-Anim"
     }
}
ObjectDescriptor{
     ES_Descriptor {
          ES_ID=0x0014
          streamType="IPMP stream"
     }
}

Object Descriptor Stream

MPEG-2 Transport Stream

TS Packet : PID = 0x0100 TS Packet : PID = 0x0113

...
ES_Descriptor {
  ES_ID = 0x0011
  streamType = "SD stream"
  specificInfo='BIFS-com'
}
ES-Descriptor {
  ES_ID = 0x0012
  streamType = 'OD stream'

}
...
   

Initial Object Descriptor
TS Program Map Section
...
program_stream_info_length
1st descriptor_loop {
    10D_descriptor{ }

}
{
   stream_type = 0x13
   elementary_PID=0x0111
   2nd descriptor_loop {
         SL_descriptor { 
              ES_ID=0x0011
         }
   }
  stream_type=0x13
  elementary_PID=0x0112
  2nd descriptor_loop {
         SL_descriptor { 
              ES_ID=0x0012
         }
  }

stream_type = 0x12
elementary_PID=0x0113
2nd descriptor_loop {
     SL_descriptor { 
          ES_ID=0x0013
     }
}
stream_type=0x12
elementary_PID=0x0114
2nd descriptor_loop {
     SL_descriptor { 
          ES_ID=0x0012
      }
 }
...

PES Packet : stream_id = "1111 1010"

BIFS-Anim Stream

 

付図 R-2/JT-H222.0 – トランスポートストリーム中の ISO/IEC 14496 コンテンツの例（ITU-T H.222.0） 
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